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1 9 6 6 年 の 回 顧
「われわれは，すでに虎の尾を把えてしまった。虎に喰われるか殺すまで 











再 び 政 府 に 「社会主義化」の再検討を迫った型となって表われる。あるいは 
















ところが実状は，政府の思惑どおりにはいかなかった。1966年 9 月現在， 
国有化率は全経済の5 3 % を占めるに到ったが，生産状況は全般的に停滞ない 





産 業 別 国 営 私 営丨 産 業 別 国 営 私 営
農 業 — ( 0 ) 257(100) 通 信 3(100) - (〇 )
水 産 • 畜 産 1 ( 2) 71 ( 9 8 ) 金 融 17(100) - (〇 )
林 業 23 ( 52) 21 ( 4 8 ) Govt, depts 149(100) - (〇 )
鉱 業 13( 81) 2 ( 19) 家屋賃貸•その1 他のサービス業j - (〇 ) 70(100)
ェ 業 208( 51) 204( 49)
貿 易 277( 80) 66( 20)
電 力 8(100) — ( 0 ) - —
建 設 49 ( 65) 26( 35) 計 882 779
運 輸 44 ( 41) 62 ( 59) 比 率 53% 47%
(注） カツコ内は国営対私営の比率。
(注） 1966年 9 月10日付 The Working People’s Daily.
第 2 表部門別生産概況推移
(単 位 1，000万K )
部 之
次 1961-61 1962 -  63 1963-64 1964-65 1965-66 1966〜 67 
( 計 画 ）
農 業 199 245 229 244 231 267
畜 産. 水産 業 60 64 63 68 64 72
林 業 18 20 19 22 42 44
鉱 業 9 10 11 12 12 15
製 造 業 352 397 360 427 435 502












1964年，65年に行なわれ，政 府 の 言 う 「整備」は一応完了したのであった。 
さらには，技術改善，農業融資の拡充，協同組合化の促進など相ついで積極 
的な農業開発を推進した。 しかし，1966年は前年度に比べほぼ6 % の減少を 
示した。なかでも，農業生産の 8 0 % を占める米の生産は7 % の減少を示した。
農業生産の減少， とりわけ米の生産減は， ビルマ経済をますます困難にす 
る。 しかも，米の流通国有化以後，政府による集荷が順調にいっていない現 







せた。貿易収支は，1963~64年 度 に 赤 字 （一6900万チャット）に転じ，その 
後漸増傾向をたどり，1965〜66年度は，前半期ですでに3455万チャットの赤 
字を出している。
このような状況について，政府は，今 ま で 「社会主義化過程における一時 
的現象」 と説明してきたわけである。
1966年間に生じたこれらの経済困難に対する政府の努力は，第 1 次 経済 4 
力 年 計 画 （1966年 10月実施）にも示される。すなわち，一層の農業開発と輪 
出産品の開発振興， さらには輸入抑制策と同時に輸入代替産業の開発に力点
一 1 1 1 一
ビ ル マ






















返 し た 「社会主義」の原則について動揺をきたす羽目に立ち到った。
情勢は，政治的姿勢として「社会主義」や自力更生を固執できるほど余裕ン 




ひとつは， あ く ま で 「社会主義」の原則を貫くことによって基本的な問題 
を解決していくとする議論。 もちろんこの主張の前提には .現状を「一 時 的 ：こ, 
不可避」 と理解しているのである。 ：■ g




た議論なのである。 しかし，結局は， 9 月2 7日 に 始 ま っ た 食 料 品 の 取 引 自 由 • § 










中国封じ込めを策する米政府としては，東南アジアにおいて，中 国 と 最 も ：し



















また， ビルマへの米国の接近は，一方では，全く時を同じくして， ビルマ 
が，米国への対応を準備していたことにもなる。
⑵ 中 国 の 役 割  .
一方，中国は， もともとネ•ウイン政府を無条件で支持している訳ではな 





























ソ 世 国  西 
_ 速 •銀 逋 独
1961年に取決められた，中国•ビルマ経済 •技術協力協定に基づく，総 額 4 
億チャット（11年間）の枠内のもので，すでに7 0 % の受入れを完了している。 
しかも，中国援助の使途は，そのほとんどが，プラント建設であることから 
して，当面の経済危機に効果的な影響を与えるほどのものではないことがい 

























ことは，1965年 末 に 「社会主義化」の一層の進行を決意して， 1 月，全ての 
商品に対する国家統制令を布告したその日から，わずか半年後の出来事であ 
った。

















— V 1 1 1 一
デルタでは，9 月 の N D U F分裂をきっかけに，反乱行動の主軸を完全に共 
産党が握ったといわれる。 さらに，今後の成行きが注目されるところである 
が，殊に，米にっいては，一歩も譲れない立場にある政府との間に，来年度 
産 米 （1抑6年12月〜1967年 3 月末）の確保をめぐって，激烈な闘いが予想さ 
れる。 もし，政府が，今年度以上に，米の確保に障害を来たしたとしたら， 
1966年 の 「社会主義の変調」が一層，進行することになろうし，また，政府 
の決意如何によって，決定的な政治的変化を余儀なくされよう。















1 9 6 6  年 の ビ ル マ 年 表
1 1 . 8
1 1 . 9 
-13 
1 1 . 30 
-12.2
対 外  関 係
ネ • ウ イ ン 議長， セ イ ロ ン 訪問
「ネ•ウィン政府を支持する」— 米国政府筋談話
ネ•ウイン議長，インド訪問 •







































1 1 . 9 
- 1 1  





NDUF が分裂----Bo Mya 派と Mahn Ba Zan 派
U Ba Nyein, 4 * 月の東欧外遊へ 















9 . 10 
9. 27
1 0 . 15 
1 0 . 18
1 1 . 26 













































































政 府 は 1 月 6 日，新らしい商品取引手続に関する指令を発表した。 これは 
昨年10月1 8日，新経済法，交易評議会法に基づく流通機構の改革である。 1 
月 6 日の指令は，事実上，交易評議会の業務権限を規定した。いままで，人 
民販売公社を中心に，政府の商品流通政策が行なわれてきたが，当指令をち 
ってその中心が交易評議会に委ねられることとなった。 さらにこの指令は， 
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ビ ル マ （1 月）
このことはネ•ウィン政府にとって重要な関心事となっている。
第 〗表 米 の 輸 出 状 況
年 次
輸 出  量 
(1，000 トン）




1938~ 39 3,303 223 44.3%
1956〜57 2,005 895 74.8%
1957〜58 1,463 663 74.1%
1958 -  59 1，614 716 71.3%
1959〜60 2,080 835 71.7%
1960〜61 1,541 664 66.2%
1961〜62 1，842 852 67.2%
1962〜63 1，620 784 61.9%
1963-64 1，586 754 65.9%
1964〜6 5 ( 9力月分) 1，052 397
出所 ： Economic survey of Burma 1964年。 Commonwealth Gram Report.
第 1 表に見る如く，米の輸出は戦前， 300万トンを常時超えていた0 しか 
も当時の輸出構造は，石油，木材，鉱産物などの輸出が今日より遙かに多く， 
米は輸出総額の40~45%内外を占める程度であった。 しかし，戦後は， ビル 
マ経済の荒廃，内乱状態による鉱業開発などの遅れもあって，米はビルマが 
輸出できる唯一の産品となり，その割合は7 0 % を占めるに到っている。米の 
他には，棉 花 （3 % ) ，ゴム（3 % ) ，雑 豆 （4 % ) ，木 材 （1 1 % )，鉱 産 物 （4 
% ) などがあるが，米に代り得る程のものは見当らない。
こうした状況の上に， さらに米の輸出は年々減少傾向を示し，特に，ネ • 
ウィン政権成立以後（1962年 3 月），減少は著しく，昨 年 度 （1964〜65年）は 








— v 2 )—  — 120 —
ビ ル マ （1 月）
さそうである。 また，工業化，特に石油および鉱業開発，繊維産業発展には 
力を入れているが，国內 需要を満たすことが目標であるに過ぎない。
従って，国際収支は1963~64年度から赤字に転じ，1964〜65年度は約 1 億 





って， ラングーンなどの諸都市では繊維製品， 日用雑貨，などの不足が目立 
ち，流通機構の混乱状態とも重なって，開店休業の店舗が少なくない。
もともと米の輸出が減少傾向にあることは，米の生産量低下によることが 
考えられるが，第 2 表に見る如く，米の生産はネ•ウィン政権成立と同時に 
— 応，戦前水準を回復し，以後順調に増加している。
第 2 表 米 の 生 産 状 況 （扨)
年 次
作 付 面 積  
(1，000 ェーカー）
生 産 量  
(1，000 トン）
農業生産額に 
占める割合 生 産 指 数
1936〜41年平均 12,832 7,426 82.0% 100
1961〜62 11,564 6,799 77.1% 92
1962-63 11,953 7,544 77.0% 102
1963〜64 12,435 7,720 79.2% 104
1964~65 12,624 7,832 79.6% 105




このように生産は数字上一応増加傾向を迪っている。 しかu 人口増加(年 





—  121 — — ( 3 ) -
農耕法の改善普及，品質改良，農業融資の払出などをっうじて米の増産計画 
を進める一方，生 産 者 米 価 の 引 上 げ（1965年 6 月）， 集米機構の簡素•合理 
化， 籾買付計画の改訂（1965年 11月）， をつうじて集米努力を続けている。 
しかし， こうした努力にもかかわらず，集荷は順調にいかず，むしろ減る傾 
向にある。
ビルマ米の約8 0 % はイラワジ•デルタ地帯を中心とする下ビルマで生産さ 
れる。 しかも，デルタ地帯は各種反乱軍の活動する中心地域である。収穫期 













きく影響していると思われる。すでに 1 億チャットの赤字を出している国際 
収支を改善するには，外国からの援助で埋めなければなるまい。
1964~65年 度 は ほ ぼ 1 億チャットの外国援助を受けている。消費物資の輸 
入抑制がすでに限界点に達している今日， これ以上輸入を切詰めることは不 
可能であろう。従って，これからビルマとしては，国内においては「社会主 





ビ ル マ （1 月）
~ (  4 ) - —  122 —
ビ ル マ （1 月）
參商品取引統制措置
交易評議会が革命評議会議長命令第91号 （1965年10月18日公布） に基づき賦与され 
た権限を行使して行なった決定に基づき， 1 月 6 日に命令第5 号と命令第6 号とが公 
布され，即時発効した。








◊命令第 6 号は，国家の取扱う商品を消费 のため一般に小売する場合には， 当該商 
品はすべてこの命令の附属一覧表に定める店舗にこれを販売することを定め， その他 
の店舖または小売業者が販売することを禁止する。
交易評議会は，以上述べた命令第5 号と命令第6 号とは別に，命令第5 号に国家の 
取扱う商品として指定された商品を転売の目的で生産者から買取り， 加工，貯蔵，移 
動，譲渡する者を1 月 6 日以降に起訴する旨の告示を行なった。 この告示では，総合 
農業協同組合直営店舗，そめ他の協同店舗，個人登録店舗，指定商品の手持ちある個 
人はいずれもその保有する在庫品を1月16日午後6 時までに人民卸売店舗に売渡すこ 
とが指示された。 1月16日午後6 時以降に指定商品の貯蔵，仕入れ，移動，譲渡，売 
買を行なう者は起訴されることが，同じく告示で発表された。
◊次に交易評議会は命令第6 号とその附厲書とを説明するため， 海産物販売につき 
指令を発した。この指定に基づき許可証所持者から買取った鮮魚と生ェビとは，暫定 
措置として，登録小売店舗を通じて都市消費者に売渡されることとなった。 鮮魚と生 
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◊交易評議会に限り売買出来ることとなった品目は，農産品46品R , 海産物15品目， 
織物類100品目，織物以外の工業製品255品目，鉱産品10品R である。 これら品0 の多 





◊ 1 月 6 日の新聞記者団との会見で，中央治安行政委員会副委員長Maung K yaw大 












ラングーン市では200戸あたり1 軒の割合で主食品販売店舗，500戸あたり1 軒の 
割合で織物販売店舗，1000戸あたり1軒の割合で雑貨店舗がそれぞれ開設の予定で 
ある。これら新設店舗での配給業務処理は，当局が消費者の協力を得て監督するこ
— ( 6 )—  — 124 —
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1 月24日付The Guardian紙社説は，最近起っている一連の反乱活動について，特 
に K N D O の活動について次のように論評している。
1月22日夜， Paung (モールメン近郊）地域を防衛している政府軍部隊と人民警 
察隊が攻撃を試みたカレン民族防衛組織（KNDO) 反乱軍を繫退したニュースは， 
我々の心を歓喜させた。
略奪者は敗退した。彼等の指導者， Bo Lin H tinの副官と他の4 名の従卒が殺さ 
れた。
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( 1 月）
日 誌 （1 月）





i )  社会主義革命を成功さすため土地革命を達成することは農民の義務であ 
る。また，工業建設を遂行するのは労働者の義務である。
i i) 土地革命の仕事は古い土地および農業制度を一掃するだけでなく，新し 
い制度をすみやかに確立し，強化することである。





2 日▼鉄道労働者に簪告— ビルマ国有鉄道のMyint T h e in大尉は，鉄道労働者 
の不正，怠慢，および闇取引業者との共謀による収賄行為などに対して強く警告 
した。
▼各地で党路線支持集会---Myitnge, Meiktila, Taunggyi, Sagaing, Loikaw,
Z ig onなどの地区で計画党セミナーにおけるネ.ウィン演説およびサン• ユ ー報 
告を支持する集会が開かれた。




ている「大統領」 「連邦大統領」 「ビルマ連邦大統領」の呼称は，当法により 
総 て 「ビルマ連邦革命評議会議長」という呼称に改められる。また，法的効力 
を持たない付則，規則，布告，告示，文書の中で表現されている「知事」 「ビ 
ルマ知事」 「大統領」 「連邦大統領」 「ビルマ連邦大統領j の呼称も今後「ビ 
ルマ連邦革命評議会議長」と改められる。
ビ ノレ マ
一 （10 ) - — lZo _
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⑵革命評議会法第10号
ビルマー般条例法第2 項，第26条は次の様に改められる。 「政府」（Govern­
ment or the government) という呼称は ビルマ連邦の行政権を執行させる ため 
にビルマ連邦革命評議会が認可した人間のことを意味する。
4 日 〔独立記念日〕









▼裏作に綿花栽培— T h azi郡の農民は農業農村開発公社，灌漑局などの指導 
と援助により，稲作の裏作として棉花を栽培することになった。その準備が終り， 
3600エーカーの稲田に今月より試作されることになった。
6 日▼貿易省，取引手続についての指令を発表— 貿易省は国営機関に管理される 
商品の取引手続についての指令第5 号および第6 号を発表した（内容要旨は前掲 
別項参照)。また，この指令について貿易省次官Thein H an大佐と中央治安行政 






7 日▼貿易省の“指令，が各地で説明さる一 -交易を目的とする国家機関により運 
営される商品および取扱い商品の違いによる小売店舖の名称などについて1月 6 
日貿易省により発表された指令が，各地で貿易担当官，S A C 委員などによって説 
明されている。マンダレーでは説明会を開くとともに， “指令”に基づき民間小 
売業者から指定された商品の凍結を行ない，現金による支払いが開始された。
▼貿易使節団帰国— San W in 中佐を団長とする貿易使節団は， 日本， フィ
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リピン，香港，インドネシアを訪問して，空路帰国。ビルマ輸出入公社（第22号 
交易公社）総裁 Tan Yu Sain g大佐らと会談した。
8 日▼ミィエーパデータ計画について— Hmawbi農業学校で開かれた農業担当官 
年次会議で農業総局長官Min T h ein大佐は1965〜66年度ミィヱーパデータ計画 
の進渉状況および1966〜67年度ミィエーパデータ計画について説明した。
(注） Min T h e in大佐の演説内容要旨は前掲別項参照。
▼インドネシアがビルマ米70万トンを輸入— 昨日帰国したSan W in貿易使 




である。うち連邦銀行保有は8 億1728万6507チャット（3 億9000万チャットの金 
保有を含む）である。なお，当日現在の総流通通貨量は17億6561万9988チャット 
である。
▼農業担当官会議— 農業担当官年次総会はH m aw biの農業学校で開かれて 
いるが，当総会ではチリー，玉ねぎ，ガーリックの全国自給体制確立と，州部に 
おける米，食用油の自給達成が， 1966/67年度農業計画の基本的な目的であるこ 
とが強調された。なお，当会議に出席した農業総局長官Min T h ein大佐は，米， 
雑豆， トウモロコシ，砂糖キビ，ポテト，タバコの生産増加およびエーカー当り 
収量増加のために稲の科学的製法の普及を強調した。
▼ 「押収ではなくて買取リである」— 1月 6 日に貿易省が発令した指令第5 
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載された（なお，内容要旨は前掲別項参照)。
10日 ▼ 「革命は戦争と同様」— 特別調査局訓練講習会が開かれ，席上U Hla Thaung
長官は要旨次の様に述べた。
1 )  諸君が軍事的作戦を展開している際に敵の襲撃や反撃に対して細心の注 
意を怠ってはならないと同様に，社会主義革命の遂行に対する破壊分子に対し 
ては不断の警戒が必要である。
2 )  諸君は革命を妨害しようと策謀し•ている資本家共，即ち過去に甘い汁を 
吸って生きてきた闇取引利潤追求者，密輸入業者，搾取者などに対して不断の 
警戒をしなければならない。






▼学生と村民が衝突— マンダレー芸術科学大学学生がB o y a村付近で突然20 
名の村民に暴行されたことに怒った同大学生約400人が B o y a村を包囲した。こ 
のため，同大学教授U Kyaw Y in や警官が事態の収拾に乗り出し一時は平静に 
戻ったが，学生約300人は再び村を包囲し放火を試みようとした。このため，警 
官を動員して学生を警戒し，学生を寄宿寮まで追返した。
▼米国大使にu Tun Win— 革命政府はアメリカ駐在新大使にU Tun W inを 
任命した。
▼シャストリ首相葬儀にU Thi Han— 故シャストリ•インド首相の葬儀に参 
列するためU Thi H an外相はインドに向った。なお，同行者はU  Ohn K h in外 
務省次官など3 名である。
▼米国•ビルマ貿易について— アメリカ商務省担当宫 は， 「米国は1966年に 
おけるビルマとの貿易を昨年水準で持続していきたいと思う」と述べ，次のよう 
に猜っ厂こ〇
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( 3 ) 1966年のアメリカのビルマに対する輪出は，ビルマ政府の計画によって
左右されるであろう。























▼第 1回ラングーン大学評議会開かる— ラングーン芸術科学大学第1回評議 
会が Kyaikkasanグランドで開かれ，Maung Maung K ha教授が社会主義制度と 
大学教育に関して演説を行ない， 「革命評議会は生活に密着しない現行の教育制 
度は変えなければならないと信じている。生活に密着し，社会主義価値感に基づ
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に長繊維棉花を栽培することになった。 なお，この他T h a a i郡では3600エーカ 
一 ， W undwin郡では5000エーカーが栽培されている。
▼闇商人が最終的に解散— 1月 6 日，貿易省より出された指令に基づく統制 
商品の人民販売店への売渡し期限が本日をもって終了した。このため，ラ ン グ ー 、 
ン市内では，オンサン通り，アノラータ通り，シューレ•パゴダ通り，シュウエ 







の人民卸売販売店支配人が15日，店舗所有の4 万2000チャットを持ち出し，地 下 ，. 
反乱軍に加わった。
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っている。
1 9日 ▼ 「過去の誤ちは繰y 返してはならない」— 第 1号交易公社（農産物取扱い） 




▼ 「前よ U も多くの商品が販売されよう」— 北西軍管区司令官Sein M y a大 
佐は，州，省 S A C 委員および郡交易担当官と会談し，軍管区内における配給機構 






2 0 日 ▼ 「反乱軍の目的は罪なき人々への迫害にある」一 -12月中に反乱軍活動から 
脱出，投降した青年4 名と W .P .D .紙記者が会見した。 席上，青年達は次の様 
に語った。
( 1 )我 々 は ‘反革命分子の偽りの約束”に魅せられて反乱軍に加わった。そ 
して我々は反乱軍の無目的な破壊活動に幻滅を感じ，地下を離れた。
⑵ 我 々 は 第 7 力年を終了（学年次）したものについては，新参者といえど 
も ‘中尉”の階級を与えられるとする反乱軍の宣伝に誘惑された。新参者には 
1 月につき300チャットのサラリーが支払われ，その他金，ポンド貨が支払わ 
れる。ジャングルの中で我々はBo Phaw H t u派所属の反乱部隊に配属され 
た。




なお，これらの4 人の青年は，いずれも十代で，学校を卒業したばかりで， 3 
力月前に地下反乱軍に加わっていた。
▼マンダレーで洋酒販売店舗を接収— 第 4 号交易公社はマンダレーにある洋 
酒販売店舗とパーを接収し，大衆に提供出来るようこれを再開した。
— ( 16 ) — —  134 —




2 1 日▼中央農地委員会再組織— 1 月19日出された中央治安行政委員会布告に基づ 
き，中央農地委員会人事が下記のごとく改められた。
議長：Maung KyaW 大 佐 （兼中央 S A C 副議長)， 副議長：Tin S o e大佐 
(兼農林省次官)， 委員：Ye G o u n g中 佐 （施設および土地記録局長官)，.Win 
P e 中 佐 （国防省)，Hla M a u n g少 佐 （内務省次官)，U  Than Tun Aung (土 
地記録局次官)，書記：U  San Thein (土地国有化および補償局局長)，統合書 
記 ：U  Than Pe (農林省次官補)。




U  Ba Nyein (大蔵省財政顧問），U  Tim Aimg Gyaw  (計画党本部労働問題 
担当局書記）らが任命された。






買上げセンターは昨年12月15日に開設され， 1 月21日迄9 万9704パスケットを買 
上げた。
このような反乱軍の政府への籾売渡し禁止作戦を果敢に拒否している当郡の 
Htugyi村では，反乱軍のテロ活動にもかかわらず，19日迄8 万 7239パスケット 
を売渡している。
2 4 日▼社会福祉担当官セミナー開会一一社会福祉相マウン•ルウィン大佐は社会福
祉担当官セミナーを開会した。席上，大 佐 は 「過去に富裕であった人々は現在不 
幸であると感じている。それは，彼らが富を貪っている間貧窮に喘えいでいたビ 
ルマ人民を無視していた当然の報いである」などと述べ開会演説を行なった。
▼第 1回人民事業公社講習会— 第 1 回人民事業公社（P W C ) 技術職員講習会
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が開かれ，公共事業相Sein W i n 准将が開会宣言をした。
▼ Kabaw溪谷開発計画--- Mawlaik県 K a ]emyo郡 Natchaung地域およびTa-




2 5 日▼社会福祉セミナー2 日目— 社会福祉セミナー2 日目は，辺境地域における 
社会福祉事業，社会福祉局の再組織が主に討議された。
▼ Pyaungpyaダム建設計画--- Myingyan東部 Manli村近郊に建設予定のPya-
ungpyaダム建設予備調査が開始された。このダム建設は総額900万チャットを投 
じて，当地域2 万6000エーカーを灌槪する。
2 6 日 ▼閣僚の動き
〇農林相タウン•チ大佐は農業農村開発公社総裁Ye G m m g 中佐とともに，
今開催中のイタリア農業機械見本市を見学した。
〇工業•労働相マウン.シュウヱ大佐は，工業省次官Maung Maung Kha
大佐，カヤ州評議会議長U  A . M y a  L a yらと共に， ロー ピタ水力発電所およ
び Ngwedaungダムを視察した。
▼旧政治家釈放さる— 昨年10月22日逮捕された5 名の前政治家が22日釈放さ 
れた。釈放者は下記のとおりである。
U  Su (元ビドウンズ党国会議員)，U  M y a  Din (元 A F P F L 国会議員)，U
M y a  Maung (元ビドウンズ党国会議員）， U  Nyein (元 A F P F L 地区書記)，
U  M y a  Maung (元 A F P F L 地区執行委員）〇
2 7 日▼ネ.ウィン首相， 2 月10日に：feイロンへ— セナナヤケ.セイロン首相の招 




2 8 日▼チン省担当官会議— チン特別省の担当官および治安行政委員会委員，計画 
党支部委員らが25日会合を開き，当省における治安，行政，経済，組織および社 
会問題の諸計画の調整を行なった〇
▼ 「小売商人に就職優先」— 中央軍管区司令官Tin U 大佐は Nyaungkbin 
の当局筋に「小商いの小売商人に対する人民商店への就職斡旋は男女，資格を問
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わず優先すべきである」と述べた。




Maimg L a y中佐を任命した。中佐は労働省次官も兼務する。 また；第 1 書記長 
に船渠労働委員会議長Pe Nyimt少佐を任命した。
2 9 日▼米作調査 — 土地記録局が昨年9 月16日から11月15日迄行なった予備調査に 
よれば，今期稲作総面積は1240万7573エーカーで，実際に収量を上げえた耕地は 
1211万7494エーカー，総扨収量は3 億8336万3193バスケットであった。なお，最 
終調査は12月 1 日より行なわれ， 1 月3 1日に終了する予定である。
▼新州評議会員— 北西軍管区司令官Sein M y a大佐がチン評議会員とカチン 
州評議会員に任命された。また，第 7 旅団司令官H t i n K y a w中佐がカチン州評 
議会員に任命された。





3 1 日 ▼ 第 2 回医学担当官会議— 第 2 回全国医学担当官会議がラングーンで開か 
れ，保健省次官Thein A u n g中佐，保健烏長官U  Pe K y i nらか出席した。
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▼12月中の投降者数
12月中に合計221人の反乱軍が投降した。反乱軍別の内訳は次のとおり。
共 産 党 （白旗）2 3 ,赤旗共産党2 ，カレン民族統一党15，シャン反乱軍67，カチ 
ン反乱軍88，その他26。
なお，押収武器弾薬は次のとおり。
ライフル銃48丁，機関銃5 ，カービン統2 ，手製銃28，その他1 5 ,弾丸1437個。
▼ Pantanaw郡 Pyalin村で集会を開いていたK N D O 反乱軍は，政府軍第27連隊の 
急襲を受け，死体 1 を残して逃走。 （1.1)
▼ Tavoy— Y e 道路間 Kaleinaungキャンブ駐屯政府軍第35連隊及び31連隊所属1 部 
隊が Y a p h uキャンプへ移動中，Tavoy 50マイル付近で約100名のカレン反乱軍の襲撃 
を受け，政府軍兵士12名が死亡， 3 名が負傷した。 （1.1)
▼モービン郡Kwetkin警察署が50人の N D U F 反乱軍の攻擊を受けた。約 2 時間の 
交戦の後反乱軍は撤退した。この結果，警官2 名が死亡した。 （1.2)
▼ メルグイ地区Tsungshi村で共産党反乱軍の攻撃により，フヱリーボートが炎上， 
警官など2 名が死亡， 3 名が負傷した。 （1.2)
▼政府軍第23連隊および警察軍の混成攻撃部隊は，バーモ地区Thabyaypin Thama- 
ingyi村近郊で3 名のカチン独立軍を逮捕，重要文書を押収した。 （1.4)
▼ Kyauktaga郡 Thahtaygon鉄道駅付近のKyauktaga Grant Hindu村の協同組合 
販売店が約70名の N D U F 反乱軍に2 度に渡って攻撃された。反乱軍は2 隊に分れて， 




▼ペグー地区Shwegyin郡 Himhawai村 に N D U F 反乱軍の 1部隊が侵入，村落協 
同組合から1512チャットの資金を略奪した。 （1.6)
▼約20名の K N D O 反乱軍が Kyauktaga郡 Thaminmingon村に侵入，勒績機など 
を破壊した。 また， 同夜30名 の N D U F 反乱軍がシッタン川西岸のMahlaing，Taun- 
gkhin，Nwayekyaung村に侵入し，村民に対し，村落協同組合を即時解散するよう言 
い渡した。 （1.6)
▼ N D U F 反乱軍が Kyaukkyi地 区 Kyaukpon村 Yethu部落に侵入し，村落協同耝
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合から縫製機械など1000チャット相当を略奪した。なお，当反乱軍は1 月 6 日，全て 
の村落協同組合を解散するよう文書で指令を出していた。 （1.7)
▼ペグー地区Thatphayaung村 に N D U F 反乱軍が侵入，村落協同組合から現金3868 
チャットを奪った。 （1.8) ；i
▼ Shwe L u に率いられる共産党反乱軍1部隊が Ngathainggyaung郡 Ngapiseik村
に侵入し，A R D C 所有のジュート栽培用ポンプを捕獲した。なお，当地域では最近， |
連日，反乱軍によるポンプ押収が続いている。 （1.8) 爷
▼ Pa-a n郡 Selwee沿岸政府軍第107守備隊が当河岸を渡ろうとしていたK N D O 反 巧
乱軍と遭遇，交戦の後2 名を逮捕した。 （1.9) 3
▼ P y u郡 O k p o村で2 名の婦人を含む3 名の共産党反乱軍が逮捕された。当 地 域 で .ぺ  
は，最近反乱軍による略奪行為がひんぱんに起っている。 （1.9)
▼政府軍第1 カチン銃隊と人民警察軍混成攻 搫 部隊は， カチン州 Pinlebu郡
Shwehintha村で共産党指導者Saw M a u n gを逮捕した。なお S a w M a u n gは Pinlebu 
郡 Sainan村出身で，1962年地下に潜った。 （1.12)
▼ 3 名の K N D O 反乱軍が Bogale郡 N a n k a w村に侵入し，民家に放火乱射した。 
このため村民1 名が死亡した。 （1.12)
▼ 4 名の共産党反乱軍がPenwegon郡 Kinmonin，Thabyaydan村に侵入， 協同組 
合委員の家から組合所有金総額5301.65チャットを奪った。また同日，反乱軍の別動隊 
は Tawkymein西方の2 村落協同組合から約4000チャットの現金を奪った。 （1.13)
▼ Bassein— Kangyidaungフェリー•ランチ， ミン•ルウイン号が Kyaunggon郡
Bayingyingon村近郊で4 名の N D U F 反乱軍に停止を命ぜられ，反政府ポスターを貼 
られた。 （1_13) ,
▼ N D U F 反乱軍は Inpalar村に侵入，農協を襲った。 （1.14)
▼ Pantanaw郡 Daunggyi村に N D U F 反乱軍が侵入し，同村人民聱察隊砲台から警 
官を誘い出し，射殺した。 また，同反乱軍は同村で約3 時間に亙り拡声器を使っての- 
反政府演説をし，特に，政府の商品配分の腐敗について叫んだ。 （1.15)
▼ Yandoon郡 Mezali— Hngetpyawgyun間で反乱軍と政府軍第27連隊 1部隊が交戦 
し，反乱側2 名が死亡， 5 名が重傷した。 （1.15)
▼約30名の武装反乱軍がMin Hla郡 Kayingauk村農協組合長室に侵入，ラジオ受 
信機などを略奪した。 なお，組合長は反乱軍に農協活動を全面的に中止するよう脅迫
された。 （1.16)
▼政府軍第8 連隊所属部隊は，Pa-an地 区 Papun郡 Ka m a m a u n g付近で約100名の
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N D U F 反乱軍と2 時間に亙り交戦，政府軍は主に軽機関銃，3 インチ砲で攻撃した。
' . 反乱側は5 名が死亡，多数が重傷，政府軍の損害は無かった。 （1.17)
く ▼政府軍第89連隊兵士がシッタン西部Zayatkhin村で反乱軍スパイを逮捕した。 こ
のスパイは，Kyaukkyi地域で行動するN D U F 反乱軍 B o K y a r N g w e に所属し，政 
府軍の行動を監視していた。 （1.17)
▼約60名の N D U F 反乱軍がPapun郡 K a m a m a u n gを攻撃，政府軍第8 連隊が応戦 
し，撃退。 （1.18)
T Pegu県 Shwegyin郡 Wetsu村に約20名のカレン反乱軍が侵入，農協などから約 
800チャットを略奪，略奪物資を村民に配合して，農協活動に参加することを禁じた。 
(1.19)
▼反乱軍がバセイン地 区 Kabaniパゴダ付近の運河を航行中の籾積載モーターボー 
•' 卜を攻撃，乗船警備中の警官6 名が負傷した。 （1.20)
▼共産党反乱軍がPonnagyun郡 Zedibyin村に侵入，村民に衣料などを供給してい 
たS A C，計画党，交易評議会メンバーなどを攻撃，政府軍第2 銃隊が応戦，村民 1 人 
が負傷した。 （1.22)
▼ Kyaukpyu郡 M a -E i運河沿岸 Kyauk-yo-d a m村近郊 Sau Hlaingで 10人の赤旗 
:共 産 党 反 乱 軍 と 7 人の警官が交戦し，反乱軍2 名が死亡した。 （1.18)
「 ▼約100人のカレン•共産党混成反乱部隊が， Tavoy地 区 Y e b u市に侵入，.警察署
を攻擊した。.しかし，情報を前もって知っていた警察側は， 警察署と郡役場で忠戦体 
.制を固め反乱軍をはさみ打った。 このため反乱軍は警察への攻撃をあきらめ，一般商 
/  店への侵入を始め，総額7000チャット相当の物資を略奪したが， 交易評議会事務所は
被害を免れた。 しかし，反乱軍はさらに発電所を攻撃， 2 時間に亙る市街戦を展開し 
た後撤退した。 （1.22) •
▼ Bo Zinyaw (Bo Ngazinyine) に率いられる約70名の K N D O 反乱軍が Martaban 
北方13マイル，Thaton南方23マイル地点のPaimg町を襲撃し，鳘 察署，交易評議会事 
務所，計画党郡支部，米卸売店などに火を放った。 このため，政府軍第4 連隊所属第 
5 中隊が応戦，この戦闘中に反乱軍指導者Bo Zinyawが死亡した。彼は Bo Lin Htin
f. の片腕として勇名をとどろかせていた。 （1.23)
▼ P a u k郡 Thanbayaaingの村落防衛隊と赤旗共産党反乱軍がDidokepin付近で交 
戦，反乱軍1 名が死亡した。 （1.23)
T P y u郡 Waigyi地 区 Leeinsu村にある第31号トラクター .ステーション所属の4 
台のトラクターが，約40名の共産党反乱軍により破壊された。当反乱軍は，緑色の制服
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を着し，Bo San Myintに率いられて当村に侵入， 約 1 時間に亙って反政府宣伝を行 
ない，P y u運河提に置かれていたトラクターを破壊して部品を取り出し，車体に火を 
つけて逃走した。 （1.23)
▼ラングーン= プローム鉄道， H m a w b i近 郊 〇kkan，Ngaphiyulay駅間を運転中の 
ディーゼル列車が，反乱軍埋設による地雷の爆破を受け，脱線した。 （1.24)
▼タウンジー県，Banyin村で S a y a M o u n gに率いられるシヤン反乱軍29名が武器. 
弾薬とともに投降した。 （1.25)
▼約100名のカレン反乱軍がMyawaddy郡 M e -pa-le村に侵入したが，政府軍部隊の 
攻撃により撃退された。 しかし，反乱軍は農協職員の_ 宅から300チャットの現金とそ 
の他物資を奪って逃走した。 （1.25)
▼第50連隊所属政府軍攻撃巡戒部隊はMin Hla郡 Taimg Pyat村で N D U F 反乱軍 
と交戦，反乱軍1 名が死亡した。 （1.26)
▼約50人の共産党反乱軍がP y u郡 Paukkon村近郊のトングー•トラクター•ステ 
ーシヨン所属のトラクター2 台を破壊した。 （1.26)
▼ Pa-a n地 区 Htonaing村の61戸の民家，人民販売店が，当村に深夜侵入した100人 
の N D U F 反乱軍の襲撃により焼失した。 （1.28)
▼トングー付近， K y Ung〇n，YedaShe 駅間の鉄橋が反乱軍埋設の地雷により爆破さ 
れた。 （1.28)





▼約100人のN D U F 反乱軍が Pa-a n郡 Hton-ain村に侵入，政府軍哨戒隊，警察官 
の応戦により，これを撃退した。 しかし，反乱軍は店舖，民家などを襲い，火を放ち 
61戸を全焼させた。損害は40万チャット。 （1.29)
▼ミヤンミヤ郡Kyagan村 で U B A M B 職員 2 名と消防隊員1 名が反乱軍によ9 殺 
害された。 （1.30)




— 141— — ( 23 )—
資 料
ビ ル マ ( 1 月)
商品取引統制措置— (命令第5 号)—
◊政府告示に基づき交易評議会が買取る農産品は下記の通りである。
1 . 籾 （精米，砕米，フスマ.，フスマ油，油カス，米ソウメンを含む）
2• 小 麦 （上製小麦粉，粗製小麦粉，上製フスマ，粗製フスマ，生ウドン，Schwegyi 
を含む）
3 .  穀物種子
4 .  マッぺ（割れマッぺ，マッぺ•フスマ，マッぺ殼を含む）





10^" Pebok ( P e b o k油と P e b o k油カスとを含む）
バf Kalape (割れ Kalape，粉末 Kalape，Kalape フスマ，Kalape 殼， Kalape 
ソウメンを含む）
Pelun
13. Pesin-ngon (害ijれ Pesin-ngon，Pesin-ngon フスマ，Pesm-ngon 殼， Pesin- 








2 1 .  落 花 生 （落花生子実，落花生油，落花生油カス— 機械搾油カスと手搗油力 
スとを含む）
2 2 .  胡 麻 （胡麻油，胡麻油カス，手搗油カスを含む）
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2 3 .  カラシ（種子と油とを含む）
2 4 .  トウゴマ（油を含む）
2 5 .  トウガラシ（粉末と調味液）
26•タマネギ •
2 7 .  ニンニク
2 8 .  馬鈴肇
29•コエンドロ
30•ツ メ リ ッ ク （粉末を含む）
3 1 .  タマリンド（タマリンド樹の諸種産物を含む）
3 2 .  ヤシ粗糖
33•ココナ ツ （コブラ，ココナツ油，干果用ココナツを含む）
3 4 .  キンマ子実
35. Thanaphet または Shanphet
36. Pyaungphuphet (卷葉とフィルタアの先端に使用の葉とを含む）
3 7 .  茶 （英国茶，ビルマ茶，laphetを含む）
3 8 .  コーヒー子実（粉末子実を含む）
39• ゴ ム （燻煙ゴムとチリメンゴム板とを含む）
◊農業農村開発公社の買取る品目は下記の通りである。 .
4 0 .棉 花 （生棉，棉花種子，棉花殻，棉花油，棉花油カスを含む） ‘
41• 黄 麻 （センイと生木とを含む）
42.ケ ナ フ （センイ，Shawphat，生木を含む）
◊中央交易センターの買取る品目は下記の通りである。
43•ビルマ茶 （dah-hli-s e とse-z a を含む）
農業農村開発公社は茶の生葉，加工葉，aye-seを買取り，中央交易センターは 
パイプ用煙草を買取るものとする。
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鮮魚，乾魚，燻製魚， ngasibaung, ngamantaung, ngapikaung, ngapiyegyo, 








パセイン県の西バセイン郡（都市区域を含む）， Thabaung郡， Ngaputaw郡， 
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〔備考〕 ⑴ Pazun ngapi は hmyin，seinsa，damin，zaya，塩 を ふ り か け た • 




1 .  燃糸 •：；
2 .  縫糸
3• 綱 具 （綿製のロープ，コード，綱，細糸を含む）
4• 織 物 （敷布地，シヤツ地，寒冷紗， レース，毛製コード，フランネル，ウ 
ンサイ織，蚊帳地，タオル地，フトンカワ地，厚地毛編シャツ，服飾用織物，マ ' ' 
ル （薄綿紗)，ズック，色附き縞モメン，棱織を含む）
5 . 綿 製 品 （国旗，タオル，手袋，指なし手袋，腕バンド，スカーフ，ショー，
ノレ，短靴下，長靴下，力ーテン，ハンケチ，テーブル掛，ナプキン，ベッド上敷 
き，けば立て毛布，毛布，袋，防水布，チョッキ，運動シャツ，毛編セーターを 
含む），（男子用）上質‘Longyi，（男子用）粗 製 Longyi，（女子用）上 質 Longyi， $ 
(女子用）粗製 Longyi, (子供用）上 質 Longyi，（子供用）粗 製 Longyi，dhurry)
6■小間物類（レース飾，縁飾，縁取り，縁 （(ヘリ))， 平打紐， 細長縫取り，
ゴム紐，幅16センチ以下のレース）
その他の植物質繊維
7 . 綱 具 （ローブ，コード，撚糸を含む）
絹織物 づ
8■絹織物（コハク織を含む）
9 . 絹 製品（男子用バンコク型 Longyi, 女子用バンコク型 Longyi, 男 子 用 ， 
Longyi，女子用 Longyi, 子供用 Longyiを含む）
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毛織物
1 0 .  撚 糸 （編物細工を含む）
1 1 .  毛 製 品 （無縁帽，手袋，指なし手袋，短靴下，長靴下，セーターを含む） 
手製繊維織物
1 2 .  縫糸
1 3 .  繊維織物（ナイロン蚊帳地，シュスまたは擬いシュスの寒冷紗，錦欄，ウ 
ンサイ織，柞垂絹布，ジョーゼット，コハク織，服地を含む）
14•手 織 品 （短靴下，長靴下，ケパ立て毛布，ジュウタン，セーター，ナイロ 
ン .セータ‘一，男子用レーヨン.ロンデー，女子用ロンデー，子供用ロンデー）
1 5 .  小間物類（レーヨン•リボン）
雑織物または（交）マゼ織物
1 6 .  雑織物またはマゼ織物（ポプリン，寒冷紗，毛織製品，シュス，擬いシュ 
ス，金欄，棱織，拃 蚕絹布，コハク織，服地を含む）









1 . 粉 末 薬 味 2 •植物質パター油 3 •人造パ タ ー 4 . 紙巻タバコ 
畜産品
5 .  コンデンス•ミルク
飲料
6 .  ビ ー ル 7 . ビン詰酒精飲料（マンダレイのビルマ飲料製造株式会社とビル 
マ製薬とが製造するウイスキー，ブランデー，ラム，ジン，地酒を含む） 
化粧品と小間物類
8 . 香 水 9 . 白 粉 1 0 .身 体 化 粧 粉 1 1 .乳 幼 児 肌 粉 1 2 . ヒゲ剃り用固形石 
鹼 と ク リ ー ム 1 3 .へ ヤ ク リ ー ム 1 4 .髪 油 15• ワ セ リ ン 16 • 美 顔 水 17. 
隈 取 り （クマドリ） 18 • 洗 髪 粉 19• 煉 鹵 磨 2 0 .洗濯石鹼 21•化粧石鹼
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2 2 .合 成 洗 剤 2 3 .粉 石 鹸 2 4 .棒 紅 2 5 .紅 （ベニ） 26• 爪 磨 き 粉 2 7 .爪 
磨 き 粉 掃 除 器 28• ボ タ ン 29• レ イ ン . コ ー ト 3 0 .押 し ボ タ ン 31•安全ピ 
ン 32• 安 全 マ ッ チ 3 3 .子 供 用 三 輪 車 34• 乳 母 車 3 5 . 鹵 ブ ラ シ 36•雨傘 
3 7 .羽 子 （羽子つき用）
家具類
3 8 .プラスチック灌水ホ ー ス 3 9 .エナメル器 40•石 油ストーブと部 品 41.
現 金 函 .42.ハカリとモノサシ4 3 .錠 前 と 鍵 4 4 . 気 泡 ゴ ム 4 5 .消 火 器 46. 





5 6 • 子 供 用 自 転 車 57• 自 転 車 58• 自 転 車 タ イ ヤ 59•自転車チューブ 60.
6 1 .蓄 電 池 6 2 .発 火 器 6 3 .軽 自 動 車 6 4 . 自動車部品
機械設備部品と工具 ■:、
6 5 .精米機ゴム .ブレーキ 6 6 .精米機 ゴ ム •コ シ キ 67•ディーゼル機関と > 
揚水ポンプとの予備品68•可 搬 カルチベーター 69•脱 穀 機 と 槐 措 機 70•揚  
水 ポ ン プ 7 1 .可 搬 発 電 装 置 72 • 噴 霧 器 73 • 弓 鋸 の 刃 74 • 螺 錐 7 5 .拡孔 
器 7 6 .給水栓 ^
電気器具 • .
77 • 電 線 7 8 .乾 電 池 7 9 .管通風用パイプ 80 • 絶 縁 体 8 1 .電 球 82 • 螢 _  
光 管 83•差込みとソケット 8 4 .腕 材 8 5 . ス イ ッ チ 8 6 .接 続 凾 8 7 .紐線 ；?
吊 し 8 8 .安 全 器 8 9 .電鈴の押ボタン 9 0 .簡便複式コンセント表面9 1 .簡く |  
便三重コンセント嵌込み 92 • 簡 便 複 式 コ ン セ ン ト 9 3 .平面蓋 9 4 .扇 風 機 .：J  
95• 電 気 ア イ ロ ン 96• 自 動 炊 飯 器 97•電気コンロ 9 8 .電 気 調 節 装 置 99. ‘ 
冷 蔵 庫 1 0 0 . 冷 水 タ ン ク 1 0 1 . 洗 濯 機 10 2 .固 定 照 明 装 置 103 .螢光灯の台' :  
104 • 電 動 機 105 • ラ ジ オ 106 •教育用具
建築資材 1
107 • 軟 鉄 円 形 棒 108 • 軟 鉄 扁 平 棒 109 • 軟 鉄 線 1 1 0  • 軟 鉄 板 1 1 1 . 亜 鉛 ザ  
引 生 子 鉄 板 1 1 2 . 針 金 釘 11 3 .棘 線 11 4 .角 釘 115• 塗 料 1 1 6 .塗 料 除 去 . '  
剤 1 1 7 . 研 磨 材 料 11 8 .削 磨 材 料 1 1 9 .セ メ ン ト 120 • 大 理 石 1 2 1 .マン
5 0 .  薬剤と器具 
薬品と染料
5 1 .  硫酸 ら 2 . 粉 末 鈴 丹 5 3 .殺 虫 剤 5 4 .炭 酸 ガ ス 5 5 .消毒薬 
運搬具と部品
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ガロール •タイル 122•不燃セ メ ン ト 1 2 3 .コンクリート.パ イ プ 12 4 .铸  
鉄衛生パィプと補 助 装 具 125 .細長穿孔山形材 
工業原材料
1 2 6 .クローム革 127 . 靴 底 皮 1 邓 •緬 羊 と 山 羊 と の 鞣 皮 129•雨傘の軸と 










ローソク，灯 油 （白色灯油と赤色灯油とを含む)，鉱油，機械油（自動車と発動機と 
に使用のものを含む），減 摩 油 （自動車と発動機とに使用のものを含む）， ディーゼル 






アラカン省アキャブ県の Rathedaung，Pounagyun，Pauktaw，M a n a u n g。キャ 
ウクピ ユ 県の M y e b o n，Ramree。
イラワジ省 ノ《セイン県の Ngathainggyaung，Kangyidaung，Yegyi，Kyaunggon， 
K y o n p y a w。ヘンザダ県の Mezaligon，Daunggyi, Zalun, 丁haun只gyi。ミヤアウン 
グミヤ県の Einme，Kyaikpi，K y o n mange，Kanbe。 モービン県の Pantanaw，
〆 Yandoon, Sagagyi, Yelegale0 ピャポン県の Dedaye〇
ペ グ ー 省 ペグー県の M a d a u k，Payagyi，Peiwzalok，Schwegyin，Nyaungkhashi， 
Kador, Intagaw, Kawa, Phaungdawthi, Htongyi, Yitkan, Hpaclo0 ノ、ンタワジ県 
の Twante，Kyauktan, K a w h m u ,  Kyaikhtaw, Phagu, Tawku, Thaktaygwin, 
Wabalaukthauk。 モービン県の O k k a n， Taikkyi, Tantabin, Wanetchaung,
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Myaungdaga0 プロ ーム県の Padaung，Inma，Paukkaung，Padigon，Paungdale, 
Thegon。タラワジ県の Zigon, Thonze，Minhla，O k p o。 トングー県の K y w e b w e， 
Oktwin，K a n v u t k w m，Yedashe。
テナセリム福、 モーノレメン県の Kyaikkharm，Kalwi，Thandywzayat，Chaungzon， 
Kyaikmaraw，Lamaing，Pha-auk，Tayana。メルグイ県のビクトーリア•ポイント 
(Kawthaung)0 タトン県の Zingyaik，Theinzeik，Taungzun，K y w e g y a n，Martaban, 、
Bilin，Kyaikto，Mokpalin。
マンダレイ省マンダレイ県のMandalay，Amarapura。キャウクセ県のMyittha。
ミインギヤン県のN y a u n g u，Natogyi，Sameikhon。ヤメチン県のTotkon。メイ 
クチラ県の Mahlaing，T h d a w。 . 1
マグウェ省マグウェ県の Singu, Sale, G w  echo，Migyaungye。 ミンブ県の r 
Sinbyugyun。タェトミヨ県のMinhla，Sinbaungwe。パコック県のYesagyo。 \
サガイン省 サ ガ イン県のM y i n m u， Myotha， Tada-U, M y a u n g。 カタ県の 
Tigyaing。モニワ県の Chaung-U。 . 广
チン特別省ミンダト県の Paletwa。 .
シヤン州 タウンジイ県の Hopong，Lawsawk, M o n g p a w n，Pindaya，Bawsaing。 
ロイレム^:の K u n h i n ,しangkho， しecha， Maukme, M a m g k a m g ,  Mangpan, 
Panglong, Kyethi, Mansam, Maingnawng, Namsam, Namcheiko。ラシオ県の 
Hsenwi，M u s e，N a m h k a m，Tangyang。 キヤウクメ県の Mongmit，Nwanghkio。 
クンロン県のPansaing。ケントン県のM o n g y u。
カチン州ミチナ県の Namti，Shwegu。











湧き立った。1 2日は， 連邦結成を記念した第19回連邦記念日中央式典がシャ 
ン州都タウンジー市で開催され， 2 5日には，農 民 の 日 （3 月 2 日） を記念し 
た 1%6年 度 農 民 セ ミ ナ ー （第 4 回） が開かれた0





4 回目を迎えた今年度の農民セミナーは，昨年に引き続き， ラングーン市 
kyaikkasan広 場 で 開 か れ た 。 テ ー マ に は 「農民評議会結成」 と 「社会主義 
建設に農民が参加する方法」が採られ， 代 表 農 民 な ど 2,000人 が 出 席 ， 4 日 
間にわたって討議が続けられた。 このセミナーでの最大の課題は，政府によ 






を創設するにある」。 また評議会の末端組織となる村落評議会の業務と責任  
事 項 に つ い て は 「社会主義計画の実施を監督する」 など17項目を掲げ， さら 
に 評 議 員 の 責 任 事 項 に は 「作物を国に売渡すこと」 な ど の 9 項目を規定して 
いる。 この設立要綱はほぼ草案どおり採択され， 農民評議会はまもなく結成 
されることになった。昨 年 度 の 農 民 セ ミ ナ ー で は 「農業革命の遂行を」 テー 
マに，小作料支払い停止を含む小作法改正のきっかけをつくった。 また昨年































ビ ル マ ( 2 月)
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ビ ル マ （2 月）
令農民評議会の結成































—  175 — — 、35 )—























来年度の生産量は約2 倍の4000万 Vissを予定している。 なお，公社としては長繊 
維 綿花（Mahlaing 5/6)の栽培計画を次のように作成した。
年 度
作付面積 生 産 量
( エ ー カ ー ） (Viss)
1967〜 68 440 ,000 3 9 ,6 0 0 , ,0 0
1968〜 69 520 ,000 46 ,800 ,000
1 9 6 9 -7 0 600 ,000 54 ,000 ,000
◊純良種子配分計画
公社は，国営農場，地区農場，有志栽培者などを手始めに，綿花の純良種子の
_  ( 36 ) - - — 176 —
ビ ル マ （2 月）
生産普及計画を立てている。
1965年には， 国営農場で1105ヱーカーが種子生産に使用され， 純良種子8 万 




















栽 培 面 積
(エーカー） (トン）
ジ ュ ー ト ケ ナ フ ジ ュ ー ト ヶ ナ ヶ
1965~ 66 107,400 12,000 20,000 2,000
1966〜67 128,450 23,000 24,000 3,540
1967-68 190,000 24,500 38,000 4,500
1968-69 240,000 25,000 50,000 5,000
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社会主義計画党機関誌Lanzin Thadin Ziriは連邦記念日特集号において，12月行な 
われた党セミナーに於ける政治報告の経済問題について以下の如く説明した0 
◊今日の経済的な混乱は以下の理由によるものである。
1 .  ある制度から他の制度に移行する全期間において生起する混乱状態が存在 
する。
2 .  購売力が増加した勤労大衆の需要の上昇に，生産および配給機構が伴うこ 
とが出来ない。
3 .  生産および配給部門において非能率と怠慢が存在する。
4 .  革命によって政治経済権力を剝奪されたブルジョワ階層，および地主によ 
る妨害活動が起きている。











1 .  農民は地主に小作料2100万チャット（エーカー当り3 チャット）を支払わ 
なくてもよくなった。
2 .  今まで高利で金貸業者から農民が借金していたが，政府融資9 億5000万チ 
ャット（利率6 % ) のお陰で，農民は総額5700万チャットを貯蓄出来るようにな
一( 38 )— 一 178 —
ビ ル マ （2 月）
った。
3 .  国が農民に予約買付制度をとおして，総額17億4000万チャット（昨年）を 
前払いするようになったため，いままで1 5 % の利率で借りていた高利融資の利子 
部分総額2 億6100万チャットを貯蓄出来るようになった。
4 .  国が48万エーカーの農地をトラクター奉仕をしているため，農民は労賃部 
分の支出3500万チャットを貯蓄に振り向けることが出来るようになった。
5 .  農民の収入が年に総額3 億7500万チャット増加している。

























































ビ ル マ （2 月）
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ビ ル マ ( 2 月)
. 日 誌 （2 月）




▼郡医療担当官会議— 第 2 回全郡医療担当官会議は本日も続けられ，主に医 
療施設の改善，移動などについて討議された。また，運営財政 *郡の医療活動•
保健統計の各小委員会に分かれ，それぞれレポートを報告した。





3 .日▼連邦旗 Nyaunglebinへ— 連邦記念日を目指して各地をリレーされている連 
邦旗が，今日，Nyaunglebinに到着した。当地では約5 万人の市民がこのリレー 
を迎えた。 ：.'
▼ Tin U 大佐 Kayanを視察— 中央軍管区司令官Tin U 大佐は K a y a nを訪れ，
建設中のThongwa— K a y a n自動車道路建設現場を視察した。
また，大佐は自動車道路沿線の籾買付センターを視察し，ハンタワディ県およ 7;
びシュリアム郡治安行政委員会メンバーと流通問題につき討議した。席上，大佐 
は 「基本的食料品販売店は，200戸に 1 件の割合で開設され，繊維販売店は500戸 '； 
に 1 件，その他は1000戸に1 件の割合で開設される」と述べた。
▼ Woshaungダム， 9 月に完成— カチン州ミチナ東郊で灌辑 局が建設中の 
Washaungダムが9 月に完成される運びとなった。これは全費用68億2600万チヤ 
ットで， 3 万2000エーカーを灌漑する。この建設には常時1000人の労働者があた 
り，すでに主要な作業は終了した。
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▼ U Tun W inアメリカへ--- 最近アメリカ大使に任命されたU  T u n  W i n がア
メリカに赴任した。




5 日▼繊維工場の建設開始— 公共事業公社と中国人技師は中国•ビルマ経済技術 
協力協定に基づき，メイクティラ2 マイル近郊O k k y i n に繊維工場の建設に着手 
した。なお，当工場は1967〜68年度中に完成予定で，紡織 600,紡錘 4 万を設備 
し，総額4000万チャットを投じる。
▼連邦記念日予備討論会バセインで3000人の労働者を集めて連邦記念日予 
備討論会が開かれ，イラワジ省計画党議長S a u K y i 大佐，副議長K y a w Z a w 空 
軍中佐が，それぞれ，革命評議会の種族政策と理念を説明，各種族の団結と統一 
の必要性について演説した。
▼ Ye Myint中佐死す— 第 5 交易公社（繊維）総裁 Y e  M y i n t中佐はメルグイ 
で，心臓マヒで死亡した。中佐は昨年12月貿易使節団長として，インド，セイロ 
ン，パキスタンなどを訪問した。
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6 日▼ビリン精糖工場完成 — 中国•ビルマ経済技術協力協定に基づき，建 設 さ れ ： 
ていたビリンの新精糖工場（3000万チャット）が近く完成する予定であり， 3 月 .f  
から精糖操業を開始することになった。 当工場の能力は日産100トンである。な ：， 




年10月〜1965年 6 月2100万チャットの砂糖を輸入していた。 ’
▼中国援助の概況— 中国•ビルマ経済技術協力協定に基づくプロジェクトは$  
ビリンの精糖工場の完成により，今建設中のプロジェクトは全部で10になった。 
内訳は，水力発電所（500 k w /h : ケントンとクンロン），繊維工場（紡織機；600 
台， 4000錘： メイクテイラ)， 製 紙 工 場 （日産4 0トン：シッタン)，合板工場 ！
(Swa)，橋 梁 （南シャン州Takaw) で， さらにタイヤエ場，第 3 号水力発電所， ' 
合板工場などが建設の予定で，中国人技師による設立準備が進められている。ま’'1  
た機械部品工場および繊維工場の建設も中国側との交渉が進められている。
▼「社会主義経済はまだ初期的段階である」— 国家計画省担当官U  Chan A y e 巧  
は，ラングーン大学経済学部で「経済と社会主義」と題する要旨次のような講義 •
をした。 ，*

























したセンターはHlegu，Pegu, Payagyiの 3 個所で，当地域における養畜を援助* 
指導してV、る。今年度は Hmawbi，Taikkyi，Okkan, Kayan，Thongwa，Syriam， 
W a w ，Twanteなどの地区に設立される。
▼木材の輸出— 国営木材局は1965年10，11，12月の3 力月間に2 万3112トン 
を輸出したが，今年に入って1 月中に， 1 万3025トンを輸出した。なお輸出局と 
しては，さらに輸出の倍加に力を注ぐ姿勢である。なお当初の見通しとしては，
3 力月間に1 万4711トンの輸出を見込んでいた0 
▼ラングーンの人口160万に— 昨年11月のセンサスによると，ラングーン市 
の人口は161万2395人 （男 82万5766，女 78万663 0 )であった。そのうち外国人は 
10万8074人 （男 5 万9420,女 4 万8 6 5 4 )であった。
センサスの結果によるその他の統計は次のとおりでである。 5 人委員会一8ヱ3 
組，戸数--33万1581戸，家屋数一21万1004 (そのうち宗教，社会福祉，病院，宿泊 
所，クラブ用6446,政府機関用1747)。
ビ ル マ （2 月）
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ビ ル マ ( 2 月）
$ > 日▼連邦記念日を前に一 2 月12日，タウンジーで開かれる連邦記念日を前に， 
各地区の代表者が，続々とタウンジーに集まっている。なお全国各地をリレーさ 





1 0日▼ネ•ウィン首相セイロンへ— セナナヤケ•セイロン首相の招待により，ネ. 
ウィン議長は特別機でセイロンへ向った。 同行者は革命評議会員K y a w  S o e大 
佐，内閣官房長官K o  K o 大佐， ラングーン司令部司令官Hla Phone大佐，国 
家計画省次官U  Ohn  K h i nなどである。 -
なお，空港には，ネ•ウィン夫人，ティン•ぺ准将，サン•ユー准将などの閣 
僚が見送った。






念について演説した。この討論会にはシヤン州評議会議長U  Tun  Aye, カチン 
州評議会議長U  Din Ra Tan, コウッレイ州評議会議長Saw Hla T u n , カヤ州_ 
評議会議長U  A . M y a  Lay, チン評議会議長U  Hsan K o  Lian，計画党第1 管 
区副議長Soe Hlaing中佐などが出席した。 なお，フラー•ハン大佐の演説内容 
は資料参照。 ；•'















ビ ル マ (.2月)
〇ネ•ウィン苜相はセナナヤケ首相主催の夕食会に招かれた。 ビルマ側は 







----国 民 休 日 -----
〇第19回ビルマ連邦記念日中央式典はシャン州タウンジーで開かれた。当式 















U 日▼日本のビルマ援助初年度分決まる— 日本政府はビルマ政府との間で対ビル 
マ経済技術協力協定に基づく第1 年 度 （40年 4 月16日から41年 3 月31日まで）の 
実施計画を協議していたが，このほど意見の一致をみたので14日，U  Hla Aung 
在日ビルマ使節団長に対し合意書簡を送付した。同協定は，日本からビルマに対 
して総額1 億4000万ドルの無賞供与を12年間にわたって行なうことを取り決めた 
もの。第 1 年度については，これまで暫定的に実施していたが，今回全般的な計 
画をまとめたもので，その総額は53億7038万円となっている。おもな内容は次の
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ビ ル マ （2 月）
とおりである。
①プラント= 2 3億2001万円，▽大型，中型バス， トラック組立工場（日野自 
動車， 7 億8940万円)，▽家庭用電気器具組立工場（松下電器，7 億2774万円）， 
▽小型トラック，乗用車組立工場（東洋工業3 億1585万円）， ▽ポンプおよび 
耕耘機組立工場（久保田鉄工3 億1637万円）など。②重機械および設備=1 8億 
7406万円，▽ビルマ鉄道建設レールその他（9 億7622万円）など。③政府機関 
用自働車など= 8 億3436万円，④役務= 3 億4194万円。
▼セイロンのネ.ウィン議長— セイロンを訪問中のネ.ウィン議 長 は A n u - 
radhapuraを訪れた。また Amparaiの水力発電所を見学した 
1 5日▼農民セミナーは今年もラングーンで— 1966年度農民セミナーは， 2 月24日 





今年度は，2 月24日の予備討論会を皮切りに以後5 日間農民セミナーが開かれ， 
3 月 2 日に大 ^会と記念式典が催される。
▼ティン•ベ准将，扨買付所を視察一 -貿易相ティン•ぺ准将は中央軍管区司 
令官 Tin U 大佐らと共にタラワディ地区Min y w a村を訪れ，当村籾買付所を視 
察した。また，当県 S A C 委員およびU B A M B 担当官と会荅した。また，一行は 
さらにLetmyethna村，Sinmiswai村，Hmataing村，などの買付所も視察した。
▼人事異動— 商船局特務担当官Khin Maung Myint海軍大佐が鉱業省次官 
に任命された。
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①  土地制度，農地委 W 会，沖稍地，村有地に関する土地諸問題。
②  灌槪設備工事，自家消費用水の給水，洪水防禦に関する水間題。






1 7日 ▼ 「耕作方法を改善しなければならぬ」— 1966〜67年度各種作物耕作計画を 
討議するための会議が開かれ，農林省，農業局，土地国有化局，土地記録局，中 
央 S A C ，中央交 悬 ，中央統計，経済局，農業銀行， A R D C 担当官が出席した。 
席上， タ ウン •チ農林相は，要旨次のように述べた。
( i )  耕作用の新しい土地を造成すると同時に，耕作の改良方法を導入しな 
ければならない。
( i i )  地域の自給を達成出来ないところでは特に稲作を拡充しなければなら 
ない。 また，精糖工場がある地域では砂糖キビのような地方産業に資する原料 
の生産を抗充すべきである。
( i i i)  計画に従い輸出米の耕作を拡大し， その耕作用にトラクターを使用す 
るよう農民に勧めなければならない。
▼第 5 号国営繊維工場は4 月に操業開始— ラ ン グ ー ン 市 T h in g a n g y im 地に 
建設された第 5 号国営綿繊維工場が，来 た る 4 月から操業を開始することになっ 
た。 当工 場 は 2 年前，20名の民間人が共同事業として12 0万チャットで建設着工 
し，1965年 5 月，1 0 % の建設が完了した際，政府が接収，その後60万チャットを 
追加してこのほど完成したものである。
1 8日▼農民セミナーには2000人— 2 4日から K y a i-k k a sa n広場で開かれる1966年度 
農 民セミナーには，1158人の代表農民，300人の労働者代表，：U 5人の監督官，437 
人の政府関係機関代表ら合計2040人の勤労大衆が出席する。 なお，地区別内訳は 
次のとおりである。
















( マ ン ダ レ ー ）
第 2 区 










(フ ァ ラ ム ）
第 4 区
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なおその他， 中央政治科学学校農民問題科受講生200人，報 導 関 係 50人，計画 I  
党 本部代表 50人，中央軍管区司令部代表3 人，，政 府 機 関 代 表 119名が出席する。 1  
1 9日 ▼ 「農業生産は常に上昇しなければならぬ」— 1 7日から開かれている1966〜
67年度耕作計画農業担当官会議最終日の席上， タ ウ ン •チ 農 相 は 「農 業 生 産 は 年 -：|  
1 年上昇していかねばならない」 と述べ，要旨次のように演説した。 v 泣
( i ) 1 9 6 3 ~ 6 4年 か ら 3 年間にある種の作物は生産が減少し，ある作物は上 
昇した。農業担当官は生産が低下した理由を分析する必要がある。 . i
( i i )  ビルマの人口は毎年2 % ずつ増加している。 このことは工業，社会福
祉事業の拡大と需要に見合う資本投下にとって非常に重要な事である。農業国 
では，資本投下はより多くの農作物を生産することによってのみ実現出来るの广 > 
である。従って農業生産は年 1 年上昇を続けなければならない。 > >
(iii)  これらのためには農耕法を改善すると同時に，人 間 能 力 を 最 大 限 に 使 ，..;̂
用しなければならない。 S
▼各地農民セミナー予備討論会— 農民セミナーを控えて，全国各地で予備討
論会が開かれた。 特 に C h a u k地区では， 資 本 主 義 お よ び 現 政 権 の 下 で の 耕 作 農 々 | 
民の役割の違いなどが討論された。
2 0 日▼文盲率は 4 3 % — 教育局の最近の調査によると，全 人 口 （6 才以上）の36.7 . 1  
%  ( 9 0 0万人），可 働 人 口 （15〜5 5 才）の4 3 % が文盲であることが明らかになっ 
た。 また，文盲率は都市部31.3 % ，農村部では4 2 . 3 % である。 §
▼農民が反乱軍を批難— T a ik k y i郡の村々から約1500人の農民，労働者が集 
まり，P h a la n k a n g o n村で反乱軍を批難する集会を開いた。 この集会で一農民は 
「われわれ農民は，土地革命および社会主義建設の進展を妨げる反乱軍の無政府 
活動を許すわけにはいかぬ，我々は政府軍と協力して反乱軍と闘う」 と述べた。 'ふ 











































第 i i 区
(モールメン）
第 12 区
(バ セ イ ン ）
第 13 区 
( ア キ ャ ブ ） 
第 14 区 
(ミンガラドン） 
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ビ ル マ ( 2 月)
U B A M B作物|ミ付センターは現佥 保存が呰無のため，、当地域のコーヒー栽培.者は 








2 1 日▼農民セミナーを前に^ 4 月24日の農民セミナーを前に，全国各地区で予備 
討論会が行なわれ，すでに封論会を終えた地区では代表農民が，開催地ラングー 
ンに集まってきている。 モールメンでは計画党第10 ( パアン）， 第 11 ( モールメ 
ン）地区の予備討論会が開かれ， 東部軍管区司令官Maung L w in大 佐 は 「農民 
評議会は全国の農民大衆の要求と一致し，真に農民がリーダ-•シップを取るよう 
に組織されることが最も基本的でなければならぬ」と述べた。
▼農民評議会規則は農民セミナーで起草される一 - ミンガラドンで開かれた計 







lychi (せんのう）500本，logon (ゆるぎいし）500本，梨3000本，桃1850本， り 
んご7000本，ブドウ1000本などの苗木が，カチン州，シヤン州，チン丘陵に植え 
られたが，これらの苗木は順調に育っているとのことである。
2 3 日▼エンクルマ大統領立ち寄る— 昨夜，北京へ向う途中立寄ったエンクルマ• 
ガーナ大統領は，ネ •ウィン議長に招待され会談した。なお，ティン•ぺ准将， 
サン .ユー准将も出席した。
▼ 4 3 %が魚を食べている— 「ビルマ総人口の4 3 %が魚を食べている。 しかし 
これは先進海国の66.5 % に比べかなり低い」 と Patettaung水産訓練学校での講 
習会で，U Sein H laing担当官は述べた。
— ( 50 )— 一190 —
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2 4日▼農民セミナー•リハーサル— 25日のセミナー本 会 議 を 前 に K y a ik k a s a n 広 
場 セミ••一.ホールで農 民 セミナー.リハーサルが開かれ，式典組織委員長Hla 
Hpone大佐，政治 委 員 会 委 員 T i n S o e大佐らが出席，H l a H p o n e大佐は代表農 
民に歓迎の意を表し，農 民 セミナーの意義などについて演説した。
▼農民が自衛組織— 反乱軍のために自由に籾を政府に販売を出来ずにいる  
Tharrawaddy地 区 Zigon郡 Mayin-Letpangon村の農民は，Sanywa槐買付所に 
100台の牛車と連邦旗を連ねて籾の集団販売を行なった。 これは反乱軍の脅威と 
農民自身が斗った最初の大規模な 树 販売隊である。
2 5 日 ▼ 1966年度農民セミナー開会— 1966年度農民セミナーがラングーン市 K y a ik - 
k a s a n 広場で開会された。 タ ウ ン •チ 農 相 ，計画党中央組織委員会農民問題書記 
長が開会宣言を行ない,社会主義建設における農民の責任などについて強調した。 
続いて農民評議会の設立要綱，規則草案などの説明があった後，代表農民による 
発 言 が 始 ま っ た （農民セミナー全日程における代表農民の発言および政府の答弁 
の 内 容 に つ い て は 「アp アの動向」 3 月号資料に掲載 )。
▼ネ•ウィン議長3 月 4 日にインドへ— ネ •ウ ィ ン 議 長 は ，夫 人 同 伴 で 3 月 
4 日からインドを私的訪問する予定である。 また， インドではガンジー首相およ 
びラダクリシュナン大統領と会談する予定である。
2 6 日▼農民セミナー 2 日目一 農 民 セ ミ ナ ー 2 日目は，各代表農民の発言が昨日に 
続いて行なわれ， トラクター，イ匕学肥料の必要性および給水の完全化についての 
農民の要求が発表されるなど，農業生産の増大についての具体的な提言がなされ 
た。 なお， 2 日目の会場にはティン •ぺ准将， タン •セイン大佐などの政府閣僚 
も出席した。
▼駐米大使， ジョンソン大統領と会談— 新しく駐米大使に任命された ， U  
T u n W i n 大使は信任状をジョンソン大統領に手渡した。 なお，大使はその 释 大 
統領およびノヽンフリー副大統領と会談した。





2 8 日農民セミナ ----- 農民セミナー 4 日目は，政府担当官による代表農民に対する
答弁が行なわれ， 教 育 省 次 官 Ye H t o o n中佐は教育問題に関して， 保健省次官
—  1 9 1  — 一 （ 5 1  ノ ー
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、： ， ▼農民が反乱軍と挑戦— Kyauktagaの農民は， N D U F お よ び K N D O 反乱
軍の政府への米売渡し妨害活動に対して果敢に挑戦してい‘る。反乱軍は今や建設 
ソ の途上にある社会主義経済を侵蝕し，交易評議会買付センターへ■農民が米を売渡





1 月中に政府軍に投降した反乱者数は合計174名であった。 反乱軍別の投降者数は 
次のとおりである。共産党1 7 , 赤 旗 共 産 党 6 ， カレン民族統一党7 , シヤン反乱軍56, 
カチン反乱軍68，その他20。
なお，捕獲，押収武器は5 9 , 弾薬325個であった。
▼ P a-a n 地 区 H la in g b w e郡 K a m n w e村 近 郊 で N D U F B o M y a 派反乱軍所属の力 
レン族部隊と政府軍第28連隊が交戦，反 乱 軍 2 名 が 死 亡 し た （1.23)。
▼ Thaton県 Tamaita村近郊で政府軍第107特殊部隊と反乱軍の一隊が交戦，反乱軍 
は大打撃を受け， カービン銃 1 丁，機 関 銃 5 丁，アメリカ製ライフル2 丁， 英国製ラ 
イフ ル 1 丁，イタリア製ライフル2 丁，日本製ライフル2 丁，弾薬1000個が押収され
， た （1.30)。
. T B a s s e inか ら K y au k ch au n g w aiへ向かう途中の モ ー タ ー •ラ ン チ が N g ap u taw 郡
P o sh w eh law 村 付 近 で 2 隻のモーター .ボートに乗船した 2 0名の反乱軍の待伏せ攻撃 
を受け，乗客および交易事務所所有の現金，宝 石 な ど 12万チャット相当が略奪され， 
乗 客 ら 4 名が反乱軍に捕えられた（2 .1)。
▼ B a s s e in 西 方 K w in c h a u n gで反舌し活動に加わってV、た 共 産 党 オ ル グ （2 0 才） が 
K a n i村 人 民 謇 察軍に投降した（2.2)。
▼ B a s s e in 東 部 S h a n y w a村で人民謇察隊と K N D O 反乱軍が交戦，反 乱 軍 3 名が死
: ' 亡 し た （2.5)。
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▼ 7 名の反乱軍がモールメイン地区Kyaikmaraw郡 Kadon-kaye村に侵入，牛 9 頭 
を持ち去った（2.6)。
▼ P o n n ag y u n  3 0マイノレ近郊B a u k u n b o n su村で政府軍の攻撃部隊が共産党反乱軍1 
名を捕えた（2.7)。
▼ K a n i村に行く途中のK y o n d o n村の計画党員が共産党Tin A u n g 派反乱軍により 
殺された。なお，この党員は連邦記念日式典に行く途中であった（2.11)。






▼ Pakokku県 Pauk郡 Myaingmagyi丘陵地帯のジャングルで，政府軍第87連隊と， 
赤旗共産党一部隊が交戦し，反乱軍1 名が死亡した（2.12)。
▼ Min Hla郡 Taungpyat村で 1 人の農民が， 政府軍スパイと間違えられて反乱軍 
に射殺された（2.13)。
▼ Palaw— M e r g u i間ハイウェイを通行中めPalaw■餐察署員5 名が約30名の反乱軍 
の攻撃を受け， 1 名が死亡した（2.14)。
▼ N D U F 反乱軍がラングーン= マンダレー間道路沿いPeinzaloke付近の食料品店 
を襲撃し，店主が殺され， 1 万チャット相当の物資を略奪した（2.14)。
▼ Myaing駐留政府軍第56連隊所属部隊と反乱軍が交戦， 反乱軍1 名が死亡した 
(2.14)0
▼ N D U F 反乱軍がKyauktaga郡 Kholo村教師を射殺した。 また同日，当郡 Phado 
村の計画党員細胞が暴行を受けた（2.14)。
▼約15名の反乱軍がP a u n g近郊 T h e g o nを襲撃し，農協などから，約2000チャット 
相当を略奪した（2.16)。
▼約60名の N D U F 反乱軍が Kawkareik— K y o n d o間道路を巡戒中の人民蝥察軍を 
襲撃し，30分間交戦し，警官2 名が死亡した（2.16)。
▼ 20名の武装反乱軍がDaik-U 郡西部の灌漑局事務所に侵入，略奪した（2.18)。
▼ 20名の共産党反乱軍がTavoyの人民真珠養殖公社所有の乾魚積栽ボート2 隻 （総 
額40万チャクト）を略奪した（2.18)。
▼ N D U F 反乱軍指導者Bo Hpaw  H t uの 妻 （2 6才）が，政府軍第20連隊攻擊巡戒
— 19。— - ( 53 ) -
ビ ル マ （2 月）
部隊によって，P a-a n 近 郊 T a u n g g a le村 で 逮 捕 さ れ た （2. 2〇)。
▼ N D U F 反 乱 軍 “中隊;g：” A ung K yaw  T u n が モ ービン地区 Z ig o n村で治療中の 
ところ，警 察 隊 に 逮 捕 さ れ た （1 23)。
▼約 30名の共産党反乱軍が Ingapu郡 Bawsagaing村 の 土 地 記 録 局 員 3 名， 農業局 
員，農地委員らを捕え連行した（2.23)。
▼ N D U F 反乱軍指導者S h w e  N i の妻と3 名の連絡員がモービン地区Letpangon付 
近で政府軍に逮捕された（2.23)。
▼ K N U P 反 乱 軍 “小隊長，’ A uag S h w e夫 妻 が ワケマ郡 S h w e la u n gの政府軍第 93 
連 隊 に 投 降 し た （2 .25)。
▼ M inlw in-M yitkyo (タトン付近）道路を進行中のトラック運搬労働者 6 名が反乱 
軍の襲撃によ 9 殺され， 5 名 が 重 傷 し た （2. 28)。
- ( 5 4  ) 1 9 4  —
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資 料
I ビルマ農民評議会組雉案
T he W orking People's D aily, 2. 28.

























3 .  評議会の諸種段階
— 195 — — ( 55 )—
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村落評議会の指導にあたる者は， 農 民 代 表 （3 分 の 2 ) と革命評議会の指名した者 








町評_ 会の指導に当る者は，村落評議会および町評議会の代表（3 分 の 2 ) と革命 




中央評議会の指導に当る者は， 郡 評 議 会 代 表 （3 分 の 2 ) と革命評議会の指名した 














あ .らゆる段階の評議会に派遣される代表は， 中央評議会の定める規約に基づき解任 
されることあるものとする。
中央評議会は下部評議会の選挙執行に支障の生じた場合， または選出された下部評
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議会の運営に支障の生じた場合には，当該下部評議会にかわって選挙を執行し， かつ
指名するものとする。
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5 .  評議員の業務と責任事項












6 .  総 則
選挙関係規約，執行委 员 会と小委 员 会とにかかわる手続， 執行委 n 会と小委員会と 
一 、58 )—  — 198 —
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の任命さるべき委員定足数は中央委員会の定めるところによる。
評議会職員の資格と責任事項とは，革 命 評 議 会 （将来はビルマ社会主義計画党財政 
委員会）の定めるところによる。
諸種段階の評議員の任期は，革 命 評 讓 会 （将来はビルマ社会主義計画党） の定める 
ところによる。









7 . 経 過 規 定





T he W orking People's D aily, 2. 11.
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ネ •ウ ィ ン 将 軍 は ，諸民族が大同団結するためには互いに如何なる態度を採るベ 
きかをあきらかにし，かつまた，諸民族の立場につき革命評議会の信ずるところを 
あきらかにした。 この信念はすでにあらゆる .民族によって論議されつくした。 だが 
単なる論議は諸民族の団結を実現するには不充分である。
連邦記念日を迎えるにあたって，われわれは次に述べるような信念を抱かねばな 
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如何なる国民であっても，国土を愛し異民族の支配を受けることを嫌忌する。ビ ’ g  
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T he W orking P eople’s D aily, 2. YI.
ビルマ連邦革命評議会議長ネ •ウィン将軍とセナナヤケ •セイロン首相とは，同将 
軍のセイロン公式訪問終了に際して下記の共同声明を発表した。
1 .  セイロン首相ダドレイ•セナナヤケ閣下の招請に応じ， ビルマ連邦革命評議 
会 議 長 ネ ♦ウ ィ ン 将 軍 は ，セイロン .ビルマ両国親善のためセイロンを訪問し 1966 
年 2 月 10日以降 2 月 16日まで滞在した。ネ •ウ ィ ン 議 長 の 随 員 は Kyaw S o e 大佐， 
内務大臣，国民登録内国移民大臣，その他ビルマ連邦政府の高官数名であった。
2 .  ビルマ連邦革命評議会_ 長とその随員とは，セイロン政府とセイロン国民と 




> 8 . ネ •ウィン議長とその随員とは， コロンボを含めてケラニヤ，カンデ，ヌワ 
ラ • エリヤ，タラワケン， ア ヌ ラ ドハブラ， アムパライ， ガルオヤを歴訪した。一 
行は史蹟数力所を歴訪し，数種の開発事業を視察した。









6 .  両指導者は両国政府の諸目的ならびに諸目標が，両国の国民経済発展と社会 
進 艰 ならびに雨国民の生活水準向上とを促進するにあることを声明した両指導有- 
は， ビルマと セイロン とがこれらの 目的を成就するためと これらの 目標に到達する
一 、62  ノ ー  ー  20 2  一'
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ためとに，現に努力している取防につき会談で情報交換を行なった。





8 .  両指導者は各国が外部からの干渉または圧迫をすこしも受けることなしに， 
















1 1 .  両指導者は多数民族が独立を獲得したことに満足の意を表し，それと同時に 
自由獲得閼争を行なっている諸他民族を支持し続けることを確約した。






1 3 .  両指導者はベトナムに於ける事態の進展をすこぶる憂慮し，1954年のジュネ
一 203 —  一、63 )—
ーブ協定に定める諸原則に 驻 づき，事態の早期収拾をはかることを必要と認め， こ 
の目的のためあらゆる努力を尽すべきであるとの見解を表明した。
1 4 .  両指導者はインド，パキスタン両国の調印したタシケント宣言を衷心から歓 
迎し ，同宣言がインドとパキスタンとの関係を，永続する平和と安定とに立脚させ 
るに役立つ端緒となることを希望した。




1 6 .  ネ •ウイン議長はゴパラワ.セイロン総督夫妻ならびにダドレイ•セナナヤ 
ケ首相とに，好適な時期に親善のためビルマ連邦を訪問されんことを要請した。 ゴ 
パラワ総督夫妻とセナナヤケ首相とはこの招待を欣諾した。
ビ ル マ （2 月）
— ( 64 ノー —  204 —
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3 月の概況
第 4 回 農 民 の 日 記 念 大 集 会 は 2 日， 昨 年 と 同 様 ，ラ ン グ ー ン 市 K y a ik k a s a n  
広 場 で 開 催 さ れ た 。 大 集 会 に 寄 せ た ネ .ウ ィ ン 議 長 の メ ッ セ ー ジ ， およ び 夕  
ウ ン •チ 農 相 の 演 説 は ， い ず れ も 「ビ ル マ 経 済 の 中 核 た る 農 業 生 産 の 増 加 は  
政 府 の 努 力 と と も に 農 民 の 志 気 の 如 何 に よ る 」 こ と を 強 調 ， 「政 府 は 地 主 ，資 
本 家 に よ る 農 民 収 奪 を 全 面 的 に 排 除 し て い く 」 姿 勢 を 明 ら か に し て い る 。 な 
お 農 民 の 日 に 先 立 ち 行 な わ れ て い た 農 民 セ ミ ナ ー は 3 月 1 日 政 府 答 弁 を も っ  
て 終 っ た が ， 4 日 間 を 通 じ て ， 各 代 表 農 民 の 発 言 は ，主 に 「物 資 の 欠 乏 」 「農  
地 委 員 会 の 腐 敗 」 「政 府 担 当 職 員 の 怠 慢 」 な ど を 指 適 し て い た 。 セ ミ ナ ー 最  
終 日 （1 日） に は ネ •ウ ィ ン 議 長 も 特 別 に 参 加 し ， 演 説 （資 料 I ) を 行 甿 っ  
た 。 こ の 中 で ネ •ウ ィ ン 議 長 は ， 軍 事 政 権 の 民 政 移 管 問 題 に 触 れ ， 「ビルマ 
連 邦 が 崩 壊 の 危 機 に 迫 っ て い た た め ， 軍 事 政 権 を 樹 立 せ ざ る を 得 な か っ た 。 
こ の 危 機 を 克 服 し た な ら ば 軍 部 は 主 権 在 民 の 原 則 に 基 づ い て 政 権 を 当 然 国 民  
に 返 還 せ ね ば な ら な い と 確 信 し て い る 」 「民 政 移 管 の た め に ， 今 日 ま で 諸 措  
置 が 実 施 さ れ て き た し 今 後 も 所 要 の 諸 措 置 が 実 施 さ れ る は ず で あ る 」と 述 べ ， 
農 民 評 議 会 の 結 成 は そ の 一 段 階 で あ る と の 考 え を 明 ら か に し た 。 ま た さ ら に  
革 命 評 議 会 は 軍 事 評 議 会 の 外 観 を 具 え て い る 。 こ の よ う に 内 容 と 外 観 が 一 致  
し な い こ と は 好 ま し い こ と で は な い と し て 「革 命 評 議 会 は 革 命 を 目 指 す 国 民  
政 党 だ け が 革 命 の 指 導 に 当 り 得 る も の で あ る と 信 じ て い る 」 と 発 言 し た 。 こ 
の 国 民 政 党 の 支 柱 は 社 会 主 義 計 画 党 の 組 織 す る 農 民 評 議 会 と 労 働 者 評 議 会 と  
で あ り ， さ ら に 有 識 階 級 と 知 識 階 級 と を 網 羅 す る 組 織 も 近 い う ち に 結 成 さ れ  
る で あ ろ う こ と を 明 ら か に し た 。
以 上 の 発 言 は , .ネ •ウ ィ ン 政 権 の 今 後 の 政 治 形 態 を 表 わ す も の と し て 注 目  
さ れ ね ば な る ま い 。 革 命 以 来 す で に 4 年 間 を 経 験 し た ネ •ウ ィ ン 軍 事 政 権 の  
も と で 1 経 済 の 国 有 化 措 置 を 中 心 と し た 「社 会 主 義 政 策 」 は 一 方 で は 経 済 の  
慢 性 的 停 滞 と 民 族 資 本 家 層 の 反 社 会 主 義 運 動 を 酿 成 し た 。 だ が ビ ル マ 人 大 多  
数 の 貧 し い 農 民 と 労 働 者 の 生 活 に 一 つ の “光 明 ” を 与 え る こ と に も な っ て き
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て い る 。 ネ •ウ ィ ン 議 長 の 発 言 お よ び 両 評 議 会 結 成 の 措 置 か ら ，政 府 は こ れ  
ら の 農 民 や 労 働 者 を 組 織 す る こ と に よ り ， 軍 事 政 権 の 指 向 す る 社 会 主 義 遂 行  
に あ る 程 度 の 可 能 性 を 見 出 し て き て い る こ と が 窺 わ れ る の で あ る 。 だ が 問 題  
は す で に 日 常 茶 飯 事 と な っ て い る デ ル タ 地 帯 の 反 乱 活 動 が 決 っ し て ， 一 部 で  
い わ れ る 匪 賊 的 な も の で は な い こ と と 同 時 に ， 政 権 の 民政的傾 向 に よ る 軍 部  





勤勉努力し， ビルマ農民の古来詩りとする勇気を発揮し， かくして社会士:義社会建設 
の目標を目指して勇往邁進することを要望した。
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3 月 2 1日に挙行された1966年ビノレマ調査研究協議会開会式でネ .ウイン革命評議会 
議長は下記の演説を行なった。 開会式の出席者はネ •ウィン議長，研究政策委員長を 
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y 語辞典，英ビルマ語辞典で私は「研究」の語義を検出したが， かくして確めた語義 
と 「研究」を意味するビルマ語「thutaythana」とを比較して興味ある結果を得た。
先ずビルマ語「thutaythana」の語源は‘thuta” （聴取すること）と “ayethana” 
(探し求めること）とのふたつのパーリ語である。 英パーリ語辞典によるとビルマ語 
の ‘ tha ”と ‘ salone ’との意義は同じでない。英パーリ語によると“ suti，は 「聴 
取すること，口伝，風評」を意味し， “ayesana” は 「探し求めること，熱望するこ 
と」を意味する。次に英語辞典で“ research”の語義を検出すると「綿密な探索と調 

















—  143 — — C 69 )—






調する。 この研究会議の文化研究部会が今回の第1 回会議で発表する諸論文のひとつ 
}ぐ. である「ラタナボンエ場」研究論文は当日#の事情を明かにするであろう。
ビルマは石炭，天然ガス，鉄鉱，棉花，繊維作物などの天為資源に富んでいる， こ 
れに反し日本は天然資源に乏しい。 なおまたビルマは国土の3 0 %が衬 耕地であるが日 
本の可耕地は国土面積の1 6 %に過ぎない。 して見るとビルマの技術者と研究者とが勤 
'V  労大衆のために天然資源の最適開発を目標として資源利用の研究に努力せねばならな
いことは当然である。
日 誌 （3 月）
1 日▼農民セミナー終了--- ラングーン市Kyaikkasan広場で， 5 日間に亘って開
かれた1966年度農民セミナーが終了した。終了日にはネ.ウィン議長，サン•ユ 
P ： 一准将，タウン•チ大佐，タン•セイン大佐らが出席，政府当局の答弁が行なわ
_: れた。 （政府答弁内容は4 月号資料参照）
” ▼ティン.ぺ准将農村を視察— 貿易相ティン.ぺ准将はS y r i a mを訪れ，籾
’ 買付所および精米所を視察した。
、 2 日▼農民の日一国民休日— 農民の日を記念する大集会がラングーン市Kyaik­








3 日▼貿易使節団象牙海岸へ— 外国貿易部総裁San W i n 中佐を団長とする7 人
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妻，Ko  K o 大佐，U  Ohu K h i n外務次官らである。
ミンガラドン空港には，ティン•ぺ准将，サン •ユ，准将ら政府関係者多数が 
見送った。






1965〜66 1966〜67 1965〜66 1666〜67
孑*
籾 11，982,729 12,822,673 棉 花 506,375 591，403
. %
小 麦 351，446 379,045 ジ ユー 卜 61，524 107,888 n.
落 花 生 1，309,823 1，701，131 チ V 一 146,649 160,598 '\ 4
胡 麻 1，183,707 1，933,901 玉 ね ぎ 42,517 52，113 ..り
ガーリ ック 16,660 20,696 ポ テ 卜 35,045 43,580 • %
5 日▼日本に借款要請— 日本の外務省筋が明らかにしたところによると， ビ ル マ パ !! 
政府はこのほどU  Tun Shein駐日大使を通じ，お よ そ 4 億5000万ドルにのぼ 
る新規借款の供与を要請してきた。 ビルマに対する日本の経済協力は，昨年4 月 _  
でほぼ終わった2 億ドルの賠償と， これに続く1億 4000万ドルの無償経済協力 .令 ^ 
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▼サン .ユー准将，バーモへ— 党中央組織委員会書記長サン.ユー准将は力 
チン州バーモを訪問，政府軍第43連隊本部で，党支部員らと組織問題などについ 
て討議した。なおタン•セイン大佐，北西軍管区司令官S e in M y a大佐，カチン 
州 S A C 議 長 Htin K y a w 中佐らが同席した。
7 日▼インドのネ.ウィン議長----Tンドを私的訪問中のネ•ウィン議長夫妻一-行





における工業研究j  r ビルマにおける化学工業」 「教育と経済開発」「国際市場に 
おけるビルマ米」「社会主義建設における銀行の役割」。
8 日▼反乱軍批難集会 一一~ L e m y e th n a郡14力村から500人の住民が集会を開き，去 
る2 月26日夜 N y ein A y e モデル農村を襲撃したN D U F 反乱軍の破壊活動を批 
難した。
▼ネ•ウィン議長 S a rn o thを訪問— ネ•ウィン議長夫妻と一行は，仏教の聖 
地 S a rn a thを訪れた。














( 1 ) 1965年の小作法改正などの政府の農民保護政策は農民の生活水準を引き
ビ ル マ （3 月）
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上げ，地主や資本家の搾职 から解散した。




10日▼ネ•ウィン議長の演説支持集会— T a i k k y i郡の14村落の農民，党候補生 
ら500人が集会を開き，農民セミナーでのネ•ウィン議長の演説を支持した。ま 
た同様の集会が全国各地で開かれているb 
▼闇取引が横行— P a - a n 地区では現在交易買付センターがチリーの買付を行 
なっているが，政府の基本的商品統制に基づき取引される公定価格l v i s s 当り 
1.90チャットでは売り手がない。これは，モールメンからの闍業者がチリーの買 









▼反乱軍被害者葬儀に2000人— さる9 日カチン反乱軍（K IA) によって殺害 





▼ネ•ウィン議長演説支持集会---Zeyaw addyおよび P y u 地区の住民500人
が集会を開き，農民セミナーにおけるネ•ウィン議長演説および農民評議会設立 
草案を支持した。
14日 ▼ 第 1 回工業問題訓練講習会— 工業担当官のための第1 回工業問題訓練講習 
会がラングーンの工業開発公社計画R で開かれた。当講習会には工業•労働相マ 
ウン•シュウー大佐，工業省次官M a u n g M a u n g K h a 大佐らが出席し，マウン-
— 147 — ■ —  ( 73 )—










1 5日▼八つの国際貿易見本市に参加— ビルマは今年開かれる八つの国際貿易見本 
市に参加する予定である。 内訳は大阪， ミラノ（4 月）， パリ，サンフランシス 
コ，ブダペスト（5 月），フランクフルト（8 月），ザグレブ（9 月），コペンハーゲ 
ン （10月）である。
これらの見本市を通じて，ビルマは農林産物，鉱産物，宝石，塗物，繊維製品 
煙草，象牙，木工製品などを出品する。なお4 月 9 日から開かれる大阪見本市に 
は交易評議会員Thakin Kyaw T u n ら1〇名，また4 月14日から開かれるミラノ 
見本市には農業農村開発公社総裁Y e G o u n g 中佐ら10名が代表団として選ばれ 
た。
1 6日▼統制商品押収---ラシオ•マンダレー鉄道下り102列車が C h a n m y a th a z e駅
に到着のさい，治安行政委員と人民警察軍による緊急手入をしたところ，約 700 
v i s s の茶，香辛料などの統制商品が発見され，これを押収した。またこれら統制 
商品を運搬していた46人の乗客を逮捕した。
▼模範労働者を增加--- In y a la y P io n e e r Y o u th C a m p で開かれている模範労





a n a u n g 油田地帯を視察した。 なお南西軍管区司令官S a n K y i 大佐，南西軍管 
区司令部参謀A y e K o 中佐らが同行した。
▼文盲解消運動— 大学生，教師，僧侶および労働者有志約1万 5700人が4 
月中旬に，全国にわたって1966年度文盲消滅運動を起すことになった。
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1 8日▼シャン州で反乱軍批難集会— シャン州N am lanで，約700人のシャン農民 
が集会を開きH s ip a w 地域で破壊活動を続ける反乱軍を批難した。 なお当集会 
で 「反乱軍はビルマ社会主義への道計画に基づき革命政府の指導する社会主義経 
済制度の建設を妨害している」ことを指摘した。
〇また L a sh ioでも約2000人の村民が同様の集会を開き，反乱軍のテロ活動を 
批難するとともに，政府と一致協力して国の建設に働くことを決議した。
▼東独議長代理来る— ドイツ民主共和国(東独)大臣会議議長代理Margarete 
W ittk o w sk iが5 日間の親善.訪問のため到着した。なお情報文化相タウン•ダン 
准将の主催する夕食会に出席した。
▼貿易使節団ガンビアからセネガルへ— San W i n 大佐を団長とする6 人の
貿易使節団はガンビアの訪問を終え，セネガルに入った。セネガルでは貿易.財政 
担当官と会談する予定である。なお使節団は次にマドリードへ向う予定である。
19日 ▼ 「商品配分は消費者自身の手でJ — 中央治安行政委員会で開かれた記者会 
見 で S A C 関係者，党幹部，交易評議会員らが商品配分問題について大要次のよ 
うに説明した。










研究対策執行委員長U Thi H a n外相，調査研究促進調整委員会，各種研究団体 
メンバ_ などが出席した。











▼東独借款を討議— 来緬中の東独大臣会議議長代理Margarete Wittkowski 
は記者会見の席上，1966年 1 月に調印したビルマへの借款供与(6500万チャット） 
に基づくプロジェクトの実施については，両国でなお検討中であると述べた。
▼調査研究協議会2 日目— ラングーン大学で開かれている調査研究協_ 会は 











2 3 日▼調査研究協議会3 日目— 3 日目を迎えた全国調査研究協議会は，11の研究 
機関から合計59の論文が発表された。また労働，工業相マウン•シュウェ大佐， 
工業省次官M a u n g M a u n g K h a 大佐らが出席した。
なお3 日目の発表論文のうち「ビルマに於ける金保有」と題するT in  A y e 教 
授の論文が発表された。
2 4 日▼カチン州で国民討論会— カチン州評議会議長U  Dingra T a n g と県 S A C  
議 長 Tun Yin L a w 中佐は K a m aingの労働者および近隣村民7 0 0名を集め，， 
社会福祉，民族統一，経済，教育問題などについて討_ した。
2 6 日▼ネ .ウィン議長，野菜品評会を視察---ネ•ウィン議長はM y e p a d e t h aで
開催中の果物，野菜品評会を視察した。なお農相タウン•チ大佐，労相マウン• 
シュウエ大佐，鉱山相タウン•ティン大佐， H l a H p o n e ラングーン軍管区司令 
官らが同行した。またその後ラングーンで開催中のソ連貿易工業見本市を視察し
ビ ル マ （3 月）
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た。
▼調査研究協議会終る — 2 1 日から6 日間開かれた1966年度全国調査研究協議 
会が閉会され，開会式でのネ•ウィン議長および調査研究促進調整委員会議長フ 
ラー ♦ハン大佐の演説が再度確認され， ■「個人および団体は効果的な調査研究を 
遂行するために共同行動をとらなければならぬ」 ことが強調された。 ま た “理論 
から実践へ” ‘実験所から工場へ” “計 画 か ら 生 産 へ ” ‘試験 場 か ら 耕 地 や 山  
林へ’林しい知識を適要していかなければならないことが確認された。
◦な お ，国家計画相，調 査 研 究 対 策 執 行 委 員 長 ウ •テ ィ •ハ ン は ，閉会式の前 
に社会科学部から発表された「ビルマ米と国際市場」 と題する論文に注目したと 
述べた。 この論文要旨は大体下記のとおりである。
( 1 )  ビルマ米の輸出は1840年 に 7 万トンから始まり，1890年 に 100万 ト ン ， 
1940年には 3 0 0万トンに達していた。 1890年頃迄は輸出先は主に西欧諸国であ 
ったが次第に東に移ってきた。 v
( 2 )  1951年から 1955年までは， タイ，米国， 中国， 台湾，パキスタンが国際 
市場に提供し特にアメリカの P L 4 8 0 は国際市場においてビルマ米に影響を与 
えていた。
⑶ 1 9 5 6 〜 60年の期間においてはタイと米国がビルマ米の市場に浸透してい 
た。
( 4 ) 1960〜65年は，アメリカおよび中東諸国を中心として米の需要が高まり， 
これらの市場ではタイ，米国， ビルマが競合している。




〇 ラングーン， レジスタンス公園での中央会場では，陸 軍 参謀長サン •ユー准  
将が記念演説を行ない，「ビ ル マ 国 軍 は ピ ッ ト ウ •タ マ ド ウ （人民軍に再編され， 
農 民 •労 働 者 ，勤労大衆とともに社会主義の目標に向って前進しなければならな 
い」 「人 民 軍 の モ ッ ト ー は “闘いつつ組織し’ “組織しつつ闘い’ “訓練しつつ 
生産し” ‘生産しつつ訓練する” ことである」 などと述べた。 （演 説 全 文 は 4 月 
号資料参照）
• 〇 また陸軍記念日にあたりモスクワと北京では記念行事が行なわれた。 モスク
ワで.はK rasnaya Z v e z d a紙 が 「ビルマ革'命評議会は人間による人間の搾取を排
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3 0 日▼文化相，ソ連，タイの文化使節団と会見— 連邦文化相タウン•ダン空軍准
将は来緬中のソビエトパレー団を招待，会見した。また午後同じく来訪中のタイ 
文化使節団と会見，両国の民族文化について話し合った。











7 7 3 月 2 日
2 月26日から3 月 1 日までの4 日間続行された1966年ビルマ農民セミナーの最終日 

























ビ ル マ （3 月）
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社会主義計画党には，現に結成準備が着々と進行中の労働者評議会と， 第 3 回セミ 
ナーで細餓案が討議された農民評讓会とが包含されることとなる。
社会主義計画党とこれら2 種評議会とが確立した場介， そして国民が権利の主張と 
責任の履行に必要な勇気と真の国民精神とを鼓吹された場合にこそ，革命評議会は政 
権を確保し続けることの不快な必要から解放されることとなる。
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ム人民の聖戦に倍旧の支持と援助とを与え，米 国 政 府 の 「平和の美名に隠れた陋劣な 
手段」を非難し， ベトナムを含めてインドシナ半島の全域で，米国の行なっているあ 
らゆる不正な策動を封ずることに協力するものとの所信を表明した。 以下ホーチミン 
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ビ ル マ ( 3 月)
略戦争の拡大に狂奔している。 さらにまた彼等はg 主国たるベトナム民主共和国の空 
襲を敢行した。
米帝国主議者一味は一方ではベトナム侵略戦争を拡大強化し， しかも他方では， 世 
界諸国と米国民とを欺いて彼等に有利な世論を醸成， 換起するため， 「平和を念願と 






厳粛な宣言， つ ま り 「ジュネーブ協定の諸条項を侵害する惧れある行為または武力行 
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ビ ル マ ( 3 月)
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ホーチ•ミン大統領閣下， 私はベトナムが現在直面している問題— 外国の支配と 
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ビ ル マ （3 月）
f f l 1966年ビルマ農民セミナー発言集
The W orking People’s D aily , 2  钤  2 Q~ 2 7  这
1966年ビルマ農民セミナーは2 月 25日午前8 時にキヤイカツサン .フイールドのセ 
ミナー会館で U  Po W u (キャウピュ，マイボン出身）百j令のもとに開会した。第 1 
日会議の出席者は15のビルマ社会主義計画党地方支部から派遣された1100名余の代表 
者，300名の労働者代表，革命評議会全員， ビルマ社会主義計画党本部役職員，言論界 
と諸種文化団体との代表者，諸官庁代表者，党 第 14支部と第15支部とのオブザーバー 
であった。
会議の書記は U Saw Aung (メイクチラ，ウンドウイン出身)，書 記 補 佐 は Saw 
Ne Tun (パアン出身）であった。
午前 8 時 に U  Saw A u n g 書記は第1 日セミナーの議事日程に入る旨を宣言し，セ 
ミナー幹部達は出席者全員の拍手喝尖のうちに着席した。
次 に U  Saw  A u n g 書記はセミナー幹部，セミナー事務職員，各界代表者，オブザ 
ーパーの氏名を発表した。







◊ 1 9 6 6年ビルマ農民セミi ■•一で の T h au n g K y i大佐の演説
わたくしは最初に革命評議会がビルマ農民のため推進してきた諸措置を述べること 
とする。
1964〜65年度現在でビルマ農民はビルマ勤労大衆（990万人）の 3 分の 2 (640万人) 




1963年 3 月に革命評義会は小作法を公布し， 同法に基づいて小作地割当権利は地主 
から農地委員会に移転した。同じく1963年に農民権利保護法が公布され， 同法に基づ
— ( 86 ) —  _  160 —




























革命政府は1964〜65年度に金肥3 万400 0トン，農薬110万チャット分，優良種子190 
万チャット分を農家に配布した。
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一，つまり3 年間に 200万エーカー増（1 3 % 増） となった。農産物価額は1961〜62年 
には19億90000万チャットであったが，1964〜65年には24億 2000万チャット（2 1 % 増） 
となった。 このように耕作面積と生産価額とが増加したことは農民の貴任を充分履行 
したことを証明する， しかしこの程度の責任履行ではいまだ充分でない， というのは 
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乂
ビ ル マ （3 月）


















スンェ湖水を利用して約1 万ェーカーの農地が灌漑されている。 だが堤防の一部分 
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地方では交易事務所から鋤1000本の割当を受け，この割当本数は3 戸に 1 本の割合と 
なり， 1戸当り最低1本が必要なことを考えるととても足りない。 少なくとも1戸に 
1本を配給せねばならない。 農民教育は切実な問題である。一部農民はタマネギの栽 
培が種子を蒔いてするとのことすら知らない始末である。
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U Kyciw Tint (サンドウエ，グワ郡代表）
農地委員会は地主連に買収されているためか彼等の鼻息をうかがっているためかは 


























































U U n  Moung (ミンガラドン代表）










◊第 2 日のセミナーは前口と同様に午前8 時開会し，U K y a r L w i n  (タボブ，ラウ 
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1) Khaing Phone (カンプトレット代表）
丘陵地帯には牧草地があ9 ， この牧草は牛馬の大好物である，しかしもし森林がす
— (96 )—  — 170—  •
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‘ ビ ル マ ( 3 月)
してもわれわれには揚水ポンプとパイプとが是非必要である。
焼畑耕作方法は非常に骨が折れ， その割には収益はすくなく，種籾1 ピイ当り収量 



















































U Tun Tin (サンドウェイ代表）











ビ ル マ （3 月）
— 173 — — ( 99 )—
ビ ル マ （3 月）
農家に山林で一定量の自家用薪材を採取することを許すべきである。



















たとのことだった。 とにかくこの役人はわれわれの地区に来てから2 年もたつのにわ 
たくしは一度も彼に会ったことがない。これはどうした訳だろう。








処理期間を11月 4 日〜5 月31日から10月 1 日〜4 月30日に変更したがっている。
ビルマではトラクターの現行使用台数を倍にせねばならない。
— (100)—  — 174 —
ビ ル マ （3 月）
村毎に小学校，数力町村毎に中学校，郡毎に高等学校3 校を設置する必要がある。
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4 月の概況
4 月 6 日，ビルマ外務省は，ネ•ウィン議長の米国訪問を発表した。これ 
によると「ネ•ウィン議長は，ジョンソン大統領の招請により，今秋米国を 
公式訪問する」 とのことである。
また4 月1 1日，劉少奇中国国家主席のビルマ公式訪問が発表され， 4 月17 
日より3 日間，劉少奇主席と陳毅外相が訪問して，ネ•ウィン議長と会談し 






1962年 3 月のネ•ウィン革命直後，ネ•ウィン政権は米国のフォード，ア 
ジア両財団とイギリスのBritish Councilのビルマ国内での活動を停止した。
しかし， ビルマが米国援助を拒否したのは1964年5月21日，当時建設中の 
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ビ ル マ （4 月）










2 月24日，U P I通信は，米国政府筋の談話として，米国のビルマに対する 
考え方を伝えた。これによると⑴反乱軍問題については，「主要な五つの反 
乱集団は，ネ.ウィン政権を脅やかすほど強力ではない」。 ⑵ 「アメリカが 
ビルマの政冶変化に対処する方法は，その変化の型態如何に依る」。 （3 )「平 
和的変化の場合はアメリカが介入して得るものはない。平和的でない場合は 
ベトナム情勢の進展如何に依る。現状では，ビルマに大量の軍隊や武器を投 
入することは出来ない」。 ⑷ 「アメリカはネ•ウィン政府を支持する。ネ • 
ウィンは現実主義者であるから極端な社会主義政策を変え，民政に移管出来 
るただ一人の人である」，と述べている。 1962年 3 月のネ•ウィン政権成立 
以来，米国がそのビルマに対する態度を公表したのは，おそらくこれが始め 
てのものであろう。
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ビ ル マ （4 月）






























—  197 — — (107)—






した国有化政策に代表される経済の統制化は， 1 月の全商品国家統制令をも 























(小学校） 全課程は5 学年で， 4 才までの幼児は1 年間小学校入学前課程を経， 5 
一 (108 )—  — 198 _
ビ ル マ （4 月）
才に到達すると小学校入学が許可される。
(中学校） 小学校最終学年5 学年から始り8 学年で終了，年限による四つの課程を 
設ける。















大蔵省が4 月23日発表したビルマ官報に， 1963〜64年度の国営商業銀行年次報告を 
掲載した。要旨は次のとおりである。
国営商業銀行は当年度（1963年7 月〜1964年6 月）に総額1629万3044.60チャッ 
卜の利益を計上した。これは，前年度1809万8849.19チャットに比し，約200万チ 
ヤツトの減益であった。
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ビ ル マ （4 月）
1963年6月30日 1 1964年6月30日
商 業 24% 2 9 %
生 産 及 び 加 工 業 47% 3 5 %
輸 出 入 業 5 % 5 %
小 売 商 10% 14%
建 設 及 び 土 木 7 % 7 %
















さらにA I D に基づき機械および装備2160万チャットを関係諸国より輸入した。 
命労働者セミナーに於けるネ•ウィン議長の演説
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日 誌 （4 月）
1 日▼オモチヤエ場を接収— ラングーン市南才カラッパ地区のBo Ohn  Thee兄 
弟社が工業省に接収された。Bo Ohn T h e e社は子供用のペダル自動車，三輪車 
を生産してぃる。なお接収により直ちに南才カラッパ地区治安行政委員会議長を 
委員長とする企業監督委員会が設置された。
▼ 「農民は養畜に励め」— インセインで開かれた養畜講習会席上で農林省次 
官 補 Ye G o u n g中佐は， 「家畜の育成は農民の利益となるばかりでなく，消費







2 日▼貿易見本市代表団出発一厂 M ilanおよび大阪での貿易見本市への代表団がそ 
れぞれ出発した。M ila n見本市へは農業農村開発公社総裁Y e G m m g中佐を団 
長に輸出入公社総裁Tan Yu S a in g 大佐らで構成される。また大阪見本市へは 
第16交易公社総裁Thakin Kyaw T u n が団長である。
3 日 ▼ “労働者の日”準備委員会— 1966年度労働者の日記念式典を準備f る組織 
委員と各種小委員会が結成され，準備作業を開始した。
なお，中央式典はラングーン市Kyaikkassan広場で開催される。
4 日▼農民対策部候補生訓練講習会 — 社会主義計画党農民対策部候補生に対する 
第 2 回訓練講習会が終了した。なお終了式には計画党中央組織委員会農民対策部 















上，教育研究所長San M y int中佐は次のように述べた。
より多くの労働者が文字を読み，読書することが出来るようになれば，国の生
ビ ル マ ( 4 月)
— (112)—  — 202 —





5 日 ▼ 私 立 学 校 6 8 5を接収— 政府は登録私立高等学校165 ,登録私立中学校135， 
登録私立初等学校3 8 5の合計685校を接収した。
この学校接収は昨年4 月 1 日高校102， 中学27の国有化に続いて2 度目のもの 
で，この結果全国の私立学校883校が接収され，全国の全私立学校が国有化され 
たことになる。今度接収された学校は直ちに教育省に移管され，接収権限を執行 
する。なお接収指令は革評議長室布告第9 号 （3 月31日付）である。
▼学生が労働奉仕— 約 600人の志願学生が，夏休みを利用して国家事業の建 




のワスハングダムエ事を視察した。なおカチン州評議会議長U  Dingra Tang, 
第 7 旅 団長 Htin K y a w 中佐らが同行した。
▼ネ .ウィン議長，タイ外相と会見--- 来訪中のタナット.コーマンタイ外相
と Dawee Chullasapya大将がネ•ウィン議長と会見した。
なおビルマ側はウー•ティ■ハン外相とK o  K o 大佐が同席した。
▼貿易使節団クウx —  卜へ— 4 名からなる貿易使節団がクウヱートに到着， 
商工会議所頭取と両国間の貿易促進について話し合った。





国の支配と影響から独立し，完全な自由な国家とならねばならない。第 2 に政 
府と党はその権力の範囲内で労働者と農民の利益を援助し，資本家や摊 取者の 
利益を否定しなければならない。
第 3 に人民特に労働者と農民は社会主義を信頼し，その成功的実施完遂のた 
めに一致協力して努めねばならない。
— 203 — — (113)—






▼タイ外相帰国— ^ナット •コーマンタイ外相と国防省次官 D a w e e C h u l- 
l a s a p y a大将はビルマ訪問の日程を終え帰国した。なお空港にはサン•ユー准将， 
ウー•ティ•ハン外相らが見送りに来た。
▼農業調査の必要性一^G y〇g〇n の農業研究所で開かれた農業調査担当官年次 





▼農業銀行の財政年度改定— 国営農業銀行の財政年度が10月 1 日から9 月30 
日までに改定された。改定前は7 月 1 日から6 月3 0日までであった。この改定措 
置は1965年 4月1日に遡及して実施される。
なおこの改定措置は革命評議会が4 月 5 日決定承認した‘国営農業銀行改正法 
1966年” （1966年革命議会法第1 号）に基づき行なわれたもので，この改正法は 
“国営農業銀行法1953年”の第84条および第86条を改正したものである。




工事は順調に建設され，ほぼ完成し， 9 月の耕作期に給水が間に合う予定であ 
る。なお農林相タウン •チ大佐ら関係者が建設工事を視察した。
8 日▼ネ•ウィン議長，国連も訪問— 国連スポークスマンが語ったところによる- 
とネ •ウィン議長は訪米期間中に国連本部を訪問するとのことである。
▼工業相，紡織工場を視察— 工業 .労働相マウン•シュウエ大佐は，今月始 
め操業を開始した T h i n g a n g y u n の第 5 号人民紡織工場を視察した。
▼第 2 回高等教育セミナ------ラングーン大学で4 日間に亘る第2 回高等教育
セミナーが開会され，大学教育中央評議会，大学研究団体中央評議会，計画党，
一 （114)— — 20գ  ~ ■ •








▼プロームに新油田— 人民石油産業（POI) はプローム丘陵地帯で試掘作業4 
を進めているが，最近第3 号油井の試掘に成功し， 日産100パーレル， 4400ガロ 
ンである。
なお同地帯ではすでに第1 号 油 井 （日産25バーレル)，第 2 号 油 井 （165パーレ 
ノレ）が成功しているが，その他試掘中のものとして第6 号油井まである。




ウン.ダン准将，海軍参謀長タウン.ティン大佐，運輸通信相タン•セイン犬  ‘. 
佐，社会福祉相マウン•ルウィン大佐らも出席した。




M a u n g  M a u n g  G y i 教 授 （マンダレー医学研究所長）
第 2 分科会：教育方法と試験制度 '.-j
Ba T h a n教 授 （ラングーン医学研究所長）
第 3 分科会：調査目的，出版問題，教師の訓練，N y i N y i教授(大学管理局長） で 
第 4 分科会：学生問題，寮管理，学生組織，Ye H t o o n中 佐 （教育省次官）
第 5 分科会：マンダレー労働者大学開設問題，通信教育，San Myint中佐（教 
育研究所長）




—  205 — — (115)—
ビ ル マ （4 月）
員，行政担当官と会談，党,袓 織に関する当地域の問題，経済，社会福祉，商品配 
分問題について討議した。
， なお東部軍管区司令官A u n g P e 大佐らも出席した。
1 1日 ▼ 接 収 学 校 ， 5 月 1 日に再開— 4 月 1 日，接収された私立学校が，国立学校 





第 1 分科会：教育の過度な中央集権化の是正，大学中央評_ 会の拡大，大学管 
理事務所に情報部を設置。
第 2 分科会：現行のクラス編 成 （1 クラス100〜150人を 80〜100人）の是正， 
作業場の設置，全学的な政治科学教育の普及，採点方法の4 段階 
採用など。
第 3 分科会：国際セミナーへの留学振興，外国書籍のビルマ語翻訳強化，教師 
の思想教育強化。
第 4 分科会：寄宿舍の常駐管理者配置，学生組織への教師参加。
第 5 分科会：労働専門学校の6 年課程新設，職業補導クラスの新設。
第 6 分科会：学生集会地の指定制採用など。
▼住民が政府軍を歓迎— 4 月 8 日に，政府軍第 6 銃隊は， T h a t o n 地区で反 
乱軍掃討作戦（“ロケット”作戦）を終えて S h w e g y in に戻った。当町の住民は 
政府軍部隊を熱狂的に歓迎した。
1 2日▼シンガポールと国交樹立 — 外務省は， ビルマとシンガポールは友好関係を 
さらに深めるため，大使交換を行ない外交関係を樹立すると発表した。これまで 
両国間には領事の交換があっただけである。なお現駐マレーシア大 使 U  P e K in  
がシンガポール大使兼任を命ぜられた。
▼労働者セミナーは27日から 3 0 日迄一一 1 9 6 6年 度 “労働者の日”準備委員会 
は，今年度の労働者セミナーは4 月27日から30迄，また労働者の日記念フェステ 
ィパルは Kyaikkasan広場で4 月26日から5 月 1 日までとすると発表した。
▼労働奉仕学生の為に作業キャンプを設置— 東南軍管区闵 令官M g L w in 大
佐は，シッタン製紙工場建設作業に労働奉仕をする191名の志願学生のために作 
業キャンプを開設した。
— (116 )— — 2 0 0  一




がサルウィーン川 西 岸 Donthami溪谷の 荒 地 355エーカーを分与された。 なお 
国家農地委員会副議長San M y a 中佐ら， S A C 関係者，土地記録官らが当村寺 








1 3日 ▼〔M a b a  T h i n g y a nとビルマ新年〕
一国民休日一 
(注） 4 月13日〜4 月16日 
ビルマ暦1328年
】5日▼新油田試掘成功率は63.6 % — 人民石油産業の発表によると，現在当産業が 
進めている新油田試掘作業は，その成功率が63.6 % で，成功した油井では最低1 
日20バーレルから最高340パーレルの産出がある。
なお，1963年来，人民石油産業は合計22の新油田試掘を行なってきたがそのう 
ち14が成功している。この新油井は，M a g w e 県 Ainggye，Chauk，P a k o k k u県 
A y a d a w _ 4 ，Henzada 県 Myaunggaung— -6，Prome 県一2，Mawlaik 県 Indaw 
— 1 にある。
M 日▼ネ.ウィン議長，来月パキスタン訪問— 外務省は，ネ•ウィン議長は5 月 
7 日から11日迄パキスタンを友好訪問する予定であると発表した。
1 7日▼劉少奇主席来訪— 劉少奇中国国家主席と陳毅副首相の一行は21発の礼砲に 
迎えられ，特別機でミンガラドン空港に到着した。
空港には，ネ•ウイン議長夫妻はじめマウン•シュウエ大佐，フラー•ハン大 
佐， ウ•ティ•ハン外相， K o  K o 大佐ら政府関係者多数が出迎えた。なお空港 
から国寶館までの沿道両国国旗を手にした労働者や学生で埋まった。
夜，ネ•ウィン議長の主催する歓迎レセプションが開かれ，ネ•ウィン議長が
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歓迎演説，劉少奇主席がそれにこたえたあいさつを行なった。 （なお両首脳の演 
説内要は後掲資料参照）
この中 で ネ •ウィン議長は， ビルマ政 府 は 「いついかなるばあいにも」中 国 • 
ビルマ両国の「友情と善隣関係」を擁護する決意であると言明し，劉小奇主席は 
中 国 •ビルマ両国の友好協力関係の大きな発展の見通しにふれ，反帝闘争を最後 
までやりぬく必要性を強調した。
▼カチン反徒大量釈放— カチン州評議会議長 U  Ding Ra T a n gと第7 旅団 








1 8日▼ネ .ウィン議長，劉主席と会談— ネ .ウィン議長夫妻は，工業 .労働相マ 
ウン .シュウヱ大佐，教育•保健相フラー•ハン大佐， ウ•ティ .ハン外相夫妻 
を伴い国賓館に劉少奇主席一行を訪問，なごやかに歓談した。なお会談の後一行 
はラングーン市内を見学，オン .サン廟に花環を捧げた0 






計 画 党 支 部 名 労働者代表
農民オブザ
一-ノ、一 監 督 官 合 計
第 1 区（マ ン ダ レ ー ） 170 10 15 195
第 2 区 ( チ ャ ウ ク ） 96 10 8 114
第 3 区（フ ァ ク ム ） 12 10 3 25
第 4 区 ( サ ガ イ ン ） 127 10 12 149
第 5 区（ミ チ ナ ） 23 10 3 36
第 6 区（ラ シ オ ） 45 10 4 59
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第 7 区（ケ ン ト ン ） 14 10 3 27
第 8 区（タ ウ ン ジ ー ） 30 10 3 43
第 9 区（ロ イ コ ー ） 14 10 3 27
第10区 ( パ ア  ン） 20 10 3 33
第11区（モ ー ル メ ン ） 115 10 11 136
第12区（ノ《 セ イ ン ） 115 10 11 136
第13区（ア キ ャ ブ ） 67 10 6 83
第14区（ミンガラドン） 235 10 22 267
第15区（ラ ン グ ー ン ） 610 10 50 670
1 9日▼劉主席帰国，共同コミュニケ発表— 中国国家主席劉少奇夫妻，副首相陳毅 
夫妻一行は，予定のビルマ訪問を終え，帰国した。なお帰国に先立ち，中 国 •ビ  
ルマ共同コミュニケが発表され，両国の友好親善を深め， A A 連帯強化が強調さ 
れた。 （共同コミュニケ全文は資料掲載）




▼第3 回農民問題講習会一 社̂会主義計画党中央組織委員会農民対策部主催の 
第 3 回農民問題訓練講習会が，中央政治科学校で開かれた。 な お タ ウ ン •チ 農  
相，中央軍管区司令官 Tin U 大佐も出席，200名の訓練生が出席した。
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当委員会は改組しなくてはならない。また各工場で定められている既存の就業
規則は時宜に応じて改めなければならない。
▼消費者委員会選挙始まる--- ラングーン市 G y o g o n地区で消費者委員会の
選挙が始まった。当委員会は，各地域での人民販売店を通じて販売される商品流 
通を効果的に指導，監視するために最近その設立が指令されていた。
2 1 日▼労働者の日記念大集会には15万人出席— 5 月 1 日，ラングーン Kyaikkas- 
s a n広場で行なわれる労働者の日記念大集会には，計画党員，党同調者らを含む， 
労働者，農民，学生，市民合計約15万人が出席する予定である。
▼各地で労働者セミナー予備会議— 全国各地で労働者セミナーのための予備 
会議が開かれてV、るが，M o u y w a，A k yab，Salin，Prome，T h o n z eなどで党支部 
の主催による予備会議が開かれた。
▼貿易見本市へ代表団— 5 月12日から22日まで開かれるサンフランシスコ貿 
易見本市， 5 月18日から30日までのパリ貿易見本市， 5 月20日から30日までのブ 
ダペスト貿易見本市にそれぞれ代表団が派遣されるが，その3 代表団が本日， 目 
的地に向け出発した。
なお各代表団団長は，サンフランシスコ---農 林 省 次 官 M a u n g  M a u n g  Gyi
大佐，ノヽ。リ— 第 1 号交易公社 Ba H l a中佐，ブダペスト— 交易評議会 U  O h n  
M y a i n gである。
2 2 日 ▼ 「生産計画は非社会主義的であるJ — 一 労 働 者 代 表 — ラ ン グ ー ン 市 ，








代 表 も 「国営工場の生産は民間工場よりも低い。我々は生産に必要な機械部品を 
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を接収すべきである.■(などの発言をした。
▼協同組合解散の理由一ーペグー地区治安行政委員会は W a w 郡内の村落長 
老および協同組合員を集め，協同組合の再開について会議を開催した。なお当郡 
では，50力村のうち24の村落協同組合が解散している。




開を要望した。Maung A y e 少 佐 は 「われわれは，あなたがたの協同袓 合につい 
て強く責任を感じている。組合は，あなたがたの利益となるものである。早急に 
再開し，組合運営者は組合員によって選出して下さい」と述べた。





2 3 日▼チン丘陵に中央農場 — 今，チン丘陵地帯の農業事情を視察している農業局 
長 Min Thein大佐は， 「現在，H a k a副 県 Thanthlangにある実験農場が，近 
代農耕法普及のために中央農場としてまもなく発足するだろう」と述べた。
2 4 日▼来年度の学校教育計画 — 教育省青少年問題局は，1966~67学年度における 
中高等学校教育計画を次のように発表した。
1 )  第 1 学 期 （6 〜 8 月）に，学校評議会を設立し，普通課程と特珠課程，
緊急課程を設け，フットボールチームを結成する。
2) P T A は年次会議を開き，学生は農園作業を開始する。
3 )  第 1 学期を組織期間，第 2 学期を競争期間，第 3 学期を目標達成期間，
第 4 学期，即ち休暇期間を共同福祉作業期間と呼称し，順次これを全うする。
▼社会主義意識の必要性— ミンガラドンで開かれた労働者セミナー予備会議
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〇農 林 省 次 官 Tin S o e 大佐は， Kyaukseを訪れトラクター•ステーシヨン 
を視察した。
〇農業局長 Min Thein大 佐は S h w e b o地区を訪問， 当地におけるミイエー 
パデータ計画に基づく農業生産状況および冬期作物買付状況を視察した。
2 6 日▼労働者セミナー予備会議開かる— 明日から始まる労働者セミナーの予備会 
議が開かれ労働者代表，計画党中央政治委員会，組織委員会委員，オブザーバー 
などが出席した。




27日▼ 労働者セミナー始まる— 1966年度労働者セミナーは代表労働者，政府関係 
など2000余人が出席してラングーン市 Kyaikkassan広場セミナーホールで始め 
られた。










米 8 万 トンの買付契約に調印した。
2 8 日 ▼ ネ •ウ イ ン 議 長 6 月に東欧訪問— ネ•ウィン議長は，ストイカ•ルーマニ 
ア国家評議会議長およびノボトニー•チュコスロバキア大統領の招請を受諾し，
6 月後半に両国を訪問すると外務省から発表された。
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，一般教育法制定— 革命評議会議長は1966年第2 号布告を出し，一般教育法 
(1966年）を制定した。 （内容要旨は♦特記事項參照） 4
▼インドネシアに米8 万トン— 来訪中のインドネシア。 て,:
▼パキスタン•ビルマ国境議定書に調印— N a a f川をビルマ•パキスタン国 
境に定めるとするビルマ.パキスタン国際境界議定書が，ラングーンの外務省で 
調印された。両国代表は u  〇hn K h i n次官と駐ビルマパキスタン大使とであっノ丨
た。 . 顧
▼労働者セミナー2 日目一一労働者セミナー2 日目は，17名の代表労働者が演 
壇に立ち，社会主義建設における労働者の義務，生産の増大，お よ び 労 働 者 福 祉 .4 
などの一般問題が討議された。 . . 雜
2 9 日▼労働者セミナー3 日目一ー セミナー3 日目は3 名の婦人を含む14名の代表労•令|
働者が演説し，地域における労働問題などについて述べ，生産増大のための労働こ 
者の役割などを提言した。これで47名の代表労働者の演説が終了した。
▼銀行業務を特化— 国有化銀行が7 月 1 日より，各銀行毎に次のように業務ぐ 
が特化されることになった。 ■ィ$
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反乱軍関係日誌（3 〜 4 月）
〔2 月の投降者数〕
2 月の投降者数は合計167人となり，反乱軍の内訳はC P B 14人，赤旗共産党7 人，
K N U  6 人， シヤン22人， カチン 113人，その他5 人である。 押収した武器は小銃
43 丁，弹 薬 337個，ライフル銃10 丁，機関銃1 丁，カービン銃，手製銃22 丁，その他
武器7 丁である。
Q 月
1 日 ▼ 政 府 軍 部 隊 は K a u u k t a g a 附近で野営していた反乱軍キャンプを攻撃，.反乱 
軍兵士1 名死亡，首謀者1 名を逮捕した。
政府軍第38連隊は Henzada，Mauchaung村を巡戒中，約60人 の N D U F 反乱 
軍と交戦，約 3 時間の戦闘の後， 10人の反乱軍が死亡， 15人を逮捕，機関銃3 
丁，ライフル銃5 丁，重要書類を押収した。政府軍負傷者は3 名。
3 日▼共産党反舌L軍 は P a k o k k u 県 M y i t c h e 附近において，M a n d a la y -P r o m e間 
の I W T B パ ス T a in g  Y in  M a y の停船を命じ，乗船券を略奪，武器を捕獲し 
た。反乱軍は乗客を装って乗船していたもので，備え.つけの銃かと，弾薬60個の 
入ったステン .ガン2 機をはく奪，現金600K を略奪，乗客を岸に降ろし機関室 
に火薬を仕掛けて，火をつけトランクに隠されていた銃5 丁を奪って逃走した。 
しかし火はすぐ消され，エンジンには支障はなかった。
▼ K u n g y a n g o n郡の Letkhokekon警察署から警邏中の4 人の警官隊は赤旗共 
産 党 P a w  Lwin，K y a w  P e にひきいられた反乱軍の待伏を受け，. ステン•ガン 
1 丁，ライフル4 丁を奪われた。
▼ Kyauk t a g aで 100人の民間人を伴う50人の反乱軍が Z i g o n村に浸入，村の 
家財道具一切を略奪，紡織機具を打ちこわし，村人から織物原材料を奪っていっ 
た。このため70機以上のはたが損害を受けた。
4 日 ▼ Mudon，Wegali村に30人におよぶ反乱軍が侵入，28頭の牛を略奪した。別 
の一隊は Tagundaing村の警察の哨戒所を襲ったが1 時間の戦闘の後， 撃退さ 
れた。
5 日 ▼ Sandoway，赤旗共産党地区委員A u n g  Kyaw  U とそのメンバーShin Li 
A u n g と Shwe Pu S o eは政府軍第55連隊司令官 P  Kyaw  H a n 小佐に投降し 
た。なお反乱軍は機関銃1丁，アメリカ製ライフル2 丁，73個の弾薬を装置した 
イギリス製ライフルを1丁持っていた。
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▼約80人の反乱軍が Zingyaik警察の管轄にある Kalaung-in村 及 び Zingyaik 
村を襲撃， Kalaung 共同販売店から 250K 相当の物資を略奪，また金，貴金属 
類，お よ び Kalaungin村から， 21頭 の 馬 を Zingyaik村からは35頭の馬を奪っ 
て逃げた。
< 5 日 ▼ Thaton Z ingyaik村および隣村の Kha-Laungin村は80名以上の反乱軍の襲 
撃を受け，K h alau n g in A M P C店から現金およそ2 万 K ，250K 相当の物資を奪 
われた。 さらに反乱軍は Zingyaik P P F 駅を襲ったが， 2 時間にわたる戦闘の 
後，撃退された。退却の際，反乱軍は80名以上の人質をつれ，分捕品をもってひ 
きあげたが，人質はまもなく帰された。
7〜8 日▼悪名高き共産党指導者 M o  N y o⑷ Thein M g は Thayagon村において逮 
捕された。数々の犯罪記録をもつ M o  N y o は逮捕当時，皮肉にも息子の命名式 
にあたっていたもので， 1 丁のピスト^^と20個の弾薬を隠していた。
8 日 ▼ Bogale, P aik salat村で政府軍第44連隊に所属する Saw A u n gという20才の 
若者が反乱軍に殺害された。両親の下へ帰る途中反乱軍の一団に逢遇し“討論” 
のために連れさられようとしたものらしい。
▼ Myitkyna Washaungダム建設現場の近く灌漑周に向うトラックが待伏せし 
ていたカチン反乱軍に襲われ，政府軍兵士 2 名，労働者 3 名 （男 2 , 女 1 ) が殺 
された。 反乱軍は， W a i n g n a wから 3 マイノレ離れたダムに向う途中でトラック 
を待伏せて襲ったものである。兵士 2 名と労働者 1名が即死，数名が負傷し，病 
院に運ばれた。反乱軍は1 名が殺され，政府軍兵士から2 丁のライフル，労働者 
から腕時計を奪って逃げた。
▼西部ハンタワディ地区，K a w h m u 郡 Sapagan村の近くで，戦闘の為反乱軍 
医者と瞀官が殺された。反乱軍は Kungyangonから戻る途中のトラックを襲い， 
700K 相当の金と物資を略奪していった。
9 日 ▼ Lashio地 区 Hsenwi-Lashio間で 9 台の車が強盗に停止を命ぜられ，強奪さ 
れたあと，乗客 3 名，運転手 1 名が殺された。 、
▼ Mong-y a o からの乗客30人をのせたパスが当地から15マイルのところで， 3 
人の武装反乱軍に停車させられた。乗 客 3 名，運転手 1 名が射殺され，残った者 
は2000K 相当の金と物資を取られたのち，釈放された。反乱軍はシャン族。
▼同日朝，パ ス 1 台とトラック 7 台が同地点から11マイルほどのところで，停 
車させられ，乗客の所有品一切を略奪された。
▼ Setkone村のはずれで， Maung Tun  Kyi (40)が 3 人の反舌L兵によって殺
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害された。
▼ N D U F 反乱軍は P a n t a n a w群の数力村から村人と55頭の家畜を強奪した。 
この反乱軍は政府軍の攻撃を受けているもので，食料の必要に迫られているもよ 
うである。連行された村人はいずれも反乱軍の課税を拒否したものである。
1 1 日 T Pyapon，Dedaye，Bogale，Kyaiklat，Mubin と 2 ， 3 の町の通信線および 
電話線が反乱軍によって切断された。翌 日 Bogale Postsと通信要員の手によっ 
て修理された。が再び翌日，反乱軍によって線が切断された。
1 3日 ▼ W a w 郡 Khindangyi村の警察署が反乱軍に襲擊され，20名の警官がこれに 
応戦，撃退した。この戦闘でHashim軍曹が死んだ。
U  日 ▼ Labutta-Rgn 間の I W T  船 “ Webagi ” 号は Tha-Kayan 近くで，ボートに 
乗船客に化けてのっていた反乱軍の攻撃を受け，停船させられた。護衛官の6 人 
は応戦し， うち4 人死亡1人負傷した。反乱軍は乗船客から現金と持物を全部強 
奪，逃走した。
▼ N D U F 反乱軍はKarenzu村で大きな痛手を受けた。反乱軍は前日Indangyi 
警察哨戒所を襲った人間と同一のものと思われるが，追跡した政府軍は，反乱兵 
のキャンプを攻撃， 2 名死亡， 2 名が逮捕された。
▼政府の購入センターで米の販売に反対するカレン反乱軍の脅迫に備えて，自 
衛した農民は近郊のK a v e n村でカレン反乱軍の3 名を殺した。
との3 人の反乱兵の目的は村•人が販売した米の売上を回収することであった 
が，好戦的村人の為に殺されたのである。
▼ K y a u k m eから60マイノレ離れたNamlan村は 8 日反乱軍に襲擊され，家と財 
産を失ない，村人7 人が殺された。これに対し，14日，地 区 S A K から米，塩， 
毛布，衣類その他救護品，および1 人当り50K がとどけられた。 Lashioおよび 
近隣の労働者は，Lashioで17日開かれたAungthiri C i n e m aの委員会で破壊的 
活動をしている反乱軍をはげしく非難した。
1 5日 ▼ 巡 戒 中 の 政 府 軍 は Bo Thamnani近の農民から税金， 家畜を強要中の反乱 
軍を発見，攻撃を加えた。多数の反乱軍が負傷し，軽機関銃1 丁，弾薬を押収し 
た.。
1 6 日 ，O k -twin県 Thayet-ok村にステン•ガン；ライフルで武装したN D U F 反 
乱軍が侵入，Khin M g ，M g  Cho, Tin U の 3 人の若者を射殺逃走した。
1 7日 ▼ Kywedanyingon村に反乱軍が侵入，農家を襲い主婦を殺して逃走した。
1 8日 ▼ Zingyaik窨 察の管轄下のKatun村に約20人の反乱軍が侵入，15軒の家から
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1 万K 相当の現金と物資を強奪，人質 1 人を連れて逃走した。
1 9日 T Kyauktaga県 Rangoon-Mandalay鉄 道 Thahtaygon駅近郊の哨戒所が約 
40人の反乱軍の襲撃を受け，S h w e W a 軍曹，民間人3 名が死亡， 2 名が負傷し 
た。なお反乱軍は現金4 万 K ，ステン•ガン 1 丁，ライフル5 丁を奪って逃走し 
た。 .
▼ T h a t o n県の2 部落に反乱軍が侵入， 1 名を人質， 1 名を負傷させ，所持品 
を強奪した。
▼ Bilin地 区 Shwehlay村に5 人の反乱軍が侵入，村人 1 名を負傷させた。 ， ， 
▼カチン反舌 L 軍 Karm Garawm，ivlaran La，Maran fan, San f u, Gwamtet- ^
tan L a w，Maha K a m u は M o m d u k  S A C  _ 長の下に投降した。最初の5 人は 
M o m a u k郡 W a w a n 村，後の 1 人 は Kyakaudut村の出身である0 
2 0 日 ▼ 政 府 軍 第 38連隊は巡戒中，K a n gwin村近郊で N D U F 反乱軍と交戦， 4 人 
を殺した。死んだ1人は首領の Mauug O h n とみられる。
2 2 日 ▼ 6 名 の N D U F 反乱軍が逮捕された。 I W T B 所有の郵便物と乗客を乗せた. 
Myananda号を襲う計画をしていたところを張込んでいた警官に逮捕されたもの. 
である。 ’ ぐ‘
▼ N D U F  小隊長 Bo Tha San と部下の丁 11111^11，肘311叫 1̂〇116，〇1け.-
Hla, Aung Than，Tun L w i nが U  Tun  Shein司令官の引きいる警官隊に逮捕j 
された。32個の弾薬とピストル1 丁が押収された。 .
24 日 ▼ Akyab 県 Minbya 郡 Maungdaw 村の K o  San Htun Aung，K o  Tha Dun，’ 
Daing村 の K o  K h w e は政府軍第48連隊に投降した。 ライフル銃2 丁， 手製ビ 
ストル1丁を押収した。
T 4 人の警官と M y a u n g m y a  の P S O  U  T h a n  A u n g  は船で Mayanbin 村 ；= 
近郊を探索中をヵレン反乱軍と遭遇，攻 撃 を 受 け U  T h a n  A u n g が射殺され、 
た。反乱軍は逃走した。 /
▼ Tayaw Kywelan地区穀物購入センターは反乱軍の攻撃を受け労働者3 名， 
農夫 1 名が死亡，人民餐察兵1 名，労働者1名が負傷した。購入センターの開店 
際に2 名の反乱軍が侵入，会計から1 万 K を略奪，逃走した。店員の報せで近く 
の哨戒所に詰めていた警官が追跡しようとしたところ，センターの向い側でひそ 
んでいた別の反乱兵の攻撃を受け，約 1 時間にわたる交戦の後，上記の者が死亡 
負傷したものである。
▼政府軍第30連 隊は Aungpinlai近郊にて反乱軍と衝突，反乱軍2 名死殺，ビ
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ストル1 丁，ライフル1 丁を押収した。
2 5 日 ▼ Hkun -na-ein-dan村で警察派遣隊は税金を徴収しているN D U F 反乱軍を急 
襲した。約30分間の交戦後反乱軍は擊退された。反乱軍1名を逮捕。
▼ N D U F 反乱軍は Gabin村の共同組合を強制的に閉鎖させて，900K の共同 
基金を組合員に分配させた。村には現在共同販売店がないので，村民は食料を得 
るのに困難を感じている。
2 9 日 T T w a n t e郡 の Yakhainggyaung穀物購入センターが未明約50人の反乱軍に 
襲われ約4 万 K ，ライフル5 丁を奪った。センターを護衛していた6 人の警官が 





Gwedaukchaung 村で村人 W e  L u，A u n g  Sein U ，W e  T u n  Aung, Sein Ban 
Nyo, T u n  T h a，Pyu T h a  N o の 6 人がカード遊びをしていたところ，共産党反 
乱軍，K y a w  Zan H r e e の支部委員であるS a w  N i と2 人の部下が侵入， 賭け 
にふけっている6 人 に 発 砲 W e  Lu，A u n g  Sein U が即死した。他の2 人が負 
傷した。





3 月の総投降者数は110人である。内訳は共産党26人，赤旗共産党3 人，K N U  9 人，
シャン20人，カチン42人，その他10人である。押収した武器はライフル27丁，機関銃
1 丁，ステン•ガン3 丁，力ービン銃4 丁，手製銃15 丁，その他9 丁，弾薬1073個で
ある。
5 日 ▼ Wethlalalay村一S h a n z u村 間 で Rangoon P r o m e鉄道をパトロール中の政 
府軍第90連隊は20人以上の反乱軍と交戦，約30分の後4 名を殺し，ライフル2 丁 
を捕獲した。政府軍の被害はなし0
▼ Mindazu村で哨戒所を襲った反乱軍はA R D C 倉庫2 軒を焼打ち，吸水ポン 
プ，肥 料 袋 な ど を 焼 失 し た 。倉庫2 軒だけで2 万 K 相当のものである。反乱
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軍は約50人で襲撃したもので約1 時間の戦闘の後ひきあげた。村 民 1 名が殺され 
た。
▼政府軍第30連 隊 は Aungpinlai近辺にて約30人の共産党と交戦，反乱軍1 名 
死亡， 1 名逮捕，二連銃2 丁，ライフル4 丁を捕獲した。
▼ Hlaingbwe管轄下のY e b u村近郊で人質になっていた警官2 名が N D U F 反 
舌し軍によって射殺された。前 日 Inni警察哨戒所の副司令官KyawNyunt，Than 
Pe，Tin H l aは Y e b u村を視察，帰途を 20名 の N D U F 反乱軍に襲われ，捕虜
となったものである。
6 日 ▼ S h w e t a u n g G r e e k河口 T a d a k u付近で武器を輸送中の船が約15人の K N D O  
反乱軍に襲われ，政府軍1 名が死亡，反乱軍1 名が負傷した。 ピストル1 丁，ラ 
イフル1 丁，弾薬16個，書類を押収した。
▼ P y u と P e n w e g o n間にある Kya-in-gon村 で P y u 駐在の第3 カチン銃隊 
の戦闘巡察隊は8 人の共産党反乱軍と衝突，約30分の戦闘の後，反乱軍は2 死体 
を残して逃走した。この戦闘中，反乱軍は主婦を捕えて盾代りに立たせたため， 
彼女は重傷を負い間もなく死んだ。また漁夫が1 人軽傷を負った。
▼ Letpadanと Wethlagale間を結ぶ鉄道を警備している第90連隊の巡視隊は 
反乱軍の一団と衝突交戦，反乱軍4 名を殺し，ライフル2 丁を押収した。
▼ P a n t a n a w近 郊 Mintazu村の警察署は，約 50名 の N D U F 反乱軍の襲撃を 
受けたが1 時間の交戦の後，敵に大打撃を与えて撤退させた。撤退の際，反乱軍 
は倉庫に放火約2 万 K 相当のジュート，肥料，吸水ポンプを焼失した。村民 1 名 
が殺された。
8 日 ▼ Kanyutkwinから約7 マイル離れた村の近くで警官隊は約30人の共産党反乱 
軍と約1 時間交戦，大打搫 を与えた。警官2 名が負傷，ライフル1 丁を失った0
9 日 ▼ Mawlu-Nansi-a u n g駅間において N D  4 5 5貨物列車は反乱軍によって転覆 
させられた。ヱンジンは安全に破壊し，列車は脱線したが，乗客には被害はなか 
った。当局は復旧を急いでいる。
n 日 ▼ Ngathainggyaung-Gwachaung間国道にかかっている7 個の橋が共産党反 
乱軍によって焼打ち，破壊せられた。また100名に余る反乱軍別隊はSetdaunggyi 
村を攻撃したが簪宫 によって撃退せられた。
▼政府軍第50連隊は M o k k h a木材伐採場で働いているK y a w  Pe, Sein A g e を 
K N D O 反乱軍に象3 頭を引きわたしたかどでM i n h l a警察署に引渡した。
T K u n g y a n g o n 郡 Seikkyi村 の B o O h n  Y i n で政府軍は赤旗共産党と交戦，
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医 者 1 名を逮捕，医療器具，弾薬，重要書類を押収した。
1 2 日 ▼ R a n g o o n -M a n d a la y間，T a w g y w e -in n鉄道駅は約60人 の K N D O 反乱軍の 
襲撃を受けた。反乱軍は駅通にある家に火をっけ， 1 万 K 相当の貴金属，現金 
を略奪した。 まもなく簪官隊に撃退された。
▼ M u d o n -T h a n b y u z a y a r国道をパトロール中の 3 人の警官はモン反乱軍の攻
撃を受け， 1 名が殺された。 N a in g lo n村近郊第 24国道を警ら中，突然 7 人の反 
乱軍に襲われたものである。 ’
▼ B id o g a b in村で，抵抗運動家であり，最近計画党労働問題講習会を終えた党 
活 動 家 Saw  T i n が暗殺された。彼はラングーンの沖仲士組合長として働いてい 
るもので，村を散歩しているところであった。暗殺者は直ちに殺された。
▼政府軍は Ja u n g g u p郡に根拠地をもつ反乱軍を襲撃，女 性 1 名を含む赤旗共 
産党員 2 名を逮捕し， ライフル 3  丁，医療器具，配給物を捕獲した。
1 3 日 ▼ G w a c h a u n g国 道 N g a th a in g ch a u n gにかかっている七つの橋 が C P B 反乱 
軍によって破壊された。
1 ¢ 日 ▼人民警察軍は T h a b a u n g 郡 P h a y e g o n村を襲撃，T h a b a u n g地帯をテロ活 
動していた C P B 反乱軍 2 名を逮捕した。
1 7 日 ▼約30名の反乱軍が P a u n g 郡 T h e g o n 村に侵入， 村 民 2 名を殺し， 5000 K  
相当の物資金を略奪，さらに同反乱軍は T h e g o n から 2 マイルはなれたHtanb- 
in g y a u n g村をおそい， 120O K相当の金，物資を略奪していった。
1 9日 ▼ C h a u n g p y a村で乗合パスの運転手が反乱軍に誘かいされ，殺された。
▼ M a b e e村近郊で第3 チン銃隊と反乱軍が衝突， 反乱軍の指揮者が死亡， 力 
ービン銃 1 丁， ライフル 1 丁，現金 5 1 5 K を押収した。
2 0 日 ▼ 2 0 日から2 1 日にかけて，S h w e g y in郡 と K y a u k k y i郡 の 境 界 に あ る Gawt- 
h a z i n 村に駐屯している第 3 チン統隊は約20 0名からなる反乱軍の攻撃を受けた。 
戦闘は 5 時間におよび，反乱軍 1 名が逮捕され， ライフル2  丁が押収された。
▼ D a n u b y u -C h au n g g y i間 国 道 の P e y o n c e -S e ik村のバス停留所で， 5 人の反 
乱軍が現われパスを止め，乗っていた箬官をひきずり降ろし，村 の 外 れ ま で 連  
行，ナイフで体をきりきざいたのち射殺した。
▼ K y a -in / S e ik k y i郡で政府軍第 9 7 連隊の分遣隊はジャングルに隠れているモ 
ン反乱軍を討伐，反乱軍は水牛96頭，牛 13頭を捨てて，逃走した。 この牛は第 7  
K N D O 指揮下の反乱軍が農民から略奪したもので， モン反乱軍がこれをひっぱ 
って，国境を越えようとしていたものである。
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T Yandoon 郡 Chaunggyi 村で哨戒所の警官 Ko  Kyaw  Sein は Peyonsate 
村へ行く途中，反乱軍と遭遇，射殺された。
2 1 日 ▼ Kyonepyawから 7 マイル離れた Yesakhan村 に 約 100人の反乱軍が侵入，
8 人の警官がこれに応戦 t たが，反乱軍は S h w e h in th a精米に貯蔵してある籾 5 
万6297袋 と 5 6 0 の米袋に火をつけ，逃走した。籾も米も焼失してしまった。
▼赤旗共産党は B o k e te ta lo k e村の自警団から 2 連 銃 5  丁を奪い， 村民会の書 
類，地図などを焼いてしまった。
▼人民警察軍の警察官はP y a u n g th a y村で食事中 4 人の反乱軍に襲われ，ジャ 
ングルに連行された。
2 2 日 ▼ D a ik - U の南方で石油かん19個， U B A M B 米9 6袋， 別の70袋をつんだ 3 台 
のトラックが反乱軍に襲われた。 反乱軍はトラック N a ts in g o n 村まで運び，そ 
こで用意していた別の車に荷物を移しかえて，逃走した。
T Pantanaw  郡と K yonepyaw  郡の郡境 K yonehtani 村に約50人の N D U F. 
反乱軍が政府軍を訪って侵入，啃 戒所；A R D C 食庫に放火， 炎は約 1 時間ふき 
まわり，鎮火したときには， 4 倉庫が焼失，ジユート，肥料，久 保 田 ポ ン プ や  
A R D C の資材を失った。 さらに部落の家屋20軒も炎焼した。
▼ Kyaungtany村に40人の反乱軍が襲肇，ジユート倉庫に放火，小倉庫 3 戸， 
機材店 1 軒，時計店 1 軒，その他家屋20軒を壊した。新しいボンゾ4 コ，旧いポ 




2 4 日 ▼反乱軍の一隊が同じ日に政府軍とK N D O 反乱軍と戦闘を行ないかなりの打 
撃を受けた。 政府軍第26連 隊 は P a in g d a w a村周辺をあらしまわっていた B o  
D in g aの一団と衝突，約 2 時間にわたって戦闘を行ない，反舌L軍は多数の負傷者 
を出して逃走した。 ライフル1 丁， ラジオ1 台を押収した。 さ ら に 同 一 団 は ， 
P a in g d a w a i村の近くにひそんでいたところK N D O 反乱軍と遭遇，交戦となっ 
た。K N D O 軍 1 名が死亡し，B o  D in g a 反乱軍に多数の負傷者を出した。
2 6 日 ▼ P a z u n b y e哨戒所は約30人の反乱軍の攻撃を受けた。 反乱軍の一部が警察官 
の主婦を2 名連れ出し，警官の夫に投降をすすめたが果さず， 1 死体を捨てて逃 
走した。主婦が一人負傷した。 ライフル1 丁を押収。
T K yau kkyi郡 M am ayan村での政府軍第3 カ チ ン 銃 隊 と N O U F 反乱軍と
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の 1 時間半にわたる交戦で反乱軍カレン人3 名が逮捕された。
2 7 日 ▼ Kwin-gyi-T hau nggyi村間で籾買付センターに3 万 K を運ぶ護衛車が約100 
人の反乱軍に襲われた。警 官 1 人が即死， 1 人は捕えられたがまもなく釈放され 
た。被害はライフル2 丁，弾薬100個で金は無事であった。
▼ Maubin 発 Rangoon 行の I W T B  船 Warasein 号と Rangoon 発，Pyapon 
行 の Tienbyan号 が Twante運河の第 1 9里程標地点ですれちがった際，マンゴ 
一林に潜んでいた反乱軍の銃火をあびた。両船の警備隊は直ちに応戦，船は急い 
で退避した。乗客 2 名が負傷，反乱軍は Pyapon行の船を第17里程標まで追跡し 
た。被害は不明。
また同反乱軍は， Warasein号のすぐあとからついてきた民間人船 Danabala 
号を同地点で攻撃，船を岸に着けさせ，空のドラムかんに銃で穴をあけたりなど 
した後，船を釈放した。
▼ U a u b in通信によれば 2 6 日晚， B a s s e in へ行く予定の VWTB， 7 8 ひき船が 
K okkkozu村付近の土堤から反乱軍の銃火を受け， 1 名が負傷した。




▼ I W T B 所 有 客 船 T a y a号は，Yeggi地 H n a w g o n村付近で両岸から反乱軍 
の砲火を浴び2 名の婦人が重傷した。
2 8 日 ▼ P a n ta n a w 都 K y o n k a re n村で，耕作者に転職した前村長がN D U F 反乱軍 
に襲われて重体，反乱軍は，前村長は反乱軍に対しスパイ活動を行ない，政府に 
追随しているとして，何度も脅かしていた。
▼ Kyauktaga郡を巡戒中の政府軍第3 カチン銃隊は M a b i村で潜伏中のカレ 
ン反乱軍2 名 と Thaimgbu村 で N D U F 地区委員 1 名を逮捕した。
29  日 ▼ N attalin  郡 Y w athagon  村 Shangon  中学校の M aung  Kyaw  W in  >  第 6 
高等学校生徒 M aung  T in  A y e は政府軍の手で 2 9 日両親のもとへつれ帰され 
た。政府軍第92連隊の少佐は彼らが地下活動に入ってから捕まるまでの経過を説 
明した。
Maung Kyaw W i n は 1966年 1月 26日地下にもぐり， 3 月2 5日 N attalin郡 
Bam bwegon村で捕えられた 。 Maung Tin A y eは 1 月2 8日地下にもぐり， 4 月 
11日，同 郡 S in th e村で捕えられた。
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23日，24日，B a m b w e g o n村付近で，共産党反乱軍と衝突した際，政府軍と戦 
っているうち，反乱軍は学生を残して撤退した。政府軍の調べで，反乱軍死亡者 
11人のうち学生が4 人含まれていたことがわかった。
▼10名の反乱軍が Paukkaung 郡 Aung Pin-le, Htaung-ya, Nga -but-Kan， 
Nyaunggon村に侵入，税務署を襲い放火し，村民から1 人当り1 K ，合計100O K  
を徴税した。
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資 料
I 1966年度農民セミナーに於ける発言集
The W orking People’s D aily, 只 27 B
第 3 日 （3 月27 口）のセミナーは第2 日目に引続きキャイカッサンのセミナー会館 
で開かれ，才カラッパ代表のU S a n が議長となり，カタ•コーリン代表の U H la と 
タトン代表の U Kan P a in g とが書記と成った。第 1 日，第 2 日と同様に革命評議会 
の全員，全閣僚，政府職員，オブザアーパー，その他が列席した。 以下第3 日セミナ 
一で各農民代表の述べた意見を掲げる。





















農家に支払う， ところが農産物販売庁は加工した葉煙草1 ビスにつき6 チャットを支
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払う。生葉100ビスからは加工した葉煙草が15ビスとれるから加工所の経営者は加工 






合 計 5 万チャットほどであった。 全国を通じてこのように経理の乱れている組合はか 
なりあるものとわたくしは推定する。
ウエトレト郡の大きな湖水の両岸にある2 力村は物資配給の都合上1 力村に合併さ 






















ビ ル マ ( 4 月)
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パオ族は白と黒とに染めた衣類だけを常用する風習なのに模様染の織物を配給され 
ている。 それから，ふだんでも儀式の時にも使うターパンが75 0戸につき24個だけ配 
給されているためターパンは非常に品不足で， たとえばわたくしが現に被っている夕 
ーパンも友人からの借物である。






巡回衛生官吏はわれわれの地区に定期にやって来る， だが狩锨 や物見遊山に時間を 
つぶしただけでさっさと引揚げて行く。
U Maung Ngai ( ロイコー，ジモウソ代表）
われわれの地方には硬玉やそのほかの鉱物の産地がある。 この産地を本式に実地調 
査する必要がある。
マイサナン郡には150戸ずつの3 力村がある。 この 3 力村と町との距離は非常に遠 












住民は非常に安値であるN g a s e in米だけが配給されることを希望しているが実際に 
は一番高値の N g a k y w e米を配給されている。それから住民は不断着にしても持ちの 
よい丈夫な織物の配給を希望している。
協同組合直営店舗には農具を豊富に取揃えて置く必要があるし， 季節毎に必要とな 
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行しなかった。 そのためチン人はほかのビルマ人にくらべて3 年ほど時代に遅れてい 
る。














旅行には国民登録証明書が必要である， しかし登録係官はいつも役所にいない。 証 
明書にはりつける写真を撮って貰うのに一苦労するがそれは写真屋が生フィルムを持 
たないからである。
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Saw Maung Htay (ピヤボン，デダエ代表）
郡協同組合の中には執行委員会がないため仕事を少しもせずただ建物と基本金とだ 
けを持っている袓 合がある。 このように有名無実の組合の建物と基本金とは何か有効 
な用途に役立てるべきである。
われわれの郡には100以上も村落協同組合がある， だが協同組合省はたった4 人の 
係官にこれだけ沢山の袓 合を監督させている。 もっと多くの係官が組合を監督しない 
限り協同組合事業は成功するはずはない。 それから多くの組合はまだ一度も年次総会 
を開V、たことがなく一度も会計検査を受けたことがない。
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トラクターが不足している。 アキャブには2 台あるだけでしかも1 台は故障してい 
る。それから道路の改修も必要である。
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f  ： ■'
I ••.パンダウンとブロームとをつなぐ橋を架ける必要がある。 この橋があるとアラカン 






%  , 目判らない。






. 'を 教 え 込 む 必 要 が あ る 。 それからこの農家達は茶畑を新規に造成するため必要な長期 
資金を借受けたがっている。
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たV、 r
コンデンスミルクの配給量は3 戸当り 1 缶である。 そのため3 戸の人達は配給量の 
わけかたが判らないためミルクに茶をまぜてふやしてからわける。 次に衣料品が非常 





















輸送機関として常用されている動力船の部分品を販売して貰いたV 。 動力船の造り 
方を知っている者がまだいるから彼等の技術を活用すべきである。
パルギユン郡だけでも国立高等学校が3 校もあるのにメルグイ地方では2 校だけで 
ある。メルグイ地方にもっと学校をふやすべきである。
コータウンでは飲料水が不足しているから深井戸を掘らねばならない。 モールメイ 
ンでも水の問題がある。 それは現在ある貯水池が人口 3 万人当時建設されたものなの' 
に現在は人口が17万人に増加したからである。
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議長が会場を去った後会議は再開されて， M aung M aung K h a 工業省次官は工業 
関係事項 ， U  T h a K y a w 運輸通信省次官は運輸通信関係事項 ， U  Hla M a u n g 協 
同組合局長は協同組合 ， H an T u n 中央交易局長は物資配給事情にっきそれぞれ答
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弁を行なった。
午後の会議では Min Thein農業局長が農業関係事頃につき答弁を行ない， Ye 
G o u n g 農林次官補が棉花， ジュート，桑， パージ:^ア種葉煙草などの栽培状況， 
金肥と農薬との売行，畜業について答弁を行なった。








. 北 M 周 報
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わたしたちは， ここ数年らい， あなたがたが帝国主義の転覆と干渉に反対し，民 
族の独立と国家の主権を守る面でたゆまずたたかいつづけておられること， また民 
族経済と民族文化を発展させる面でひじょうに多くの努力を重ねておられることを 
みて， よろこんでいます。わたしたちは， あなたがたの成果のひとつひとつに，心、 
からのよろこびを覚えているのです。
民族独立の擁護と自国の建設は，われわれ両国およびアジア•アフリカ諸国の共 
通した任務です。真の経済的独立がなければ，政 治 上 の 独 立 は 完 全 な も の で は な  
く，強固なものでもありません。反帝闘争を最後までおしすすめなければ， アジア 
•アフリカ諸国の民族独立は保障されず，経済建設の成果も保持することができま 












れらが平和を望むのは当然です。 しかし， ホー•チミン主席がのべているとおり， 
「真の平和はけっして，真の独立と切り離すことができない」のであります。べ卜' 
ナム民主共和国政府の4 項目の主張と南ベトナム解放民族戦線の5 項 目 の 声 明 こ  
そ， ベトナムの独立を保証し，ベトナムの平和と統一を実現する基礎です。そのう 
ち， もっとも根本的な2 項目は， アメリカがベトナムにあるそのすベての軍事力を 
ただちにひき上げること，南ベトナム解放民族戦線をベトナム南部人民の唯一つの
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繁におこなわれてきました。 こうした訪問がおこなわれることに， わたしたちの相 
互理解は深まり，両国の友好関係は強化されてきました。 わたしは，わたしたちの 









m 中国•ビルマ共同コミュニケ（4 月〗9 日発表）
北 京 周 報
1 .  劉少奇中華人民共和国主席と同夫人は， ビルマ連邦革命評議会議長ネ•ウィン将 
軍の招きにこたえて，1966年 4月 17日 か ら 4 月 1 9日まで， ビルマ連邦を友好訪問し 
た。 これには，陳殼中華人民共和国国務院副総理兼外交部長と同夫人，章漢夫外交 
部副部長および中華人民共和国のその他高官が随行した。
2 .  ビルマ連邦の人民と政府は，劉少;奇主席の2 度目のビルマ連邦友好訪問を喜んで
いる。劉少奇主席とその随員は，訪問期間中に受けた心からの歓迎と親しみのこも 錢
つたもてなしに，感謝の意を表明する。
3 .  劉少奇主席とネ .ウィン将軍は， 両国のともに関心をもつ問題とアジア■アフリ
力諸国の反帝闘争の情勢について会談をおこなった。会 談 は 友 好 的 精 神 に も と づ い 与  
ておこなわれたが， こうした友好的精神は，両国関係の一貫した特徴である。今回 -| 
の会談はひじょうに有益なものであり，相互の理解を一段と促進した。 ：’|
4 .  劉少奇主席とネ •ウィン将軍は， 両国の友好協力関係の着実な発展に満足の意を
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表明する。双方は，中国•ビルマ経済技術協力協定が順調に実施されつつあり，両 
国の工事関係者がりっぱな協力関係を打ち立てていることに喜びを感じる。 双方  
V は，伝統的な友好と平和共存5 原則を基礎とする両国の友好協力関係には広々とし 
た発展の前途が横たわっていると考える。
, 5 - 双方は， アジア•アフリカの新独立国家は， 民族の独立を守り国家を建設する共 
通の任務に直面している， と考える。双方は，経済的独立の獲得が政治的独立を守 
り固める重要な条件であることを強調する。帝国主義と新旧植民地主義の干渉，支 
配，転覆活動にだんこ反対することなしに， アジア .アフリカ諸国の民族独立の保 
• 障はなく，経済建設の成果の保持もありえない。双方は， アジア .アフリカ諸国は
いっそう団結を強めて，新旧植民地主義を根絶し，世界平和を擁護しなければなら 
ない， と指摘する。
； 6 . ビルマ側は，国連における中華人民共和国の合法的権利の回復を支持し「二つの 
中国」の陰謀に反対し， 中国の政府と人民の国家の主権と領土を守る正義の闘争を 
支持すると重ねて表明した。 中国側は， これに感謝を表わすとともに， 中国はビル 
マ連邦政府が国際政治でとっている平和中立政策を尊重し， ビルマの政府と人民の 
；• • '  国家主権と民族独立を守るたたかいをだんこ支持すると重ねて表明した。
7 . 双方は，両国国家指導者の相互訪問は両国の友好協力の促進に重大な意義をも  
つ， と考える劉少奇主席の再度のビルマ連邦訪問は，両国の友好協力関係の強化に 
貴重な貢献をした。
ビ ル マ （4 月）




Kyaikkasan広場で開催された。 ネ •ウィン議長，マウン•シュウヱ労働相 
はメッセージおよび演説で， ともに労働者の社会主義建設への役割と反動分 
子への攻撃の重要性を述べ「社会主義制度建設の基礎事業はすでに多くの成 
果を収めた」 と述べたネ•ウィン議長のメッセージが注目された。 また4 日 
に今雨期の政府農業融資要領が発表され，昨年度同期と比して減少傾向にあ 
ることが明らかとなったことも注目された。一 方 8 日には，ネ •ウイン議長  
はパキスタンを訪問，両国間で懸案となっていた国境画定協定に調印した。







これまでの4 年間に，政府が 行 な っ た 「社会主義化」政策は， ビルマ経済 
の基礎部門に対する国有化という型をとってきた。
1965年 10月現在，すでに電力，交通，金 融 の 1 0 0 %，商 業 の 75%，工業の 
6 2 % が国有化されている。 さらにその後若千の工業部門が国有化され， 1 月 
には，全商品国家統制令が布告され，商業部門は，ほぼその10〇 % の国有化 
が達成されたことになっている。
農業については，生 産 部 門 （土地）の国有化は法律上，宣言されてはいる 
が，未だ実施されている訳ではない。 しかし，流通，金融は国営とされてい 
るし，すでに地主，小作制度は法律上廃止されている。
こ の よ う に ， ビルマ経済の大半は，革命政府成立以来4 年間で，国有化と
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いう型で， 「社会主義化」が実現されてきている。
だが，その過程は極めて，試行錯誤的で，動揺は少なくなかった。やはり 
政府としても， こ の 「社会主義」遂行に対しての国内反動諸勢力を無視する 
ことは出来なかった。
中部ビルマの民族資本家層，地主は，外国人資本排斥措置に巻き込まれ， 





ともあれ，一応現在， 「ビルマ社会主義への道」に 即 し た 「社会主義化」 
は，序々に進展しつつあると言っても過言ではないだろう。
2 月の農民セミナーでは農民評議会結成が主要議題とされ， 3 月 2 日の農 
民の日では，ネ•ウィン議長自ら，軍事政権の民政移管の考えを明らかにし 
た。 さらには3 月27日の陸軍記念日では国軍の人民軍への再編成構想が明ら 
かにされた。 これら一連の社会主義的組織化政策と同時に， 4 月には，全国 
の全私立学校を国有化し，国立学校として再発足し，教育の国家的統一措置 
を講じた。 また同時に一般教育法（教育基本法） を制定し，社会主義教育の 
徹底を計っている。









長期的には，殊に訪米 •訪日は， ビルマのこれからの経済的命運に決定的な 
影響を与えるかもしれない。 とにかく， ビルマ政府としては，如何なる外国
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各閣僚を兼任，内閣評議会を組 ^!している。 また評議会の下に，軍による統 
治機構として治安行政委員会（S A C )が設けられている。
一方，1964年 3 月に結成されたビルマ唯一の合法政党である社会主義計画 
党は，中央組織委員会を頂点に，州，省，県，郡毎に委員会が置かれ，主要 











このような政府による民政的傾向は， 4 年間の軍政による社会主義的経済 
基盤の整備を一応終了したと，少なくとも政府は理解してい る ことを明示し 
て い る 。 だがこの理解が，現在の軍事政府内部での一致した意見であるかは 
疑 わ し い 。
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- 政 府 が 社 会 主 義 計 画 党 を 政 治 的 に 優 先 し ， 軍 の “勇 退 ” を 決 定 し た と し て  
も， 必 ら ず し も スムースな変 化 を 期 待 出 来 そ う も な い 。
4 年 間 の 軍 政 の 経 験 は 一 応 「社 会 主 義 」 遂 行 と い う 名 の 下 で は ， 大 き な 動  
揺 を 表 面 化 す る こ と な く 経 過 し て き た 。 だ が こ の 経 験 は ， 「社 会 主 義 」 化に  
対 す る 軍 の 役 割 は 一 応 終 了 し ， 軍 に よ り 指 導 さ れ た 新 し い 勢 力 （た と え ば 社  
会 主 義 計 画 党 ） を 組 織 す る こ と に よ っ て 民 政 的 傾 向 を 強 め ， 党 お よ び 政 治 組  
織 に よ る 「社 会 主 義 建 設 」 の 主 調 を 生 み だ し た 。
ま た 一 方 で は ， あ く ま で 軍 に よ る 「社 会 主 義 」 あ る い は ， こ れ 以 上 の 「社  
会 主 義 」化 に 難 色 を 示 す 主 調 が 表 わ れ な い と も 限 ら な い 。
い ず れ に し て も ， 政 府 は 「社 会 主 義 」 進 行 を め ぐ っ て ， 重 大 な 転 機 に 立 た  
さ れ て い る 。 ビ ル マ に ， 最 も 怖 れ る 事 態 が 到 来 す る と し た ら ， 「社 会 主 義 」 
進 行 を め ぐ っ て の 政 府 •軍 内 部 の 対 立 抗 争 が 表 わ れ る と い う こ と で あ る か も  
し れ な い 。
一 向 に 好 転 し な い 経 済 事 情 と 極 度 に 滲 透 し て い る 国 家 統 制 ， デ ル タ 宝 庫 に  
抱 え る 反 乱 軍 問 題 ，手 足 を も ぎ と ら れ た 民 族 資 本 家 層 の 反 政 府 感 情 ， さらに 
は 援 助 導 入 に よ る 殊 に 米 •中 か ら の 外 交 的 压 迫 に 直 面 し て いる政 府 が , どの 
よ う な 型 で も ， こ れ 以 上 の 「社 会 主 義 化 」 を 押 し 進 め る に あ た っ て ， 重 大 な  
転 機 に 立 た さ れ て い る こ と は 充 分 考 え ら れ よ う 。
「社 会 主 義 」 と い っ て も ， あ く ま で 軍 政 の 計 画 し た ， あ る い は 実 施 し て い  
る ビ ル マ 国 家 建 設 事 業 で あ る こ と を 忘 れ て は な る ま い 。
命今期農業融資支払予定額
政 府 は 5 月 4 日今雨期農業融資支払い予定額を発表した。 これによると融資の対象 
となる農作物は， ポテト，玉ねぎ， ビルマ葉タバコ，落花生，チリー，米，綿花， ジ 
ュート， ケナフ， 胡麻，メイズ，雑豆などで総額 4 億0769万4155チャットが支払われ 
る。なお昨年度は4 億0849万5440チャットであった。
な お 融 資 は “集団保障” を基礎に支払われる。 支払い方法は農業銀行が未設の村落 
では村落農協が， またいずれもない所では，農地委員会が支払い業務を取り扱う。 ま 
た支払いチームは融資と同時に農機具の販売も行なう。
①各地区別の融資予 定 額 は 次 の と お り で あ る 。
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単 位 チャット
ァ ラ カ ン 省 22,515，160 サ ガ イ ン 省 4 1，26 1，625
ベ グ 一 省 94,245,570 シ ヤ ン 州 27,887,550
ィ ラ ヮ ジ 省 85,589,900 力 チ ン 州 7,378,025
テ ナ セ リ ム 省 22,920,250 ゴ - 卜 レイ 州 11，616，175
マ グ ゥ エ 省 42,569,150 力 ヤ 州 1，236,300
マ ン ダ レ ー 省 47,446,250 チ ン 特 別 省 3,028,200
② ま た 作 物 別 ，エーカー当りの支払い額は次のとおりである。
ポ テ ト ，玉 ね ぎ 75チャット 胡 麻 10チャット
落 花 生 ， チ リ ー 5 0チャット メ ィ ズ 10チャット
米 25チャット マ ク ぺ 10チャット
綿花，ジユート，ケナフ 20チャット そ の 他 雑 豆 10チャット
③さらに今期の作物別栽培予定面積は次のとおりである。
単 位  エ ー カ ー
米 12,685,759 玉  ね ぎ 5,520
落 花 生 955,761 | ジ ュ ー h 107,888
胡 麻 1，457,762 ケ ナ フ 12,530
綿 花 591,403 ビ ル マ 葉 タ パ 1，010
チ リ 一 86,622 ポ テ 卜 30,320
メ ィ ズ 305,420 P elu n 豆 2,342
Pesm gon 豆 236，152 Su ntapya 3. 18,931
P eboke 豆 2 1，625 Su ntam  SL 2,500
Fedisem  互 55,319 P enau k 豆 4,000
ノ く タ ー 豆 17,266 P egyi 豆 14,990
マ ツ
 ̂〇
5,013 そ の 他 雑 豆 3,280
令国営入植地の現状
5 月1 5日に開かれた国営入植地における総合農協金融交易機構年次総会で国営入植 
地局から入植地の現状と計画が発表された。
これによると現在，国営入植地として9 9力村が設営され1 万4935人が入植して，農 
地 17万2806エーカーを耕作している。 またこれら国営入植地農村ではすでに1 3 8の総 
合農協と，106の村落銀行と，8 5 の協同販売店が設置されている。
このうち K a w a 郡内の M ila u k，K a n b a w ，T h y e tk o n，A u n g m y se，T h a k k la ,
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A ungm ingala, Shw egan， H tidan, K an hla， A ungzeya ， T h ab yegon 丰ナ協同糸且合と 
T h o n g w a郡 の H e m a z a la村の協同組合は 120台の織機を設置している。 またそのう 
ち A yeyw a，K anbaw，T h y e tk o n 村民は，試験的ではあるが長繊維綿花と高品質米を 
• . 栽培し始めた0
その他の30農協では総額18万チャットを投じて美膝事業に乗り出している。
なお国営入植地の作物別作付面積は，米 （15万9957エーカー），落 花 生 （3474ヱーカ 
パ ー），雑 豆 （6 0 7エーカー），チリ ー （3 2 4エーカー)，マングー （1 2 3ヱーカー），水メ 
ロン（395エーカー），その他タバコ，ジユート，綿花，パナナなどがある。
な お K a w a 郡 の T h a n a tp in お よ び D aik-U の 3 農協では，養魚事業を行なってい 





国営農業銀行は5 月1 9日， 1966年度雨期耕作融資を受ける資格について四つの条件 
(  規定を次のように発表した。
⑴ 村 落 は ， 返済義務のある新債務および旧債の未返済分を合計した返済義務総額 
■. の7 5 % まで返済しなければならない。
⑵ この75% のなかには，現金で返済される部分も含む， また不作のために免除さ 
.れる額も含まれる。
(例） ある村落が返済義務のある総額が1 万チャットとして，現金返済額が5000 
チャット， さらに不作のために免除される額が2500チャットであるとすると，返済 
義務の総額のうちの7 5 % すなわち7500チャットがこの二つで占めることになる。 と 
いうことである。 なお不作免除は当局視察団による証拠を必要とする。
⑶ 7 5 % まで返済し終った村落は， 残り2 5 % を 2 年以 内 に 2 回払いで返済しなけれ 
ばならない。
$ ' ' ⑷ 村 落 は 次 の 耕 作 期 ま で に ，以下に列記する融資を完済する義務を負う。
⑷ 村 落 銀 行 定 型 65年第 11号の(b)による返済義務のある第2 回払い分。
⑹ 7 5 % まで返済したあとで融資パランスから返済義務のある第1 回払い分。
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_
1962年雨期から， 革命政府は，農民に対して自由に耕作融資を支払ってきた。各耕 ：
作期にしたがって， 農民の耕作費用に合致するよう充分努力してきた。 しかしながら 





1964年ビルマ連邦銀行年次報告書の内容は5 月 7 日付ビルマ官報に発表されたが， 
この報告書で指摘された主要な経済事実は下記の通りである。
1963〜6 4年度には国内交易業が国有化され，諸種国営企業が利潤の大幅削減を行な 
つたことが主な理由となって，国民総生産価額は2 % 減となり，同じく 1963~64年度




1963〜6 4年度の耕作面積は前年度分に比し3 % 増の 2 億1190万エーカーであった， 
しかし不良天候と作物病害発生とのため生産は1962〜63年 度 の 1 1 2 %  (戦前生産量を 
100とする）か ら 109 % に減少した。
生計費はかなり安定した， しかし国が交易業を接収したことに伴って国庫支出額は 
増加した。
投資額が国民総生産価額に於て占める割合は， 1962~63年 度 に は 2 0 % であったが  
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億6600万チャットであったが1963〜64年度には23億1300万チャットに増加した。









度分に比し米と米製品とは7 .7 % 減，豆類は50 .4 % 減，ゴムは43 • 4 % 減，綿花は53 • 8 
% 減，硬材は76.2 % 減であった。
命労働者評議会と農民評議会
















統計資料の鬼集にっき具体措置を決定することができる。 両評_ 会が如何に重要な組 
織であるかを例証するためにネ•ウィン議長は両評議会が外国貿易の動向を決定する
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しかし破壊分子の存在は両評議会の結成を妨げるに足るものではない。 彼等が如何；ぶ  
に破壊工作に狂奔しても精々評議会の結成を若干遅らせるに過ぎないであろう。 しか )  
し結成が現在遅れている理由は彼等の策動によるためではなくて， 評 議 会 の 運 営 に 当 .
りそして労働者と.農民とを有効に指導することとなる幹部の養成に一定の期間が必要へi 
なためである。 所要人員の幹部が訓練を施されたならば評議会は即時発足するはずで.、_  
ぁる。 'ば




して徹底した社会主義意識と革命意識とに目覚めて奮起するならば， 労 働 者 評 議 会 と .3 
農民評議会とは速かに結成されるに相違ない。 沒
命反乱軍による農地再配分妨害 ；*
赤旗共産党反乱軍は T w a n t e郡 Dallahに近い Pyawbwegyiの農民を威圧したの 
で， 農民達は村落地委員会の決定に従って滞留しようとはせず，公然と反乱軍の指示 r 
どうり実行に移している。
1966年 4月 19日， 村落農地委員会は70戸の土地を所有していない農民に，無政府主 
義的農民から取り戻した700エーカーを越える稲作地を分け与えた。 V
土地を分けられた農民たちは，所持品をことごとく売ったり， 担保にしたりして，
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耕作用牛や耕作機具を買い，農 舎 （250~500チ ャ ッ ト ）や牛舎を建てたり， 稲作の準 
備をした。
一方， 土地を失った者は郡および省農地委員会に土地の再配分を要求した。彼等の 
ある者は赤旗共産党反舌し軍地区代表のB o H la T h u a n g と B o L u n K h a in g に事情を 
報告した。
1966年 5月 18日 ， 反乱軍は土地を失った7 人の代表と土地を受取った5 人の代表を 
司会部に招集して， 土地分配の取り消しを命令して，新しく割当てを受けた者の農舎 
を，土地から移動させるよう要求した。 この移動は10日以内に行なわれなければなら 
ず ， 命令に従わない場合には死刑に処せられるということだった。 旧割当て受理者は 
新割当て受理者に， 小舎の移動費として 15チャットを支払うことになっていた。
従って，農舍を建てた50戸の農家の内25戸が現在，急いで農舎を移している。
P y a w b w e g y i村には警察署がある。新しく割当てを受けた農民達は， もし防衛当局 
-によって彼等の安全が保障されれば， 反乱軍の命令を無視する用意がある。
郡農地委員会は 5 月 2 4 日，村の警察署で双方の代表に会った。 その結果 5 月 2 6 日 
P y a w b e g y i村 の 7 0 0 エーカー余りの土地は中央農地委員会によって再配分されること 
になった。
H la S h w e 陸軍中佐を議長とし ， U  Turn,委 員 な ど か ら 成 る P e g u 省農地委員会は 
2 6日， 農地を視察し，土地が規定通りではないので，22人の地主から出た控新を却下 
した。 委員会はこれ等の控訴人は小作人に耕作させている農地からあがった収益や農 
業貸し付け金を自分達の収入としていると判断した。
委員会 は 7 0 0 エーカーの土地を中央農地委員会の定めた規定に従って 5 月 2 9 日から 
7 日以内に土地を所有していない農民に再分配するように命令を下した。 省農地委員 
会は， 地主の利益代表として行動した U  M ya M a u n g 副 議 長 と M aug M e 書記， 
U  M u T o o 委員を除名した。
この控訴の処理の後 . Hl a S h w e 陸軍中佐は農民に政府の定めた規則に従い， 反乱 
軍の威圧にまどわされないようにと希望した。 彼は農民の安全を保障し，今後，必要 
な援助を与えることを約束した。
P y a w b w e g y i村の近 く に は 1 個分隊が駐屯している。
令反乱軍による前哨地点占領の教訓
5 月2 4日 付 “T/ie •ふ&  ’，紙社説は最近の反乱軍による前哨地点占領に関し次
のように論評した。 .
— (156)— 200
ビ ル マ （5 月）









に成功した場合にも，部隊の弱点は大ぃに考慮されなければならなぃ。P y a w b w e la yの 
時のように奇襲された場合には，ぃかに勇敢に戦ったとしても， 必ず敗れるに違いな 
ぃ。P y a w b w e l a y 前哨地点の兵は占拠される前に3 人負傷した。
しかしながら， P y a w b w e la y 襲撃の事件の教訓は前哨隊は常に用心深く，警備を整 














ホ、t 人自身が自ら武器を持って反乱分子にたち向ったとぃう例は数多ぃ。 カチン州では 
民兵隊が K I  A を探し出し，彼等のテロ行為に止めをさした。 N D U F もやはり，デ 
ルタ地帯ではもはやあまりうまく行ってぃなぃ， とぃっても， 未だ陰険な襲擊を散発 
的に行なう力は持ってぃる。 現在，当局が箬戒しなければならなぃのは，この種の襲 
撃である，そして，彼等にぃかなるチャンスも与えてはならなぃ。
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競争会社をまかさなければなかなかった。 このように，沢山の事故に会いながら， し 
かも交通法規を破ったことで， 罰金に苦しみながら，彼等は朝の3 時から，夜中の 1 
時まで働かなければならなかった。
政府交代後， 革命政府は労使合同経営を定施し，その利益分配率は所有主70%，運 
転 手 13%，車 掌 9 % ， 経 営 者 6 %，社会保障基金に1 % となった。当時は2000台のパ 
ス，1000人の従業員が働き，毎日平均12 0台が各路線を走っていた。
， しかし，合同経営の非能率， パス会社間の歩調の乱れ，資本家がバス労働者に対し 
ていまだに持っている強い影響力に原因する数々の問題により組織が失敗したため， 
事態は徐々に悪化した。





で 1 日14チャットの所得だった運転手は22チャットになり， 8 チャットだった車掌は 
. 16チャットになった。 所有者は7 0 % から6 0 % に減少されたが，彼等の収入は以前より
W  多い。 というのは総収益が増したからである。
しかしながら，1965年の 6 月頃からパスの数は減少しつつある。全部で1484台のパ 
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コ ー ヒ ー（U 5 チャット），オレンジ， リンゴ，梨 （3 2 7チャット），西洋すもも， 
くりなど（228チャット）。
また融資を受けた農民は 4 年間で返済する。 なお各州部における果樹栽培状況は次
表のとおりである。
\ \ 作 物
地 区 \ \ \
オレンジ 梨 西洋すもも L ychee リンゴ コーヒー
(シャン州） 
タ ウ ン ジ ー 県 4,000 300 55
ラ シ オ 県 1，000 500 15 10 _ — ‘
キ ャ ウ ク メ 県 4,000 10 110 3 * — 一
(カチン州）
•
ミ チ ナ 県 500 60 500 62 — —
バ ー モ 県 16 37 40 20




ミ ン ダ ト 県 2,000 -
__ —_ 一 32 -
フ ア ラ ム 県 1,000 80 — — 450
全 国 12,646 937 185 115 520 8,600
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2 日▼郡交易評議会事務所が設置さる— 貿易省は州部を含む，全国で合計30 8の 
郡交易評議会事務所および地方事務所を開設したと発表した。また1962年12月20 
日付の指令第1 号，第 2 号に基づき設置されることになった執行委員会の設立お 
よびメンパー選出のための常任委員会が設立されたことを明らかにした。なお郡 
交易評議会事務所の地区別数は次のとお9 である。
サガイン省 （38)，マンダレー 省 （洸)，マグウェ省 （烈)，ペグー省（39)，ア 
ラカン省 （1 7 ) ,イラワジ省（25)，テナセリム省（1 9 ) ,チン特 別省（9 )，カチ 
ン州（11)， シャン州 （52)， カヤ州（6 )， コートレイ州 （7 ) , ラングーン省 
(27)〇
3 日▼合板工場の建設順調 — 中国借款（4 億チャット）によるプロジヱクトの一 
つであるS w aの合板工場の建設は順調に進み，主工場の建設が開始された。
なお当工場建設には人民事業公社が携わり， 707名の建設労働者と中国人技師 
50名が参加している。 当工場は最初モールメン，M u p u n地区に建設予定であっ 
たが，その後当地北部26マイルのS w a にかわった。





ビ ル マ （5 月）
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▼ルーマニア首脳立ち寄る一ールーマニア内閣評議会第I副首相Emil Bodnaras 
を団長とする北ベトナム親善訪問団の一行が，ハノイへの途中，ラングニンに立 
ち寄った。空港で U  Oha K h i n外務次官補が出迎えた。
5 日▼タィ国立士官学校関係者ら来る — タィの国立士官学校，国防最高本部，国 
防省関係者ら一行19名がミンガラドン空港に到着した。 一 行 は Prasong Pihul- 
songram海軍大将を団長として3 日間ビルマの国防関係局と会談する予定であ 
る。なお空港にはTun  T h a 空軍大佐，Maung L w i n海軍大佐らが出迎えた。
また一行 は Dagon H a u s eで陸軍参謀長サン.ュー准将と会談，さらにウ•テ 
ィ•ハン外相とも会談した。




▼外貨準備高— 4 月29日現在の政府保有外貨準備は総額9 億2193万1391チャ 
ットで， うち金保有は7 億1015万0807チャットである。また同日現在の総流通通 
貨量は1 億4675万3072チャットである。




7 日▼ネ •ウィン議長パキスタンへ一ーネ .ウィン議長夫妻は5 日の親善訪問のた 
めパキスタンへ向け出発した。なおウ♦ティ•ハン外相，内閣評議会書記長（官 
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▼貿易使節団中国南部へ— 北京を訪問中のビルマ輸出入公社( M E  I C )輸入 
局長 Ohn  Mating中佐を団長とするビルマ貿易使節団は，中国南部を訪問するた 
め北京を離れた。
▼国際赤十字記念日において— 1966年度国際赤十字記念日にあたって記念式 
典がオン.サンスタジアムで開かれた。席上ビルマ赤十字社総裁U  San Maung 
は 「ビルマの民衆とともに赤十字精神が昂揚するならば，如何なる面においても 
国の発展は強化されるであろう」と述べた。
5>日▼ビルマ•パキスタン国境協定調印 — ビルマ外務省はパキスタンを訪問中の 
















なお， 当評議会には，北西軍管区司令官Sein M y a 大佐，士官学校長 Hkim 
N a w n g大佐ら軍関係者多数が出席した。
1 0 日▼タイ国境警察シャン叛徒を逮捕— タイ国境警察は国境を超えてタイ側に侵 




▼「党員であることは昇進の資格ではない」— 第 1 交易公社（農産物取扱い）
ビ ル マ （5 月）
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副総裁 San W i n 中佐は当公社職員に対し次のような警告を発した。




1 1日 ▼ネ•ウィン議長帰国— パキスタンに5 日間の親善訪問をしたネ•ウィン議• 
長夫妻一行が帰国した。空港にはティン•ベ，_サン•ユー，タウン•ダン各准将， 、 
タウィン•ティン大佐らが出迎えた。なお帰国に先立ち，同日，ネ •ウ ィ ン 議 長 ミ  
はダッカでブット外相らと親善ゴルフを楽しみ，晩餐会に出席した。 每






▼技術専門家団中国とソ連へ— 公共事業•住宅省次官補Than T i n中佐を団 
長とする住宅事情視察団一行12名が北京に到着した。
また一方ビルマ気象局の2 名の水質学者は国連特別基金（世界水質学機構）に ：' 
基づきソ連を訪問，水質学を学ぶことになった。 ：’r!
1 3 日▼国営入植地担当官会議 — 第 8 回国営入植地協同組合金融，交易機構年次総：-,
会がラングーンで開かれ， 貿易 .協同組合相ティン•ぺ准将， 貿易次官 Thein 
Han大佐および協同組合局，国営入植地局，農業農村開発公社，農業局，担当宫 ノゼ























を強く施行するよう要請した。これらの輸送関係機関は貿易省指令第5 ，6 号に 
よれば民間業者用の商品を運搬することを禁じられている。もしも，民間業者よ 
りの商品輸送の要請を受けた場合は，直ちに，最寄りのS A C か警察署に荷物を届 
けるか，少なくともS A C にその旨報告しなければならないことになっている。
1 4日▼国有化学校再開 — 4 月政府により接収された登録私立学校226校のうち151 
校の再開が教育省により決定された。
内訳は高校3 1 ,中学校45，小学校75である。
▼国喾 入植地担当官会議— 国営入植地協同組合金融交易年次総会2 日目の席 
上，農業局長 Min Thein大 佐 は 「農業局は最も効果的な農業技術および肥料の 
使用をつうじて高品質作物の耕作拡大の作業を進めている。このため特定の試験 
区域1 万6000力所を設定する予定であると述べた。










▼不法取引の現状— モールメン地区— 東南軍管区地域での1966年第 1 四半
ビ ル マ （5 月）
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1 7日 ▼「S A C と計画党は作業を調整しなければならぬ」一 - 北西軍管区司令官Se’m
M y a 大佐は1 5日，カチン州 ミチナに汽車で到着，当地の計画党地区監督委員会 '：
メンバー，プタオ，マチヤンボー，ロウクハング，ワイマウ，モガン，カ ー マ イ ..て'： 
ン，モーニン，ミチナ地区の党指導者と党の組織問題，一般事情について討論し ：
た。席上 Sein M y a 大佐は，要旨次のように述べた。 .、イ
⑴ 行 政 ，経済，社会および組織問題はケースパイケースで解決していかねばて! 
ならない。現在的な問題を処理するに際しては党員は，出来るだけ，人民の知識 
を広めるよう心がけなければならない。 ..1
⑵また治安行政委員会（S A C )は具体的な問題を取扱う，党員は思想問題に ..邊 










1 8日 ▼ 「人民警察の役割は変わる」一 ;アラカン地方を視察旅行中の中央軍管区司今
官 Tin U 大 佐 は Kyaukpyuで社会主義革命に於ける人民警鑫の役割変化と水'| 
産物生産の増加を強調した。 . ， パ




受取り額の7 5 % および返済額初年度分を返済した部落に限り払出される。また作 S  
物の不作のために返済を出来なかった部落については当局が特に認める場合に限 
り融資を受けることが出来る。 ノ
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ビ ル マ （5 月）
(詳細は♦特記事項参照）
▼ “人民政府（反乱軍)”が農民を処刑— 1 4 日 P y u 地 区 Thayetkon村の農 
民 U  Chit Sein (50)は自宅で3 名の武装反乱軍に射殺された。反乱軍は射殺後， 
彼が何故処刑されたかについての罪状を妻に渡した。 この罪状は‘Meting Out 
Punishment” と題して，処刑の理由を“敵 ’ と協同行動をとったこと，革命を 
破壊したこと，労働人民をあざむき，裏切ったこと，などを列挙し， “人民政府 
トングー県行政委員会”の署名があった。
▼水先案内人はビルマ人で— 5 月27日よりラングーン港における水先案内は 
全てビルマ人によって行ない，ラングーン港管理委員会が独占することになった。
2 0 日▼ラングーンの接収学校再開— 4 月接収されたラングーンの私立学校226校 
のうち高等学校31，中学校4 5 ,小学校75が再開された。なお学校教師はそのまま 
再雇傭される。
. ▼米国から大豆油---米国から輸入した大豆油4000トンがラングーンに到着，
Tadagaleの貯油施設に運び込まれる。また2 ， 3 日中にこのうちの2600ドラム 
はモールメン地区に輸送される予定である。















2 2 日▼各地で労働者がネ•ウィン演説を支持 — Mondaingダム従業員700人が大
衆集会を開き，労働者セミナーにおけるネ.ウイン議長の演説を支持した。また
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ビ ル マ ( 5 月)
同様の集会がM i n b u で開かれ，1200人が出席，サガインでは3000人，パコック' 
では3500人，S a g u では1000人が各々出席した。
2 3 日 ▼ Koboダム給水開始— S h w e b o地区に建設された灌漑用K a b oダムが M u  
運河をつうじて給水を開始した。このため当地域ではこの用水を使用して耕作が 
まもなく開始される予定である。
2 4 日 T 「農民は党の思想を学ばねばならなしヽ」— 社会主義計画党第 1 2 区副議長 



















▼商店の数よリ多い監督委員会— ラングーン市T h in g a n g y u n地区では消費 
者の選出による消費者のための監督委員会が設置されているが，当地の人民販売 
店よ！）もその数は多く，第 1 号一般商品販売店の監督のために8 委員会が設置さ 
れ，第 2 号店には 6 委員会，第 3 号店には 3 委員会がそれぞれ設置されている。
▼閣僚，ガラスエ場敷地を視察— 公共事業•住宅相セイン•ウィン准将とェ 
業•労働相マウン .シュウェ大佐はシュリアム地 区 Payagcm村で建設予定のガ 
ラスエ場および磁器工場敷地を視察した。
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ビ ル マ （5 月）
2 5 日▼農地再配分審理ー ペグー省農地委員会は地主より接収した700エーカーの 
農地再配分につき審理を開始した。これは当地で70 0エーカーにつき起った農地 
紛争を解決するため，これに関連した農民を集め， 5 人 1 組で，農地委員会が審 
理しているもの。
▼反乱軍，農民を米作地から追出す一 ~赤旗共産党反乱軍はT w a n t e郡 D allah  
近郊 P y aw b w eg y i村の農民に対しテロ活動を行なっている。そのため当村農地委 
員会の農地再配分決定が実行出来なく，反乱軍の指令のままに実行しなければな 
らない状態が続いている。（詳細は令特記事項参照）
2 6 日 ▼ 「村落経済は社会主義経済の基礎である」— Pakokku県治安行政委員会本 









2 7 日 ▼ 中 労 委 副 議 長 に Mcumg Ky〇y/ 大佐 — 中央治安行秋委員会副議長M au n g  
K y a w 大佐は，中央労働委員会副議長に任命された。なおこれまで工業•労働相 
マウン•シュウエ大佐が副議長も兼務していた。
▼タバコ値上リ— 最近，葉巻煙草，紙巻煙草の価格が値上り傾向を示し， 5 
ピアスから1 5 ピアスの値上りを示し，銘柄によっては2 0 ピアスも値上りしてい 
る。これは，煙草原料が交易公社により統制されているため，製造業者に原料不 
足が目立っていることなどから起ったものである。
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業する。
また繊維および一般商品販売店は午前9 時から午後5 時までとする。 ぐ
人民販売店（一般商品）の職員は合計7 人とする。また繊維販売店は5 人，基 . 
本的食料品店は4 人とする。
2 8 日▼鉄道収入増える — 1965〜66年度前半期におけるビルマ鉄道の収入は，前年 




▼ I L O会議に代表団— I L O 第 5 0回定例会議に出席するため代表団が出発し，1  
た。なお代表団のメンバーは次のとおりである。 ゞ
労働総局局長 M y o  M y i n t中 佐 （団長)， 工場および労働法監督長官U  Sein 
(政府代表)，第 1 号交易公社U  Aung Thein (政府職員代表)， ビルマ医楽品エ， 
業 U  Tim M y m t  (労働者代表)。






精 練 鉛  15,692. 6トン 
アンチモニー鈴 561.0 " 
銅 310.2 〃
.. - t
ニ ク ケル 265.0トン -

















ビ ル マ （5 月）
7000エーカー，6970万2000vissに増産するというものである。
«.
， 反 乱 軍 関 係 日 誌
1 . .  ; . .
>：. ' 〔4 月の投降者数〕 ...
.■ 4 月中に於ける反乱軍の投降者数は会計129人で，その内訳は，共産党2 2 ,赤旗共
産党2 ，カレン民族統一党11，シヤン37，カチン37， その他20であった。なお反乱軍
k f  からの捕獲武器はライフル24， 軽機関銃7 ，その他小火器1 7 , 弹 楽1035個であった。
3 日 ▼ P a u k地 区 Nan-tha村近郊で当地区の農業調査を施行中のU B A M B 係官が
を’ 反乱軍に襲われ，農業記録薄を奪われた。
.f 4 日 ▼ Singuからマンダレーへ行く途中の警察官3 名を乗せた車がM o g o k付近で 
;：" 突然，シャン反乱軍と思われる8 名の武装反乱軍に襲われた。




5 日 ，政府軍部隊は Penwegon近郊 G y o g o n村の反乱軍キャンプを襲撃して反乱 
軍 3 名を逮捕，医僚品などを押収した。
▼政府軍部隊はK N D O  ‘第 3 旅団長” Bo M y a に率いられる反乱軍部隊と 
Shwegyin地 区 Wine-K y u n村で交戦，反乱側2 名が死亡した。
， ▼政府軍部隊はPenwegon地 区 Kokkaing村で共産党反乱軍と交戦，共産党
指導者など3 名が死亡した。
6 日 ▼ Boh Kyaw  S o e と Boh Pin Seinに率いられる約30名の反乱軍がPaungde 
地 区 Mekong，Wetmyelu，Taungkone，Ywahla各村に侵入，反政府演説をした 
のち多額の税金を撤収した。
▼12名からなる反乱軍がThaton地 区 Naungkalaのヘルスセンターを襲い， 
医楽品など1000チャット相当を略奪した。
▼ B h a m o地区 Naukfond村に10人のカチン反乱軍が侵入し，村長を射殺した。 
▼今月これまでにPantanaw地 区 Meinmapyeと Sitkine村に反乱軍が何度 
か侵入し，テロ活動を行ない， 1 人の農地委員を含む村民7 名を射殺した。
日 ▼ Kyaiktoか ら Thatonに向う途中の第7454乗合バスが Bilin警察管区内の7
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W in p y an g o n村で 10人の反乱軍により停止され，乗客は現金，宝石を奪われた。
▼警察パトロール隊は Ponnagyu n 地 区 M y a u n g ch o n村 で 7 名の共産党反乱 
軍と遭遇し，反乱軍 1 名が死亡した。
▼ P a u k 付 近 S i n z a r 村で巡戒中の政府軍部隊は当地ジャングル内で25名の反 
乱軍と2 時間に亘って激闘し，反乱軍2 名が死亡， 1 名が逮捕された。なお死亡 
者のうち1 名は赤旗共産党中央委員であることが判明した。 こ
8 日 ▼約60名 の K N D O 反乱軍が O k k a n 近郊の町を襲撃し，精米所，U B A M B 米
など27万チャット相当の物資を焼失した。なお， さらに30戸が焼かれ，損 害 額 は 'ミ 
およそ90万チャットに達する見込み。 ：_
9 日 ▼ペグー市 S h w e th ly a u n gパゴダ付近の M a z in ch a u n gにある二つの人民販売 パ
店が夜，約50人の反乱軍の襲撃を受けた。反乱軍は約3000チャット相当の物資を 
略奪逃走した。 1
▼モールメン地 区 T h a n b y u z a y a t郡 K a r o k p iの 3 人の村民が約2 0名の反乱.■.そ 
軍により殺害された。また反乱軍は， 1 万チャット相当の物資を略奪した。 浴
1 0 日 ▼ W a w 郡 （ペグー地区）Myitkyo村の農民 3 名がカレン反乱軍により殺害さ 落
れた0 令
▼ 4 0名 の 反乱軍が S h w e g y in 地 区 T h a n s e ik の政府軍駐屯所を攻擊したが， ； f  
失敗した。
▼ペグー地区 M y itk y o 警 察 管 内 O u tk w e g y i村に，約 50名の反乱軍が牛車で . 
侵入，A R D C 所有の 3 万チャット相当の落花生を，村民にパラまいた。 ."|
1 1 日 ▼モービン地区の農業生産が今年反乱軍の活動によって減退している。この地
区の農民は，雨期には米，冬期にはチリ ー，メイズ， タバコ，夏 期 に は ジ ュ ー ト 么 | 
と 1 年 を 3 耕作で農耕をしているが今年反乱軍によって米を販売することを妨害_  
されたため， この影響を受け，農民はその次の耕作が出来なくなっており，従っ 1  
て収入も激減していると伝えられた。 ■ '.气
1 2 日 ▼政府軍の制服を着た7 人の反乱軍を含む9 人の反乱軍がタウンジー地区 I n - へ 
p a u k h o n 村の絹織物工場を襲攀，工場に火を放った。
H 日 ▼ P y u 郡 T h a y e tk o n 村 の 1 農民が，農作業中反乱軍により射殺された。 （日 1  
誌 1 9日参照）
▼ P a u k 地 区 S h a b in 近郊で政府軍第87連隊部隊と共産党反乱軍が交戦し， 3
名の婦人党員が逮捕され， うち1 人は共産党郡委員会議長の娘であることが判明 |
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1 5 日 ▼ N D U F 反乱軍指導者 Bo Tin M a u n gが Myanaung地 区 Kyakhadan村で 
従卒と共に政府軍により逮捕された。これは当地区で同0 ，第 5 連隊との交戦に 
より捕えられたもの。




▼ P u t a o 県 A l a u g 付近で， 当地区民兵隊と人民警察隊の連合巡戒隊は， L a  
R i n g に率いられる25名のカチン独立軍と交戦し， 反乱軍3 名が死亡， 3 名が負 
傷した。
▼政府所有現金をSan d o w ay からG w aに運搬中の警察自動車がT h a b y u ch a u n g  
と K y w a k y a in g 間で20名の反乱軍の襲撃を受け， 自働車に放火， 武器を奪って 
逃走した。
▼ B o S h w e  M o に率いられ1〇〇る名の反乱軍がS h w e g y i n 郡 T h a y e t c h a u n g
村に侵入，政治討論会を開くからといって農民を連れ出した。ま た S i t t a u g 渓谷 
ゴム園会社所属の倉庫に放火した。 •
1 8 日 約 3 0名の中国人反乱軍 ( K M T )が L a s h i o 地 区 H s e n w i郊外に侵入，農協，民 
家を襲い，6 0 0 0チャット相当の物資を奪った。
1 9 日▼タラワディ地区 Minhla郡 O k p o の漁民2 名が反乱軍に射殺された。
▼15名の反乱軍がタトンに侵入，2500チャット相当を略奪，.少女2 名をさらっ 
た。少女は翌朝帰された。
2 0 日▼赤旗共産党，Dedaye郡反乱部隊 Bo Hti派に所属する，21才の青年が，S 
A C 議長に投降した。なおこの青年は1 年前に地下に入った。
2 1 日 ▼ Pa-a n 地 区 Pa p u n付近で巡戒中の政府軍第8 連隊所属部隊とK N D O 反乱 
軍 Bo M y a 派30名の反乱軍が30分間にわたり交戦，反乱軍側4 名が死亡した。
▼ 昨年 N D U F 反乱軍に加わった元P S C 職 員が Yandoonの当局に反乱軍の 
情勢を提供した。彼 は 「反乱軍は無法者としか見られない，彼らは民衆の支持を 
全然得ていない」と語った。
▼ 4 名 の K N D O 反乱軍兵士がM u d o n で捕えられ，同時に所持してきた武器 
および重要文書を押収された。
2 2 日 ▼ Pyuntaza管区内の2 力村の農民3 名が，N D U F 反乱軍の虐待を受けた。
反乱軍はこの農民達について「政府軍に情報を流し加担した」として罰したも
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2 3 日 ▼150名に及ぶ反乱軍がヘンザダ地区A p y a u kに侵入，同市の全域に亘って略 
奪，放火を行ない，これによって交易評議会所属の繊維販売店，卸売り店舗，米 
穀貯蔵所が焼失した。また同時に警察署も襲われ，政府軍第95連隊が応戦した。
▼ 90名 の N D U F 反乱軍が T w a n t e郡 P y a wbwelay政府軍哨戒所を攻擊，政 
府軍第90連隊と交戦した。 （当件に関するア心 G 如 n f k n 紙社説は♦特記事項 
参照）
2 4 日 ▼ 30名の共産党反乱軍が P y n 郡 Zeyawaddi管 区 S a n m y a u n gに侵入，略奪
した。
▼反乱軍がヘンザダ• Kyangin間の鉄道線路を3 力所に亘って破壊した。
25 日 ▼ N D U F  プローム県委員会メンノ<一 Aye Bo，Salai Tha U ，Bo Nyein に率 
いられる60名の反乱軍がPaukkhaung東部の]Viyodaung囚人労務者キャンプを 
襲撃，キャンプおよび付属施設など破壊して逃走した。
2 7 日▼警察隊と30名 の N D U F 反乱軍が P y u地 区 Htantabin郡で交戦警官3 名が 
死亡した。
2 8 日 T 40名のカレン反乱軍がNyaunglebin地 区 K y a u t a g a郡 P’d o h に侵入， 交 
易評議会倉庫を襲ったが政府軍の応戦により撤退した。
▼ 30人のカレン反乱軍がペグー地 区 Saidee村に侵入，交易評議会事務所を略 
奪した。
▼政府軍第6 連隊と饗察隊の連合攻撃部隊はペグー地区 P h a d o管区 Y e m v e ジ 
ャングル地帯にあるカレン反乱軍隠れ家を襲い，反乱軍2 名が死亡し， 6 名が負 
傷した。 なお当反乱軍は約50名で編成され，前日 に W a w 村 S a t h w a c h o nに侵 
入，協同組合を略奪した。
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マビ ル
6 • 7 月の概況
9 月 の 米 • t [ 訪 間 を 控 え た ネ • ウ ィ ン は ， 自らビルマの中立外交の何 
たるかを示した。
6 / J2 1 0 から， ：̂ 0 までチェコとルー， ニ ア を 訪 問 ， 友 好 外 交 を 展 開 し  
た。 この 诳 欧訪問は， 予 定 さ れ る 米 •日 訪 問 に 対 し か な !;意 識 し て 行 な わ れ  
ていることが窺われる。 ネ •ウ ィ ン 讁 设 と ；̂命 政 府 の 念 願 が 米 ，日 へ の 実 9 
ある訪1«]であると.したら， 此 度 の 來 欧 訪 問 は 5K 西両陣常の問を中立外交の名  
の下で，優 柔 不 断 を と り 続 け る ビ ル マ 政 府 の 外 交 政 策 の M 意を明らかにして 
おリ， 氺 •ウ ィ ン 謎 が 身 を も っ て こ れ を 立 証 し た こ と に な る 。 なお識提は 
7 刀」丨丨:丨，米 . R 訪問のためか， 早くもビル マ を 離 れ ロ ン ド ン へ 向 っ て ， 病 
铽 治療を行なっている。 国内では， 特 に 大 き な 問 題 は 起 っ て い な い 。 しか 
し，政 府 に よ る 「社 会 主 賴 」 をめぐる推進と足正の二つの主張は今のところ  
外 交 政 策 に ®約 的 に 表 わ れ て い る よ う で あ る 。 「社会主箱」政策は経済活泐  
のH 有化までとして， それを:©、進 的 に 行 な っ た が た め の 経 済 的 停 滞 を と 9 あ 
え ず 外 _援 助 の 淖 入 に よ っ て 打 解 し よ う と す る 理 解 と ， あくまで自立独班， 
「ビルマ社会主銳 」 の完成に力を注ぎ， 取政の與退と計両党による社会主義  
的民主主義を忠向する理解との相剋はますます大きくな !）つつあるようにみ 
える。 とくに計画党と軍の行政機構はあらゆる政策遂行のラインで道複して  
いることが注目されるのである。
なお顕著な動きとして，園内の経済発が序々に進展を見せていることも  
举 げられよう。 懸 案 の M u 河開発計画はいよいよその調査が本格的に行な 
われることになった。 さ ら に デ ル タ を 切 る パ セ イ ン ニ ラングーン高速道路 
エ取は来年に前エが予定され， ffi耍な意義をもつこの道路の完成が待たれて 
いる。さらに鉱業關篼公社は金国的な地K 調 选 の 笫 1 段階で，各地域で有力 
な新鉱 ®を発見し，工業振興への役割と輪出への 赉 与が期待される。
6 月23丨?丨，工 業 阶 t, 新 し い 工 業 政 策 を 発 表 し ， 「) 点の迸/:;(政策に基づく 
工業開從計両を明らかにし， ビルマ経済の自立への努力が示されている。
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命ビルマに対するPL 4叨援助について
米国政府は6 月 2 日， ビルマ政府に対して P L  4 8 0 に基づく 8235万8 1 7 1チャット 
の援助協定に調印したが， ビルマにおける P L  4 8 0 の状況は次のとおりである。
P L  4 8 0 に基づく最初の協定は1955年2月1日に調印され，綿花， ミルク，タバコ， 
果物，それらの運賃総額1 億0805万2000チャットであった。第 2 の協定は1958年 5 月 
2 7日，綿花，乳製品，タバコ，大豆油，綿実油，それらの運賃総額 8568万チャットで 
あった。





5058万6420チャットは米国政府への支払い準備金，3724万34 9 4チャットは米国援助 
としてビルマ政府へのトランスファー， 1 億 4259万 2 1 9 6チャットは40年の長期返済 
(ドル払いでは利子3 % ，チャット払いでは4 % ) 条件での融資分， なお米国援助額 
(3724万3494チャット）のうち2869万2 6 3 6チャットは利用可能額で，残り 855万0858 




、 能である。 なおビルマ政府は外資に交換できるし，アメリカ人旅行者によってもたら 
されたドルとも交換できた0
以上がこれまでの協定内容であったが， 6 月 2 日に調印された協定では， 8235万 
81H チ ャ ッ ト （9633万20 5 4チャットから利子分と元金を差引いたもの）の内容は次の 
. ようになる。
5765万0720チャットは米国援助としてビルマ政府にトランスファーされる。
2470万7奶1チャットは，1996年 6月 1日 ま で の 59年間に利子の3 % 返済条件で（568 
万8 5 7 0ドル）融資される。
- なおすでに使用された融資および援助総額8350万363(5チャットの使途細目は次のと
おりである。 （単 位 チ ャ ッ ト ）
農 地 拡 大  32,318,000 ラングーン高等学校拡充3,816,000
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8,527,000 損 傷 施 設 再 建


















進することは当然である。 ビルマはこのような性質の援助を歓迎すべきであり， 感謝 
の念をもって受入れるべきでもある。 要するにわれわれはかく断言する， 自尊心、を著 
しく傷つけ，かつまた発展途上にある国の自主独立の行動と思想とを抑圧束縛せざる 
を得ない境地に忍従するよりは，むしろ奢侈遊惰を遠去け粗衣粗食に甘んじた方がよ 
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♦ M u 河溪谷開発計画




合 流 す る M u 河渓谷の調査計画はすでに数年前から議論されていた。 当事業の目的は 
M u 河の水•陸資源の総括的な可能性を政府に提言することである。 特に現在の灌槪 
地域に対する恒常的給水，新規灌漑の開発，水力発電と配電などの観点で調査される。 
さらに最終段階ではダム，農事試験場，実験場などの建設計画も含まれている。
事業計画は，総合調査報告， ダム設計， 農業試験場および実験農場を含めた請負契_ 
約によって着手される。 こ の 3 力年計画は執行機関として国連が， また協力政府機関 
として農林省が担当することになった。
このため国連開発計画局（特別基金）は専門家派遣，装備提供， 協力を含む事業 ^; 
寄与する。 またビルマ政府は現金および現品を提供することになっている。 この事業 
はビルマにおいては最も大きな特別基金事業である。
なお灌槪局は， Shwebo, M o n y w a，Sagaing各 地区の農地を灌漑するため M u 河流 
域の灌觀事業を担当する。 当局はすでに当地域において灌漑用として K a b oダムを建 
設した。 しかし， この事業は，貯水能力が不足なため， 河の満水時にのみしか給水で 
きない状態である〇 M u 河流域灌親事業では，長 さ 1 万4600フィート，高さ9 0フィー 
卜の貯水ダムが Thapanseik村付近に建設されることになっており，その他，Wettho 
村付近では長さ200フィート，高さ65フィートのダムと，長 さ 350マイルの農地灌概用 
運 河 （70万エーカーの農地灌漑能力を有する） の建設が予定されている。
令 4 月の輸出入増加
ビルマの 4 月期の輸出入額は 3 月期のそれにくらべて， 輸 出 で は 2 9 1万チャット， 
輸入では111万チャットの増加を示した。
4 月の輸出は総額 323万 6 千チャットで， 3 月の輸出総額は 294万 5 千チャットであ
ビ ル マ （6 • 7 月）
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った0




扱っており，一方パセイン，モールメイン，アキャブの3 港 は 171万5000チャットを 
取扱っている。 3 月ではラングーンとミンガラドン空港は222万4000チャットの輸 
出額を扱い，他 の 3 港は72万1000チャットであった。
輸入では4 月期では657万8000チャット， 3 月期では546万1000チャットとなってい 







現行機械化作業では9 班からなる機械化作業班がトラクター5 台， 荷積装匱1 台， 
林木搬出用トラクター7 台，積荷自動卸車1 台， 作業監督専用車2 台，移動作業場1 
単位，賃借トラック2000台，国営木材公社所有役象693頭，賃借役象2195頭，水 牛 1 
万4888頭が使用されている。
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のため林木搬出専用トラック36台がアメリカに発注された。 この価額は54 0万チヤッ 
卜である。
以上とは別に日野自動車会社の林木搬出トラックが現地で組立てられるはずで， な 
おまた陸軍の払下げる M 3 8 型車輛も現地で林木搬出用トラックに改装される予定で 
ある。 これら車輛の改装に必要なM 3 4 型ディーゼル機関改装機と転車台とは輸入さ 
れた。輸入価額は25 0万チャットである。
現地で組立てた日野自動車会社の林木搬出トラックは試運転の結果が良好であった 
ため現在ではトングー東北林木伐採事業所で6 台， タエト林木伐採事業所で4 台がそ 





構成率は7 0 % とみられ，機能的には満足すべきである0 ラングーンは12の地区に分轄 
(28郡）され，1678の小売食料品店，268.の一般商店，5 8 0の織物店が存在している。 
1755の委員会が食料品店を監督し，3 5 4の委員会が一般商店を，698の委員会が織物店 
をそれぞれ監督している。 ，
だが約3 0 % の委員会は消費者や，当局者の信頼を受けているようには見えない，あ 
るいは適切な，正しい機能を果たしているようには見えない。
ラングーンの28郡 （tow nships) の消費者数と商店数の割合は以下の通り。
都市名 人口 食料店 -般 商 店 織物店
M ’d o n ........ ..... 75,000 49 8 16
I n s e m ........ . . . . 124,000 120 24 48
N . O kkala .... . . . . 130,000 159 18 43
H la in g........ . . . . 110,000 112 11 44
M a y a n g o ii___ ..... 76,795 84 19 35
K a m a y u t...... ..... 68,303 63 11 23
T h am ain g •… ..... 84,832 84 15 35
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S . O k k ala .... .… 120,000 70 5 40
Y a n k in ......... .... 51,073 49 9 19
1 n in g an gy u n ... … 100,000 82 5 40
S a n g y a u n g ..... .... 60,322 60 12 26
K ’d i n e ......... ..... 62,000 60 12 24
A h lo n e......... .... 44,217 34 8 17
L a th a ......... .... 32,567 27 5 9
P ab ed an ....... .... 31,634 33 5 11
L a n m a d a w .... .... 42,640 38 8 16
P azun d au ng … .... 32,736 32 7 10
B o t a t a u n g .... .... 44,200 31 7 2
K y a u k ta d a.... .... 39,300 35 2 13
B a h a n ......... .... 80,000 78 15 29
D a g o n .........，.... 37,000 21 4 4
T a m w e ....... .... 99,000 107 19 31
T a u n g n y u n.... .... 99,885 82 10 10
T h a k e t a ....... .... 98,436 84 12 6
P o r t A re a .... .... 13,666 4 2 2
D aw bon ....... .... 28,804 30 6 6
D a l l a h ......... .... 42,234 37 ' 7 15
S e ik k y i
K a n o u n g to .... … 10,000 13 2 2
◊物 資 配 給 の 過 激 な 民 主 化 傾 向 （ラングーン）
消費者委員会の指令に基づいて鰯缶詰30個が開缶されて中味が20 0世帯に均等分配 
された事例と乾エビ75チカルが宝石類を量るに用いる秤皿を使用して20 0世帯に均等 
に分配され各世帯が乾エビを4 分 の 1 チカルだけ入手した事例とが最近あった。
6 月12日 に T a u n g n y u nで開かれた消費者地区委員会，地区治安行政委員会，交易 
事務所の会議で出席者はいずれもこの事例につき遺憾の意を表し， それぞれ意見を述 
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か ら は 「おい，女房よろこべ，俺は委員様に成ったぞ」 と歓声を連発し， かくて得意 
の余り委員の肩書を濫用して非行を重ね， あげくのはては連日のように新聞を賑わす 
消費者委員非行記事の種を造り出している。」
U  T h en P e 郡交易事務所長は消費者委員会と交易事務所とが友好関係を維持せね 
ばならないと要望して次のように意見を述べた。
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- 私は説得すれば誠実な労働者となる見込ある者は極力説得し， しかし説得するも' 
改心の見込ない不良労働者は容赦なく処罰することを主張する。
◊現 行 物 資 配 給 制 度 の 欠 陥 （ラングーン）
現行物資配給制度を検討するために6 月18日 に H l a i n g 第 1地区党支部事務所で会 
議が開催され， 5 人組委員会代表，消費者委員会の多数委員長， 党支部役員が出席し 


















ラングーン市第43番街の地区治安行政委員会集会場第10〜12号室で6 月1 8日午後7 
時30分に物資配給に関して地区消費者委員会と関係官との討論会が行なわれた。 この 
討論会には U  T in  H tu t交易事務所長 ， U K o K o 物資配給官 ， K hin M aung K y i地
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1 .  単一の経済生活を構成し独立した食事設備を持つ消費者集団だけを世帯とし 
て取扱うこと
2 .  消費者牟簿には純然たる定住者だけを記載し来客は記載しないこと。来客と 
定住者との区別は消費者委員会が行なうものとする。所用のため随時不在の世帯員 
は 1 年間を通じて10力月以上不在の場合を除きこれを消費者として登録すること
3 .  寺院に居住する者が独立した食事設備を持たねばならない場合は当該者を世 
帯として登録すること
4 .  ひとり暮らしの消費者は独立した食事設備を持ちかつ単一の経済生活を構成 
しているならばこれを世帯として登録すること
5 .  ひとり暮らしの消費者で独立した食事設備を持たない場合はその旨を記載す 
ること
6 .  他人所有の家屋を不法占拠し居住中の者についてはその旨を記載すること。 
このような者は法律上は物資受給権利者ではないが何等かの方法で配給を受けて
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Y e n a u g y a u n gの天然ガスを使用する化学肥料ブラント 
農耕用機械生産工場.
ビルマ産 ヴァージニア葉 タバコを使 用 す る P ak o k k uの煙草製造工場
M eik tila，Sagain g，K y e tm a u k ta u n g産綿花を使用する紡績 .織物工場
T h a y e tm y o のセメントエ場拡張プロジェクト
S i t t a n g 渓谷産の竹を使用する S i t t a n g 製紙工場
T h a t o n 県産の砂糖キビ使用の B i l l i n 精糖所
機械部品工場






H m a w b iの谏 瓦工場
K a x n a y u tの搾油工場
北 O kkalap aのブラスティック . シートエ場 
クズ紙使用の U B A R I構内包装用紙工場 
南シャ ン 州 I n le 地 区 Mong T h a w kの精糖所
參 北 爆 を 非 難 一 紙 社 説 一
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れるものと確信している。この点に関してビルマは1954年 の ジ ュ ネ ー ブ 協 定 の 条 項 . '丨 















動の再開をやめるよう全ての関心ある人々に呼びかけるものである。そ し て ま た  
1954年のジュネーブ協定の線に沿って政治的解決をもたらす方法と手段を見出すベ 
く努力を惜しまないよう全ての関心ある人々に呼びかけるものである。
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6 月
2 日 ▼ 米 国 が 8200万チャットを援助— 米国とビルマは，PL - 4 8 0 に基づく援助協 
定に調印した。この調印はビルマ側，革命政府を代表して U  Kyaw N y im 大蔵 
省次官と米国側 D ona丨d L . R a n a r d 代理大使との間で行なわれた。
当援助協定は，米国政府が P L - 4 8 0基金から学校•病院建設に合計 8200万チャ 
ットを融資するというものである。 このうち7 0 % の5765万0720チャットは，贈与 
で，残り3 0 % の2470万7451チャットは融資とする。 なお融資分については年利3 
% で 3 年間にドルで返済することになっている。
また援助はチャット貨で支払われる。 このチャット貨は PL 4 8 0 計画に基づき 
米国の余剰農産物をビルマに販売して獲得される。
▼ 「生産管理体制の統一が必要」， 工業省次官演説 — 工業•労働省によって 
開かれた第2 回工業問題講習会の閉会式で，工 業 •労 働 省 次 官 M a u n g M a u n g  
K h a 大 佐 は 「全ての国営企業は生産および管理制度を統一しなくてはならない」 
などと述べた。
▼ ネ •ウ ィ ン 議 長 月 訪 日 — 日本政府の招待により，ネ •ウィン議長は 9 月 
1 9日から2 2日までの3 日間， 日本を親善訪問する。なお当訪問は，両国間の相互 
理解を澡め，友好関係の促進に寄与するであろう。
▼反政府パンフレット配布者逮捕 — ラングーン市 M y e n ig o n の映画館付近 
で反政府パンフレットを配布していた4 人の男が警察官に逮捕された。これらの 
男はいずれもインセイン市から来た者であった。
▼ P W C 職員と中国人技師が会談一中国•ビルマ経済技術協力協定に基づく 
南 シャン州 の T a k a w 橋建設に従事している中国人建設技術団一行は人民事業 
公社で，当公社技術局長 T h a n T i n 中佐らと会談した。
▼マンダレー大学長にU Bo Toke— マンダレー芸術科学大学学長にラング 
ーン大学数理学教授U  B a T o k e が任命された。なお当大学では前学長U  Kyaw  
Y i n が 3 月に死去していらい ， U  B a N e t教授が代理学長をつとめていた。
3 日 ▼ ネ •ウ ィ ン 議 長 の 訪 米 は 9 月 8 日から10日まで— 米国ホワイト•ハウスは 
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てある。内訳は，イ ン ド 人 1 万7073人，パキスタン人 4103人，中 国 人 2 万5608 
人，その他1110人となっている。
▼人的資源委員会再発足— 政府は，各種国家建設，開発事業を強化するた  
め，19人のメンバーからなる人的資源諮問委員会を再発した。なお当委員会議長 
には労働総局局長 M yo  M y i n t中佐が任命された。




4 日 ▼ 「社会主義とはとリすました乙女のようなもの」— ラーダーン大学経済学








生産用具，第 2 は生産用具を操作する人間，第 3 に生産用具を所有する人間。
第 3 の所有については，個人，集団，国家という所有形態があり，生産関係 
はこの所有形態に規定される。 ビルマの社会主義は，究極的には， この所有形 
態が人民のものにならなければならない。
5 日 ▼ 労 働 者 ，ネ•ウィン演説を支持 — メイクティラ県W u n d w inで開かれた国 
営坊績工場労働者集会で，労働者セミナーにおけるネ•ウィン演説，および労働 
者の日におけるマウン•シ i ウヱ演説を支持した。
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▼情報関係代表団米国へ— U  T u n  T i n 情報省次官補を団長とする情報関係 
代表団一行4 人が， 1 力月にわたる米国訪問の途についた。
7 日 ▼ 「人を傷つけても真実を語れ」ー ラシオで開かれた北シャン州新聞記者セ 




▼修道僧の暴力行為続く— マンダレー宮殿に 1 人の修道僧が M i n g o l a 門よ 
り侵入し， 「私はビルマの王様であり，宮殿は私のものである」 と叫んだ。この 
















9 日 ▼ 外 貨 準 備 10億台に— 6 月 3 日現在の政府保有外貨準備高は10億1402万6408
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副司令官 K y a w  Z a w 大佐は要旨次のように述べた。





1 0 日▼外貨管理局再設置 — 外 貨 取 締 法 （1947年）に基づき1963年3月29日設置さ 
れた外貨管理局は，その後解散していたが， このほど再設置された。局長には中 
央治安行政委員会副議長Maung  K y a w 大佐が任命され，その他 5 人の委員が任 
命された。
この外貨管理局は外貨取締法を執行し，大蔵省指令に基づき外貨の取締を行な 
う。またこれらの問題が外貨取締法だけでは解決出来ない場合は，税 •財政委員  
と協議する。
1 1 日▼反乱軍に加わった学生が退校処分 — パ .ア ン 地 区 P a p t mの国立中学校生
徒 4 名が反乱軍に参加し，数日後.に帰校した際，学校当局から退校処分を受け . 




▼交易公社員がネ •ウィン演説を支持一第 1 号交易公社従業員が集会を開 
き，労働者の日および労働者セミナーにおけるネ•ウインおよびアウン•シュウ 
ュ演説を満場一致で支持した。
1 2 日▼荒地を小作農民に配分 — タトン県 K y a ik t o 郡の380人の土地なき小作農 
民が当地で砂糖キビ用に開墾された荒地1800エーカーが配分された。 この農地は 
B i l i n の精糖所向砂糖キビが生産される予定である。
▼タウンジー市民が反乱軍批難集会— タウンジーの市民5000人が大衆集会に 
出席し，反乱軍の破壊活動を強く批難した。 当集会に出席したシャン州評議会員
ビ ル マ （6 月）
— 275 — — ( 1 9 1 ) —
ビ ル マ （6 月）
U  K yaw Z a w は 「当集会は5 月12日 In p a w k o n村農協経営の絹織物工場を破壊 
し，繊維製品，原料などを奪った反乱軍の活動に抗議するために開かれたもので 
ある」 と述べた。
1 3 日 ▼ 旧 政治家学生指導者逮捕さる— 元連邦党国会議員 U  H la A u n g と学生 
指 導 者 M aung Phone K y a w が， T w a n t e 高等学校で， 6 月10日起った学生騒 
動を煽導したとして逮捕された。また当件でその他3 名の当校学生が拘引され 
た。 この6 月10日の騒動というのは，約80人の当校学生が， 6 月 9 日，前校長の 
U  A ye k y u に代わって U  N yun M a u n g が校長に就任したことに抗議して起さ 
れたもので，当騒動に関係した他の4 人の学生が退校処分を受けた。
▼地方の人民法廷の審理が遅滞— マンダレーでは貿易省指令第5 号，第 6 号 
( 1 月16日布告）に基づいた50 0チャット以上の不法商品取扱いケースは今まで 
に33件に達っしているが， この審理が今だに行なわれていない。
1 4 日 ▼毎年20人の農業技師が必要一一農業機械化計画の一環として開かれていた農 
業農村開発公社機械担当官会議の席上当公社機械部長M yo S e t 大 尉 は 「農業機 
械化は毎年外貨にして3600万チャットの収入をもたらす」 と述べ，要旨次のよう 
な講義をした。







▼ヴァージニア葉煙堇 を輸出— 今まで輸出されたことのなかったヴァージニ 
ア葉煙草が今年から輪出されるもようである。




産ヴァージニア葉煙草は， 今 年 1 7 0万 vissの生産が計画されているが， 目標は 
2 0 0 万 v i s s とされている。 なお産地としてはシャン州 の L i n k h e が最有力で， 
P akokku，M yingyan，S h w e h o地区にも作られている。
1 5 日 ▼ 製 紙 工 場 建設順調— シッタンに建設中の製紙工場の建設作業は順調に進
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1 6日
1 7日
み，すでに事務用ビルの5 0 % , 工場ビルの3 0 %が完成している。なお当工場操業 
の暁には日産4 0トンの紙を製造することが出来る。現在ビルマは年間 3 万5000か 
ら 3 万6000トン程度の紙を輸入している。
▼ I L O 総会でビルマ代表演説一一 6 月 1 日よりジュネーブで開かれている第50 
回 I L O 総会の席上， ビルマ代表，労働総 局 長 M yo M y in t中佐は，主にビルマ 
の労働問題について演説し，注目された。 なお演説要旨は次のとおりである。
( 1 )  ビルマにおいては極端に富める人間も，貧しい人間もいない。 その差は
僅かであるが，なお，われわれは労働者の生活水準を向上することによってそ
の差は縮少することに努めている。
( 2 )  ビルマ政府は1963年に社会進歩に寄与すべき労働政策を作成した。 この
労働政策の目的は，一方では労働者の利益を擁護し，他方では国民生産を増加
するにある。
( 3 )  われわれは人間が人間を搾取するような経済制度の中で，人間が社会悪
から解放されるとは信じられない。
▼トラクター〗000台輸入 — 農業機械化計画に基づき，チェコに発注していた 
農耕用トラクター1000台が，この 7 月から 9 月にかけて到着する予定である。
▼人民販売店へ不満 ----ラングーン市 T a m w e 地 区 A yogon K w e t t h i tの消








▼ 26日間食用油のない生活が統く 一一 T h a y e t m y o は全町内を通じて 5 月19日 
から26日間人民販売店に食用油が入らず，町民は食用油の無い生活を続けてい 
る。
▼国鉄総裁が駐タイ武官に — ビルマ国有鉄道総裁T h a n N y im 中佐はこのほ 
ど，タイ•カンボジア•ラオス大使館付陸軍武官に任命された。
▼ M u河開発計画が発足 — M u 河灌槪調査プロジヱクトの実施計画が， 革命 
政府と国連開発計画（特別基金）担当代表との間で調印された。なお当開発計画 
の内容要旨は令特記事項参照。
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▼ラングーン大学生騷ぐ ----ラングーン大学生約1500人 が K a m a y a t警察署
を囲み，先夜寄宿者に侵入した強盗を引き渡すよう叫んだ。 しかし， まもなく 
Maung Maung K h a 学長の説得により解散した。
▼カチン文化評議会決成 — カチンの芸術および文化活動の促進のためにカチ 
ン文化評議会が結成された。 当評議会はカチン州評議会員情報文化担当U  L a  
W o r nを議長として，社会主義計画党代表らで構成されている。
1 8 日 ▼ チ ェ コ か ら 発 電 機 — 最近ビルマ電力局はチェコから26台 の 100k w 発電機 
と45の 25k w 発電機を輸入した。 これらの発電機はまもなく各地方に送られる予 
定である。
▼労使協議委員会を再組織 — ミンガラドンの中央政治科学学校で開かれた第 
11回労働者問題訓練講習会の閉講式に出席した計画党中央組織委員会労働問題局 
長マウン•シュウヱ大佐は要旨次のような演説を行なった。










1 9 日 ▼ 全 人 民 銀 行 が 統 合 — 「全人民銀行が合併され全銀行業務は， 7 月 1 日より 
く人民銀行〉によって遂行されることになった。」 と当局から発表された。




第 5 / 9 銀行— 工業信用局 
第 1 9 銀 行 一 第 1 貯蓄銀行
第 7 / 8 銀行— 現在連邦銀行および政府によって取扱われている国庫業務⑴ 
第 11/12銀行— 第 2 貯蓄銀行 
第 2 / 1 0銀行— 公社および各局の会計銀行業務⑵
第 15/16銀行— 民間会計，銀行業務⑶
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第 3 / 4 銀行 — 民間会計 •連邦保険局プレミアム扱い⑷
第 13/14銀行 — 民間会計 •銀行業務⑸  ，
2 0 日 ▼ ネ •ウ ィ ン 議 長 ，チェコ•ルーマニア訪問 — ネ •ウ ィ ン 議 長 夫 妻 は ， チェ
コ .スロヴアキアおよびルーマニアを公式訪問するため，特 別 機 で ラ ン グ ー ン を • • 
出発した。 なお同行者は鉱業相タウン •ティン大佐，工業•労働相.マウン•シュウ 
ヱ大佐，運 輸 •通 信 相 タ ン •セ ィ ン 大 佐 ，革 命 評 議 会 官 房 長 官 Ko  K o 大佐，外 
務 省 次 官 U  Ohn  Khin， 工 業 省 次 官 Maung  Maung  K h a 大佐らである。一行 
は， まずチェコを訪問，その後ルーマニアを訪問する。 ミンガラドン空港にはテ ，：
ィ ン .ぺ 准 将 ，サン •ユー准将ら革命評議会員軍関係者ら多数が見送った。 ，'く
▼ティーク材の輸出伸びる— 6 月 1 8 日現在， 過 去 8 力月間にティーク材 9 
万3 8 1 0トンが輸出された。 こ の 代 価 1 億0460万チャットはすでに受納された。 な 
お,国営木材局が昨年同期に輸出したティーク材，および加工材は合計で3 万2935 •，
ト ン （8950万チャット） でしかなかった。 この分で行くと今年度は約14万トンの ノ
ティーク材および加工材が輸出される見通しである。
2 1 日▼ネ •ウィン議長プラハに到着 — ネ •ウィン議長夫妻一行はチヱコのプラハ
に到着した。一行はチェコに 3 日間滞在する。 なおチェコのノボトニー大統領は •
歓迎の挨拶を述べ，ネ •ウィン議長もこれに答えて感謝の意を述べた。
▼村民が反乱軍を批難----ヘ ン ザ ダ 県 Zalun郡 A p h y a n k村で，村 民 4000人
が反乱軍の批難集会を開いた。席 上 村 民 代 表 は 「わ れ わ れ は わ れ わ れ 自 身 の 経 済 ‘ 
活動を改善しなければならない。 そのために，われわれは反乱軍の破壊活動に対 
し，団結をもって挑戦しわれわれ自身を護らねばならない」などと述べた。
▼ラングーン = バセイン道路は来年度着工— ラングーン= パセイン道路は現 




を積算している。 なお当道路完成後はラングーン= パセイン間は自動車で 8 時間 
で行けることになる。
▼インドにビルマ米 8 万トンーー インドの公式筋が明らかにしたところによる 
と， このほどインドとビルマの間に， ビルマ米 8 万トンの輸出契約が成立したと 
のことである。 /•
2 2 日 T ネ•ウィン議長チヱコ大統領と会談 — チェコを訪問中のネ .ウイ議長は，
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ノボトニー大統領主催の歓迎レセプションに出席，その後公式会談を行なった。
▼西独大使に Mg L w in大佐----革 命 政 府 は 駐 西 独 全 権 大 使 に M aung Lw in
大佐を任命したと外務省は発表した。
▼国鉄総裁に Chit Ko K o 大尉— 前 総 裁 Than N y u n中佐のタイ駐在武官任 
命により，新 ら し い 国 鉄 総 裁 に Chit Ko  K o 大尉が任命された。
▼ 農 相 Pyu農民と会談— タ ウ ン •チ 農 林 相， Tin U 中央軍管区司令官， 
Ye  G o u n g農 林 省 次 官 補 は P y n を訪れ， 当地の農民と，農業，林業に関する政 
府職員の問題について質疑応答を行なった。
2 3 日 ▼チェコを訪問中のネ .ウィン議長 — ネ•ウィン議長夫妻はプラハの Cermin 




とは①農業を援助し， ②国民の生活水準を向上し， ③原料を効果的に使用し， 
④輸入を減らすような製品をつくり，⑤輸出および消費に充分な量を生産する。 
こ の 5 点を全うするような工業計画を推進する。
▼ココナツの自給計画— 1954〜55年に発足した農業農村開発公社のココナッ 
プランテーシヨン（ラブッタ，ヘンザダ， タイチ， ムドン， アウファング，キョ 
ンパ， タボイ， ラングーン） におけるココナツ生産は来年度6000万個を超える見 
とおしである。 なお今年は5000万個が生産された。 この勢いでいくと，1968〜69 
年にはココナツの輸入がなくなり， 自給が達成され，毎 年 1 億チャットの外貨が 
節約されることとなろう0
2 4 日 ▼ネ .ウィン議長ルーマニアに到着— 3 日間にわたって，チェコを訪間した 
ネ * ウィン議長夫妻と一行はルーマニアの首都ブカレストに到着， ストイカ国家 
評議会議長の出迎えを受けた。
▼ビルマ•チヱコスロバキア共同声明発表（内容は後掲資料参照）
T 「タイ•ビルマ関係改善さる」— 駐 ビルマタイ大使は2 2日， 「タ イ •ビ ル  
マ関係は，最近のタナット .コーマン外相，チュラサピア空軍大将のビルマ訪問 
以来改善されている」 と述べ，次のように続けた。 「ビルマ政府は今日， タイ国 
境を越える政治亡命者に関するタイの立場を理解している。」なおこの声明は夕 
イ紙によって報導されたものである。
2 5 日 ▼ネ•ウイン議長，ルーマニァ首脳と会談— ルーマニアを訪問中のネ .ウィ 
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ン議長はブカレストでストイカ•ルーマニア国家評議会議長と公式会談した。 こ 
の会談は極めてなごやかな雰囲気で行なわれ， ビルマ側からタウン•テイン鉱業 
相，マウン•シュウェエ業相， タン•セイン運輸通信相， U  Ba S a w ルーマニ 
ァ大使 ， K o K o 官房長官 ， U  O hn K h in 外務次官らも出席した。
なお同日，ネ .ウィン議長一行は B r a z iの石油精製所を見学した。
▼反乱軍について----- Se丨n M y a大佐-----M a y m y d 市ホールで開かれた会議で





⑵ 地 方 政 治 に 関 し て ，村落農地委員会，治安行政委員会，協同組合，銀行 
委員会は再検討する必要がある。
2 6 日 ▼ ネ .ウィン議長ルーマニア訪問終る一 - 2 3日から4 日間ルーマニアを公式訪 
問したネ•ウィン議長夫妻一行は予定の日程を完了した。
お一行は2 7日 か ら V ie u n aを私的訪問する。 ブカレスト空港でネ•ウィン議長 
は，ルーマニア首脳に対し，感謝の意を述べた後， 「ルーマニア首脳との会談は 
極めて満足すべきものであった。両国間の友好関係は一層発展した」と拶挨した。
2 7 日 ▼ 農 相 ，農民と会談----タ ナ ン •チ 農 林 相 は Paungdeで Gyobingang，Zigon,






▼農民委貝会が地租を集める一ー ミ ャ ン ミ ャ 郡 9 力村の70名の農地委員が， 当 




2 8 日▼洋傘生産順調 — 1965年 3月 1日洋傘生産監督委員会によって接収された 
M a d h a洋傘製造工場はその後順調に生産が伸びて，1964〜65年度2万4400ダース
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であったが，接 収 後 7 力月間で 2 万8600ダースを製造した。







う規則に基づき，切 下げ後のレートで支払われる。④在インド .ビルマ大使館職  
員は切下げ後の為替レートでビルマ通貨で支払われる。⑤インド政府に対して支 
払うべき電信料などの料金は切下げ後のインド通貨で支払われる。
3 0 日 ▼ ビルマ.ルーマニア共同コミュニケ発 表 （内容は後掲資料参照）
▼道路建設計画 — 人民事業公社は 1965— 66年度内に合計の 162新道路を建設 
する計画である。 この費用は総額6000万チャットである。 その他道路拡張 •補修  
に3900万チャットが計上されている。 なお地方別の内訳は次のとおりである。
ビ ル マ （6 月）
道路本数 費 用( 1万チャット）
北西軍管区（カチン.チン含） 41 2,000






1 日▼辺境地区で最初の農協一 ー シャン州辺境地区クンロン郡の中国国境周辺の村 
落 （中国人が多数）Holli村で， 6 月 下 旬 ク ン ロ ン 郡 S A C  メンバーが村民と農 
業融資問題について討議し， Holli村とその他数力村で農協を結成することにな 
り，農業融資の支払い，商品配分を行なうことになった。
2 日 T ネ•ウィン議長帰国 — 6 月2 0日より，チェコ，ルーマニアを公式訪問した 
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れ た 第 2 回大衆組織問題講習会の席上で針画党中央組 ^委員会大衆組織局長ラー 
•ハ ン 大 佐 は 「社会主義計画党のためには，青年を組織することが必要不可欠で 
ある」 と述べ，青年社会主義計画候補生および青年指導者を党の支柱の一つとし 
て組織する準備を進めていることを明らかにした。
3 日 T モニワで有力新鉱層発見— 鉱山開発公社がモニワ， チン丘陵地帯，ヘンザ 
ダ， カタ， カラワ，ナマ， モゴク各地域で行なった総合地質調査がこのほど終了 
した。 この調査の結果，特にモニワ地域で有力な新鉱層が発見され，埋 蔵 量 550 
万トンの銅鉱が確認され，将来大鉱山となることが期待されている。 またチン地 :
帯では5000〜 8000万トンのニッケル鉱層が確認された。
4 日▼社会主義思想教育各地で開かる — 社会主義思想教育講習会が，国防関係，
蝥察関係者らを集め中央軍管区司令部で開かれたのを始めとして，各軍管区で一 
斉に開かれた。






▼大学生逮捕さる— 紙編集長の息子を含む 3 人のマンダレー大学 
生が，警察当局に連行された。理由は明らかにされていない。
5 日▼搾油工場封鎖さる — ラ ン グ ー ン 市 西 K a m a y a tにある米油搾油工場は，す 
で に 6 力月以上製造が中止されているが，25人の労働者に給料も払えぬ状態であ
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る。 このため， 当工場は封鎖されることになった。 こ の 工 場 は San Chein搾油 
所と呼ばれ1965年 4 月政府に接収され，以後監督委員会が経営していた。
この接収の直前に5 万チャットを投じて新設備を導入したが，むしろ日産4 0 卜 
ンから3 5 トンに減少し，1 % 5年 12月初め，操業が中止されていた。




▼人民事業公社技術者総会— 人 民 事 業 公 社 （P W C ) 技術者年次総会が開かれ 
た。総会には住宅 •事業相セ ィ ン •ウ ィ ン 准 将 も 出 席 ，今年度の事業実績および 
来年度の事業計画などにっき演説した0
7 日 ▼ Nciwinダム建設計画— 総 額 1 億0200万チャットのユーゴ技術援助による北 
Nawinダム建設計画は， このほど最終調査が完了し，来年度までに政府に報告さ 
れることになった。 当ダム建設計画はプローム県の9 万6820エーカーの灌漑用ダ 
ムである。 この計画は1953年に発足し， アメリカのK T A 社 に よ り す で に Nawin 
•河からの給水が行なわれている。 その後1957年にユーゴが当地域の調査を行ない 
1963年に政府はユーゴの技術社と提携ダム建設の最終調査を行なっていた。
8 日▼マ大学生逮捕さる — マンダレー大学生 1 名が逮捕された0 •
▼ P W C 技術者年次会議— 人 民 事 業 公 社 （P W C ) 技術者年次会議 3 日目は人 
民事業公社による政府機関関係建設事業にっき討議した。
▼ラシオ地区経済問題会議— ラシオ県の経済事情を検討するため県 S A C  メ 




9 日 ▼ 亍 ィ ン •ぺ 准将地方視察--- 貿易相ティン •ぺ准将は Kyauktan郊 外 Singan
の新搾油工場を視察した0
▼ Kam anatに新搾油工場— 第 1 号交易 公 社 は Pegu-Thanatpin間 の Kamanat 
村に米搾油工場を建設し，1 0日から試験操業を開始する。
なお当工場は，東独の機械を設備し， 日産25 トンの能力を有する0
▼農協役員大量逮捕— Paungde地 区 T h e g o n郡の村落農協理事合計7 名が 
ロンジーを不正流用したため逮捕された。
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1 0 日▼バセインで反乱軍批難集会 — パセインで近郊の農民労働者など3000人が反 
乱軍の破壊活動を批難する集会を開いた。
▼トラクター事情— 現在，全国で合計4000台の農耕用トラクターが配備され 
ている。 またトラクターの修理，保管を行なうトラクター •ステーションは 7 8で 
ある。 なお昨年度はトラクター耕転而積は50万3151エーカーであった。 トラクタ 
一賃貸料は第 1 耕起でエーカー当り15チャット，第 2 耕 起 で 9 チャットで， この 
賃料は収穫後支払うことが出来る。




▼ メイクティラ綿花生産倍増— メイクティラ地区の長繊維綿花が M intha村 
で開設された政府購入センターへ順調に集荷されすでに40 0 0ビスが購入されてい 




1 2 日▼外貨準備一 7 月 1 日現在の政府保有外準備高は10億1470万3889チャットで 
うち連邦銀行保有は7 億3757万 8693チ ャ ッ ト （うち金保有は3 億9000万チャッ 
卜）である。 なお同日現在の総流通通貨量は18億 8970万 3758チャットである。
1 3 日 . Bawsaing鉱山に新鉱脈------鉱 業 開 発 公 社 は Baw S a in 鉱山で， 新らたに二つ
の鉱脈を発見，来年より発掘作業を開始することになった。 こ の Ba S a i n 鉱山 
は南シャン州 H eho郡にあって丰として鉛を産出し年間 4 0 トンである。 なお新鉱 
脈の発見は開発公社が一連に行なっている地質調査の結果明らかとなったもの  
で，同様の調査は Y aw a鉱山，Manawroon鉱山（メルグイ県 Palaw郡 )，Mawchi 
銘 山 （カヤ州）でも行なわれている。
1 4 日▼学生が社会主義思想を受講 — 各種政府機関，国営工場に奉仕した9 8 6 名の 
大学受験志望者ガオン .サンスタジアムで 3 日間にわたってビルマ社会主義への 
道思想を受講している。 開会日の本日，革命評議会の政策，ネ •ウ ィ ン 議 長 の 演  
説要点，社会主義経済制度社会主義的民主主義，社会主義教育制度，計画党理念 
などについて受講した。
1 5 日▼卸売店が封鎖さる ----丁 w an te郡 Yakainggyaung忖 な ど 3 力村の卸売店が
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交易当局によって封鎖された。 したがって，今までこれらの卸売店から商品を仕 





1 6 日▼ビスケットエ場接収 ----ラングーン市南オカラパにある Kyi K y i ビスケッ
卜工場が，工業省により任命された管理委員会によって接収された。
当工場は従業員 110人で，そのほとんどが計画党員ないしは同調者である。 な 
お K a m a y u tにあるビルマビスケットエ場とナショナルビスケットエ場は接収さ 
れている。
▼第10政治訓練講習会終了— ミンガラドンの中央政治科学校で1 5 6人が出席 
して開かれていた第10回基礎政治訓練講習会が終了した。
▼旧露店市場手入れ— Pabedan警察は， 旧露店市場付近で統制商品および密 
輸入品を行商していた 1 5 0名を検挙した。 なおこの検挙で合計5 万チャットの商 
品が同時に押収された。
▼新聞記者釈放---- 5 月1 6日逮捕された Loketha Pyithu Nezin紙 と Kyemon
紙 の 2 記 者 が Minhlaで釈放された。
1 7 日▼東南アディーゼル船舶訓練習会はビルマで一 第11回東南アジアディーゼル 
船舶訓練講習会はビルマ内陸水運局主催で9 月 1 日よりラングーンで開かれるこ 
とになった。 この講習会は東南ア1 2力国を対象に船舶用ディーゼルェンジンの研 




学生の就学規則を作成し発表した。 これによると①理由なく続けて3 回欠席した 
学生は除名する，② 最 低 出 席 率 は 75%，③外出する際は必ず 2 名の女子に 1 名の 
男子が同行すること，④学生は特別室でのみ客を接待出来る，⑤恥ずかしくない 
程度の服装で授業に出ることなどである。
1 8 日トラクター運転手に簪告 — 農業農村開発公社総裁 Ye  G o u n g中佐は， 農業 
機 械 化 訓 練 所 （プ ロ ー ム .ロ ー ド ）で 「トラクター訓練所で訓練されるため選ば 
れ た 者 は “農民の息子’ であるのに，彼らはトラクターに乗るとすぐに忘れてし
ビ ル マ （7 月）
— (202 ) _ — 286 —
ビ ル マ （7 月）
まう」 と述べ， さらに次の様に続けた，
①  農業機械および設備は農作業の進歩のために増やさねばならぬ。社会主 
義の目標に到達するには，農業機樹匕従事者は重要な役割を演じなければなら 
ぬ。









1 9 日 T C殉難者の日〕一国民休日------- 1947年 7月 19日 ，独立の父オン •サン将軍
以 下 7 名の当時の閣僚が慕漢に襲われて死んだ日を記念する殉難者の日は今年も 






▼ビルマの社会主義はハンガリーよリ速い — 現在ビルマ を 訪 問 中 の I L O 協 
同耝合専門家ハンガリーのJeno Marose氏はサガイン地区を視察し， ビルマの 
社会主義について次のように述べた。
①  人民め協力による社会主義建設は，国内資源の豊富なビルマにおいては 
意外に早く達成されるだろう。ハンガリーはビルマと比べ面積は6 分 の 1 , 人 
口は半分である。ハンガリーの社会主義建設はすでに21年 を 経 て き た 。 しか 
し，特に農業においてはまだ希望どおりにいっていない。
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5 0 日 ▼ K N D O投降者の語る反舌軍— 昨年10月に K N D O  (カレン民族防衛組織）に 
参加し，今 年 の 5 月投降した青年教師が K N D O 反乱軍などについて次のように 
語った。
私 は 最 初 K N D O 反乱軍に引かれた。 そ れ は 波 ら が “民族的理由” に基づい 
て闘っていると思ったからである。 また青年にとって魅力的な高給と冒険と抵 
抗がそこにはあると思ったからである。 しかし， ジャングル生活を2 ， 3 日経 





拠である」 と警告した。 この箬告は，最近， 当地区で在庫商品の販売を拒否する 
人民販売店があり， なかには行商人に直接卸している場合もあることを知った当 
局が発したものである。 さらに， この行為を見逃していた消費者委員会もあると 
いうことで， 当委員会にも解散ないしは，警告の措置がとられた。
▼電力消費者毎年】万人増加— 電力供給局ラングーン出張者はこのほど供給 
事情を説明した。 これによると，1953年の電力国有化当時の消費者は3 万人に満 
たなかったが，毎 年 1 万人ずっ増加し，現在では14万 人 （ラングーン）の消費者 
を抱えているとのことである。
▼油粕の輸出一 - ビルマ輸出入公社（第 12号交易公社） は 1966年 1月 1日 よ り  
7 月 9 日迄の間に，落 花 生 油 粕 1 万2 1 1 1トン，胡麻油粕3 2 1 7トン，綿実油粕1500 
トン，総額660万チャットを輸出した。 なお輸出角在庫は2 0 0 トンである。
2 1 日▼ネ•ウィン議長ロンドンへ — ネ •ウ ィ ン 議 長 は 9 月，米国および日本を親 
善訪問するため， ロンドンへ出発，当地で病気治療をする。 なお出発に際し， ミ 
ンガラドン空港にはティン•ぺ准将，サ ン ，ユー准将らが見送った0 
2 2 日▼閉鎖商店には商品が眠っている — 3 月 1 2 日， 閉 鎖 さ れ た ラ ン グ ー ン 市  
Pabedan地区の30軒以上の国有化金物商店には， いまだに700万チャット相当の 
商品が販売されずに眠っている。 3 月1 2日の封鎖以来これらの商店は在庫商品を 
退蔵し続けていることが明らかになった。 また全国各地でもこのような状態にあ 
る商店はかなりあると思われる。
▼癩病院接収— 革 命政府は企業国営法（1963年）に基づき 4 癩病院を接収し
た。
接収された病院は次のとおりである。
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① Bishop Bigandet H o m e  (ケメンダイン）
②  ラ ン グ ーン癩ホーム（ケメンダイン）
③  セ ン ト •ジ ョ ー ン ズ 癩 収 容 所 （マンダレー）





Maung B a m a 自 転 車 （4 種 ），モ ー タ ー サ イ ク ル （3 種 ），軽 車 輛 （16種 )， 
重 車 輛 （18種 )，家 庭 電 気 器 具 （％種 )， 電 気 扇 風 機 （4 種 )， 電 気 冷 蔵 庫 （3 
種 )，換 気 扇 （2 種 )，電 気 洗 濯 機 （2 種 )，真 空 管 （9 種 )，電気部品（6 種 )， 
工 業 用 モ ー タ ー （4 種 )，家 庭 用 モ ー タ ー （6 種 )，バッテリー（3 種 )，電気パ 
ル プ （5 種）など。
▼閣僚の動き
〇 タ ウ ン .チ農村相， マウン •シュウヱエ業相，マウン .ルウィン社会福祉相  
は T hingangyuの交易関係機関を視察した。 •
〇中央軍管区司令官 T i n U 大佐はタラワディ地区を訪問， 当 地 区 S A C ，交易 
評議会，工業監督委員会メンバーらと主に商品配分問題について協議した。
▼ソ連•ビルマ文化会議— ソ連 .ビルマ文化協会の第 2 回ソヴィェト会議が 
モスクワで開かれ，協 会 総 裁 Architect Victor A ndreyen氏は次のように報告し 
た。






▼外交人車--- 前 駐 日 大 使 U  Tun Sheinは U  Soe T i n に代わり， 外務省
次官に任命された。 ま た U  Soe T i n は国連ビルマ代表に任命された0 また前国 
連 次 席 代 表 U  Maung Maung G a leは駐西独大使館内第 1 書記長に任命された。
2 3 日 ▼ 「国家再建は農業による」— 第 4 回農民問題訓練講習会の開講式で計画党 
農 民 問 題 局 長 タ ウ ン •チ 大 佐 （農相）は 「社会主義社会建設の成功のためには，
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地主制度を掃滅しなければならない。地主制度の主要な根低となっている小作制 







2 4 日▼郡消費者委員会の結成が望まれる 一  — ラングーン市 Thingangyun地区で開 
か れ た 3 0 0人の消費者委員，計画党， S A C 代表らによる会議の席上，消費者委 




このほど調査が完了し， ビルマ全域の％を綱羅した5 万 分 の 1 の 地 図 150万枚が 
印刷された。 なおさらに完成を期すため，航空写真による調査が行なわれる予定 
である。
2 5 日’▼大学などの入試要項発表一 教 育 省 は 来 年 度 の 大 学 ，専問学校，労働大学， 
夜間学級入試要項を発表した。 これによると今年度は合計 8000人の学生を募集す 
る。その中には1000人の労働大学，夜間学級募集も含む。 なお未確定数字ではあ 
るが，今年度すでに 1 万0711学生が大学入学資格試験に合格している。
▼情報使節団中国へ一 情 報 省 次 官 Tin T u n 中佐を団長とする一行5 人の使 
節団が中国を訪問するため出発した。
▼ティン •ぺ 准将，学校のために土地を提供— 貿易相ティン •ぺ准将夫妻は  
南 Zaingganaing地区に建設予定の国立小学校のためにその建設用地として，私 
有 の 土 地 （5000チャット相当） を寄贈した。
2 6 日 ▼ 閣 僚 ，マンダレーを視察--- 情報文化相タウン •ダン准将，教育保健相ラー
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の 目 的 に っ い て r新しい教育政策，教育思想，教育制度の関心を学生達に盛上げ 
るためにある」 と述べた。
▼ Yan d o o n までは1967年に完成（ラングーン= バセイン道路）---- 人民事業
公社は1966〜67年度にラングーン= バ セ イ ン 道 路 （全 長 124 マイル） の建設に着 
手することになったが第 1 期工事として，Kasin村 か ら Insein経 由 Yandoonま 
での30マイルは総額 1 4 0万チャットで来年末までに完成する予定である。
2 7 日▼新基本教育制度を制定 — 教育省は新基本教育制度の制定にっいて発表を行 
ない，今後の教育政策を説明した。 内容要旨は後掲資料参照。
▼閣僚の動き
0工 業 相 マ ウ ン •シ ュ ウ ヱ大佐は東南軍管区司令官 Maung  L w i n大佐および 
計 画 党 本 部 の Bo Ye  H t u tと と も に M u d o n の交易事務所で担当者と商品流通 
問題につき討議した。
〇農 林 省 タウン •チ大佐は， A R D C 総 裁 Ye G o u n g中佐，党 本 部 の Thakin 
Tin M y a とともに， モービンを訪れ，南 西 軍 管 区 司 令 官 San K y i 大佐らと会 
談，1966〜67年度ミィエーパデータ計画，農業機械化，商品流通問題にっき討議 
した。
〇情報文化相タウン .ダン准将，教 育 保 健 相 ラ ー .ハ ン 大 佐 ，社会福祉相マウ 
ン•ルウィン大佐はマンダレーからメイミヨウを訪れた0 
▼前学生指導者，革命政府を語る— 1963年 11月 30日の学生騒動を煽動した当 
時の指導者でラングーン大学生 K o  Kyi W i n が2 7日釈放された。釈放後，彼は 
次のように語った。
( 1 ) 私は社会主義制度を建設するという革命評■会の誠実に疑いをもってい 
た。私はビルマ陸軍が国民の擁護と福祉に働くかどうか疑問であった。 しかし 
私の背後には政治団体や，政治家はいない。
⑵ 私 は ，入獄中，革評と計画党の政策，計画，行動を深く研究し，評議会 
と党が国民の福祉のために働き，社 会 主 義 目標へ真に前進していると確信し  
た。政府の中立外交は確固としており，国際平和のために努力していることを 
信ずるようになった。




ビ ル マ ( 7 月)
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も適していると確信する。
▼ェナメルエ場を接収一一監督委員会は3 週間前に経営者が逮捕されて生産閉 
鎖されていたH tin P a w ェナメルエ場を接収した。
▼ネ•ウィン議長，ェリザベス女王と謁見— イギリスに滞在中のネ•ウィン 
議長は，バッキンガム宮殿でェリザベス女王と謁見した。なおネ.ウィン議長は 
米国訪問まで9 月 7 日までイギリスに滞在する予定である。
2 9 日▼一般教育評議会結成 — 教育省は1966年一般教育法に基づき，一般教育評議 
会と三つの付属機関を設置した。一般教育評議会は，教育相を議長，教育局長を 










▼ Mu '河調査は丨0月中旬よリ----M u 河調査計画はイタリーの Ita lco n su lt社に
よって E C A F E 技術団と協力して10月中旬より開始されることになった。
▼閣僚の動き
◦ タウン•ダン准将，ラーハン大佐，マウン.ルウイン大 佐は M a y m y oから 
S h w e b oを訪問した。
〇タウン•チ農林相は南西軍管区司令官S a n K y i大佐，’A R D C 総裁 Y e G o u n g  
中佐らとともにP y a p o n を訪問当地で農業問題，交易問題につき討議した。
〇工業相マウン•シュウヱ大佐はモールメンを訪れ，協同組合，流通問題につ 
き担当者および消費者と討議した。
3 0 日▼計画党が文霤規定を発表一 -計画党中央組織委員会は党員が出版ないしは論 
文を発表する際の党規定を発表した。内容要旨は命特記事項参照。
3 1 日▼法律は国民の利益に奉仕しなければならぬ---東部軍管区司令官A ung Pe
大佐はタウン•ジーで「われわれは法律を不変と考えてはならない。変イ匕は常に 
ある，法律は変イ匕の状況と適合していなければならない。」などと述べた。
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▼閣僚の動き




〇工業相マウン•シ a ウヱ大佐はテナセリム地区の経済事情を視察してラング 
ーンに戻った0 i；
•ぐ、̂!




C P B  22人，赤旗共産党4 人，K N U P 14人，シャン11人，カチン20人，その他 パ 
不明3 人0 押収した武器ライフル統21丁，プレン•ガン1 丁，ステンガン1 丁，力 
ービン銃1 丁，手製銃5 丁，その他武器10個。
6 月 ぺ
1 日 ▼ Kanbauk, G a n d a w村に反乱軍が侵入，農夫 1 名を射殺し，その妻を負傷さ
せた。 ：|




▼約30名 の K N D O 反乱軍は2 日夜， T h o n z eを攻擊， 政府軍と激しい戦_
の後，敗走した。 K N D O 側 2 名，鉄道員1 名が死亡，数名の市民が負傷した。
人民商店，民家数軒が略奪を受けた。 -■；
▼ Yandoon市 で N D U F 反乱軍の1員 Ohn My i n tが逮捕された。 ；：:
▼ Kyaikmaraw地区の村にリボルバー銃で武装した賊が侵入，村民から100〇K
を強奪しようとしたが，村民達の反撃に会い，殺された。 〆
3 日 ▼ Minhla, 2 名以上の N D U F 反乱軍が投降，ステンガン1 丁，ライフル統7 
丁，弾薬420個が押収された。
▼シャン反乱軍はNa m t u地 区 Khaungmyanma村付近で木こり1 人，鉄道員 
1 名を誘かいした。鉄道員は逃げることができたが，もう1 名は不明。
▼ 2 ， 3 力月前に P B I 森林視察官が反乱軍に捕えられ殺害された。さらに数
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週 間 後 に P B I 通信員とその妻が Sixth  M ile 鉄道駅で反乱軍に連れ去られてい 
る。




▼ボクシング界の人気者 Sein L o n e は最近反乱軍Bo Tha  Aung.団に入団し 
たと見られる。
5 日 ▼ Ingabu，Kwinkauk地区の交易倉庫が反乱軍に襲われ，44〇9チャット相当の 
繊維を奪われた。 この間約2 時間にわたって，警官と軍隊が反乱軍と交戦，村民 
1 名が負傷した。
6 日▼ジャングルに潜んでいた反乱軍2 名が食糧に困窮して投降した。そのうちの 
1 人は首領によって3 力月近く拘禁されていたものである。
8 日 T K N D O 第 7 隊 所 属 の Ye A u n gは政府軍第6 連隊に投降した。
▼ Kyonmangei，K N D O 反乱軍 1名が投降， リボルパー銃1丁， ライフル銃1 
丁，弾薬47個を押収。
9 日 ▼ Daik-U 町 Pakaing付近でパトロールの男が共産党反乱軍に捕まり， 殺害さ 
れた。共産党反乱軍は同夜，村に侵入，警備隊員1 名を捕えた。政府軍第30連隊 
が直ちに応戦，撃退したが，捕えられた男は翌日死体となって発見された。
1 0 日 ▼ Bogale地区狩漁免許所持者が N D U F 反乱軍に防害されている。例えば漁 
業を.行なうためには狩漁免許ばかり士なく，反乱軍の許可をも得なければならな 
い。彼らの許可をもたないで狩漁しようとした男が彼らに殺害されている。
1 1 日 ▼ 反 乱 軍 に 加 わ っ て い た Nattalinの 2 名の学生が S A C によって彼らの両親 
のもとに帰えされた0 Maung Tin S h w e と Maung Kyaw Ny e i nの18才の少 
年達は反乱軍から逃れて当局の保護を受けていたものである。S A C 支部議長 Lt- 
ColThaung P e は 2 少年に決して親不幸をしてはならない，一生懸命勉強して 
国の指導者になるように諭し，両親に対しては子供の監督を怠らないよう説諭し 
た。
1 2 日 T Hsipaw，3 人のシャン反乱軍がSurvey庁の事務員とその妻を襲い，事務員 
を射殺，その妻を負傷させた。彼女は右手切断の手術を受けた。
▼ Bassein N g p utaw町近郊を哨戒中の警官隊は約60名 の N D U F 反乱軍の待 
伏せを受け交戦，警官 2 名，反乱軍2 名が死亡，多数が負傷。
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▼ Henzada，約150名の N D U F 反乱軍が Yonethalin蕃察哨戒所を襲撃，警官 
1 名が死亡， 2 名が負傷した。
▼ W a k e m a，Kalaka村に反乱軍が侵入民家に銃火を浴びせ，子供 1 名死亡，女 
子 1 名負傷させた。 同夜， Kawekywetalin 村も反乱軍に襲われ， 1 名が死亡し 
た。 .






▼ Moulmein，Kyondo 発 Moulmein 行の I W T B  船，Sagaw 号が K N D O  反 




▼ Moulmein，モールメイン市西方にあるKawton，K a w p a u kの両村は7000K  
の金を要求した反乱軍からの手紙を受け取った。 こ の 手 紙 に は K N D O 第 5 
支部隊の印紙とM g  H o k eの署名が記ざれていた。
1 4日 T Kyangin，Yakthhwin村の土地委員会の事務官U  M a u n gが反乱軍に捕えら 
れ，殺害された。
▼ Pegu Chgdung村活動委員 Ko  T i n は自宅で反乱軍によって殺害された。
▼ S a n d o w a y 1200個の槐袋が購買センターからK i n m a uの倉庫に運ばれる途 
中消えてしまった。籾袋は3 万7000袋の一部で貯蔵の為，倉庫に運ばれるところ 
だった。
▼ S a g u市丁615(^311近郊で政府軍第88連隊と共産党反乱軍が衝突，反乱軍2 
名が死亡，ライフル統2 丁，弾薬21個を押収した0
1 5日 T Ye，20人以上の N D U F 反乱軍が Taungson村を襲い， A M P C と5 軒の 
民家から，3000K 相当の現金と物資を略奪した。 P P F によって反乱軍は撃退さ 
れ，数名の反乱軍が負傷した。
▼ Bassein Khawmakya村 に K a r e n反乱軍が潜んでいるという情報を得て， 
警備隊が村に出動，交戦し，反乱軍1 名を殺した。反乱軍は.村を無法化しようと
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したものである。
▼ S a n d o w a y反乱軍が Kyeeganye村の共同販売店から1315K 相当の物資を
略奪した。 •
▼ Pegu Kinchaung村は3 日前に村の組合秘書が襲われ殺されたが，再び反乱 
軍に襲われ，組合資金2722K を奪われた。
▼政府軍第88連 隊 は Tebokan村付近で C P B 反乱軍指導者とその部下1 名を 
戦闘のすえ，殺した。ライフル統2 丁，弾薬21個，重要書類等を押収した。
1 6日 ▼ Ponnagyun共産党反乱軍Aung G y a w は政府軍第20連隊に投降した。彼ら 
の話によればさらに数名が近い将来投降の意志があるということである。
▼ Moulmein Pa-an地 区 Minti村にカレン反乱軍が侵入，、3 軒から現金8354K  
を奪った。又 同 夜 M u d o w 市 Kyauktalon村で315K 相当の宝石が奪われた。
さ ら に K a n y a w村 （Chaungzon地区）においても2 頭の牛が略奪された。
▼ Shwegyin共産党反乱軍1 名 が Maclauk駐屯隊に投降した。 彼と 一 諸に逃 
げた仲間は追跡されて殺されたということである。
▼ Lashio Nansalak村付近で重油と道路整備用口ーラーを積んだP W C トラ 
ック1 台と道路が Kachin反乱軍に襲われ破壊された。軍隊が直ちに出動して破 
壊箇所を修理したが，反乱軍は既に逃走していた。
1 7日 ▼ Moulmein 丁hanhyuzayat市 Winpadoke村 の 農 夫 は M o n 反乱軍に雄牛
4 頭を略奪された。
▼ Mergui Palaw市 Kyai警察哨戒所に約40人の反乱軍が攻擊， 11人の警官 
が約5 時間近く死守したが，警官 1 名死亡，弾薬がつきて哨戒所を放棄した。反 
乱軍は哨戒所を焼打した。
約50人からなる他の反乱軍はMergui地 区 M a z a w警察哨戒所を攻擊， しかし 
20名の守備隊に擊退された。被害はなかった。
▼ Moulmein Thanbyuzayatで M o n 反舌し軍4 名が投降した。彼らの話によれ 
ば，反乱軍は八方政府軍に包囲され，ジャングル内での生活は困窮状態で，内部 
の結束も乱れてきたということである。
▼ Moulmein Y e 市 Lamaing村で農夫 1名 が M o n 反乱軍に誘拐された。
1 8日 ▼ Paung Kamabi村に反乱軍が侵入家財数点，共同販売店から6000K 相当の 
物資を略奪した。また逃げる際雄牛1 頭を奪っていった。村 民 1 名死亡。
19 日 ▼Moulmein 約 50 人の K N D O  反乱軍が Kado 近郊，Kuntar，Thankapaing 
の両村に侵入， 3 万K 相当の現金，物資，主食品を略奪した。村民の話によれ
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ば，反乱軍が要求した“保護金”（Protection money) を両村とも払わなかったか 
らということである。
▼ Kado Thankapaing，K w a n t a両 村 に Karen反舌し軍が侵入， 28軒の民家か 
ら現金，貴金属，衣類，傘，台所品，主食品を略奪，被害額は 4 万 K とみられ 
る。
▼ M inhla  B y e tk y ich a u n g n a村の農民 1 名が反乱軍に連れさられ，殺された。
▼ Moulmem  M o n 反乱軍 4 名は政府軍第31連隊に投降した。小 銃 3 丁を押
収。 '
▼ P a l a w 官営ゴム農園の哨戒所が反乱軍に襲撃され， 警官隊が応戦したが，
小屋，食庫， トラック1 台，哨戒所が焼かれた。
M aubin  N D U F 反乱軍と内通していた3 人の魚仲買人がP P F :に逮捕された。
2 0 日 ▼ M o u lm e in 約 15人 の K a r e n 反乱軍が W e t t a i付 近 で K a g y i/ 8 8 9 4パスに
停車を命じ乗客から1 万 K 相当の物資を略奪した。
▼ P y u 警 察 K y u n d a w g o n村の農夫と D o m a k h in村の農夫を殺人の容疑で逮 
捕した。血のついたシャツが容疑者の小屋から発見されたもので， 2 人 は 罪 を 白 .：： 
状した。
▼ Thaton Okpochaung村の農家に2 名の反乱軍が侵入，670K 相当のものを、 身
奪った。 . ■ T '-
▼ Pegu Aimgbintha村の農家が4 人の反乱軍に襲われ，貴重品，衣類を奪わ
れた。翌 晩 K a n b e 村で 6 人の反乱軍の人質になっていた3 人の農夫が釈放され ■つ 
た。
▼ T w a n t e 手の傷を治療する為にT h a v a g o nから来た S e la n 族の 1 人が，賊
に襲われ，病院に収容されたが絶望とみられる。 4
▼ Z i g o n ,反 乱 軍 （？）の一団がN yau ng zin村に侵入したが，村民達によってな | 
追払われた。
▼ K yaukm e  W on gtin , M a n h a i両村に押入って現金，物資を奪って逃げた賊 "禮 
3 名が，村民，警備兵の追跡を受け， 1 人死亡2 人が負傷した。 3 名共近隣の村 ..#;
のものであつた。
▼ M oulm ein  M a w k a n in村の農夫 2 名が耕作中 5 人の反乱軍に誘拐された。 .
▼ M oulm ein  K a ro p i村の 1 婦人が民家に押入った5 人の反乱軍に射殺された。 ‘
2 1 日 T T hanatp in  M in y w aの共同販売店に反乱軍が侵入，現金4200 K を奪い，店員
1 名を人質にした。 '
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▼ Thaton Okpochaung村の農夫が反乱軍の一団に襲われ，鶴を奪われた上， 
殺害された。ま た Khwehmachaung村の農夫も襲い， トランジスターラジオを 
奪った。農夫は行方不明。
2 2 日 ▼Paukkhaung 4 人の反乱軍が逮捕される途中抵抗し;■こため警官に射殺され 
た。 2 名が逃走した。
▼ Thaton Karen反乱軍は Sinbyukyun村から牛 8 頭を略奪，農民に 1頭につ 
き10K 支払えば返すと語った。
2 3 日 ▼ Wuntho Kinkyay村の警察派出所が反乱軍に襲われ，警官3 名が負傷，ラ 
イフル銃8 丁が奪われた。
▼ Taungdwingni T h e p y u村付近のジャングルで政府軍と反乱軍の根拠地を 
つきとめ小屋7 軒を焼払った。反乱軍1 名が死亡。
. ▼ Yandoon 7 人からなる反乱軍が Yandoon市の公益質店と，貴金属店に侵




2 6 日 ▼ P a u k 赤旗共産党反乱軍4 名が政府軍第8 4連隊に投降した。彼らは6 年前 
に地下に潜り， P a u k市で党活動していたものである。 5 月 9 日に同党組織指導 
者夫婦が投降している。 6 連発銃1丁押収。
▼ Moulmein Kyaikmaraw近 郊 Pawlaw Hillで 第 1 チン .ライフル分遣隊と 
反乱軍が衝突，反乱軍リーダーを含む3 名が死亡した。リーダーのBo M y d  Aung 
は 元 P P F 警察幹部であった。
2 7 日 ▼ M i n b y a 15人の共産党員がPanmyaungに入り，村民4 人を連れ去った。
▼ Moulmein Palawgon村で第 1 チン•ライフル部隊は反乱軍の一団を攻擊， 
約30分間の交戦の後，反乱軍3 名が死亡，力ービン統， ライフノ峨，連発銃各1 
丁を押収。
▼ M a u b i n政府軍は M y a u n g m y a郡 と Shwelaung郡の境にあるHngetsu村 
. を攻撃，反乱軍2 名を逮捕し， 3 分の 1 が傷を負って川に飛びこんだ。
▼ Tavoy 政府軍第25連隊の分遣隊がパスでKhonsin村 か ら Thayetchaung 
村に戻る途中反乱軍の地雷に爆破された。 5 名が死亡。
2 8 日 ▼ Tangyang 6 名の中国人反乱軍が政府軍第33連隊に投降した。彼らは東 
Salweenで活動している“第 5 軍隊’に属していたものである。カービン銃1 丁
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ステンガン1 丁，軽機関銃1 丁，イタリア製ライフル銃1 丁，L - 1銃 1 丁，ブロ 
一ニング軽機関銃1 丁，弾薬382個を押収した。
2 5 >日 ▼ Taungdwingyi，Thayat地方を荒していた共産党反乱軍のうち2 名がSinba- 
ungwaiの警察署に投降した。ライフル統2 丁と弾薬を押収した。
. ▼ Bassein，Thdatkwa村の警察派出所に150人近いN D U F 反乱軍が襲撃，13
人の警官が応戦したが，圧倒的多数の為， 6 人の警官， 2 名の民間人が殺され 
た。彼らはライフル銃11丁と村の販売店から2 万K 相当の品物を略奪した。
▼ P h au n g p y in郡地域をテロ活動していた共産党反乱軍，A ung  H m at alias  Y e  
T h w e が，B a h a i村民の手で捕えられた。 100OKの現金と書類が押収された。彼 
の部下は逃走した。村民達は，かって1966年にラングーンで開かれた農民セミナ 
一の代表派遣員であったU  S o e  M y i n tを指導者とする計画党で反乱軍と闘うた 
めに組織されていた。A ung  H m a tとその部下は郡内の農民を困らしていたもの 
で，農民から金をまきあげたり，この地域の河川交通を混乱させていたものであ 
る。
3 0 日 ▼ Taungdw ingyi Salai Kyaw  H l a 団の反舌し軍組織屋とその部下がP P F に 
投降した。 ライフル銃2 丁と弾薬20個を押収0
1 日 ▼ Moulmein Mudon-Thanbyuzayat 国道沿V、，Yaungdaung 村近郊で，政府 
軍第31連隊は約16人の反乱軍を攻撃，30分間の戦闘の後，反乱軍9 名死亡， 2 名 
が負傷，ライフル3 丁押収，政府軍の損害はなし。
3 日 ▼ Taungdwingyi 2 名 の C P B ''反乱軍が P P F に投降，アメリカライフル銃 




▼ Mohnyin Lonjakaung村で村民12名がカレン反乱軍に捕まった。12人の中 
には婦人2 名，村会委員1 名，退役軍人2 名が含まれている。 12人とも Kachin 
族である。
4 日 T Kunlong，中国とビルマの国境Kunlong付近のジャングルでS h a n反乱軍 
と Kuomintang反乱軍の小ぜり合いがあった。両方共評判の悪いアヘン取引家 
で，シャン州の荒地で密貿易が行なわれている時に衝突した。
6 日 ▼ Pegu，P e g u州警察署の管轄地域であるK y w e 村が30人の反乱軍に荒され
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た。反乱軍は夜8 時頃 > 三々，五々，村に侵入してきて， 5 軒の民家に押入り， 
土地委員会の人々を縛りあげ，5000K の身代金と金15ticalsを強要，各家庭から 
現 金 565K とイアリング8 個を奪っていた。縛られた人々は連れ去られたまま戻 
ってこず，朝になって村の外れに死体となって発見された。
▼ Tavoy 民間スクーナ船Golden S w a n 号は交易品を積んでMoulmeinか 
ら戻る途中，T a v o y河 の Thabyeshdung近くで反舌し軍に襲われた。約20人の白 
旗共産党反乱軍が，小舟に乗って襲いかかり積んであった，チ リ （とうがらしの 
一種）557袋，酒びん556箱，食用油616缶，乾電池50箱，ボルトナット25箱， ビ 
ルマタバコ85包，プラスチックシート7 枚，サンドペーパー2 箱，釘 5 箱，イン 
ク60個，書籍12包，スポーッ用品4 箱，小麦袋1421個を奪った。
7 日 ▼ Lasio Hsipaw-Lashio間国道沿いの人民農場の近くで， 土地監督事務所に 
向かう調査団の一行は約25人の反乱軍の待伏せに会い攻擊を受けた。護衛の鳘 官 
が直ちに反撃し，反乱軍を追払ったが調査団員2 名が負傷した。
8 日 ▼ P y a p o n共産党郡委員会メンバーの1 人 が Pyapcm地区 S A C に投降した。 
アメリカライフル銃1 丁，弾薬％個を押収。
▼ Taunggyi S A C 地区委員会は5 月12日 Inpawkhone村に9 名の反乱軍が 
侵入，絹つむぎを焼払ったことについての調査に乗り出した。委員会は当夜の目 
撃者と责 任者を探している。
9 日 ▼ Lashio Lashio-Hsipaw間国道の N a w n  M u n 村の派出所が約25人の反乱軍 
の攻撃を受けた。約4 5 ^間にわたる闘いで警官1 名が負傷， この日同派出所はこ 
れで2 度反乱軍と闘っている。この日朝2 名の反乱軍が村に侵入したがすぐ発見 
され村からたたき出されている。この報復のために同じ反^^軍が夜になって侵入 
してきたものと思われる。
▼ Pyu Oktwinの D I S 事務所に約10人の兵隊がやってきて，タイプライター 
1 台の借用を申し込んだ。 しかしD I Sはその兵士達が赝 物であることを見破り， 
タイブライターの貸出を拒否した。彼らは制服で政府軍兵士を装った反乱軍であ 
った。彼らはその気になればD 1S を射殺することができたが，何もしないで夕 
イプライターだけ持ち去っていった。
1 0 日 ▼ Moulmein T a v o y地区で活動していたN D U F 反乱軍1 名が投降した。 ス 
テンガン1 丁と弾薬30個を押収。
1 1 日 ▼ Bogale Bogale郡 Setsan村にカレン反乱軍4 名が投降した。ステンガン2 
丁，ライフノ峨2 丁，弾薬32個を所持していた。
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1 2 日 T I n g a b u 政府軍第95連 隊 は Sitsi H i l lの K N D のベースキャンプを襲った。 
約 3 時間の戦闘の後，反乱軍は逃走し， 政府軍は 7 月 6 日に K w in kau kの交易 
所から奪われた繊維製品，その他の物資を取戻した。重要書類数点を押収，反乱 
軍事務所，小屋14棟を破壊卜た。
▼ Moulmein ビルマボクシング界のチャンピオンMaung L o n e は 6 力月前 
に地下に+もぐったのであるが，仲問の反乱軍によって殺されたと伝えられてい
る。
▼ Moulmein T au n gb onの土地委員会で割当てた土地の耕作に反対した反乱 
軍をかたった男が警察の手で逮捕された。彼は農民を脅迫し， M o n 反乱軍と関 
係をもっているということである。
▼ Y a n d o o n南 Yandoo地方を荒していたカレン反乱軍2 名が投降した。彼ら 
は反乱軍リーダーS o e T h e i nという男を殺したと語っている。
1 3 日 ▼ T h a t o n 約20名のカレン反乱軍がHtainpinkwin村に侵入，村民を修道院に 
集め各戸から“税金’ として2 0 K づつを集めた。 彼らは土地委員会の委員2 名 
を殺害し， 2 万 K 相当の現金， 物資を略奪した。 ま た T h a to n地 区 B i l in 郡の 
Kyaukyedw inゴム農園の40人の労働者家庭からも略奪した0
▼ Boga丨e Thabaung村の船つき場で政府軍第37連隊は 2 名の男を逮捕した。•. 
連発銃1 丁と短剣を所持していた。
1 4 日 ▼ B a s s e in 約60人のカレン反乱軍がNgaputaw Northに侵入， 4 農家から5 
万 K 相当の物資を略奪した。彼らはさらに交易倉庫に向かったところを自衛団の 
抵抗にあいそのまま逃走した。




1 5 日 ▼ Pauk，Yepya村で反乱軍2 名が政府軍に投降。この地方の反乱軍は政府軍の 
制圧で壊滅状態であるといわれている。
1 6日 ▼ Lashio H senwi-Kunlong国道を走行中のトラックが40人 の K M T と30人 
のK I A 反乱軍の待伏せにあい， 乗客の仏僧侶が殺され婦人2 名，男 2 名が重傷 
を負った。政府軍がかけつけて反擊，反乱軍は逃走した。政府軍兵士1 名が死亡。 
2 0 日 ▼ Ngaputaw B a sse inか ら Thinganaton村へ向かうランチK y an -an号が約
70人のカレン反乱軍の待伏せを受け簪宫 1 名，市民 1 名が重傷を負った。反乱軍
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は 2 名死亡。
2 1 日 ▼ Moulmein Thanbyuzayatで 4 人の反乱軍が投降。
2 2 日 ▼ C P B反乱軍 3 名 が Paungde Lanzin Party u n i tに投降，ライフル銃3 丁， 
弹 薬75個を押収した。
24 日 ▼ Ye  Y e-T av o y国道沿いのChaungtaung村は，約50人 の K N D O 反乱軍に 
襲われ， 2 万5000 K 相当の物資と500 K の現金を協同販売店から奪われた。22軒 
の民家，三つの食糧品店，停車していたバスの乗客から貴金属，織物などを略奪 
してまわった。
2 5 日 ▼ Thaton Thaton郡の二つの部落のA M P C 店が約30人の反乱軍に襲われ， 
1573K の現金と3500 K 相当の物資を奪われた上， 店を焼払われた。 もう一つの 
A M P C 店は現金1000K ，4000 K 相当の物資の被害を受けた。 同店も焼き払われ 
た。反乱軍はカレン族とみられる0
2 6 日 ▼ P y a p o n政 府 軍 は Bogale郡の R F C 反乱軍のキャンプを攻撃，反乱軍は抵 
杭しないで逃走した。書類，武器，弾薬，制服，医療品などを押収。 Bengalキ 
ヤンプは Pyapon, Myaungmya，Bassein地 域 の R F C P の活動の本拠地であっ 
た。
2 7 日 ▼ T h a r r a w a o d y 伐材労働者と蕃備官の一行が伐材木をK yungale  c h a u n g に 
沿って運搬中，反乱軍に襲われた。河 は Y o m a sから発し， M in h la郡， Okpo  
郡 の 1 万エーカー以上の田畑をうるおしているが， この日伐材労働者の一団と7 
人の警護員がボートで渓谷を走らせていた。 T h a p h in h m y a w 村にさしかかった 
時に，30人程のカレン反乱軍の攻撃を受けたものである。労働者 1 名が死亡し瞀 
官 2 名が負傷した。





カレン反乱軍はZemathwe村から1386K の現金と750K の衣類を奪っていっ 
た。同反乱軍は半時間後にもHtaunghnm村の共同販売店から1693K を奪った。
▼ M oulm ein, Y e - T a v o y 間の交通路が反乱軍によって遮断された。道路は数 
力所で木が倒されている。約30 0人の乗客は Y e から引返さねばならなくなった。 
電話線もY e - T a v o y 間は切断された。
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▼ M o u lm e in， モン反乱軍1 名 が K a r o p iの P P F に投降した。アメリカライ 
フル銃1 丁と弹 薬40個を押収。
3 1 日 ▼ Moulmein，14名の反乱軍がK aw h n at村に侵入， 2 軒の民家から3000K 相 
当の現金，貴金属を略奪した。村は以前，彼らの要求した‘税金” を払うことを 
拒否したことがあった。
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資 料
I ネ•ウィン議長の東欧訪問
〔1〕 ビルマ•チ I コスロバキア共同声明




この共同声明はベトナム問題， ドイツ問題， 東南アジアの平和とヨーロッパの平和 
ならびに世界平和に関連する国際連合の役割と軍備撤廃などを主として広範囲にわた 
る両国間の協定事項を明らかにした。共同声明の全文は下記の通りである。
ア ン トニン •ノ ボ トニイ•チヱコスロパキア社会主義共和国大統領の招待を受けて 
ビルマ連邦革命評議会議長ネ •ウィン将軍は 1966年 6月 21日から同月24日までチェコ 












ウ•パニ•チェコスロバキア駐在ビルマ大使，コ•コ革命評議会書記長，U O h n K h in  
ビルマ外務次官，M aung M aung K h a 大佐。
この会談に参加したチヱコスロパキア側代表団の構成は下記の通りであった。
レナルト•チェコスロバキア首相，ダビド.チヱコスロパキア外相， ノパク大統領
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〔2 〕 ネ•ウィン革命評議会議長がルーマニアと 
チェコス□バキアとで発表した公式声明
T h e W orking People's D aily 6. 27




プレスチの著名なメイ第1 採油施設製作所を見学した。 これとは別にネ•ウィン夫人 
はブカレスト市の衣服編物工場を見学した。
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会談に列席したルーマニア政府要人はムルグレスク国家評議会副議長マ ネ ス ク 外 








タウン•テイン鉱山相，マウンシュウヱエ業労働相，タン.セイン運輸通信相 ， . U B a  
S a w ブカレスト駐在ビルマ大使，コ.コ革命評議会書記長 ， U O hn K h i n 外務事務 
次官 ， M aung M aung K h a 工業省次官が出席した。
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基本教育は3 段階に区分され，幼稚園から第4 学年までを初級段階， 第 5 学年から第 





ビルマ連邦革命政府文部省令（第 1 教育局に定める 
新基本教育制度に関する告示（1966年 7 月27日）
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5 . 新基本教育制度では教育は3 段階に区分され， 幼稚園から第4 学年までを初級 











7 . 新教育制度の発足後適当な時機に初等教育を義務制となすことが予定されてお 
P ，さらにまた将来国の経済が進歩発展を遂げた場合には義務教育年限を延長して初 
等学校から中等学校までの全教育段階を義務制と定めることが予定されている。
—  313—  — (229)—
8 .  新基本教育制度の運常に当る機構として基本教育評議会とその下部細餓を構成 
する3 種委員会とが新設される。 3 種委員会は教授要目学修課程教科書委員会， 教員 
養成監督委員会，試験委員会である。
9 .  新基本教育制度が今後順調に運営されるならば旧教育制度の弊害である教育機 
，会の不均等と諸種欠陥とが次第に排除されやがては完全に消滅するものと期待され
る0
ビ ル マ （6 • 7 启）
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8 月の概況







このような状況下で例年重要な流通措置が検討される U B A M B  ( 現 第 1 号 




推進されている。 国有化措置はすでにビルマ全経済の5 3 % に及んでいる。特 
に流通部門においてはほぼ9 0 % にまで達っしているという。最近，政府はこ 
の国有化措置を再検討し始めているようである。
革命政府はビルマ民族の自立経済を志向する唯一の道として，社 会 主 義 • 







相 自 ら 「われわれはすでに虎の尾を捉えてしまった。虎を殺すか喰われるか 
のどっちかである」⑴ と は 昨 年 12月に開かれた計画党セミナーでの演説であ
—  207—  — (231)—

















ことは， これまでのビルマ社会主義の4 年間が証明している。現在，政府が 
直面する経済諸問題の中で特に深刻化している流通問題は，直ちに国有化措 
置から生じる諸困難であることは否定できない。 国有化された小売商店は人 






の批判が出ても仕方があるまい。今 年 6 月， ラングーン市には消費者の利益 
を代表し，人民販売店の商活動を監視する消費者委員会が設立された。 しか 
し委員会は社会主義的分配といって「鰯缶詰30個を開缶して中味を 2 0 0世帯 
に均等分配した」(2)また， あ る い は 「乾エビ7 5チカルを宝石類を量る秤皿を 
使 用 し て 2 0 0世帯に均等分配し，各 世帯が乾ェビを 4 分 の 1 チカルづつ入手 
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動きも活発である。 こ れ は ネ •ウ ィ ン 議 長 の 米 ， 日訪問によって裏づけるこ 
とが出来るのではないだろうか。 しかし中立外交という名の下では，特定国 
からの積極的な援助を受けるわけにはいかないと同時に，政府内部でも決定 









(注） ⑴ 「アジアの動向 J 1956年12月号。
⑵ 「アジアの動向」1966年 6 月号。
⑶ 「アジアの動向」1966年 6 月号。
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♦灌漑施設建設状況




Yinmachaung ダム （ Taungduringyi 郡)， Sunyin 農場ダム （Taunggyi 郡)，Intarch- 
aung ダム （Shwenyaung 郡) ， Wunphee ダム （Kyethi 郡） Maukmai ダム（Maukmai郡)， 
Teesaikharliphove ダム （Loikaw 県)， Myothitkale ダム （Mohnyin 郡） Nanlat ダム 
(Kengtung 県)， Saigyimyaung ダム （Upper Chindwin 県)， Heho ダム （ Nyaungshwe 
郡 )Pyn 貯水池（Tada-U  郡)， Kyeephyn 貯水池， Loimauk 貯水池 (Nyaungshwe 郡)， 
Nyaungbintha 貯水池 （ Myingyan 県）
N aipin 貯水池 （ Natm auk 郡)， N gw etaung 貯水池 （ D em orso 郡) ， Labutta 島堤防， 
K ay a 排水連河（Pa-an 郡)，Inphagyi， Inphagale プロジェクト（K aw kareik)’ N agatw- 
inpaukpin ブロ ジヱクト （ M onyw a 県).
〔今年完成予定のもの〕
Kalagon ダム （ Myitkyina 県)， Mondaing ダム （ Meiktila 県)， Nanyan， Mailwee ダ 
ム（Keng-Tung 揮;)， Maopalio ダム （ Tachilek 擦)， Phroso， Makayawsai 給水プロ ジ 
ェクト，K alem yoダム （ M awlaik県)，W ainchitダム， Namsanfu排水運河。
〔来年完成予定のもの〕
Washaung ダム （ Myitkyina 県)， Kyetmouktaung ダム （Myingyan 県)， Kabaw 溪 
谷プロジェクト （ Mawlaik 県)， Phailon ダム （Loilem  県)， Pyaya ダム （Myingyan 
県)。
なお，その他M a is a t渓谷プロジェクト，L o ik o w 県の L e tp a n p inプロジェクト，お 
よびN gw etau ngch aun g農地開墾プロジェクトも1967〜68年度に完成予定である。
M y in g g o n県の P yau ngpya貯水池プロジェクトとアラカン省の洪水防止堤防プロジ 
ェクトは1969〜70年度に， Y a m e th in県の Y e z in ダムは1970〜71年度に完成が予定さ 
れている。
命中国•ビルマ経済技術協力協定実施状況
これまでに中国.ビルマ経済技術協力協定（4 億チャット） に基づいて完成してい 
るブロジェタトは， K u n lo n g橋プロジェクト（740万チャット）B il in 精糖所プロジェ
— (234)—  — 210— "
ク ト （3480万チャット），果樹農園プロジヱクト（5 万9400チャット）（合計4225万チ 
ャットである。その他， S it ta n g製紙工場（7000万チャット）， S w a合板工場（950万 





水力発電所n ( 1 億6000万チャット）
その他，タイヤ，製鋼工場が予定されていたが， タイヤエ場のかわりに紡織機工場 
が，製鋼工場は， 新工場建設のかわりに， Y w a m a製鋼工場の拡大改善に予定されて 
.いる。またW a 地域の道路建設は取止めとなった。
ビ ル マ （8 月）
令種子の信用貸












人民石油産業(P O I)は，現在， 毎月， 車輛用として自動車燃料400万ガロン， 上質 
ケロシン370万ガロン。 高速ディーゼル油450万ガロンをそれぞれ提供しなければなら 
ない。P O Iはこの需要量の約6 0 % を生産しており，残り4 0 % すなわち年間原油4000万 
チャット， エンジンオイル1050万チャット， 航空機燃料400万チャット相当を輸入し 
ている。
しかし，M yan au n g地区での新油田の開発と， 航空機燃料の消費量が従来ほどでは
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なくなったことから， P O I は原油3000万チャット， 航空機燃料400チャットを輸入す 
れば足りるというところまで削減できると見込んでいる。
ビルマにおける精油量は63年 1 月 1 日ビルマ石油会社( B O C )の国有化により，P O I  
が発足して以来，約7 2 %増加した。
現在シュリアムとチャウクの2 精油所で， 日産60万ガロンの原油を精製している。 
〇シュリアム精油所
1770名の労働者が3 交代制で24時間操業，精油能力日産70万ガロン， 実動約40万ガ 
ロンでうち特殊沸騰点溶剤200ガロン， 自動車燃料7 万 9200ガロン> J P 4航空機燃料 
1800ガロン，テレビン油300ガロン，A T P 航空機燃料2 万1800ガロン， 上質ケロシン 
6 万3300ガロン，下等ケロシン2800ガロン，高速ディーゼル油8 万5700ガロン， 軽デ 
ィーゼル油7700ガロン，燃料油5 万0900ガロン，燃料ガス7 万3500立方フィート等を 
精製している。なお，同精製所では， ロー ソク月産50〜130トンを生産。
〇チャウク精油所
原油日産処理能力22万ガロン，自動車燃料4 万ガロン， 上質ケロシン3 万9600ガロ 
ン， 下等ケロシン1 万2000ガロン， 高速ディーゼル油5 万 8900ガロン， 軽ディーゼ 
ル油4400ガロン，燃料油3 万5900ガロン，重油5300ガロン等を精製している。
令未耕作農地の再配分
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なお 赃 全国の手織機台数は11万2260台で， 地域別の手織機保有台数は次のとおり
である。
〔ラングーン管区〕
合計2,788.Insein 822，Mingaladon 566,NorthOkkalapa 248，Hlaing 274，May- 
angon 152, Kamayut 58, South Okkalapa 95, Thingangyem 79, Kem m e n d i n e  230, 
Bahan 19, T a m w e  104, Taungnyun 10, Thaketa 10, Dallah 5.
〔北西管区〕 -
合計 56，107• :
Amarapura (絹織機 8,913，綿織機 1，681) .
Singaing 456, Yamethin 467, P y a w b w e  796, Meiktila 4,814, Thaze 6,600, Mah- 
l$ing 3,400, W u n d w i n  10,800, Myingyan 934.
Pakokku (絹織機 125,綿織機3,920)
Myaing 271, Yesagyo 1,877, Shwebo 3,372, M o n y w a  7,867, A y a d a w  75, Budalin _ 
120, Myitkyina 155, M a g w e  176.
〔東部管区〕
合計 7,228• Y a w n g h w e  (絹織機 2,213，綿織機 4,944)，K y a u k m e  71，
N a m h k a n，Lashio 不明.
〔中央管区〕
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合計 25,997.Akyab 850，Buthidaung 352，Kyauktaung 297，Myohaung 297，Ra- 
thedaung 297, Minbya 297, Pauklaw 297, Ponnagyun 50, M a u n g d a w  164, Kyauk- 
pyu 425, Cheduba 580, A n n  244, Ramree 136, M y e b o n  90, Sandoway 5 1 , G w a  
34, Taunggup 80, Pegu 1,101, K a w a  325, Thanatpin 363, Kyauktaga 1,186, Syr- 
iam 29, Thongua 15, Twante 1,030, Oktwin 165, Toungoo 150, Prome 140, The- 
gon 3,508, Paungde 3,270, Paukkhaung 50, Padaung 140, Shwedaung 5,700, H m -  
awbi 353, Taikkyi 60, Tantabin 225, Hlegu 80, Tharrawaddy 1,150, Nattalin 
1,200, Nyaunglebin 27.
〔南西管区〕
合計 9,683• Bassein 1，444，Yegyi 1，500，Kyanpyaw 17600，Henzada 2,610，Zalun 
245, Kyangin 40, Myanaung 76, Lemyetna 150, Ingapu 1，703, M y a u n g m y a  166, 
Maubin 12, Danubyu 137.
' • 〔東南管区〕 .
合 計 10,473• Moulmein 572，M u d o n  7,434，Chaungzon 1，400，Kyaikmaraw 160, 
Thanbyuzayat 360, Tavoy (絹織機 107, 綿織機 485).
命ラングーン各地の消費者委員会の実情
ラングーン各地では8 月28日，消費者委員会の会合が開かれ， 現在の交易問題を討 
v 議したが，各地で委員会発足3 力月間の報告が行なわれた。
◊ T h a d u地区では消費者委員会と地区交易事務所代表， およびK e m m e n d i n e計画党 
支部,S A C  メンバーらが出席して会合を開いた。席上 U  W i n は 「陶器の場合を指摘 
すると商品の約％が破損していた。 このようなことは我が地区だけのことではなく 
全国をつラじて起っている」と述べた。また交易担当官は商品配分リストによれば食 
V； 用油は当地区で14,400 vissが配給されることになっているが，実際には2,000 viss
卜 しかこないことが指摘された。





◊ M a y a n g o n地区では，党支部員A u n g G y i大尉は消費者委員会に対し，その業務の
.， .
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困難なるを打破し，社会主義意識が衰退しないようにと述べた。
◊ T h i n g a n g y u nでも同様の会合が開かれ，治安行政委員会代表は，当会合の目的につ 
いて次のように述べた。
この会合のg 的は消費者委員会の3 力月間の作業を顧み，相互の不信を取り除 
きいたずらな権力闘争を避けるにある。
◊ま た Kemmendineでは，S A C， 交易事務所， 計画党関係者らが出席し， ある代表 
は 「消費者委員会は規則に従い，事務所を閉鎖したりしてはならない。 また5 人委 
員会は住民によって選挙されなければならない」 と述べた。
日 誌 （8 月） g
ii
. . 二 . . *  , 1 \





第 1 医 科 大 学 320人 第 2 医 科 大 学 60人
■".：0；
• »• メ- •
マンダレー医科大学 100 歯 科 大 学 50
...
" 1
默 医 大 学 70 農 業 大 学 200 .1;-u
教 育 大 学 450 経 済 大 学 450 . ：-.f
技 術 大 学 550 病 理 医 科 大 学 60 • %
ラングーン総合大学 1420 マンダレー総合大学 1260 • V 名
モールメイン 〃 530 パセイン ガ 530 '.咬:
.巧
タウンジー ガ 315 ミチナ 315
-.；l.v










なおネウィン議長はU  Hla M a u n g駐英大使とTin D o 大佐を同行した。 ノ
2 日▼情報相らチャウクへ — 中部ビルマを視察旅行中の情報文化相タウン•ダン j
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准将，社会福祉相マウン •ル ウィン大佐，教育相フラー .ハン大佐らはチャウク 
を訪問，党関係者と経済問題につき討議した。なお一行はその後ヘリコブターで 
ミィンブーを訪れ，市民病院などを視察した。
3 日 ▼ 「社会主義革命の最終闘争」— 中央軍管区司令官Tin U 大佐は Akyabで 
「社会主義革命の最終闘争は今や経済戦線において開始されており，全ての者は 
最後の勝利まで断固たる信念をもって前進しなければならないJ と述べた。これ 













5 日 ▼ セ イ ン •ウ ィ ン 准 将 ，控訴院メンバーに— セイン•ウイン准将は1966年 7 
月25日布告の革命評議会令第3 号 （1966年）に基づき，特別犯控訴院メンバーに 
任命された。
控新院は1964年の革命評議会令第6 号に基づき設置され，議長はフラー•ハン 
大佐，メンバーにはタン •セイン大佐， Maung M a u n g博士が任命されている。
▼多くの法律家が必要— 最高裁判長Maung M aung博士はラングーン大学 
法学部で， 「国家は多くの法律家を必要としているしまた，国家の事業は法学士 
を待っている」との演説を行なった。
Zagreb見本市にも出席----9 月 8 日から18日迄，ユーゴのZagrebで開かれ
る国際秋期見本市に，ビルマも参加することが決定した。
6 日▼モンユワで米が不足 — モンユワ地区（Monywa )西部の約60力村では米不 
足が伝えられている。当地区では必要量の3 分の2 しか手に入らないという。こ 
のため村の長老達は党支部，郡S八C，交易事務所に実情を訴えている。
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▼ Tin U 大 佐 M i b y o を視察— 中央軍管区司令官Tin U 大佐はアラヤン管区 
軍司令官Tim Lin中佐らとともに，Minbyaを訪れ，陸軍地区司令部，警察署，
交易事務所倉庫を視察，党員などと話合った。
7 日▼カチン州評議会員地方視察 — カチン州評議会員U  Tun  Yin，U  La Worn 
らはKamaingを訪れ，国立中学校で政府職員と会談した。
席上，国民の統一と団結および反乱軍の一掃の必要性が強調され，計画党地区 
部副議長M y a M a u n g 中 佐は「諸君は団結を強め，諸君らの中に存在する諸問  
題に立ち向い，家族精神をもって相互の話合いを強イ匕しなければならない」 と述 
ベ，さらにU  Tim  Y i nは，政府の社会主義教育の撤廃と促進を強調した。
▼フランクフルト見本市へ代表団— 今月末から開かれるフランクフルト国際 
貿易見本市に出席するための代表団第1 陣が出発した。 代表団は Myint Thein 
大尉，U  Tin T u n , U  Aung G y iらである。 なお当代表団団長はKhin Maung 
Lay少佐が任命されている。
8 日 ▼1966年の学生祭はマンダレーで— 1966年度の学生祭主会場にマンダレーの4^ 
旧競馬場が選ばれた。また学生祭開会式場にはBahtoo運動場が決定した。 .この^ I  
決定は〗966年度学生祭中央委員会で行なわれたものである。なお中央委員会議長 
は北西軍管区司令部參謀Thi Hla中佐である。 .焚
▼雇傭交換セミナー終る— 労働担当官の5 日間の雇傭交換セミナーが終了しW  
た。挡 日は4 班の代表がそれぞれの報告を発表した。
4 班の報告内容はそれぞれ， 「雇傭交換の一般的報告丄「雇傭交換規則」，「雇'.''’_  
傭交換の案内書」，「労働統計の収集」などである。
▼ 第 1 号交易公社地方担当官会議— 第 1 号交易公社（前 U B A M B ) の地方  
担当官会議が 2 週間に亘って開かれる。出席者は9 班に編成され，購入，精米〆_  
保管，農産物輸出などの諸問題につき討議することになっている。 ill
9 日 ▼ エ ア ハ ル ト首相丨丨月に訪緬— エアハルト西独首相は11月初め，インド，パ 
キスタンとともにビルマをも公式訪問する予定である。 ，-
1 0 日▼農民は種子を信用借り出来る — 農林当局は，前年度分農業融資の返済が終 
了した農民に対し種粒を信用販売することを決定した。 しかし，融資の連帯保証 
制からいって， 1 人でも返済義務を履行していない者のある地区および単位団体.，
は新規融資は受けられない。種料の信用販売についての内容要旨は令特記事項参 〆4  
照。
▼ジャーナリスト代表団北京に到着— 情報省次官Tin T u n 中佐を団長とす
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るビルマジャーナリスト中国訪問代表団は南京，漢口，上海の旅行を終り北京に 
到着した。
▼ M u溪谷調査は丨0月から— M u 河渓谷開発計画に基づく 36人のイタリア技 
術社 Italconsultの技師は，その調査活動を10月から開始することになった。
T T h a r r o w o d d y県開発計画が完了---経済，教育，通信施設を含むTharrawad-
d y県の地域開発計画23事業が9 月中にほぼ完成される運びとなった。











▼ココナツ自給段階へ— ビルマのココナツ生産は急速に増産を示U 昨年度 
は5000万トンを生産，今年度は6000万トンが予想され，この増加でいけば，1968 
年には待望の自給達成が可能となる。
1 2 日▼政府役員逮捕さる — Paung郡内め村落治安行政委員会，農地委員会，協同 
組合役員を含む21人が，反乱軍と連絡をとったとして逮捕された。この逮捕は， 
最近投降したK N D O 少 年 （14才）反徒が地図および情報を提供すると同時に反 
乱軍文書を提出したため明らかになったものである。
1 3日 ▼ Y e -T av〇 y間電話線復旧一 ~反乱軍により切断されたままになっていた Ye - 
Tavoy間電話線がようやく復旧した。なおパス通行の乗客の治安を確保するため 
Ye -Tavoy間道路では政府軍第31連隊が警備に当っている。
▼農業局長裹村を視察---農業局長M i n  T h ein大佐は M o n y w a 郡 Kyaspaing
村の胡麻畑を視察し， 地区 S A C , 農業関係者らとミィェーパデータ計画に関す 
る諸問題を討議した。
1 4日 ▼ 「ペグー省は治安回復」ー ペグー省行政担当宫 会議で中央軍管区司令官 
Tin U 大佐は要旨次のような発言を行なった0
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⑴各行政担当の努力によりペグー省の治安は確保されており，生産も支障 
を来していない。各行政区はおのおの適切な措置で善処されたい。
⑵山林伐採作業に関して反乱軍から2 ， 3 の脅迫状がきたため治安が悪い 
ことを除けば，ほとんど作業の停止はない。
▼反乱軍の地雷が燿発— モールメイン= イエ線 Tinyu，Aniii駅間で反乱軍敷
設の地雷が燦発し，通行中の列車が爆破され，乗 客 1 名が死亡した。なお当区間 
は不通になっている。
▼さらに丨3農協一一 K y a ukme県 Hsipaw郡で合針13の総合農業協同組合が設 
立された。
1 5日▼石油事情好転 — ビルマの石油生産事情は好調を続け，来年度には原油およ 
び航空機用油の輸入は減少することが期待される。内容は命特記事項参照。
▼第丨回中央 S A C訓練講習会— 中央治安行政委員会の主催する第1 回郡治 
安行政委員会議長訓練講習会が開かれ116名の郡 S A C 議長が出席した。なお当講 
習会に出席した中央S A C 副議長M aung K y a w 大佐は要旨次のように演説した 
⑴国防省軍事担当次官はすでに， 「選ばれた国防担当者は治安行政委員会 
の全時間勤務を援助しなければならない」 との指令を発している。国防担当者 
は S A C を助け，S A C だけに治安任務を集中してはならない。 ，
⑵人民の政治制度への変革過程における S A C の役割は重要である。 各 S  
A C は中央S A C のみならず，各省によって作成された計画をも実施しなけれ 
ばならない。
▼反乱軍から脱走した学生— 昨年11月に誘われるままにN D U F 反乱軍に加 
わった高校生が反乱軍に幻滅と失望と感じ後悔し，11日政府軍第2 カチン銃隊に 
投降した。 '
この高校生は7 人の友達と一諸に P a -a n地区の N D U F 反乱軍 B o  Paw  Htoo 
隊に 1 月，金貨 2 枚と3 00チャットの条件で参加した。 しかしながら， 反乱軍は 
"俸給” を支払わず，毎日樹下に野宿し，食事にも事欠いていた。
1 6日 ▼ Yomethinに第 2 精糖所— Yamethin県 L e w e郡 Ela近郊に第2 精糖所が建 
設されることになった。 3 名の中国人技師によって第2 精糖所敷地調査が行なわ 
れた結果当地が選ばれたものである。
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チャットに及んだ。
▼タウン•ティン大佐テナセリムへ — 海軍参謀長タウン•ティン海軍大佐は 
テナセリム地方を視察し，モールメインのテナセリム海軍基地を訪れた。
1 8 日 ▼ 漁 業 融 資 "一 総 額 1000万チャットの漁業融資が各漁民に払出されることにな 
った。この融資は来年，第 2 号交易公社（水産物取扱い）に販売する予定の水産 
物に対する代金前払いとして払出されるものである。
またこの融資の使途は交易公社の指示に従い魚網，ナイu ン•コードなどの魚 




なお第1 段階としてミインジャン， ピィンマナ，メイクティラなど16力所，第 
2 段階としてタトン， ミチナ，など10力所，さらにメルグイ，キャウクビューな 
ど5 力所が漸次増設されることになった。










が，砂糖キビを除く全作物は，作付面積にして，計画の2 分の 1 を僅かに上廻る 
程度である。この原因を当局は，牛馬と労働力の減少によるものとみている。
▼外貨準備〗〇麻台を割る— 8 月12日現在の政府保有外貨準備高は9 億9775万 
6862チャットで6 月以来の10億台を下廻った。
なおうち連邦銀行保有は7 億4662万8096チャット（うち金保有3 億9000万チャ 
ット）である。また同日現在の総流通通貨量は18億3810万0i29チャットである。
2 0 日 ▼ 新 駐 日 大 使 に Ba Shwe大佐— 革命政府は先きに外務省次官に任命された 
U  T u n  S h e in 前駐日本大使に代わり，Ba S h w e大佐を新駐日大使に任命した。
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2 1 日 ▼ テ ィ ン •ぺ准将搾油所を視察— 貿易相ティン•ぺ准将はハンタワディ県 
Kyauktan建設中の捧油工場を視察した0
▼ MEにワニ皮を輸出— 外貨獲得の一方途として，まもなくワニ皮の輸出を 
行なうことになった。 ビルマ産のワニ皮は，外国からの注文もあり有力な外貨獲 
得源になる予定である。なお輸出業務はビルマ輸出入公社（M E I C )が担当する。 
また捕獲は民間業者に委託され第2 号交易公社（水産物取扱い）が買上げる。
▼胡麻の買付始まる— 政府購入センターへの乾季胡麻集団販売促進計画に基 
づき， 8 月18日から中央ビルマー帯で買付が始まった。 しかし毎年の事ながら同 
業者の高値買付が予想されるが今のところ順調である。
▼共産党の農地再配分を受ける一 ーモールメインジュン地区Thongwachoonの 




2 2 日▼鉱業関係職員第丨回監督訓練講習会— 鉱業省は人民石油産業，鉱業開発公
社，人民ボードウィン鉱業の各労働者61名を対象に第1 回監督管理訓練講習会を 
開催した。
なお当講習会はHla A u n g大佐， Khin Maung Myint大佐， Khin Maung 





▼反乱軍批難集会--- Yegyi，Kyonpyaw， Ngathainggyanng，Athok の労働
者，市民2 5 0 0人が Y e g y iで反乱軍の破壊活動を批難する抗議集会を開いた。
2 3 日 ▼ Kyidaungkonで反乱軍批難集会----ピンマナ郡Kyidaungkan地23力村の農民
労働者など2000 人が Kyidaungkanの映画館で反乱軍の地下活動を批難する抗議 
集会を開いた。
席上農民の1 人 は 「政府は経済問題に必死に取組んでいるにも拘わらず，地下 
反乱軍および経済反乱分子は各種の方法で妨害活動を続けている」 と述べた。
2 4 日 T 日本==ビルマ援助協定拡大— 日本外務省は日本ビルマ経済技術協力協定
(1965年 4 月発効）に基づく第2 年度の経済援助額を55億4316万円（41億3244万
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5000チャット，1539万8000ドル） とすることをこのほど決定した。




なお第1 年度の実績援助額は53億7038万 円 （40億27787i5000チャット）であっ 
た。
▼反乱軍批難集会— Lemyethna郡20村落の農民などが， 集会を開き，最近 





なお当村でもさる8 月15 H 反乱軍により， A y w c，Kakkozn村間の A R D C 管 
轄堤防が破壊された。
2 5 日▼新聞使節団帰国 — ソ連•ビルマ文化協力協定に基づき8 月 4 日から3 週間 
の日程でソビエトを訪問した了心W o r H nざ •PeppZg’s紙編集長DailyU Pe The- 
in (Shwe U  Dang) と Batotowwぎ紙の U  Kyaw  Lin が帰国した。
▼自動車登録台数— 全国の登録自動車数は2 万0437台の貸し自動車を含め5 
万8014台で， ラングーン市は2 万8585台である。
2 6 日▼ネ•ウィン議長タイも訪問 — 外務省は「タイ政府の招待により，ネ•ウィ 
ン議長夫妻は日本訪問を終えた後，タイを公式訪問する予定である」 と発表し 
た。
▼ 「トラクター使用料を直ちに返済せよ」— トラクター管理所職員に対する 





出された使用料は600万チャットにも及ぶが， 1965〜6 6年度内にはそのうちわ 
ずか49万チャットしか返済されていない。」
▼破壊された農協が再開— バセイン地区Thabaung郡内の多くの農協が反乱
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軍の攻撃により破壊されてから4 力月目にようやく業務が再開され始めた。当郡 
内では合計64の農協があるが，そのうち， 44農協が 4 月末 K N D O反乱軍の攻搫  
により，壊滅的な打撃を受けた。 しかし，最近，当地の治安が回復され，農民の 
組織が円滑に行なわれてきたため農協も逐次再開されている。
2 7 日▼軍の思想教育 — 国軍各軍管区司令部で所属兵士に対する思想教育講習会が 
開かれ，ラングーン，中央，北西，南西各軍管区司令部で行なわれた。
ラングーン司令部では司令管H k  Phone大佐が出席， 3 軍将校および人民黎 
察隊員らに，計画党の党理念などを説明した。
▼農民評議会結成を訂議---- ^グー郡農民評議会の結成促進についての諸問題




者代表，党員，SA C  メンバーなどにより討議された。









2 9 日▼綿花生産目標を上廻る— A R D C の綿花計画に基づき今年度の長繊維綿花 
生産は全国で16万3585エーカーに植付けられ， 1550万 v issを生産した。 なお綿 
花の政府買付はすでに7 月15日から全国6 8力所の買付センターで行なわれている 
が，これまでに174万9775 v is sを買付けた。 なお品種物作付面積は次のとおりで 
ある。M ahlaing第5/6号 6 万0012エーカー， W agale種24万1483エーカー， Wa- 
g y i種10万8641エーカー。
3 0 日▼タウン•ダン准将ら訪米メンバーに — ネ•ウイン首相の訪米•訪日に随行 
するため，革命評議会員，空軍参謀長，情報文化相タウン•ダン准将と，中央軍 
管区司令官T in  U 大佐らは英国に向け出発した。 なお官房長官Ko  K o 大佐，
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国防省の Chit Khin中佐，外務次官 U  Ohn Khin らも同行した。
▼農民が政府軍に積極協力— タトン県Paung地区の19村落の S A C， 農地委 
員会， 協同組合員， 農民ら約300人が当地域において反乱軍との戦闘を続けてい 
る政府軍部隊に協力することを誓い合った。
これは Paungで上記の人達が集会を開いて討議したもので， 東南軍管区司令 
部戦術部隊長 K h i n M a u n g T h a m i g中佐も出席した。 席上中佐は， 反乱軍と戦 
う政府軍を側面から支援するために，農民は民兵として戦い平和を回復しようと 
呼びかけ，参加農民は満場一致で協力を約した。
▼バセインで反乱軍批難集会— バセイン地区4 村落の農民，漁民，製塩労働 
者が集会を開き，去 る 7 月 Ngaputaw近郊でバセイン=Thingangon間を航行中 
のフヱリーボートが反乱軍の攻撃を受け，僧侶を含む5 人が殺害されたことに対 
して批難した。
▼米価高騰— Kalemyo, T a m u 地区の国境付近では米価が高騰を続け， 先週 
末でパスケット当り60チャットといわれた。
(注） 公定小売価格は普通米バスヶット当り，2905チャットである0
3 1 日▼労働者評議会は来年 5 月に— 社会主義計画党中央組織委員会は労働者評議 







党青年候補生 (lanzin-lu-nge) を対象に，青年組織を準備中であることを明らかに 
した。
反 乱 軍 関 係 日 誌
2 日 ▼ Kyauktaga:白旗共産党地区委員会指導者 1 名 が Sanwinmyaung村 で 逮 捕  
された。
4 日 ▼ M u d o n : Kyagan町をパトロール中の2 名の警官が20名からなる反乱軍の1
ビ ル マ （8 月）
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団を見つけ攻撃，警官 1 名が死亡した。
5 日 ▼ Maubin: Pantanaw郡の数力村からウォーター.ポンプ12台が反乱軍に略 
奪された。反乱軍は約20名からなる一団でまず Pawtawmu村の A R D C の 食 庫 、
からポンプ2 台を奪い，大型ポンプ2 台を破壊した。さらに近隣の村からポンプ 
10台を奪っていったものである。ポンプは池や湖から魚を取るのに使用するため 
らしい<5 .
6 日 ▼ K a w k a re ik: K aw kareik— K y o n a o e間国道の利用者が反乱軍から被害を受け 
ている。 7 人の通行人が水牛の角を示すパツジをつけた制服姿の約60人の反乱軍 
に襲われ，身ぐるみ奪われた。このような事件が一般の道路においても増加して 'を 
きたということである。
7 日 ▼ T a n b ta b in : Henzada— R angoon 間の民間船フエリーボ*-卜が丁]landaing村
8
付近で N D U F 反乱軍の攻撃を受けた。 反乱軍は最新式の武器を装備しており， 
乗客2 名が殺された。 1 名が負傷。
▼ Myaungmya : Kanbe地区の人民警察軍に5 人の反乱軍が投降した。彼らは 
政府と戦争をするのは無益だと考え，投降したということである。またジャング 
ル内での生活もうまくいっていないと語った。ステンガン2 丁，ライフル銃1 丁， 
ピストル1 丁， 9 咖弾丸20個，ライフル統用弾丸等を押収した0
日 ▼ Htantabin: Pandaing村一Anyarsu村間で民間ランチが， N D U F 反乱軍に 
襲われ，村民2 名が死亡， 1 名が負傷した。
▼ Kyaikto: W a 郡 Kyaukpon哨戒所が反乱軍の急襲を受け， 餐 官 1 名死亡，
7 名が負傷した。
▼ Alinyaung:政府軍第92連隊はK N D O 反乱軍と交戦の末， K N D O 反乱軍リ 
ーダーと婦人1 名，子供 1 名を逮捕した。男 3 名，婦人 1 名が死亡。ライフル銃 






▼ Sittang: W a w 郡に約20名以上の反乱軍が侵入，人民警蔡隊員に手りゆう弾 
を投げっけ，警官 1 名死亡， 7 名が負傷した。
▼ Kanbauk: 軍第25連隊は Hebyu郡，Inbya村で反乱軍2 名を逮捕した0
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$ > 日 ▼ Moulmein:県立病院に入院中のK N D O 反乱兵.1名が P P F の手で逮捕され 
た。彼は B a n b w e g o n村出身で4 日夜，P a u n g郡の村を襲った際，負傷したもの 
である。
▼ Yandoon: N D U F 反乱軍1 名がスパイ活動で逮捕された。一緒にいた仲間 
4 人は逃亡した。
1 0 日 ▼ Kungyankon: Twante郡地域の反乱活動に従事していた反乱軍1 名が政府 
軍に投降した。プレンガン1 丁と弾薬17個を押収。
▼ Paung: K N D O 反乱軍第5 連隊に所属しているという14才の少年が重要書 
類を持って投降した。少年は P a u n g郡 K a w m g p w 村の出身で昨年反乱軍に入り 
書類の運搬係であった。
▼ Pyapon:カレン反乱軍リーダーとその部 下 1 名が投降した。
1 1日 ▼ Kutkai: Hohpyet Circleで K I A 反舌し軍によって，Kenaf畑25エーカー，落 
花生畑30エーカーが荒された。
1 3 日 ▼ Moulmein: Ohnshitkon村付近でM O N 反乱軍1 名が警官によって射殺さ 
れた。
1 4 日 ▼ Kyauktaga: C P B 反乱軍の1 団が Zawti村を襲い，綿納織機を略奪した。
▼ Mou l m e i n : Moulmein— Y e 間の鉄道と道路が反舌し軍の地雷によって破壊さ 
れた。O S D，医者， 技術官を加えた鉄道官の一行が直ちに現場に急行， 復旧に 
取りかかった。また婦人を含めた鉄道修理工夫を乗せた列車がY e に向かう途中 
Tinyu— Anin駅間の233/10— 1地点にさしかかった際反乱軍の地雷に爆破され 
た。婦人 1 名死亡。運転手ほか3 名が負傷した。
▼ Pyapon:政府軍第98連隊は Seikma村 （Bogale郡）で共産党反乱軍と交戦，
3 名を逮捕， 3 名が死亡した。ライフル銃3 丁，弾薬，重要書類を押収した。
▼ Bogale ••約30人のカレン反乱軍がKadonkani村に侵入， 魚市場センター， 
炭焼施設を襲い，魚仲買人1 名を射殺した。彼等はまた政府御用酒店，共同販売 
店を破壊した。被害額は300万チャットになるという。
1 5日 ▼ M i n d o n :約180人の共産党反乱軍がM i n d o n町を襲った。警官隊と交戦，反 
乱軍の3 名が死亡， 2 名が負傷したが，反乱軍は2 時間近く町を荒らし，10万チ 
ャット以上の現金と火器20丁を奪って逃走した。
▼ Pa-an: 反乱軍1 名が警察署に投降。ステンガン1 丁， ピストル2 丁， 弾薬 
を押収。
▼ Moulmein: Kawthoolei州 Kawkareik郡のジャングル地帯で反舌し軍と政府
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軍が交戦， 反乱軍側19名が死亡した。 他の反乱軍一隊がHlaingbwe付近の哨戒 
所を攻撃，約20分間の戦闘の後政府軍1 名が死亡。反乱軍は退散した。
1 6 日 ▼ Pa-an: Pa-an地 区 Hlaingbwe郡で政府軍と反乱軍が衝突，反舌し軍7 名死亡， 
数名が負傷した。 この間，武器，弾薬，現金2000チャットが略奪された。
1 7 日 ▼ Yandoon: N D U F反乱軍によってYandoon地区の A R D C堤 防 が 80フィー 
卜にわたって壊され，1000エーカー以上の耕地が水をかぶった。
1 8 日 ▼ Bogale:約 60人の反乱軍が Setsan村に侵入，民家 2 軒， 公営商店 2 軒に押 
入り，物資を略奪した。
日 ▼ Taikkyi: 政府軍第92連隊は Weptpyukon村から20マイル離れたジャングル 
内でカレン反乱軍のキャンプを発見，撤去した。死体一つとライフノ喊3 丁，弾 
薬を押収。
2 0 日 ▼ Pa-an: 第 2 カチン銃隊はNaungtaya村 で K N D O反乱軍 2 名を逮捕した。 
彼らは村から税金を徴収していたところだった。 ライフル 1 丁，弾薬，税金9840 
チャットを押収。
Pyapon: K N D O 反乱軍2 名が政府軍第98連隊に投降。
▼ Myaungmya: K N D O反乱軍の一国がY o ku地区の共同販売店に侵入，6000 
チャット相当の繊維，物資を奪っていた。 さらに近隣の民家から8000チャット相 
当の現金，貴金属， ラジオなどを略奪した。 この襲撃は，充分に計画されたもの 
であったと考えられる。
2 1 日 T Minhla: Tum yaung村の製材場が反乱軍に襲われた。 同所はこれで 3 度被 
害^:受け，558本のチーク材，金額にして30万チャット相当のものを奪われた。
22 日 ▼ Thaton: Meyonlay 村一 Baikkai•村間の Daungtaunggon地点で乗合パスが 
反乱軍に襲われ，乗客のうち 3 名死亡， 8 名が負傷した。
▼ Pa-an: Pa-an地区の 6 力村の農業用品店雑貨商店が反乱軍の焼打ちにあっ 
た。
▼ Moulmein: Kyainkmaraw郡 の Taunggaleで反乱軍とP P F が衝突，反舌L軍 
3 名が死亡した。
▼ Maubin: N D U F 反乱軍は Shwedaunghmaw P P F に捕えられている地区指 
導者を救出するためにP P F を襲った。 しかしP P F の反撃にあい失敗した。
W a k e tn a :約20名の反乱軍がPhyu村に侵入，村 民 2 名に発砲，負傷させた。
Maubin: 哨戒所を襲った反乱軍のために民間人 1 名が重傷を負った。 反乱軍 
3 名は警察所を襲ったが逆に反乱軍リーダーは捕えられた。
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▼ M y a ungmya: E i n m e郡 Htantebin村を巡視中の巡視船が反乱軍の攻撃を受 
けた。政府軍はすぐ反撃に転じ，反乱軍は逃走した。反乱兵1名死亡，政府軍の 
被害はなかった。
▼ Okpo: KNDO反乱軍2 名が投降した。
2 3 日 T T h a to n :約30人の反乱軍がM artaban郡 Kawsaing村に侵入， 9 軒の民家か 
ら，4000チャット相当の現金，貴金属，を略奪した。さらに村民11名を身代金目 
当てに連れ去った。
▼ M o u l m e i n :政府軍はKyaikmaraw郡 Chaungnakhwa村で金を徴収してい 
たモン反乱軍を急襲， 3 名を殺した。
▼ Tanyang: Pansaing近郊で政府軍と約20人の反乱軍が交戦，反乱軍はラパ 
2 頭とアヘン200ビスを失った0
▼ Taikkyi: Okkan 郡，Phayagon, Gaw, Yenetkwe, Nyaunggon からカレン 
反乱軍に連れさられた村民，農地委員会の委員は，舟で移送される途中暗やみに 
乗じて，河に飛びこみ助かった。
2 4 日 ▼ Nyaunglebin: K P L A 第 4 部隊所属のスパイが，政府軍第6 連隊の手で捕え 
られた。
▼ Nyaunglebin: West Zigan村近郊でC P B 反乱軍が交戦，政府軍第6 連隊に 
よって副司令官が殺され，部下は逃走した。村民1 名が死亡。
▼ A k y a b :共産党反乱軍2 名が投降した。
▼ Payadon: カレン反乱軍6 名が政府軍第37連隊（Bogale地区）に投降した。
▼ Kya-in/Seikkyi:モン反乱軍1 名が政府軍第97連隊に投降。
2 5 日 ▼ Moulmein: Hnakaing村でモン反乱軍リーダー1 名が捕えられた。 ライフ 
ノ 丁， ステンガン2 丁を押収。
▼ S h w e g u n :第 7 部隊として悪名高いK N D O 反乱軍は，少なくなった財源の 
新しい源泉の確保のため， 村の教育者から保護税として1 人当り100チャットを 
要求したと伝えられている。
2 6 日 ▼ Minbu:約 30人の反乱軍がSagu郡 K u村に侵入，薬局から医薬品を奪った 
またLetpadam村に最近建てられた三つの警察派出所を破壊した。同所にはまだ 
箬官が配属されていなかった。
▼ W a k e m a :  W a k e m a郡の農夫2 名が反乱軍に殺害された。理由は不明。
▼ Mudon: K a m a w a t村の7 部落がモン反乱軍に襲われた。
▼ Ingapu: Ingppu村一Zaungdan村間でM y a n a u n g発の列車が反乱軍の地雷
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受けた。軍隊が復旧に取りかかっているが，第 3 の地雷が同所近くで発見され取 
除かれた。
▼ M o u lm ein: T h a n b y u n a y a t郡 H n itk a in g村近郊で政府軍と反乱軍が交戦， 
反乱軍リーダーが死亡。部下は逃走した。ステンガン2 丁， ライフノ 丁を押
収0
▼ Nyaunglebin: Zalokkyi村近郊でパトロール隊と反乱軍が衝突，反乱軍 2 名 
死亡， 1 名が捕えられた。
▼ Shwegun: Tetkalaで 村 Saw Ba U  G y iの追悼式を行なっていた K N D O  
反乱軍は政府軍第28連の急襲を受け，敗走した。反乱軍1 名死亡， 2 名が負傷。 
政府軍はライフル銃1 丁，手製リボルバー1 丁，ピストル1 丁を押収した。




ヨ ▼ Danubyu:政府軍第27連隊はChaunglay村において，医局員 1 名と K N D O  
反乱軍1 名を逮捕した。
ヨ ▼ Kyaikmaraw: Kawpanaw村で投降した反乱軍が元反乱軍の仲間に射たれ， 
負傷した。射った仲間のうち2 名が第1 チン銃隊の手で捕えられた。
▼ Tharrawddy: Rangoon— Prome間国道で運走中のトラック4 台が約30人の 
反乱軍に停止させられ，運転手の衣類，現金を略奪した。 2 名が負傷。
ヨ fLashio: シャン反乱軍によってN a m k h a m近くでコントラクター父子が殺 
害された。
▼ Kalunpai: Ye_ Moulmein 間鉄道列車が，Kalunpai 駅一Lamine 駅間で，モ 
ン . K N D O の反乱軍に襲われ，箬備官2 名死亡； 乗客11名が負傷した。 客車2 
輛と郵便列車1 輛が地雷のため脱線，反乱軍は乗客の所持品を奪い逃走した。
▼ Pantanaw: さる2 日N D U F 反乱軍に 8 台の久保田ポンプが盗まれ， 2 台の 
大型ポンプが破壊された件につき，地方 S A C 委員会が設けられ， 問題の究明に 
乗り出した。
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3 1 日 ▼ Pyapon: 14名のカレン反乱軍が政府軍第37連隊本部に投降した。
▼ Zigon: 北 Bawbin地方の村民は，材木運搬道の使用料を反乱軍に支払わせ 
られている。徴収人が村を訪ずれ，100軒の民家から各500チャットを微収してい 
る。




ビ ル マ （8 月）
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9 月の概況
ネ •ウ ィ ン 議 長 は 予 定 ど お り ， 9 月 7 日から1 8日まで米国を， 1 9日から26 
田まで日本を，さらに2 7日から3 0日までタイをそれぞれ公式訪問した。特に，
米 •日訪問ではビルマの外交政策の基調に変化のみられたところはなかった 
し， いずれの訪問においても何ら具体的な話合いがなかったようである。 し’ 
かし， この訪問が実現したこと自体にビルマの変化を見ることは出来た。 こ 
うした変化の兆しは， 国内政策にも現われている。2 7日，34品目の農水産商 
品の国家統制解除令は，単なる流通機構の改革を意味するだけでなく，革 命 _ 
政府の政策的変化の表われと考えるべきであろう。 .
財政年度末にあたり，来 年 度 （1966〜67年度）予算と国民経済報告書が10 
日に発表され，来 年 度 予 算 が 「新 4 力年計画」 の 第 1 年度予算として編成さ 
れていることを強調している。 また， 9 日には国有化銀行の補償措置が決定 
され，1 2日 に は 新 通 貨 （10月 1 5日実施）発行が明 .らかにされた。 この新通貨 
発行に関する大蔵省声明の中で，小 額 通 貨 の 不 足 は 反 政 府 分 子 の 退 蔵 に よ る 、' 
ものであると指摘されていることは特に注目したい。 ..




ネ •ウィン革命評議会議長は当初の予定どおり， 9 月 7 日に米国を訪問， 
ジョンソン大統領と2 回に亘る公式会談を行ない。 さらに1 9日， 日本を訪問 
佐藤首相と会談した。
ネ •ウ ィ ン 議 長 の 米 .日 訪 問 に は 夫 人 お よ び 8 名の随員が同行した。 8 名 ’ 
の 中 に は 革 命 評 議 会 員 •空 軍 参 謀 長 •情 報 文 化 相 タ ウ ン •ダ ン 准 将 ， 中央軍 
管 区 司 令 官 Tin U 大佐，官 房 長 官 K 〇 K o 大佐が含まれている。 .
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議長の米 •日訪問の日程は大体次のようであった。
7 日 ニ ュ ー ョ ー ク 到 着 ， J. W . S y m i n g t o n外務儀礼長官の出迎えを受 
. け， ラ ン グ レ イ 空 軍 基 地 （ヴァージニア） を訪問。史跡ウィリアムパ
S .. ーグ泊。
8 日 ヘ リ コ プ タ ー で ホ ワ イ ト •ハ ウ ス へ 。 ジョンソン大統領， ラスク長 
官らの出迎えを受ける。大統領夫妻と ワシントンを歓迎パ レ ー ド 。昼 
丨ン 食会出席〇午後，大 統 領 と 第 1 回会談，歓 迎 レセプションに出席。
9 日 ラ ス ク 国 務 長 官 と 会 談 。 ジョンソン大統領と第2 回会談。 レセプシ 
ン ョ ン 。米 • ビ ル マ 共 同 声 明 発 表 。
1 0日 米 空 軍 特 別 機 で ニ ュ ー ョ ー ク へ 。国連本部を訪問。 ウ •タ ン ト 事 務  
総長と会談。公式日程終了， ホノルルへ。
1 9日 羽 田 着 。空港でステートメント発表。迎賓館泊。
2 0日 正 午 ，天皇に謁見。午後，佐藤首相と会談。
2 1日 箱 根 へ 。
. 2 6日 ビ ル マ •日 本 共 同 声 明 発 表 。離日， バンコク着0
3 0日 正 午 帰 国 。
ち . . '  〔米国の態度〕
ネ •ウ ィ ン 議 長 は 米 国 で は ， ジョンソン大統領と 2 回の会談を行ない， さ 
らにラスク国務長官との間にも話合いを行なった。会談の成果としては，具 
体的な內 容はなく，諸問題の意見交換に終ったようである。
しかし， 9 日に発表された共同声明には， ジョンソン大統領がビルマの東 
南アジアに占める特殊な地位と利害関係を尊重することを約束し， ビルマの 
中立政策を評価したことが述べられている。 また， ジョンソン大統領は， 9 
(• .日 の 歓 迎 挨 拶 の 中 で 「ビルマの終始変らぬ国連支持と，核停条約の調印， 18 
fe、. 力国軍縮会議の参加に対し敬意を表する」 と述べ， ビルマの外交姿勢を評価 
丨 . するとともに，米国の東南ア政策の基調がビルマの現在の政策と基本的に一 
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体的な内容， あるいはまた，何 等 か の “約 束 ” が取りつけられたかどうかは 








ビルマの中立外交は， い ま ま で と か く 「中国寄り J な い し は 「東寄り」 と 
理解されていた。 しかし， ビルマ政府にしてみれば， 「厳正中立」 は文字ど 
おりの中立を身上としてこれを志向していたに過ぎないが，従来米国にとっ 
て有益でなくとも無害とされてきた「厳正中立」 自体が， 今や無益なだけで 
なく有害となりうると映じてきた。去 る 2 月2 4 日に報道された米国政府筋の 
談話では， ビ ル マ に 対 し て 「米国に有利となる平和的政策変化を望む」 とし 
その理由として， 「米国がベトナム戦争で莫大なエネルギーを費やしている 
以上， ビ ル マ に 何 ら か の “変化” が起ることは好ましくない。 しかし，平和 
的に米国にとって好ましい方向に変化することは望むし， それをなしうるの 
は •ネウィン議長において他にいない」 と言明している。 これによって明ら 





情勢の下では， 自 分 の 訪 米 を “変化” として受取られたくない事情がある。 
なぜなら，国 内 で は 「ビルマ社会主義」建設に全力を傾注し， しかも， 自力 
達成をスローガンに努力している。 ビルマ社会主義建設の第1 段階は， あく 
までも外国資本の追放であり， 「封建主義」 と資本主義との闘いとされてい 
る。 しかも， この過程は昨年すでにほぽ目標に達したとして， 国家による各 
部門の再建と新しい建設段階に入っている。 こうしたビルマの国家建設は特
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にソ連，東欧から評価され， その努力に賛評を送られてもいる。また，中国 
からは公式的態度表明はないが， かなり積極的な協力が与えられ，特に 中 国 • 
ビルマ経済技術協力協定に基づく軽工業（精糖，製紙，合板，納績） プラン 
卜の建設援助は順調に実施され，経済建設における将来の役割が期待されて 
ぐ い る 。 こうしたビルマを取巻く事情からすれば，米国が期待するようなビル 
. マ の “変化” を， 簡単にネ•ウィン政府が志向するとは考えられないことで
あろう。議 長 訪 米 が “変化” とうけ取られたくない事情は正にここにある。
' こうした事情にもかかわらず， ビ ル マ 政 府 の “変化’ の兆しは議長訪問を
契機に増々濃くなっていると見られるが， その積極的な理由は，経済困難と 
ネ •ウィン政府の苦悩に見出すことが出来るのではないだろうか0 
. . .す で に 建 設 と 再 建 段 階 に 入 っ た と い わ れ る 「ビルマ社会主義」は，急激な 
過程を経て来たということに加え，反 政 府 （反社会主義）的な機運が底流と 
して存在したことにより， ぬきさしならぬ困難に直面しなければならなかっ 










ければならず， しかも新4 力年計画による建設の第1 年 度 （1966/67年度） 
にも当る現在，政府は何らかの形で解決策を講 .ずる必要があった。当面の外 
貨事情の悪化とそれに伴う建設資金の不足は， 「中立外交」 をたてまえとし 
ながらも，外国援助の導入に頼らざるを得ないとの結論は，米 •日 訪 問 と い  
う具体的行動によって示されている。 しかし，米国や日本で具体的な援助要 
請が行なわれたかどうかは明確ではないが，何らかの素地を作り得たのでは 
ないかと推測されている。それ以 外 に ネ •ウ ィ ン 首 相 自 ら ，米 •日 を 訪 問 す
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る理由が見当らないのではないか。
なお，経済の動脈ともいうべき流通問題にっいては，34品目の統制解除令 
( 9 月2 7日） をもって，解決への方向を明らかにした。 これによって， 「社 
会主義」の性格が変化する兆であると判断することは，早急には出来ないに 
しても， 国 有 化 が 「ビルマ社会主義 J の中核であるだけに，今後の成行きが 
注目される。
いずれにしても， ネ •ウ ィ ン 議 長 の 米 •日 訪 問 と 統 制 解 除 令 は ビ ル マ 「社 
会主義 J の新たな方向を指し示している。
令労働者評議会の結成問題
3 日，ミンガラドンで開かれた第12回労働問題講習会で， 計画党中央組織委員会労 
働者問題対策局長マウン•シュウエ大佐は労働者評議会結成にっいて要旨次の様に述
ベた。
















鉱業省セミナーは，鉱業関係各機関が参加して9 月 5 日から7 日迄の3 日間開かれ， 
鉱業生産事情および開発問題などが討議されたが， そのうち鉱業開発公社と人民ボー
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ドウィン産業の報告要旨をまとめた。
鉱業開発公社
鉱業開発公社総裁 Hla A u n g 大佐は次のように報告した。
⑴ 公 社 管 理 の  Yadanabom，Mawchi，Heinda，Kyaukmedaung，Y a w a  鉱山の 
錫， タングステン生産は，1963/64年度は目標の7 5 % であった。1964/65年度は50〜 
7 5 % ，今年度は5 0 % にしかならなかった。
⑵ Kalewa炭田は1964〜65年度， 産 100ト ン （年 産 3 万7000 トン）が見込まれ 
ていたが，実際には Ramplough坑の採堀がうまくいかず， 2 5 % 台に止まった。今 
年は日産5 0 トンであった。20万トンの銑鉄を作るためには，全国でさらに50倍の出 
炭 量 （日産2500トン）が必要とされる。
⑶ 重 晶 石 の 生 産 は ，当初の計画目標では月産7 0 0トンである。








人民ボードウィン産業経営委員会議長Thaking Chan T u n は，今年度の当産業生産 
事情について次のように述べた。
⑴今年度当産業は合計 16万トンの鉱石を採掘する予定であった。 しかし，産業 
は過去11力月間にすでに15万 1416トンの実績を上げることが出来た。
なお，そのうち鉛は1 万3200トンを目標にしていたが，11力月間で1 万3166トン 
• を達成，銀は目標85万オンスであったが， 11力月間で105万2138オンスを達成した0 
⑵ そ の 他 亜 鉛 ，銅，ニッケル，アンチモニー質鉛の生産も目標を上廻った。
♦丨966/67年度予算発表
革命評議会は9 月 10日，1966/67年度予算を承認するとともに，1966年予算案法を蹕 
可した。予算は，国民予算と国家予算とになっている。
国民予算
⑴ 国 民 生 産  -(単 位 1 ，000万チャット）
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受取 支出 差引
定 1，135 1,000 +  135
定 — 133 -133
定 — 8 - 8
定 — 2 - 2
定 — -
定 43 50 - 7
受取 支出 差引
貯 蓄 勘 定 25 22 +  3





計 1，203 1，197 +  6
⑵ 受 取 内 容
255
( 単 位 10万チャット） 
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64/65 65/66 66/67 64/65 65/66 66/67
農 業 244 231 267 輸 送 90 94 106
林 業 51 42 44 通 信 4 3 3
畜 産 •水 産 業 68 64 72 金 融 17 17 17
鉱 業 12 12 15 政 府 機 関 128 139 149
製 造 業 427 435 502
家赁 およびその他サービス 67 68 70
電 力 7 8 8





総 生 産 1，457 1，461 1，661









1 .  総 生 産 額
(小売価格）
生 産 
サ ー ビ ス
商 業











6 . 国内消費差引残 
高 （3 +  4 —  5) •
805 931
7 .  消 費 額
8 .  投 資  額







1 人 当 り 生 産 額  
1 人 当 り 所 得 額  
1 人 当 り 消 費 額  









3 . 国 民 総 生 産 額  
( 1 - 2 ) 808 926
4 .  国 内 消 費
輸 入 価 額
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租 税 1，302 州 か ら の 収 入 87
関 税 3,441 公 社 か ら の 収 入 89,067
消 費 税 409 地方公共団体からの収入 9
商 業 税 1，280 負 債 勘 定 か ら の 譲 渡 10
所 得 税 14,146 借 款 勘 定 か ら の 譲 渡 4,287







総 収 入 120,329
水 産 81 外 国 借 款 お よ び 援 助 1，081
ゴ ム 1 日本賠償および技術援助 698
国 営 宝 く じ 135 国 際 機 関 援 助 30
そ の 他 の 収 入 311
計 122,138その他販売およびサービス収入 1，139
⑶ 外 国 借 款  （単 位 10万チャット）
世 銀 ソ 連
⑷ ラ ン グ ー ン 港 664 ⑷ 贈 与 交 換 329








⑹ 蒈 察 372
ユ 一
ゴ 26
(c) P L 480 2 ，196 総 計 8，158
⑷革命政府支出内訳 ( 単 位 チ ャ ッ ト ）
⑴ 革 命 評 議 会 52,203,630 保 健 省 104，179,070
(2) 譏長官房および内閣評議会 8 ,662,940
労 働 省 3,707，100
内 務 省 157,478,710
文 化 省 3,226,490
情 報 省 35,110，160
社 会 福 祉 省 3 ,893,270
司 法 省 26,451，550
救 済 •復 興 省 4 ,982,730
民 主 化 省 433,740
農 林 省 145,783，160
移 民 * 国 民 登 録 省 17,678，140
土 地 国 有 化 省 20,624,450
外 務 省 15,235,000 ェ 業 省
2 ,965,600
国 家 計 画 省 3,791，270 鉱 業 省 249,580
国 防 省 549,938,000 運 輸 •通 信 省 77,516，190
教 育 省 250,720,880 公 共 事 業 - 住宅省 91,778,550
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大 蔵 省 55,287,390
貿 易 省 3,248,830
協 同 組 合 省 7,574,420
年 金 • 恩 給 47,833,580
チン特別省行政府 12,744,780
恩 給 • 給 付 金 15,700,000
み
7K 教 問 題 1，725,750
負愤 返債•利子支払 56,354,790
補 助 金 22,482，180
融 資 . 貸 付 41，400,940
⑶ 州 予 算
シ ヤ ン 24，133,040
力 チ ン 15,029,950
力 ヤ 5,204,790
コt ウ ト レ イ 11，683,970
⑷ 局. 公 社 予 算 996,007,500
⑸ 地方公共団体予算 77,705,720
♦国有化銀行の補償問題






.国有化直後， 定められた補償額より多額を受けとった4 外国銀行と3 民族銀行は， へ 
政府にそれぞれ91万0321チャットと33万5972チャットを返済しなければならない。
また，国有化時に欠損を出し， 国有化直後に，国家から資本の償還を受けた3 外 国 で  




( 1 ) 10民族銀行と14外国銀行は，1963年の銀行国有化法により，1963年2月23日 
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1. India (overseas) Bank L td, K  148,716
2. M ercantile B an k L td. 59,628
3. U nited co m m ercia l B an k L td. 23,355
4. Punjab N ational Bank 261，911
5. N ational &  G rindlays B an k L td. 940,058
〔民族銀行〕
6. T h e U nion of Burm a C o-operative Bank 286,771
7. T h e R angoon B an k L td. 47,674
8. Tl he Burm a N ational Bank L td. 2,269,387
9. The Burm a E astern B an k i t̂d. 36,979




1 .  H abib Bank (O verseas) L td.
2. N etherlands Ir a d in g  Society
3. Overseas C hinese Banking C orp. L td.
4. Indian State Bank
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5. A v a  B ank L td . 9 3，160
6. E xp o rt Im port B ank L td . 229，167





•1. I nman C entral B ank L td .
2. C h artered B ank
3. H ong K o n g Shanghai B ankin g Co rp o ra
〔民族銀行〕
4. Burm a Econom ic Bank L td.
































— 259 — — (265)—







1 ピアスの小額新貨幣を発行すると発表した。 この発表は，大蔵省布告として出され 
, たものである。 •
O 1966年9月12日付大蔵省布告















4 .  新貨幣は，全国をつうじて，各銀行および支金庫に充分な量が配分される。 
また，新貨幣は，1966年10月15日に発行される。また，運輸，通信その他関係機
関については，；̂要に応じて，10月15日以前に発行される措置がとられる。
5 .  流通旧貨幣は，新貨幣が発行されても法定通貨として使用出来る。いいかえ. 
れば，新•旧両貨幣とも法定通貨として使用出来る。
6 .  また，いかなる人も，必要であれば，銀行および金庫で旧貨幣を新貨幣に， 
また紙幣にも交換出来る。
—~■ ( 266)— —  260 —
命34品目の統制解除
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( i)  生産者の利益にいかなる損害も与えない経済的レートで消費者に商品を
提供する。
(ii)  上記政策の効果的実施に必要と思われる交易機構および手続を再組織あ
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( i)  国営および協同組合交易活動に損害を与えることなく，誠実に民間取引 
業を行なう。
(ii)  価格を抑えて商品を購入すること，商品を退蔵すること，過大な利潤を 
得るために投機すること，過大な価格で商品を販売することなどを止める。
(iii)  統制商品を取扱うこと，闇取引行為をすること，所得税の支払いを停止 
すること，取引協定を破壊すること，国家法令を犯すことを止める。
〔一般大衆〕
( i)  農民および労働者は，国家計画に従い生産の恒常的増加のために労働す 
る0
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日 誌 （9 月）
1 日▼ガラス製品生産増加 — ラングーン市 Kamayut地区にあるガラス製品工場 
で今年，労働者の努力により著しい生産増加を示した。
当工場は1955年 に U  Kyin W a n によって設立され，40種数のガラス器具を生 
産している。
生産増は特に今年，工業開発公社向けの灯火外装（3 万 3 千個)， 農産物種子 





▼第 1 条交易公社，搾油工場などの監督権を接収— 第 1 号交易公社( U B A M  
B ) は， 精麦工場，米油搾油工場，その他搾油工場の監督権を工業局食料産業計 
画部から接収した。
なお，今度接収された主な工場は，Yadanabon米油工場，Standard米油工場， 
ビルマ農業油工場，Sein K y a w米油工場，Bandoola米油工場， Shwethemin米 
油工場などで，地方治安行政委員会の指示に基づき構成される監督委員会の下で 
操業をすでに開始している。
2 日▼労働災害一 社会主義計画党月報は，1962年 3 月から1966年 4 月までの労働 
災害をまとめた。これによると，当期間中に13の死亡事故を含め，合計 1 万5762 
件の労働災害が起ったと発表している。このうち1 2 %は機械および装備の故障に
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るもので，残り8 8 % は労働者の不注意によるものであった。
▼官僚主義を增長するな— Pa-a nでコウトレイ州担当官会議が開かれ，州評 
議会議長 Saw Hla Tun , 委員 P’doh Ba T u n，U  Po Aung，東南軍管区司令官 
K h i n Z a M o m 大佐，Pa-a n地 区 S A C  ■長 N g w e T u n 中佐，計画党代表，San 
M y a  S h w e中佐らが出席した。席上，Saw Hla T u n議長は， 「政府関係地区担 
当官はビルマ社会主義への道の方向を断固確保し，官僚主義の台頭を防がねばな 
らない」などと述べた。





▼新日本大使出発— 新らしく駐fl大使に任命されたU  Ra S h w eは日本に向 
け出発した。空港には高瀬駐ビルマ大使，タン•セイン大佐，Chit K o  K o 大佐， 
K y a w 大佐，外務次官 U  T u n  S h e i nらが見送った。
3 日 ▼労働者評議会は 12月 1 日に結成— 社会主義計画党中央組織委員会労働問題 
局書記長マウン•シュウュ大佐は，中央政治科学校が労働者評議会について説明 
し，評議会の結成は12月 1 日から行なわれると発表した。なお，1966~67年度は 
100市町村に，1967〜68年度は200市町村に結成される予定である。 （内容要旨は 
命特記事項参照）
▼ F A O 総会には Min Thein大佐— 9 月 12日と13日，韓国のソウノレで開かれる 
第 1 回飢餓解放キャンペーン国家会議と，15日から開かれる第8 回 F A O 総会に 
出席する代表団団長に，農業局長M in T h e in 大佐が決定した。
▼松野農相ビルマ訪問— 11月 3 日〜5 日に予定されている松野農林大臣の東 
南ア訪問の中で， ビルマにも訪問することが明らかにされた。
▼反乱軍批難集会— W a k e m a市 で 9 月 1 日約 1 千人の労働者， 農民が集会 
を開き，反乱軍を批難した。
4 日 ▼ Magyigonダム完成— メイクテイラ県Thazi郡 Magyiganダムがこのほど 
完成して，米作地500エーカーに対する給水がまもなく開始される予定である。 
このダムは主に灌漑用としてS A C 村落灌漑開発基金2 万725〇チャットによって 
建設されたものである。
▼交易事務所が批難さる— ラングーン市Hlaing地域で交易担当官， 消費者 
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ビ ル マ （9 月）
委員会， S A C および党代表が会議を開いたが， 主な攻撃目標は交易亊務所の行 
為に向けられた。





5 日▼交易公社人事異動— 貿易省は8 ^ 2 9 日付で，交易公社の人事異動について 
布告を発令した。これによると，次のような人事異動が行なわれた。
第 1 号交易公社（農産物)，U Ba Zam (第13号へ）に代わりU  Ngwe Soe 
がメンバーに。
第 3 号交易公社（畜産物)，Thakin L U A y e が第13号公社メンバーに。
第 4 号交易公社（パン . 菓子)，U  Soe O k e が解任0
第 9 号交易公社（印刷物)，Thakin Kyaw Seinが U  Tin S h w eに代わリメ 
ンバーに。
第13号交易公社（機械類)，Thakin Lu Aye, U  Ba Zan が U  Ngwe Soe 
(第 1 号公社に），U  Myat S o e に代わりメンバーfc0
第18号交易公社（工業原料)，Tin  A u n g中佐に代わり，Kyaw  S w a 少佐が 
議長に。
第21号交易公社（監査)，U  Nyun L w inに代わり，Tin  P e 中佐が議長に。
第22号交易公社（M E I C ), U  Ba T h w e に代りU  Win  M y a がメンバーに。 




昨年度に比し3 . 8 %増であった。原油産出は昨年度を1 千万ガロン上廻った。」 
さらに，鉱業相は鉱業開発公社などについても説明した。




▼協同住宅建設計画— 国民住宅局は，来年度に，T h u w u m m 地区で協同住宅
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7 日 ▼ ネ •ウ ィ ン 議 長 ，米国訪問--- ネ•ウィン議長夫妻と8 名の一行は，ニュー
ヨークに到着した。ネ.ウィン議長はジョンソン大統領の招待を受けた公式訪問 







▼ネパール外相訪緬--- Kirit NidM Bistaネパール外相は9 日，ビルマを親善
訪問する予定である。





イン産業経営委員会議長Thaking Chan T u n は，「人民ボードウィン産業は今財 
政年度末（9 月末）までに鉱石16万トンの精練を達成するであろう。この数字は
— (274)— 一  Z68 一
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目標（10万トン）を大幅に上回るものである」と述べ，人民ボードウィン産業の 
生産実績と計画について説明した。
8 日 ▼ ネ •ウ ィ ン 議 長 ，米大統領と第1 回会談一一訪米中のネ•ウィン議長は，午 
前中ヴァージニア州の史跡ウィリアムスバーグからワシントンに到着，ホワイト 
ハウスで1 時間以上にわたる第1 回正式会談をした。
▼住宅相ら精糖所などを視察— 公共事業•住宅相セイン•ウィン准将> 運輸 
通信相タン•セイン大佐，工業労働相マウン•シュウヱ大佐はSitlangで建設中 
の製紙工場およびBillin精糖所を視察した。




▼精米所，労働者に引渡される— シュウボ地区K aw lin村 の M yathida精米 






また，その後ジョンソン大統領主催のレセプションに出席した。なお，第 2 回 
会談にはマクナマラ国防長官も同席した。
1 0日 ▼15>66/67年 度 予 算 発 表 一 革命評議会は，1966/67年度予算および予算法(1966 
年）を承認，これを発表した。なお，評議会は同時に， ビルマの経済白書ともい 
われる“ Report to the People”を発表した。
(注） 予算及び‘R 印 to the People” に関しては命特記事項並びに資料参 
照。
▼ネ•ウィン議長，ウ•タント事務総長と会見 — ネ•ウィン議長はニューョ 
ークを訪れ， ウ•タント事務総長の歓迎を受けた。
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1 3日▼訪米中のネ •ウィン議長 — 訪米中のネ•ウィン議長はロスアンゼルスを訪 
間し，後ホノルルに向かった。
▼タン•セィン大佐， ミチナヘーー運輸 .通信相，計画党中央組織委員会統合 
書記長はカチン州都ミチナを訪れ，運輸•通信，経済一般，党組織状況などを視 
察した。





1 5日 ▼ 外 相 ，国連総会へ— ウ•ティ .ハン外相は第 21回国連総会に出席するため 
ニューョークへ向って出発した。空港にはセイン.ウィン准将，ラー •ハン大佐， 
マウン.ルウィン大佐らが見送った。なお，外相の他に代表団として，党代表 
Saw P r u中佐， Hla T i n少佐， 司法省代表U  Hla Thin外務省国連局U  Zaw 
W i n らが同行した。さらに，ニュヨークでは，U  soe Tin国連代表，U  Ba Saw 
駐ソ連大使，U  Tun W i n 駐米大使らが合流する。
▼記録的な新油井一 最近，人民石油産業による新油井で画期的な出油量を記 
録した。Myanaung地域の二つの新油井は，それぞれ日産700,800パーレルを記 
録した。 これはP O Iの前身ビルマ石油会社時代に記録した5 0 0バ ー レ ル （2 万 
2 千ガロンの3 倍にあたる。
▼閣僚の動き
〇工業•労働相マ■ウン . シュウ;t大佐，工業省次官Maung Maung K h a大
ビ ル マ （9 月）
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佐，労働省次官K h i nMaung  L a y中佐はラングーン市および周辺の国営綿繊
維工場，民間絲織工場を視察した。
◦内務相チョウ•ソウ大佐は警察序長官〇hn P e中佐と共にマグウェ， ミィ
ンブーを訪れ，関係者と内務所轄諸問題を討議した。
〇鉱業相タウン•ティン大佐はM y a n a v m gを訪問，油田地区を視察した。 .卜
1 6日▼交易公社人事異動— ■政府は1965年12月21日設置された交易公社（第 1 号〜
第22号）の総裁およびメンバーを改正した。
政府は1965年10月19日人民販売公社を解散し，新らたに9 名の評議員から成る :マ 
交易評議会を設立した。評議会の下に執行委員会，交易公社（第 1~ 2 2号 ）を 設 ^ g  
置した。
なお，今回の決定により総裁人事の異動があったのは，第18号交易公社（工業 
用原料)，Tin A u n g中佐に代わり，Kyaw  Z w a 少佐，第21号交易公社（検閲，






T ネ•ウィン議長，ハワイへ— 訪米中のネ•ウィン議夫妻はハワイで休美し 
た。
1 7日▼情報局長に U Ohn Pe— ビルマ通信者編集長U  Ohn P eが情報局長に任命
された。
▼錫の輸出状況— 鉱業開発公社鉱物資源調査局職員セミナーの席上，当公社 
総 裁 Hla A u n g大佐は鉱業開発の現状を説明し， 「公社は1965/66年度錫および 
タングステン1 千万チャットを輸出した。1966/67年度目標は,2 千万チャットで 
ある」などと述べた。
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会設立準備に携わる組織者に対する第1 回訓練講習会を開会した。このコースは 
10月 1 日まで行なわれ，計画党全国15区の代表者80人が出席した。なお，席上労 
相は次のような演説を行なった。
( 1 )  労働著評議会の設立は1963〜64年以来準備を進めてきた。評議会は常に
人民の奉仕を目的とするものである。このコースは評議会設立準備を中心にな
って実行するためのものである。
( 2 )  なお，現計画によれば，労働者評議会は1966~67年度内に100郡で設立
され，1967〜68年度内に200郡で設立されることになっている。
T U Ba N iオートリア大使に一_ 革命政府は駐チヱコ大使U  Ba N i を駐ォー 
ストリア大使の兼任を任命した。







よる歓迎の昼食会に出席した。昼食会にはU  Ba S h w e駐日大使と随員も同席し 
た。
2 1 日▼国有化銀行補償公団が業務を開始— 国有化された民族銀行に対する補償の
支払いを取扱うために銀行国有化委員会によって組織された補償公団が第19号人 




2 2 日 ▼ NDUFが分裂— N D U F  (民族民主統一戦線）として知られるMahn Ba Zan 
に率いられる反乱軍が9 月始め以来，重大な派閥抗争のため統一戦線たり得なく 
なった。
有名なK N D O 第 7 旅団を率いるB o M y a は， N D U F から公然と離脱し， ま 
た，Georgeという男が率いるトングー県Kyaukkyi郡内の約100名の反乱軍は， 
N D U F ぉょび6〇1^&の両方に対して叛旗をひるがぇした。
先 に N D U F を離脱していたペグー県Shwegyin郡 の Mollyと Bo La Yaung
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が率いる一派はおどされてB o M y a配下に加わった。
分裂は B o M y a の軍国主義路線とM ahn B a Z a n のマルキスト路線が衝突し 
て起きたものといわれる 。 B o M y a は最初から統一戦線を信用していなかったと 
伝えられている。
彼は， K N D O の唯一の目的はカレン独立国の樹立であり， それ以外のために
戦うつもりはないと語っていたといわるれ。
▼合板工場建設順調— karnyutに建設中の国営木材局第3 号合板工場の建設 
は順調に進む。来年 6 月に完成予定となった。








▼ビルマ出国外国人数— 1963年4月16日から1966年 8月30日までにビルマを 
出国した外国人は，合計17万 1675人であった。 うち，インド人14万8359人，パキ 
スタン人1 万4092人であった。
▼計画党中組委に民間人一一情報省政策局長 U  Saw  O o は1〇月1 日付をもっ




1 千 ト ン （16万チャット） を援助すると通達した。 なお， この肥料は A R D C に 
よって配布される。
2 4 日 T 消費者委員会が販売を停止？— ラングーン市T h in g an g y tm 交易事務所は， 
倉庫に洋傘， レインコート，ゴム • スリッパー，などの大量の商品がねむってい 
ることを発見した。
当地域における販売額は，以前には1 日当り3 万チャットから10万チャットで 
あったが，今では2 万チャットに落ちている。このように，倉庫にねむっている 
にもかかわらず，販売額が落ちていることについて，交易事務所としては商品が
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▼ 第 3 回宝石見本市は丨0 月に— ビルマ輸出入公社は10月中に第3 回ビルマ宝 
石見本市を開催することを決定した。
なお，この写石見本市は過去2 回催され， 第 1 回目 211万 1902チャット，第 2 
回目1060万1737チャットの外貨獲得の実績を示した。
▼フィリピンはビルマ米3 万トンを輸入— フィリピンの‘マ ニ ラ タイムス” 
誌の報じるところによると， フィリピンは，今年の米不足に鑑み， ビルマ米3 万 
~  3 万 5 千 トンを輸入する予定であるという。
2 5 日▼バセインで労働者大集会 — パセインで政府職員，工場労働者など1 万人が 
集会を開き，労働者評議会設立について討譲した。
席上，労働者代表が評議会設立大綱を説明した。
▼ ネ•ウィン議長東京へ — 訪日中のネ•ウィン議長は箱根で4 日間の静養の
後，東京に戻った。






▼駐ギリシャ大使にU Maung Maung— 革命政府は駐ギリシャ大使に，現駐ユ 
ーゴ大使 U  M aung M a u n gの兼任を命じた。
▼反乱軍批難集会— ミャンミャ近郊Y o k u村で400人の農民 .労働者が反乱軍 
のテロおよび破壊活動に対する批難集会を開いた。
なお，当集会には郡 S A C 議 長 K h in M aung  N y o 中尉，党役員 U  A ung  Sw e  
らも出席した。
2 7 日 ▼ 食 料 品 34品目を統制解除— 革命政府貿鉍省（貿易相ティン .ぺ准将）は， 
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〇中央交易評議会は， 布告第1 0 , 第11号による交易公社第1 号 （農産物 )， 第 
2 号 （水産物）の統制解除品目についての指令を発表した。
(注） 令特記事項参照。
〇中央治安行政委員会は34品目の統制解除に関する諸措置を全地区 S A C に通 
達，交易公社，郡交易機関，協同組合に対して布告の実施に関する作業を援助す 
るよう要請した。 》
▼ネ .ウイン議長，タイを訪問--- ネ •ウィン議長は26日夜，東及からパンコ
クに到着し， 4 日間のタイ訪問の途についた。
ネ•ウィン議長は27日朝，王宮で皇后と会見した。午後， タノム首相と会談し




ることを期待してあまり買おうとしない。 な お 価 格 は そ れ ぞ れ ， チ リ ー （1 
v is s当り） 15チャットから 8 チャット， ガーリック17チャットから7 . 5 0チャッ 
卜， 玉ねぎ 8 チャットから4 . 5 0チャット， ポテト7 チャットから2 〜 3 チャッ 
卜，乾エビ50チャットから30〜20チャット， ビルマ葉タバコ13チャットから5 〜 
10チャットへ下落してV、る。 .




第39号 （1964年 3月 19日），第49号 （19 6 4年 4月 9日 ）に基づき，全国601の消費
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なった。なお 9 月 1 日現在，村落協同組合は1 万2265を数え，その中には21のエ 
業協同組合，400の一般協同組合も含まれている。








タバコは2 0 % ほど下落している。 しかし，このように価格は下がっているが，ま 
だ公定価格よりは高値である。 この価格の値下がりは，以前の高値をつけた闇価 
格に比較すれば下落しているということが出来るだけである。
▼消費者代表が交易担当官を非難— ラングーン市 T h in g a n g y u nの消費者委 
員会は9 月2 5日以来会合を重ね，当地区における販売状況に関する交易監督官の 
意見を討議した。 その結果，交易担当官の商品配分を制限しているという意見 
(24日の項参照）を否定し， この指摘を批難した。
T U Bo Ni，ハンガリー大使に— 革命政政府は駐ハンガリー大使に， 現チェ 
コ大使 u  B a N iの兼任を命じた。
3 0 日 ▼ ネ •ウ ィ ン 議 長 帰 国 一ーネ•ウィン議長夫妻とその一行は正午，特別機でパ 
ンコクからミンガラドン空港に到着した。なお，空港にはテイン•ぺ准将，サン 
•ュー准将ら多数が出迎えた。なお，ネ•ウィン議長夫妻は，去る 7 月2 1日， 口 
.ンドンへ向い， 9 月27日から18日まで米国を訪問，19日から26 日まで日本，26 日 
から30日までタイをそれぞれ訪問して， 2 力月半ぶりの帰国である。
▼ A ngyi造船所を国有化— 運輸通信省は， ラングーン市D a lla h地区の A ngyi 
造 船 所 （前ボンベイ•ビルマ会社）を接収した0
当造船所は一時300人の労働者が居り，政府向けの小型船舶を建造していたが， 
今では45人しかいない。
, — (282)— —  276 —




W orking People's D ailv 9. 9.









た。 「貴下の指導下に， ビルマは国利民福に役立つ独自の外交政策を推進して今日に- 
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W orking People's Daily 9.10.

















W orking People's Daily 9.10.
ビルマが独立国として成立して以来20年近い年月が経過しました。 しかし， ビルマ 
は新興諸国が直面している諸問題と同一の問題と現在取組んでおります。 ビルマは国 
民の世襲権利を国民に確保させるためと民生を安定させるために， 経済，社会，政治 
の各分野に適正な改変修正を施すことに専心しております。 しかし， ビルマは国内問 
題に忙殺されているにもかかわらず， 国際平和と世界の安定とを増進するために応分
• — (284)—  _ 278_
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われわれが核兵器保有国の増加を憂慮する場合には， 北京は当然関心の的となる。 し 
かもビルマと中共との国境線が12〇0マイルに及んでいることは注目すべきである 。 （ A  
P 通信）









W orking People's D aily 9.11.
9 月 10日付ワシントン発報道
訪米中のビルマ革命評議会議長ネ•ヴィン将軍とジョンソン米国大統領とは， 2 日 
間にわたる会談の終了後， 9 月 9 日共同声明を発表した。 声明全文は下記の通りであ 
る。
1 .  ジョンソン大統領の招請を受けて， ビルマ連邦革命評議会議長ネ•ウィン将 
軍閣下はアメリカを公式に訪問した。アメリカ滞在中に，同議長は大統領および米 
国政府要人達と会見した。
2 .  ネ•ウィン議長夫妻と随員一同とは，米国官民から熱誠こもる歓迎と款待と 
を受けた。同議長はこのような歓迎と款待とを受けたことにつき，米国官民に衷心 
から謝意を表した。
3 .  滞在中に大統領と議長とは，アメリカとビルマ連邦との現行友好関係を促進 
するため討議を行ない，両国共通の国際諸問題につき意見交換を行なった。討論は 
友誼と相互理解とに充ちた雰囲気のうちに行なわれた。
— (286)—  — 280 —
ビ ル マ （9 月）
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ピ ル マ （9 月）
ネ•ウィン革命評議会議長のアメリカ離国の挨拶
W orking People's Daily 9.12.


























L • B  •ジ ヨンソン
アメリカ大統領宛電信文 
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ビ ル マ （9 月）
われわれ一行が米国土を辞去するに際して， わたくしは滞在中に熱誠な歓迎と款待 
















































( 1 ) ネ•ウイン革命評議会議長の訪米目的は何か？
W orking Peopled Daily 9. 8.
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ワシントンでは， ウ .タント事務総長がネ•ウィンの指導権に脅威を与えることは 











( 2 ) ビルマ•アメリカ共同声明について
— 285 — — (291)—
ビ ル マ （9 月）
W orking Peoples D aily 9 ̂  120
ビルマの対外政策は， 世界万邦の平和共存と国際視善とを支持することを終始一貫 
目的とし， この目的を達するため， ビルマは微力ながら最善の努力を尽し，諸国に範 








ネ •ウィン革命評議会議長は国政に忙殺されているにもかかわらず， 諸国との友 I t  , 
を厚うし，相互理解を深めるとの対外政策を機会ある毎に率先推進してきた。 革命政 
府の発足以来，ネ •ウィン議長はすでにタイ，インド，パキスタン， 中国， ソ連，.セ  
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1962年 3 月にクーデタを決行して権力の座に就いたネ.ウィン将軍とその幕僚達と 






貫いたいとの願望は非常に強く， そのため， ジョンソン大統領がビルマ中立主義のあ 
らゆる犠牲— このうちには同大統領のいわゆるベトナム戦争の目標である自由が含 
まれている— に対して眼を閉ぢようと欲している態度は理解するに難くない。 ビル 
マが中共陣営に馳せ参じたと仮定すれば事態がどのように激変するかを想像するなら 
ば，大統領のこのような態度を理解することは決して困難でない。









であり， しかも， そのための措置は今年 1 月にとられたばかりであった。 1 
月 6 日の貿易省第5 ， 6 号指令がそれである。 しかし，政府の直面した経済 '
困難，姝に消費物資の不足を伴う流通混乱は， も は や 「社会主義の不可避的 .
過程である」 との説明を繰返すことは許されない段階にあった。混乱の原因 
が，国家統制機構そのものにあることが明白になってきたからである。 とも 
か ぐ 統 制 解 除 措 置 に よ る 商 業 自 由 化 は ，社会主義の一部支柱を放棄するこ 
とであるが， 同時にやむを得ざる措置でもあった。政 府 と し て も 「はりつめ 
たつるは切れ易い」 ことを認めたのであろう。 二
月末の2 7日に行なわれた U  N u ，U  Ba  S w e 前首相の釈放はこれらの緩和 
策と関連して政治的意味があるのではないか。即ち， ネ •ウ ィ ン 革 命 に よ る  i
議会民主主義の放逐は， 同時にそれまでの多くの指導者達を逮捕，監禁した ベ: 
のであった。両氏は正にこの代表的人物である。ネ •ウィン議長が旧友でも  
あ る こ の 2 人の政治家を釈放した理由は，単に，議 長 の い う 「病気の悪化」
という温情だけではなさそうである。ネ •ウ ィ ン の 指 向 す る 「社会 主 義 」政 
策に一つの転機が現われている時だけに， その意義には特に注目しておきた
. •••?
もちろん， このことは 4 年間の軍事政権の経験と自信を示し， あるいはま 
た，軍内部の力関係の変化を示すものと見ることも出来よう。それには，軍 へ 
に登用されている左派系の代表 U  Ba  Nyein (元共産党員） が 4 力月間の外 
遊を以って実質的に解任されたという見方もあるからである。 だが，最も極
—  227 — — (295)し





方も成立ち得るわけである。 なお， ポンド圈離脱問題に直面して，英国は強 
いショックを示した。英国大蔵省スポークスマンは， 「ビルマは中共の衛星 
国に成り下がった」 とまで酷評したことを考え併せると， かねて釈放を強く 
要望していた英国筋との関係もまた見逃すわけにはゆくまい。
会 第 1 次経済4 力年計画
1966/67年度予算は，すでに9 月10日，革命政府大蔵省により発表されたが，今年度 
予算は第1 次経済4 力年計画（1966/67〜1969/70)の第1 年度にあたるため， 当計画 
に関連ないしは含まれた予算を計上している。
この点について，大蔵省スポークスマンは「昨年度予算はいわば“均衡予算”であ 
ったが，1966/67年度予算は“第 1 次計画予算’であると語っている。なお，4 力年計 
画の内容は，予算と同時に発表された「国民経済報告書」 の中に掲载 されているが， 
要旨は次のようなものである。 なお， 「国民経済報告書」の内容要旨はアジアの動向 
11月号の同項に掲載する予定である。
O  4 力年計画の目標








〇第 1 年 度 （1966/67)計画
⑴産業別生産計画 （単 位 1 ，000万）
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ビ ル マ （10月）
1965 - 6 6 1966-67 増 加 額
農 業 231 267 36
水 産 • 畜 肉 64 72 8
林 業 42 44 2
鉱 業 12 15 3
ェ 業 435 502 67
電 力 8 8 —
建 設 63 75 12
計 855 973 118
交 通 機 関 94 106 12
金 融 17 17 0
行 政 官 庁 139 149 10
家屋賃貸• その他サービス業 68 70 2
サ ー - ビ ス 業 計 318 342 24
商 業 286 343 57
全 体 合 計 1，413 1,658 200
⑵経営形態別生産状況 （単 位 1 ，000万チャット）
産 業 別 ' 、
国 営 私 営
産業別'''
国 営 私 営
農 業 — 257 通 信 3 ——
水 産 •畜 肉 1 71 金 融 17 —
林 業 23 21 ij〇vt. depts 149 —











貿 易 277 66
建 設 49 26
計 882 779
運 輸 44 62 比 率 5 3 % 47%
⑶輸出入増加計画 （単 位 1 ，000万チャット）









日 本 賠 傅
ビルマ•日本
済 技 術 援 助 額 i
4.60
1.80 6.98
差 引 18.88 15.00 外国融資•贈与額 7.58 12.51
—  2 2 9 —  — (297)—
⑷消費および投資計画
上に計画された生産•貿易は，国家に次表の如き消費と投資規模を可能にする。
ビ ル マ （1 0月）
( 単 位 1，000万チャット）4
1965-66 1966〜67
1. 生 産 価 額 1,461 1，661
2. 生 産 費 用 B  653 ㈠ 735





4. 輸 入 価 額 99 129
5. 輸 出 価 親 102 124
6.
国ぼ肖+費4差_弓晋高 805 931
7. 純 消 費 額 749 769
8. 投 資 額 105 159






i ) — 番最初の融資の第1 期分割納入分と前年度融資分の完済した村域。
ii)  返済義務のある融資受取り額を特定事由のため返済出来ずにいる村域のう 
ち，7 5 % まで支払った村域。
iii)  以前の融資額の7 5 % までを，ある特定事由のため返済出来ぬ村域。
②作物別支払額  （単位エーカー当り，チャット）
作 種 金 額 作 種 金 額
に ん に く 125 ご ま 10
パージニア種タバコ 80 とうもろこし 10
玉 ね ぎ 75 豆類：V1Z，マッぺ，ぺジセ \
甘 蔗 75 イン，パタ，ボカテ，ぺ
ビルマ種 タバコ 60 ビュレ，ぺボーケ，サル
落 花 生 50 タニ，サルタピヤ，ぺヤ >各10
と う が ら し 50 ザ，飼料豆，ぺナウク，
m a y m 種 稲 25 ぺルン，ぺギヤ，ぺギイ
小 i 20 サダウベ，ペイン ノ
— ( 2 9 8 ) •— • 一 230 —
③地域別支払額
ビ ル マ （10月）
( 単位チャット）
地 域  名 支 払 い 金 額 ^ 也  域 名 支 払 い 金 額
ア ラ カ ン 省 1，241，150 サ ガ イ ン 省 21，537,210
ぺ グ ー 省 17,408，130 シ ヤ ン l̂_H 4,020,300
イ ラ ワ ジ 省 10,569,245 カ チ ン Ĥ'l 1，333,900
テナセリム省 964,725 コートレイ州 2,011，775
マ グ ウ ェ 省 9,443,000 カ ヤ 州 79,050
マンダレー省 15,534,000 チ ン 特 別 省 266，150
參 4 力年農業増産目標の検討
4 力年（1966/67年度から1969/70年度まで）経済計画に定める4.17%農業増産目標 
に到達する方法が10月17〜19日の3 日間に農業農村開発公社（A R D C )の農業機械化局 
と農業局との担当職員によって検討された。
最初の2 日間にはこれら職員は2 班に分れて， 第 1 班はカンダワギイのユザナ会館 
で，第 2 班はギヨゴンの農業研究所で個別に農業増産計画を検討し， 19日には農業研 
究所で合同討議を行なった。





1 .  人口増加を克服して食糧自給性を確立する
2 .  国民食糧とは別に国の諸産業に必要な食糧を生産する
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ビ ル マ （10月）
基礎においたものでなくてはならない。





ねばならない。 最近の貸出分， 初期の貸出分の一 部を払ってある農民と， 支払分を 
完済している農民は，集団的支払義務を基礎として， トラクターの貸出をうけると 
とができる。
( i v )  貸出は原則として返済の出来る農民に対してなされる。即時返済可能であ 
るが，前貸借料の未返済の農民については優先権はない0








1 . 薪材 2 . 木炭 3 . 竹 4 . 籐 5 . 阿仙薬 6. thitsi 7. thitkhauk 8. 
shaw 9. karamet 10.indwe 11.pwenyet 12. thanakha-khauk 13. thanakha- 
don 14. phaia 種 子 15 • kanyin 油 16. tinyu 油 17. tazaung 18. thinaung 
19. dhani byit 20. dhanon 2 1 . salu 葉 22. thetke 23. taungrun phet ,24. 
tethi (無花果樹） 25. te-ye 2 6 .蜂蜜 27 •蜂蠟 28 •蝙蝠糞 29. theegauk 
3 0 . ラ ク （染料用樹脂） 3 1 . kalaw種 子 3 2 .砂 33 • 砂 利 34. mahaka 35. 
dantdagu 根 36 • kinmunthi (ムクロ ジ） 37. thikkyabo 38. taungdangyi 39, 
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ビ’ル マ （10月）
すこととなった。 しかし，統制撤廃に際しては， 悪徳商人や資本家が鑑札や許可証の 
下付を受けて採取し，高値で売捌いて暴利を貧るのを防止する必要がある。 そのため 
林野局は， これら林産物が原則として地元消費のためにだけ採取されるよう看視せね 
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10月19日，ラングーン駐在のイズベスチヤ紙特派員K  •コンドラテイエフ氏は， 将 
来のビルマについて次のような報告をした。
「ビルマでは，今年が4 力年計画の基礎となる。その実施は10月より始まった。 
この計画によると，総生産における増加目標は，1967年 に は 8 %，工業への資本投 
下は1 5 %増である。 .









られている。 4 力年計画の初年度においては，農業生産は8 % 上昇する予定である。 
根気よく小農民の間に化学肥料を普及させようとつとめている政府は，一方では国
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るという様な改良とならねばならない。その上， この事は 3 千世帯に職を与え，一 
部の雇用問題を解決する事となろう。
日 誌 C10月）
1 日▼党候補生は労働者大衆を組織せよ — 社会主義党中央組織委員会大衆問題局





▼地方公共団体民主文化法廃止— 革命評議会議長は， 9 月 1 0日付で，1953年 
および1961年の地方公共団体民主化法を廃止することを決定した1966年評議会法 
第 6 号を発表。 当法は10月 1 日より発効。






3 日▼ゴム栽培の検討 — 農業当局は現在， ゴム栽培の拡大計画を検討中である。 
この検討は， 農林次官， 農 業 .農 村 開 発 公 社 総 裁 Ye Goung中佐を中心に行 
なわれ，中佐は当計画につき次のように説明した。
— ( 3 0 4 ) — —  2 3 6  —
ビ ル マ （10月）
「A R D C は，低産出およびすでに老齢化して V、る古いゴム樹を植替え，新ら 
しい高産出ゴム樹を植えることにより， ゴムの生産を増加する。」




各地で討論をする集会が開かれている。 モービンでは 2 千人の労働者， ミインブ 
一では党支部員，政府職員などが集会を開き， 当評議会について討論した。
4 日▼冬期農業融資 — 政府は今冬期の農民向け農業融資を総額 8440万 8545チャッ 
卜と決定した。 なお，支払い方法および，地区別，農作物支払い額については參 
特記事項参照0
▼人民石油産業地質学セミナー開く— 鉱業相タウ ン •テ ィ ン 大 佐 は ，1966年 
度，第 6 回 人 民 石 油 産 業 （POI )，地質学セミナーを開会した。 当セミナーはラン 
グーン大学で開かれ， 3 日間全国の鉱業関係が出席して行なわれる。
▼石油の国内自給は 1970年に達成— P O Iセミナー開会式の席上で， タ ウ ン • 
ティン大佐は， ビルマの石油事情は，国内自給を達成出来るまでになると述べた。
▼ POI新長期開発計画を発表— P O Iセミナーで，1966〜 8(伴の長期開発計画 
を発表した。 •
5 日▼低所得者住宅の建設 — 国民住宅局は，低所得層の住宅建設計画を発表，今 
年度は合計1736戸を建設する予定であることを明らかにした。
▼なお，昨年度の建設実績は1572戸で， うち，ラングーン市1244戸 ，その他328 
戸であった。低所得者住宅は収入月額250チャット以下の家庭に資格がある。
6 日 T P O Iセミナー終了— 3 日間開かれた P O I地質学セミナーが終了した。最終 
日には，P 0 I 1966〜67年度計画が採択され， 当計画が発表された。
▼内相，司法状況を視察— 内務，司法相チョウ •ソー大佐はラングーンの司 
法担当官と会い，事件判決のスピード化につき討議した。 なお，中 共 S A C 副議 
長 K y a w大 佐 ，最高裁判所長 Maung  M a u n g博士，ラングーン軍管区司令官 Hla
.メ
Phone大佐らが同行した。
7 日 ▼ 西 独 首 相 ，訪緬予定— ボン当地筋が明らかにしたところによると， エアハ 
ルト西独首相は11月中旬インド，パキスタンの他ビルマも訪問する予定であると 
のことである。
▼政府によるジユート買付順調一 -A R D C は今日現在で，合計240万 vissのジ
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ュート買付を打なった。 なお，A R D C ジュート買付センターは，全国を通じて買 
付を続けて V、る。
8 日▼反乱軍警察署を襲う — 約100人からなる強力武装反乱軍が Yedashe1 3マイ 
ル 西 郊 M a y oganの人民警察隊哨戒所を攻撃， 20人の警察官と10時間に亘る戦闘 
を行なった。 この結果，警 官 2 名が死亡， 2 名が負傷した。 なお，反乱軍は一時 
哨戒所を占領したが， まもなく退却，トングー駐留の政府軍第5 連隊が追跡した。
9 日▼魚価格が上がる — 魚製品の統制解除以来2 ， 3 週間経ったが，魚および肉 
の価格が上がっている。 これは，民間小売および卸売り業者が，第 2 号交易公社 
によって取引された部分に代って取引を始めたため，一部商人が値を不当に吊上 
げているためである。
1 0 日 ▼ 外 相 ， 日本に立寄る— ウ ー .テ ィ •ハ ン 外 相 は ，国連総会の帰途ニューヨ 
— ク経由で日本の立寄り， 2 日間滞在する。 日本では，椎名外務大臣他日本政府 
指導者と会談する予定である。
▼チン地区の食糧問題— チ ン 特 別 省 Tiddimでは，毎年米の不足問題が起る 
が， このほど当地 S A C，党支部員らが， .この問題につき討議した結果， まず人 
口 5 万人に対し，食糧生産そのものが， 1 万人分しか当地区では生産されず，そ 
の 他 4 万人分は中共交易評議会から供給されている。 さらに，実際の人口は，公 
式統計より上廻っているという事態が起っている， との指摘がなされた。
1 1 日 ▼ 魚 取 引 問 題 — ラングーンでは，政府販売よりも民間販売による方が価格が 
高いにもかかわらず， ここ 2 ， 3 日で，第 2 号交易公社に持込まれる魚の量が多 
くなってV、る。
生産者達は，高額で買上げる民間取引業者よりも，政府に売付る方が多くなっ 
ている。 なお，統制解除法に基づき卸売商と登録している業者は， ラングーンで 
は95業者である。
1 2 日 ▼ ウ ー .テ ィ •ハ ン 外 相 ，椎名外相と懇談— 来日中の， ウ ー •テ ィ •ハ ン 外
相は12日午前11時，外務省に椎名外相を訪ね，来日のあいさつを述べるとともに， 
ビルマに対する日本からの農業技術協力などについて懇談した。
▼タイ首相，来月来緬予定— タイ首相官房スポークスマンは， タノム•タイ  
首相は来月，ネ •ウィン議長の招請受けて， ビルマを3 日間にわたり訪問する予 
定であると発表した。 なお， タナット •コーマン外相，チュラサピア国防相が同 
行する予定であるという。’
▼ S A Cは仮の人民評議会である--- Kaba A y eで開かれた治安行政委員会第 1
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回訓練講習会終了式の席上，S A C 副 議 長 M a U n g K y a W 大佐は， 「治安行政委員 
会は選挙による人民評議会のための臨時的な仮の組織である」 と述べ，要旨次の 
ように述べた。
( 1 ) S A C は人民の側に立ち， 人民の諸問題を統治する責務をおびている。 
S A C  メンバーは人民評議会と同様に働らかねばならない。 だが， S A C は，人 
民自身によって選ばれた真の細鐵ではないことも忘れてはならない。




⑶ 計 画 党 は 建 設 ，組織，？舌動を強イ匕するためにあり，革命評議会により設 
定された目的を理解しながら，その指導に与る。
S A C は，人民の諸問題を管理統轄する部分を受持つ。従って，両組織とも， 
それぞれ独自の責務を持ちながら，共通目的のために働くことは明瞭である。
1 3 日▼ピンマナ地区などを精糖地域に指定一 - トングー地方を視察中の公共事業相 
セイン •ウ ィ ン 准 将 ，工 業 相 マ ウン •シュウヱ大佐，工 業 省 次 官 Maung  Maung 
K h a大佐ら■は， ピンマナを訪問，精糖所を視察した。
当地で関係者と討議して，精糖業の発展のために，特に， ピンマナ， レウヱ地 
区を精糖工業地帯に指定し，砂糖キビの増産，買付の促進，精糖施設の拡充を訐 
ることを決定した。
1 4 日▼労働者評議会結成準備委員会一一労働者評議会の結成を討議する調整委員会 
が 中 央 S A C 会議室で開かれた。
当会議には，計画党，計画党中央組織委員会労働問題局，中 央 S A C，革命評議 
会議長官房，全省庁次官の各代表者が出席した。
1 5 日 ▼ 新 铸 貨 発 行 一 連邦銀行は，午 前 7 時，新 铸 貨を発行した。
なお，当日の発行額は4 万チャットである。
▼ビルマの商品は下等である— ラ ン グ ー ン の Thit L w i M 匕粧品会社の経営 
主 Thakin M y a  Theinは， 「社会主義制度に基づく生産品は品質が劣る。 なぜ 
なら，工業省によって輸入される原材料は極めて紙品質であるからである」 と述 
ベた，要旨は次のとおり。
⑴ 我 々 に 上 質 の 原 材 料 を 与 え て く れ れ ば ，我々生産者はもっと上等な製品 
を作ることが出来るだろう。
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▼農業は 4 力年計画の基礎である— 第 4 回農民問題訓練講習会の席上，党中 
央組織委員会農民問題局長タウン •チ大佐は， 「革命政府はビルマにおける最大 
の収入源である農業を基礎に4 力 年 経 済 計 画 （1966/67~1969/70)を 作 成 し た 」 
と述べ， 4 力年計画について次のように説明した。
⑴ 資 本 投 下 に お け る 優 先 権 は 農 業 に 置 い た 。 したがって，農 民 は 4 力年計 
画を成功に導く重大な責務をおびている。
( 2 ) 経済計画は国民大衆の生活水準向上のためのものであり，経済福祉は当 
計画の成功にかかっている。
⑶ ま た ，政府は農民の利益のためには出来るだけ多くの投資をするだろう。 
T P W C セミナー開く— P W C  (人民事業公社）のセミナーが， ラングーンの 
P W C 本部で開かれた。席上，公共事業相セイン•ウィン准将は， 建築事業の必 
要性を述べ，公社の目標などについて説明した。 なお，その後各担当者が，P W C  
についての事業報告と問題点などについて述べた。






▼料理飲食店も再開— 第 4 号 交 易 公 社 （釀造 ）は，外国酒舗を再開すると決 
定した。
なお， ラングーンでは政府による小売商の接収以来，外国酒を売る酒舗48店は
ビ ル マ （10月）
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2 0 日 セ ミ ナ ー 終 了 一一17日から開かれたP W C ，人民事業公社セミナーが終 
了した。当終了日には，今年度の事業計画が討議され，公共事業相が終了演説を 
行なった。
▼トラクター貸出手続を改正— A R D C 農業機械化局より農民に貸出される 
トラクターの貸出原則および手続を今冬期から改正する。内容要旨は參特記事項
参照。
2 1 日 ▼ 農 業 投 資 は 5 億チャット— 4 力年経済計画に基づく，開墾，建設，灌槪， 
農業機械化などの農業投資を総額5 億チャットと決定した。 うち1 億 3 千万チャ 
ットは今年度，以後1967〜68年 度 1 億 1 千万チャット，1968〜69年 度 1 億 2 千万 
チャット，1969~7〇年度1 億 3 千万チャットが投資される。
本投資計画によれば，30万エーカーの農地開墾，26万エーカーの農地造成，灌 
漑農地拡大などが計画されている。 .
2 2 日▼練乳工場の建設 — M a y a n g o n 近郊で年産3600万かん規模の練乳工場が建設 
中であり，近日中に完成する予定である。
なお，当建設工事は，費用総額580万チャット，収用労働者数は450人の予定で
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りは， メイミヨウ， マンダレー， メイクティラ付近の一般家庭用として出廻って 
いる程度であった。 この度の Mayangon工場の完成後は，年産1800万カン，2 交 
代制では3600万カンの能力をもつことになる。
2 3 日 ▼ 第 3 回宝石見本市開く— 恒 例 の 第 3 回宝石見本市が， ラングーン市のイン 
ヤ湖ホテルで開かれた。
今年は270の外国業者に招待状を送ったが， カナダ， 中国， チヱコ， 香港， 日 
本などから合計200の業者が来ると当局は見ている。 この宝石見本市は， ビルマ 
産の宝石，真珠，貴 金 属 を 年 1 回見本市で外国人業者に公開，販売するもので， 
昨年度は実績総額224万0 1 6 8ドルの外貨を獲得した。
▼反乱軍批難集会 — Zalun郡で，農民，労働者およびカレン人など4 0 0人が 
集会を開き，反乱軍の破壊活動を批難した。
2 4 日▼文化使節団平壤へ — 文 化 省 次 官 Aye K y a w 中佐を団長とするビルマ文化 
使節団は2 3日，北朝鮮平壊に到着，盛大な歓迎を受けた。
▼ 「国連を無視して世界は考えられない」— ウ ー •テ ィ •ハ ン 外 相 は 第 21回 
国連記念日を視してラングーン市公会堂で開かれた式典に出席して， 「国連を無 
視しては世界平和を考えることが出来ない J と述べ，世界平和への国連の役割を 
強調した演説を行なった。
2 5 日▼北 朝 鮮 副 首 相 ，テ ィ ン •ぺ 准将と会見ー ビルマを訪問中の北朝鮮副首相兼
貿易相李周淵は，外務省で テ ィ ン •ぺ 准 将 ， タ ン .セイン大佐， ウ ー •テ ィ •ハ  
ン外相らと会談した。
▼ポーランド信用供与ー ポーランド政府は， ビルマ革命政府に対して， 1 千 
万米ドルの信用を供与するとの協定に調印した。
この信用は， ビルマ政府が， ボーランドから工業ブラント建設用の機械，設備 
を購入するために使用される。
2 6 日 ▼ U Bo Nyein外遊へ— 4 力月に亘る東欧視察旅行の団長として U  Ba Nyein 
大蔵省顧問が一行とともに出発した。
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▼民間部門が強化されれば，人民は苦しむ— マンダレーで開かれたマンダレ 
一 省 S A C 会議の席上，北西軍管区司令官 Sein M y a 大 佐 は 「民営部門が強くな 
.ればなるほど，人民の困難は大きくなるだろう」 と述べた。
▼北朝鮮畐僧相，ネ•ウィン議長と会談— 来訪中の北朝鮮副首相李周淵はネ * 
ウィン議長と会談，その後つづいてビルマ輸出入公社総裁 Tan yu Saing大佐と 
会談した。
2 7 日 ▼ U Nw, U B。S w e釈放さる— U  N u 前首相と， U  Ba S w e 前反ファシスト
人民自由連盟総裁が，保護監禁を解かれ釈放された。
ネ •ウィン議長は午前 9 時，Dagon Ho u s eに U  N u，U  Ba S w e を招き， 1 
時間に亘って雑談した。 なお，両氏は記者会見して，監禁中の出来事や今後の問 
題について語った。 内容要旨は資料参照。
▼ 〗丨名の学生も釈放— インセイン監獄に収容されていた前学生運動家 11名が 
釈放された。 その中には， ラングーン大学生 M a ung M o e  Hein, Maung  Myint 
Theinらも含まれている。
2 8 日 ▼ 新 農 地 委 員 — 国防省法務次官 Zaw  T u n 少佐は，国防省法務長官 W i n  Pe 
中佐に代わり，新らしく中央農地委員会委員に任命された。
▼各軍管区で思想講習会が開かる一 - 中央軍管区を始め，各軍管区本部で思想 
講習会が開かれている。
▼食糧価格依然として下落を統ける— ラングーンの各市場では，統制解除以 
来，チリー，玉ねぎ， ポテト，乾茶の価格が下落を続けている。 これは，民間取 
引が自由化されたため，大量の商品が出廻っていることからくるもので，卸売価 
格は 100v is s当り，チリ ー4 2 5 ~ 4 5 0チャット，ポテト 80〜110チャット，にんにく 
575〜600チャット，玉ねぎ 450〜550チャットである。
2 9 日 ▼ Thindingyut満月祭— 国民休日 , V：
3 0 日 ▼ Tin U 大佐プロームへ----中央軍管区司令官 T in  U 大佐は， プローム地区を
訪れ，建設中のプローム= トングー，パダウン= タウグプ道路を視察した。
▼ビルマが全アジア平和会議にラングーン開催を申入れー フィリピン政府筋 
が明らかにしたところによると， ビルマ政府は， マルコス .フィリピン大統領が  
提案したベトナム參戦 7 力 国 会議に続く「ベトナムに関する全アジア平和会議」 
の開催地をラングーンにするよう申し入れた。
これは駐ビルマ .フィリピン大使から伝えられたものだが， ビルマ政府は，西 
側と北ベトナムとの交渉の‘橋渡し役’ を引受けることは望んでいないというこ
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とである。
▼タイ首相は11月10日に来訪— タノム •タイ首相のビルマ訪問は11月 1 0日か
らとタイ政府が発表した。
3 1 日 ▼コロンボ♦プラン会議にマン•ルウイン大佐 — 11月 1 4日から12月 1 日まで
カラチで開かれるコロンボ•プラン評議委員会会議には，社会福祉相マウン •ル  
ウン大佐が出席することになった。 なお，代表団には， 教 育 省 次 官 N y i N y i教 
授，国家計画省次官補 U  Ba T i nなどが含まれている。
▼米の輸出激減一 —  ■L'he しommonwealth Economic しommittees rice report. 
によれば，今年のビルマ米輸出は，昨年に比べ大幅に下廻るようであることを指 
摘 し て . 「7 月のビルマ米の輸出は，非公式統計では 9 万 3 千トンで， 1 月から 




1$>日 ▼ Pu M a u n g こと San M a u n g赤旗共産党中央委員と中央委員候補者 2 名，そ 
れ に 女 1 人，男 2 人の郡 委 員 が M i n b u郡境で第 8 8連隊の精鋭軍によって攻撃さ 
れ殺された。 そして 2 人の郡委員が負傷し， ライフル銃2 丁 ，グレンナー銃 1 丁 ， 
300発以上の弾薬，重要書類などが押収された。
2 7 日 T Paukkaung: 共産党反乱軍 Bo Kyew  T h u の 1 団 が Nyaunggon村を 2 7日夜 
攻撃し，農協の重要書類や資金 2513チャットを略奪した。 こ れ で Paukkaung郡 
の農協は 7 回も共産党反乱軍に襲われたことになる。
2 8 日 ▼ Moulmein:反舌L軍 Kong  K e e の 一 団 か ら Saw Then T i nが Einduの政府 
軍キャンプへ投降した。
3 0 日 T Bassein: 3 人の農夫が反乱軍から 1 丁のライフル銃を奪って， Baigayet村 
の 第 2 C h i n銃隊のところへ投降して来た。彼 ら は Chaungnyinaung村の農場に 
雇われていた者であるが，2 9日夜中に眠っている反乱者の手から銃を奪い逃げた 
のである。彼らには，今日仲間達から longiyiが贈られ， さらにシャツやタオル 
などが夫々に与えられた。
▼ P y u : 共産党反舌I渾 の Oktwin郡 Nyaungchedaukの Pegu Y o m a 歩兵隊の 
演習基地を，P y uの 第 3 カチン銃隊が今朝占領した。 多くの共産党の地区郡組織
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者達は逃走した。政府軍はトランジスター •ラジオ， ステン銃や弾薬などを押収 
した。去 る 6 月 に も Pegu Y o m a歩 兵 隊 の Banbwegon近くの演習基地を政府軍 
が占領している。
3 1 日 ▼ Pantanaw: 漁師に変装した反舌[軍が丁awchaungに駐留中のパトロール隊に 
8 月3 1日夜 .襲いかかり， 1 人の死者と 2 人の負傷者を出させた。翌晩，パトロ 
ール隊は 7 人 の 反 乱 兵 を Tawchaung近くで殺した。
▼ Maubin: Pantanaw郡 Kyonsein近くで，反 乱 軍 が 300組 も の 漁 具 （7 千チ 
ャット相当） を焼きはらった。 Maubinでは唯一の漁場であるが故に大打擊であ 
った。今政府軍は反乱軍を追跡中である。
4 日 T Chauk: Win  Swe (Yebaw) 赤旗政治局長と彼の妻，M a  Win  M a y  (Yemai) 
は，Saw -Seikpyu道 路 沿 い の Kazunma人民警察署に，最近投降した。
▼ Moulmein: 今 夕 Hangan管 轄 の Koemine村 の U  Yeinが反乱軍によって擊 
ち殺された。
5 日 ▼ Aphyauk: K N U P 反 乱 兵 1 名が投降した。 そ の 男 は Karen反乱軍の指導者 
Saw Thaung K y iの信任されていた部下であった。
6 日 T 4 人の，共産党反乱軍から群盗に変身したヤカラを， Kawlin人民警察隊が 
Kawlin郡 Ohnbingon村 近 く で 3 名殺し， 1 名捕虜とした。
▼ Moulmein: M u d o n郡 Kamawet村で，村人から反乱軍のために税金を集め 
てきていた反乱分子を逮捕した。
8 日 ▼ Mohnyin: 3 年間も地下組織に居た2 人の学童が組織を抜け出して来た。
▼ Pyapon: Maung A y e反乱兵は，銃や弾薬，医薬品などをもって投降して来 
た。
9 日 ▼ Tiddim: 9 人 の Mizo族がビルマに不法侵入しているのを発見し，保護役人 
が Kyitkha境辺りから連行して来た。彼らは時価4237.75チャット相当の彼らの 
通貨を持っていた。 彼らの話によれば， ア ツ サ ム の Z〇tala n村 か ら 1m Phalへ向 
っていたのだが，途中戦闘のために通ることが出来なかったと言っている。
1 0 日 ▼ Kyauktaga: 50名を率いて Thataygyi村近くの巡回軍隊を急襲した反舌L軍の 
指 導 者 Kyaw  S o eこ と Tha K y a w が逮捕された後殺された。
1 1 日 ▼ Yandoon ••今日当郡 Myat Hla Chaung村近くで， 2 人 の 労 働 者 が N D U F  
反乱軍によって殺された。
1 3 日 ▼ Martaban:装甲護衛歹(1車が午前 4 時50分 Martabanを発車してから，Ponwun
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と Theinseikの間で反乱軍の地雷によって燥破された。 4 輛が脱線し， 3 輛分の 
レールが被害を受けた。
▼ Pyapon: 4 人 の K R C 反乱兵が今日投降して来た。
1 5 日 ▼ Kyaukme : シャン反乱軍が当地のタイプ学校を襲撃したが，政府軍に撃退さ 
れ，反 乱 軍 1 名が死亡した。
▼ Bassein: Labuta郡 Zinpwe運河を航行中のランチを反乱軍が襲撃， 乗客か 
ら宝石など， 1 万チャットを奪った。
1 6日 ▼ Aphyauk: Aukyegangon村で30分に亘る反乱軍との交戦により， 警 察 官 1 
名が死亡した。
1 7 日 ▼ Kyauktaga: Kyaukkyi郡 の K N D O オルグが，•計画党支部オルグ宅に投降 
してきた。
1 8 日 ▼ Bassein: Bassein東 郡 Thethechaungシアロ付近を航行中の I W T B 急行船 
が，約20名の反乱軍の襲撃により，炎上， 1 名が死亡， 2 名が負傷した。
W a w : 約 2 0 名の反乱軍が， 当郡内の三つの国営漁業施設を攻撃し， 3 千チャ 
ット相当の損害を与えた。
1 9 日 ▼ Moulmein: Tarbaung村 で Saw Ai W a h に率V、られる K N D O 反舌1渾が， 
Hlaingbwe駐屯の政府軍第28連隊と交戦した。 この結果，元教師の反舌渾 1名が  
死体となって収容された。
T Lashio: Lashio-Namta道路沿いの Na c o m村協同組合が 5 名の反乱軍に襲わ 
れ， 2 千チャット相当が略奪された。
2 1 日 ▼ Maubin: 当 郡 Aing-waing村の農地委員の家庭が，N D U F 反乱軍に襲われ， 
2 千チャット相当を略奪された。
▼ Lashio: 6 0名のシャン反乱軍が， 当市内の製材所に侵入， 管理者を殺害し
た。
2 2 日 ▼ Yandoon: カレン反乱軍が Pantanaw= Dannbyu間の電話線を切断した。
▼ Tanyaung: 当地から南クンロン県 W a へ向う途中の商人のキャラバン隊が 
シャン反乱軍に襲撃された。
▼ Pa-an : 当 地 区 Paingkyon-Hlaingbwe道路を進行中の乗合パスが反乱軍に襲 
われ，学 生 1 人が死亡， 3 名が負傷した。
2 4 日 ▼ Thaton: 約 30名の反乱軍が当地区 Pauktaw村に侵入， 村長を殺し， 5 千チ 
ャット相当を略奪した。
▼ Yandoon: N D U F 反乱軍指 導 者 Aung S a nが，Chaungmagyi村付近で政府
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軍と交戦中，死亡した。
2 5 日 ▼ W a w : Kyi M a u n gに率いられる40名 の 共 産 党（B C P ) 反乱軍が， Letpan村 
で浮木の回収作業をしていた S T B ら労働者を護衛していた政府軍第30連隊のモ 
ー タ ー •ボートを襲磐した。
▼ Thayetmyo: 人民簪察 隊 は Ngwethinbonパゴダ付近の反乱軍密会所を襲肇 
して， 4 人 の B C P 反舌L軍を逮捕した。
2 9 日 T K y a h k ta g a :  N D U F の軍国主義者として， 分 裂 の うわさのある B o  M y a 派 
に属する 2 名 の K N D O 反乱軍が投降した。
3 0 日 ▼ Pegu: K N D O 反 乱 軍 が P’dch近 郊 の H m a n  Chaung村に侵入し，当 村 S A C  
議長可び農地委 M を殺害した0
▼ M u d o n : 約70名の武装反乱軍が， 当 郡 Setthwe村に侵入，民 家 3 6戸，協同 
組合などを略奪していった。
K)月
2 日 ▼ Namtu ••当地の高校生，人民ボードウィン産業職員がシャン反乱軍によって 
殺された。
▼ Kyauktaga ••当地区で政府米を運搬中のトラックが， 反乱軍に停止を命じら 
れ，米 3 トンを奪われた。
3 日 T Myaing: 当 地 区 Kanthit村 で 2 人の共産党反乱軍が逮捕された。
▼ Bassein: Ngaputaw郡 Tamauchaung村近郊で，K N D O 反舌L軍と共産党反 
乱軍が交戦し，K N D O 側 1 名が射殺された。
T Pyapon: 当地区政府軍部隊に9 人のカレン反乱軍が投降した。
5 日 ▼ Lashio: 人民事業公社職員を乗せ Lashio= Kunl〇n g 道路を進行中の政府軍  
自働者がシャン反乱軍の襲撃を受け， 4 名の兵士が殺された。
6 日 ▼ Paung: 当 地 区 Okta村に1〇人の反乱軍が襲撃し，S A C , 協同組合， 農 地 #  
員会の委員などの家庭に侵入，略奪行為を続け，逃げおくれた協同組合理事長を
捕えた。
▼ Pyu : トングー県 Yedashi近 郊 Mayokhoa警察派出所を襲擊した100人の反 
乱軍と警察隊との間に12時間に瓦る戦闘が行なわれ，警 察 官 2 名，反乱軍多数が 
死亡した。
9 日 T Moulmein: 約 20人のモン反乱軍が Salay Tagundaing村に襲攀， 1 万チヤ 
ツト相当を略奪した。
▼ 丁haton: 約20人 の 反 乱 軍 が Phalatwut村に侵入， 民家を略奪， 協同組合店
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に放火した。
1 0 日 ▼ Bassein: M y a ungmya郡 T u m y a u n g村を襲撃した20名の反乱軍は，陸軍お 
よび警察隊によって追返されたが，村 民 1 名が死亡した。
▼ Naungcho: Y e - U村のシャン反乱軍拠点を政府軍が攻撃し， 反 乱 軍 1 名が 
死亡した。
1 1 日 ▼ P y u : K y a t- in 村の村民が，共産党によって，略奪者として処刑された。
▼ Tanyang:当 地 区 の 7 0 才になる老婆と孫息子がシャン反乱軍によって殺害 
された。
▼ Moulmein: 約 20人 の 反 乱 軍 が Moulmein-Ye鉄 道 の Ankhe駅付近を攻擊し 
たが，政府軍部隊の応戦によって追返された。
▼ Bassein: 1965年脱走し，赤旗共産党に加わっていた元人民警察隊員が計画党 
■ 支部に投降した。
▼ Prome:共産党プローム郡軍医が投降した。
1 2 日 ▼ P e g u : 2 0 人 の 軍 服 を 着 た 反 乱 軍 が D a ik -U 郡 K y a ik sa g a w 近郊の漁業設備 
( 5 千チャット相当） を略奪し/こ。
▼ Pa-an : 政府軍部隊は Hlaingbwe近郊の90人 か ら な る K N D O 反乱軍の拠点 
を攻撃し，反乱軍指導者を殺害， 4 名を負傷させた。
1 3 日 ▼ B asse in : 2 0名 の K N D O 反乱軍と政府軍が， H tan b in ch au n g村で， 45分間 
にわたり交戦し，反乱軍多数が死傷した。
1 4 日 ▼ Shwegyin: 当 地 区 Waingkyun村 の 2 人の農 地 委 員 が カレン反乱軍により 
殺害された。
▼ Kyonpyaw: 約 30人 の K N D O 反 乱 軍 は Danubyu= Henzada道路の第1/32号 
橋を破壊し，電話線を切断した。
▼カレン反乱軍の規模---- コートレイ州に活動するカレン反乱軍は，Mahn  ba
Z a nの N D U F との同盟関係を破っているが，当地の消息筋によると，反乱軍の 
う ち Bo Tun  Myint派500人，Bo M y a 派 800人といわれる。
15 日 ▼ B asse in : Bassein  西郡 K yetpang  村で K N D O  指導者 Saw  W illie  を殺した 
共産党幹部とオルグが政府軍第 38連隊に投降した。
1 6 日 ▼ N D U F 反 乱 軍 が T w a n te運河河口付近の人民瞀察軍哨戒所を攻撃， 警察官 
2 名が殺害された。 ，. . .  •
1 7 日 ▼ Margul: Zabubyinの共産党拠点で30人の反乱軍が夕食中，政 府 軍 第 1 海兵 
隊が襲撃，拠点を焼却，反 乱 軍 3 名が死亡した。
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18 日 T Ahlone: Bo Nyein Maung に率 V、られる50人の N D U F  反舌L軍は DarwoocI 
Seikkyi村 ， U M y a 精米工場内の警察派出所を攻擊， 餐 官 2 名を殺害， 3 名を 
負傷させた。
▼ Hlainghwe: Kyaw  H o e に率いられる K N D O 反乱軍が，当地区の電話線を 
切断した。
1 9 日 T Penwegon: Penwegon駅で，N D U F 反乱軍秘密諜報員 2 名が逮捕された。
T W a k e m a : 政府軍第93連 隊 は Sitphatchaunj村で K N D O 反乱軍と交戦，反乱 
軍 4 名が死亡。
2 5 日 T Ponnangyun: B a w 村 の 2 人の村民が，共産党オルグを殺した。 ■;
, 3 0 日 T Nyaunglehin: K N D O と N D U F 混成合同部隊は当地区の政府軍第6 連隊拠 
点を襲撃， 1 人の中尉を含む 6 名の政府軍が殺された。反 乱 軍 の う ち K N D O は 
Bo Keh Dee, N D U F は Bo Ye  Htatに率いられ， 3 イ ン チ 砲 （2 門 )，重機関 
銃 な どで武装していた。 なお，政府軍は第 6 連隊，第57連 隊 （Kyauktaga駐屯）
が追跡した。
▼ Myaungmya: 政府軍第9 3連 隊 （Einme駐屯） は Thabyechaung村近郊の. 
K N D O 反乱軍拠点を奇襲し，指導者を含む3 名を射殺した。
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I ウ •ヌ 元 首 相 と ウ •バ •ス ウ エ 元 首 相 の 択 放
10月2 8日付ガーディアン紙
1962年 3月 2日のクー デ タ ー 以 来 拘 禁 さ れ て い た ウ •ヌ 元 ビ ル マ 首 相 と ， 1963年 8 
月 9 日に拘禁されたウ .パ •スウエ元ビルマ首相とは， 10月2 7日午前 9 時項ネ •ウイ  
ン革命評議会議長のもとに召喚され，約 1 時間にわたって同議長と会談した。 会談後 
に同議長は， 「最早対談する事柄もないが， 両名も語ることがなければ戻ってよい」 
と両人に申し渡した。そ こ で ウ •ヌ ー が ど こ に 戻 る の か を 質 ね た ら 「帰宅してよい」 
との返事であった。 ウ •ヌ ー は 念 の た め 「それでは釈放さたのか」 と質ねるとネ .ウ 
イン議長は， 「然り，釈放されたから帰宅してよい」 と答えた。 ウ •ヌ ー が 「我々以 
外の被拘禁者達も釈放されるのか」 と質ねるとネ •ウイン議長は， 「他の被拘禁者達 
は個別に調査され，罪過の軽い者は釈放される」 と答えた。
このように，クーデター勃発当時のビルマ連邦党首兼首相であったウ •ヌー と A F P F  




3 力月程度の拘禁だとわたくしに Mahn  W i n  M a i m gが言ったので，その言葉を信 
じ込んで精々3 力月ぐらい社会から隔離されるものと楽観していた。それにまた， 
旧 副 官 の Hla Myint大尉が或る日やってきて， 3 力月ほどすればゆっくり面会で 
きようと言ったので，こ の 3 ガ月拘禁の予想は一段と強まった。そこで，青天白日 
の身と成るまで安息日の精進潔斎を誓った。 だが，なんと拘禁は，わたくしの場合 
は 1962年 3月 2日 か ら 1966年 10月 27日 ま で ， 4 年 7 力月と2 5日の長期にわた ?)，ウ• 
ノく.スウエの場合には，拘禁期間は 1963年 8月 9日 か ら 1966年 10月 27日 ま で ，つま 
り 3 年 2 力月と1 8日間続いた。
(ウ •ヌ ー ， ウ •パ •スウエの両人は昔日の俤をあまり留めていなかった。 ウ • 
ヌーは高 俞 圧に苦しんでおり， ウ •パ •スウエは脚部の疾患が悪化していた。 だが 
ウ •ヌ ー は ，両人が健康上の理由で釈放されたとは考えない。 ウ •ヌーは引続き下  
記の通り語った。）
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1962年のクーデタが必要止むを得ないこととして決行されたことをわたくしは残 
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に関連してどのような経済措匱を採るかによって決定されるであろう。
反乱軍との和平交渉については，わたくしとしては， これが賢明な方法だと思う 
し， これを成功させるにはネ •ウイン将軍をさし置いて他に適任者はないと考え  
る。前回の和平交渉が成立しなかったのは残念である。 しかし，わたくしと Bohmu 
A u n g とはネ•ウイン将軍が交渉再開に努めるよう切望する。
ネ •ウイン 将 軍 は わ た く し と ウ .パ •ス ウ エ と に 休 美 す る こ と を 望 み ，健康上必 
要とあれば，国内の保健施設をどれでも利用してよく，また，治療のため外国行が 
必要ならば出来るだけ援助を与え便宜をはかると申し入れた。
ネ .ウイン将軍はわたくしに，国 内 •国 外 を 問 わ ず ，随所を遊歴して差支ないと 





ウ •バ •ス ウ エ の 新 聞 記 者 会 見 記
わ た く し は Bo Setkya，Bo Yan Naing, Saw  Kya D o eの 3 名が，外国でビルマ 
に有害な外国援助を求めることに狂奔しているのを断乎非難する。 わたくしのひき 
い て い た A F P F L は終始一貫合法手段を用いたし，武装蜂起を排撃してきた。 A F - 
P F Lがこの合法手段行使を決議し採択した場合に Thakin Tha K h i n自身も居合わ 











拘禁期間を通じて 3 回ほど拘禁場所が変った。 しかし，変る都度前の場所よ 9 も 
快適な場所に移った。
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10月 20 日付 ぎ /5 Daiむ 紙
ロンドン発10月 19日付ロイター通信によると， フイナンシャル •タイムズ紙に下記  
の論評が掲載された
まず，同紙第一面記事で， ビルマは中共の手先に成り下ったと極めつけ， 外国記事 
主筆は次のように論評した。
「ビルマの輸出業者達はポンド価引下げの場合に備えて，金か外国為替で保証さ 











蔵 相 は 9 月末にワシントンで開催の世界銀行と国際通貨基金との会議に出席したビ 
ルマ代表に， ビルマ政府の推進している諸政策はポンド地域加盟国としてはふさわ 
しくないと告げた。 このことがひとつの理由であるが，別の理由としては， ビルマ 
の輸出業者達がポンド貨引下げに備えて金か外国為替で輸出品代金の支払を保証す 
るか， または輸出契約の解消を認めるようにと要求したのに対してビルマ政府がこ
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n 月の概況
社 会 主 義 計 画 党 第 2 回 セ ミ ナ ー は 1 4 日 か ら 3 日間， 中 央 政 治 科 学 学 校 で 開  
催 さ れ ， 昨 年 と 同 様 ネ •ウ ィ ン 議 長 の 演 説 に 始 ま り ， 書 記 長 の 提 示 し た 政 治  
報 告 を 基 調 に し て 討 議 が 行 な わ れ た 。
昨 年 度 の セ ミ ナ ー で は ， 政 府 の 社 会 主 義 政 策 に 対 す る 反 省 も 明 示 さ れ た が  
「最 後 ま で 止 め る 訳 に は い か ぬ 」 と の 態 度 が 明 ら か に さ れ た 。 今 年 も ， 随 所  
に 社 会 主 義 政 策 の 失 敗 と 困 難 が 表 現 さ れ ， 9 月 2 9 日の34商 品 統 制 解 除 に 始 ま  
っ た 社 会 主 義 的 統 制 緩 和 の 動 き に つ い て ， ま さ に 社 会 主 義 政 策 の 行 過 ぎ か ら  
き た 失 敗 と 諸 種 困 難 に よ る 修 正 策 で あ る こ と を 明 白 に し た 。
党 セ ミ ナ ー は 今 日 で は ，政 府 の 考 え 方 ， お よ び ビ ル マ 政 治 の 基 本 的 動 向 を  
探 る に 重 大 な 要 素 と な っ て き て い る 。 セ ミ ナ ー で の 政 治 報 告 は ， 主 に 計 画 党  
組 織 に つ い て の 考 え 方 を 提 示 し て い る が ， 政 治 的 方 向 に 関 し ， 社 会 主 義 政 策  
の 反 省 の 上 に ， さ ら に 緩 和 策 へ の 指 向 を 示 唆 し て い る 。 す な わ ち 2 6 日発表 の  
食 用 油 統 制 解 除 が そ れ で あ る 。 こ の 統 制 解 除 措 置 は ， そ の 経 済 効 果 は と も か  
く， 政 府 の 当 面 の 経 済 政 策 に 対 す る 考 え 方 を 決 定 づ け た も の と し て 注 目 し て  
お き た い 。
一 方 ， 反 乱 軍 は 米 の 収 穫 期 に 入 る や ， 政 府 の 集 米 作 業 に 対 す る 妨 害 活 動 を  
積 極 化 し ， 連 日 ， デ ル タ 地 区 の 政 府 集 米 所 の 攻 撃 を 続 け て い る 。 パ •セ イ ン  
地 区 で は ，11月 に 入 っ て 明 ら か に な っ た も の だ け で 被 害 総 額 は 100万 チ ャ ッ ト  
(7 5 0 0万 円 ） を 越 え て い る 。 毎 年 の こ と な が ら ， デ ル タ 産 米 地 区 を め ぐ る 反  
乱 軍 と の 集 米 攻 防 は 年 々 激 し さ を 増 し て い る よ う だ 。 ビ ル マ 経 済 発 展 の 成 否  
は こ の デ ル タ 米 の 行 方 に か か っ て い る 。 政 府 は 3 0 日，生 産 者 米 価 の 引 上 げ を  
決 め ， 集 米 努 力 の 方 針 を 示 し た 。 し か し 政 府 の 困 難 は な お 続 き そ う で あ る 。
反乱軍の収獲期攻勢
デ ル タ 地 帯 に 展 開 す る 地 下 反 乱 軍 活 動 は ， 米 の 収 穫 期 に 向 け て ， 激 化 し て  
き て い る 。 11月 に 入 り ， デ ル タ 中 央 部 の パ セ イ ン ， ワ ケ マ ， ミ ヤ ン ミ ヤ ， モ
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ー ビ ン な ど の 地 [K を 中 心 に ， 反 乱 軍 は 速 口 攻 撃 を 続 け た 。
攻 撃 〖3 標 は ， 政 府 機 関 で あ る 農 協 ， 交 易 公 社 に し ぼ ら れ ， 中 で も 米 の 倉 庫  
に 向 け ら れ て い る 。 反 乱 軍 の 攻 撃 は 多 く は 夜 間 ， 何 隊 か に 別 れ て 侵 入 し 略 奪  
の 後 ， 放 火 ， 破 壊 す る と い う 型 を と り ， こ れ ま で デ ル タ 地 帯 だ け で ， しかも 
明 ら か に さ れ た だ け で も ， 襲 撃 を 受 け た 農 協 倉 庫 は 1 5 0 件 を 越 え て い る 。 し 
か も 反 乱 側 は ，略 奪 破 壊 行 為 と 同 時 に ，農 民 に 対 し 「政 府 に 米 を 売 ら ぬ よ う 」 
警 告 を 発 し ， 威 嚇 し て い る し ， 都 市 へ の 輸 送 の 妨 害 ， 通 信 施 設 の 破 壊 を 繰 り  
返 し て い る 。 こ の よ う な 反 乱 活 動 は ，収 穫 期 に は 毎 年 見 ら れ た こ と で あ る が ， 
こ れ ほ ど の 規 模 で 被 害 を 受 け た こ と は 稀 で あ る し ， ま た 農 協 を 集 中 的 に 襲 撃  
し て い る こ と が 特 に 注 意 を 引 く 。
デ ル タ 米 を 含 む ， 米 の 流 通 機 構 は ， 100 % 国 営 で あ り ， 農 民 は 収 穫 前 に 政  
府 と の 間 で 予 約 買 付 契 約 を 結 び ， 協 同 組 合 お よ び 農 地 委 員 会 に 登 録 し ， 籾は  
所 管 の 国 営 （あ る い は 民 営 ） 精 米 所 を 通 じ て ， 政 府 の 各 担 当 機 関 に 引 渡 さ れ  
る。 現 在 ， 米 の 取 引 は 第 1 号 交 易 公 社 （前 農 産 物 販 売 庁 ） の 管 理 下 に あ り ， 
取 引 業 務 は 原 則 と し て 公 社 が 行 な う 。 しかし， 公 社 の 下 部 機 関 の な い 所 で は  
農 協 や 農 地 委 員 会 ， さ ら に は ， 治 安 行 政 委 員 会 な ど も 代 行 し て い る 。 したが 
っ て 農 民 が 販 売 し た 機 関 に か か わ り な く ， 米 は 原 則 と し て 全 て 国 家 に 掌 握 さ  
れ る こ と に な っ て い る 。 米 の 流 通 機 構 は ネ •ウ ィ ン 革 命 後 ， い く 度 か 修 正 が  
加 え ら れ て き て い る が ， 19 6 5年 10月 よ り ， 現 在 の 体 制 が と ら れ て い る 訳 で あ  
る。 と こ ろ が 機 構 の 調 整 に も か か わ ら ず ， 政 府 の 集 米 量 は 年 々 低 下 の 一 途 を  
迪 っ て い る 。 こ の 政 府 保 有 米 の 減 少 は ， 輸 出 量 の 低 下 と な っ て 表 わ れ る 訳 で  
あ る 。 か く て ， 本 年 7 月 末 迄 の 米 （昨 年 度 産 米 ） の 輸 出 は 7 0 万 ト ン に 達 せ  
ず ， 昨 年 同 期 の 7 7 万 ト ン を 大 幅 に 下 廻 っ て お り ， 年 間 の 実 績 は 多 く て も 10 0  
万 ト ン 台 を 僅 か に 超 す 程 度 に 滞 ま る こ と も 予 想 さ れ て い る 。 し た が っ て ，政  
府 の 保 有 米 確 保 と 輸 出 増 加 は 切 り 離 せ ぬ 問 題 で あ る し ， ま た そ の 輸 出 増 加 は  
ビ ル マ の 外 貨 獲 得 の 重 要 に し て 唯 一 の 方 策 で あ る こ と か ら ，政 府 保 有 米 の 減  
少 は 重 大 な 問 題 を 提 起 す る 。 こ の 保 有 米 の 減 少 に は ， 多 く の 原 因 が 考 え ら れ  
る に し て も ， 産 米 の 8 0 % 近 く が デ ル タ に 集 中 し て い る と い う ， 特 殊 条 件 下 で  
は， デ ル タ に お け る 反 乱 軍 の 破 壊 活 動 に よ る 被 害 は 決 つ し て 楽 観 視 出 来 る も  
の で は な い 。 特 に ， この 11月 の よ う に ， 政 府 保 有 米 を 保 管 す る 農 協 ， 公 社 の
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倉 庫 ， 精 米 所 へ の 破 壊 攻 撃 は ， 少 な か ら ぬ 打 撃 で あ る 。 ま た デ ル タ 農 民 へ の  
威 嚇 は 政 府 へ の 売 渡 し を 消 極 的 に し ， 闇 業 者 へ の 横 流 し に 向 わ せ る だ け で な  
く， 連 日 の 政 府 •反 乱 軍 の 交 戦 は 収 穫 ，脱 穀 な ど の 能 力 を い ち じ る し く 低 下  
さ せ て い る 。
い ず れ に せ よ ， 反 乱 軍 の 政 府 へ の 集 米 妨 害 は ， 相 当 “成 果 ’ を 収 め て い る  
と 予 想 さ れ る し ， 逆 に 政 府 は ， 重 大 な 危 機 に 立 た さ れ て い る こ と に な る 。 し 
た が っ て ， 政 府 は デ ル タ で は ， 一 層 の 軍 事 努 力 を す る と と も に ，集 米 不 足 に  
対 す る 反 乱 行 動 以 外 の 要 因 に つ い て は ， こ れ を 絶 対 に 排 除 し な け れ ば な ら な  
い 。 そ の た め ， す で に 農 民 保 護 政 策 を 基 調 に ， 流 通 機 構 の 整 備 ， 闇 取 引 の 徹  
底 的 取 締 り な ど の 対 策 を も っ て ， 集 米 に 一 段 の 努 力 を 重 ね て い る 。 上 述 の よ  
うに11月 3 0 日 の 生 産 者 米 価 引 上 げ 措 匱 は ， ま さ に こ う し た 集 米 努 力 の 一 端 を  
表 わ し た も の で あ ろ う 。 こ う し た 米 価 値 上 げ は 財 政 負 担 の 増 加 と な り ， 財 政  
難 に 拍 車 を か け る こ と に な る の を 承 知 の う え で ， ま さ に 窮 余 の 策 と い う 感 が  
強 い 。 デ ル タ 産 米 を め ぐ る 反 乱 軍 と の 闘 い は ， 今 に 始 ま っ た こ と で は な い が  
第 1 次 4 力 年 経 済 計 画 の 第 1 年 度 に も あ た る 本 年 度 産 米 の 輸 出 に か か わ る こ  
と で あ る た め ， 政 府 と し て は ， あ ら ゆ る 手 段 を 講 じ て も 保 有 米 の 確 保 を 急 が  
ね ば な ら な い 。 だ が 政 府 の か か え る 問 題 は ， 反 乱 軍 対 策 だ け で は な い し ， そ 
の 多 く は ま た 時 間 の か か る 問 題 で も あ る の で ， 早 急 に 解 決 出 来 そ う に な い 。
♦ベトナム戦争調停役を拒否
11月 8 日， ビ ル マ 外 務 省 は 「ビルマはベトナム戦争における調停役を断わる。 理由 
は， このことはビルマ政府の強固な非同盟政策に反することになるからである」 と要 
旨次のような声明を発表した。





2 .  ラ ン グ ー ン が “会談” の地として最も適切であるとのフィリピン国連大使口 
.ぺツの発表に対しては， ビルマは非好意的に受けとっているとはすでに新聞発表で
明らかなことである。 ビルマとしては， 口ぺツ発言は早合点であると考えている。
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3 . 外務相は， あるラングーン紙がフィリピンの行動について批判的報導をした 




第 1 号交易公社は今期籾予約頁付計画を11月 8 口，下記のとおり発表した。
〇生産物の収穫期受渡しに対する前払いを受ける権利は，前期に作物受渡しを誠 
実に行なわなかった者を除いて全ての農民に与えられる。 （特に， 1964〜65年およ 





なお，価格は， 12， 1 ， 2 月の公定価格により46ポンド入り俵， 1 俵 か ら 5 俵ま 
で販売することが出来る。
〇 また販売の際，emata種， ngasein種， kaukhnyin種の販売に優先権が与えら 






合は交易公社と相談の上， その責任量を 4 年間のうちに引渡さねばならない。 当計 
画について中央 S A C は各地区 S A C に指令を発した。
♦食 用 油 統 制 解 除
政府は2 6日，貿易省指令第1 3 , 1 4 , 1 5 号を発し落花生，落花生油，落花生油粕，胡 
麻，胡麻油， 胡麻油粕の統制を解除した。
指 令 第 13号は，統制解除後の新しい取引き方法を定め，第 14号は，民間登録卸売業 
者ないしは小売業者に対し， 国営諸工場が生産した食用油， あるいは国が輸入した食 
用油の卸売もしくは小売行為を許可している。
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年 度 輸 入 食 用 油 落花生，胡麻油生産 綿実油，糖油生産
195 6 - 5 7 12,559 (トン） 28,724(トン ) 2 7 6 ( トン）
1957〜58 22,576 27,737 195
1958〜59 14,507 36,095 191
1959~ 60 21,195 37,654 '394
1960〜61 7,936 83,419 449
1 9 6 1 - 6 2 4,651 88,026 4,167
1 9 6 2 - 6 3 5,324 96,960 4,754
1 9 6 3 - 6 4 52,452 66,638 4,649
1964〜65 54,405 84,001 2,250
1 9 6 5 ~ 66 5 7，114 58,923 1 ，681
(注） 本表で最初の 7 年間の輸入は民間の輸入業者により行なわれたもので 
60〜61年 度 か ら 3 年間の輸入減少は，下ビルマに落花生栽培が導入された 
ためである。
♦ 米 価 改 訂
貿易省11月3 0日は布告第12号を発し， 1 9 6 5年 3月 5日 付 第 8 号布告により定められ 
た品種，品質別米価を取消し，布告第16号を発し，新しい米価を決定した。
この新決定によると， 全品種の生産者価格は収穫期初期 100パスケット当！) 3 0チャ 
ット値上げし，終期は値上げ幅を10チャットまでとする。 しかし国内消費者価格は改
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これまでは，民間の登録小売業者は国営工場で加工された農産物中， たばこのみの 
販売が許可されていたに過ぎず， 輸 入 農 産 物 の 販 売 を 許 可 さ れ て い た 民 間 業 者 は な か ：ゞ 
った。 なお，革命政府農林省は当措匱に基づいて，落花生，胡 麻 に 対 す る 今 冬 期 耕 作 . 
融資を停止するとの声明を発表した。
またこの統制解除の理由は， 農民が，耕作費用を国家から融資を受けているにもか 
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. 訂しない。
したがって emta，ngasein，Kauknyin種の生産者価格は1966年12月1日より1967年 
1 月15日までを30チャット， 1 月16日以降，最低10チャットまで値上げする。
ま た ngakyweと meedone種 は 1967年 1月 1日 か ら 2 月15日まで30チャット，それ 
以降最低10チャットまで値上げすることになる， この新価格は12月 1 日より実施され 







〔emahta種〕普通360，優良種380，第 1 等米 350。
〔ngasein種〕普 通 34 0，優 良 種 355，第 1 等 米 360。
Ckaukhnyin種〕普 通 3 3 0，優 良 種 340，第 1 等 米 350。
〔ngakywe種〕普 通 415チャット，優 良 種 430チャット， 第 1 等 米 440チ ャ ッ ト 。 
〔meedone種 〕普 通 355チャット，優 良 種 370チャット， 第 1 等 米 375チャット。 
(注） emahta，ngasein，kaukhnyinの 3 品種は， それぞれ 1 月1 6日以降は提示 
価格より10チャッ f 安くなる。
ngakywe, meedoneの 2 品種は， 2 月1 6日以降， それぞれ10チャット安く 
’ なる。
令党組織と党員構成
社会主義計画党第2 回セミナー席上における党書記朵 の政治報告において， 党員構 
成問題が取上げられた。 9 月 3 0 日現在， 党員候補生18万 5947名中，農民は単に1万 
5383名に過ぎない。 このことは，全国に 600万農民がいるという現実からして非常に 
■ 貧弱な代表数である。
これに比べ政府職員を含めた労働者は9 万1999で， 軍関係 5 万4028，人民警察1万 
2875で，その他が2 万1662となっている。 すなわち，実際の職業別人口からすれば農 
民は全人口の4 分 の 1 であるが，党員候補生の比率は11分 の 1 に過ぎない。 農業は国 
1 の経済の背骨である。 農民は，全国で 650万を数える最大の勢力である。農民と労働
者は革命勢力の主要な源泉である。 したがって農民は労働莕とともに社会主義針画党 
い に於けるメンバーとしてはその大半を占めるべきものである。
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現状の不均衡は，組織形態に基本的な欠陥を及ぼす重大なことである。 組織は主に 
都市部において進展を見せているが， 農村のような地方ではまだ充分に浸透していな 
い。 農村におけるこのような不満足な影響力が存続する理由の — つは，他の職業に比 
ベ農民，耕作者の知識水準が低く，彼らの政治意識が明らかに遅れている。 また彼ら 










いるし， セミナーで討議されたことでもある。 セミナーに出席したある地区代表は， 
その地区の党員候補生の構成について， 候補生の中には，直接生産活動に従事してい 
る労働者数は， 直接生産活動に従事していない労働者数に比べはるかに少ないという 
ことが指摘された。 その地区では7000人の非生産労働者に比べ生産労働者は1700人 k  
過ぎないということである。
こうした事例は， 現在の社会主義計画党党員候補生の構成を忠実に代表している。 
いまや， このような状況を是正しなければならない時期にきている。 しかし，是正の 
実現と実施には極めて困難を要することである。 いずれにしろ成功ないしは失敗は， 
租職活動をする多くの候補生個人に帰着するものである。 重要な事は， いずれの候補 
生も自らを忘れてはならないということである。 党および人民の代表たる候補生は， 
候補生自身の性質によって党を規定するであろう。（W .尸 ^).紙 U 月2 0日付社説）
9 月1 0日 発 表 の 「国民経済白書」（Report to the People) の内容は， 当研究所 
出 版 の 「海外経済資料 J 3 月号に掲載することとした。 .
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日 誌 （11月）
日 ▼ 宝 石 見 本 市 1 8 0万ドル売上げ — インヤ湖ホテルでの第3 回宝石見本市が本 
日終了し，総 額 180万 6 千 ド ル （860万 1 千チャット） の宝石，真珠，貴金属の売 
上げを示した。
▼協同組合と民間業者が競合 — ラングーンでは12月から，協同組合が解除商 
品の販売を取扱うことになり，当商品を取扱う民間業者と競合することになった。 
なお協同組合の利益は売上げの1 % である。
▼シャン州の交通関係を接収一 道路連輸局は10月 1 日付をもってシヤン州商 
業 開 発 公 社 （タウンジー） を接収した。 当公社は特に輸送業を行ない，5〇台の5 
トン積みトラックと，従業員 155人を有していた。
▼「全アジア会議にラングーンを提供しない」— 外務省スポークスマンは，10 
月3 1日 の 「ビルマはベトナムに関する全アジア平和会議をラングーンで開く用:t  
がある」 とのマニラ発ロイター電を否定し， 「ビルマは全アジア平和会議の場所 
としてラングーンを提供すると提唱したことはない」 と言明した。
日 ▼ ビ ル マ 共 産 党 代 表 ，アルバニア党会議に出席 — アルバニア情報局A T A 通 
信によれば第 5 回 アルバニア労働党会議に中国，ルーマニアなどとともにビルマ 
共産党の代表が出席しているということである。
▼日本経済技術協力調査団到着 — 中村シゲル団長ら一行9 名の日本経済技術 
協力調査団が， ラングーンに到着， 6 日間に亘って， 日本の賠償による施設の問 
題について調査する。
日 ▼ 9 力月間の火災件数は2071— ラングーンの消防訓練学校で開かれた第1 回 
消防士セミナーの席上，消防 局 長 J E . Shiscoreは，1966年 9 月末迄の火災件数 
は2071件， （損害は1200万チャット）原因の3 7 % は台所の火の不仕末，4 0 % は不 
注意であると報告した。 なお， 1965年 の 1 年間の火災件数は2329件 （損害は3000 
万チャット） であった。
▼米国大統領顧問来る — 東 南 ア ジ ア 経 済 社 会 問 題 担 当 米 国 大 統 領 顧 問  
Eugene R . Blackが来緬した。 な お Black顧問はネ •ウィン議長と会談して， 
11月 4 日にクアラルンプールへ向かう。 Black顧問は社会経済開発におけるビル 
マの活動や計画を調査し， 当分野における両国間の協力の見通しを探ることを N 
的としている。
ビ ノレ
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▼ハンガリーと貿易協定に調印 — ビルマ政府とハンガリー政府は，両国の経 •
済および貿易関係促進のため， ビルマ .ハンガリー貿易協定に調印した。 この調 
印は，駐 ビ ル マ •ハ ン ガ リ ー 大 使 と Han  T u n 中佐が両国を代表してラングーン 
で行なわれた。
▼今期模範労働者は 803人一 - 模範労働者中央審査委員会は1965〜66年度の模 
範 労働者は 8 0 3 人を選ぶと決定，11月 7 日に発表されることになった。
5 日 ▼ 農 民 評 議 会 は 来 年 3 月に— 中央政治科学校で開かれている第5 回農民問題
訓練講習会の席上で，党 中 央 組 織 委 員 会 農 民 問 題 局 長 タ ウ ン •チ 大 佐 は 「農民評 '•
議会の結成は1967年 度 農 民 の 日 （3 月 2 日）式典が終り次第各郡で開始される予 &
定である」 と述べた。 ^
▼ Myo Myint中佐，中労委メンバーに----政府は前農林省次官補 Maung  Maung
Gyi海軍中佐に代わり， 中央労働委員会メンバーに労働局長 M y o  Myint中 佐 を . 
任命した。
7 日 ▼ 各 軍 管 区 で 将 校 訓 練 コ ー ス — 「社会主義経済の擁護者として人民軍たる誇 ゐ
りを固持し， 質的向上を計るため」 の国防軍将校訓練講習会が，各 軍 管 区 で 一 斉 . >  
に開かれた。北西軍管区では，司 令 官 Sein M y a 大佐が，議会制民主主義の無意 .
味を説明し，軍将校の確固たる思想統一を強調し tこ。 . . く
8 日 ▼ ビ ル マ ，ベトナム戦争調停役を拒否 — ビルマ外 務 省 筋 が 明 ら か に し た と こ ••甚  
ろによると，ビルマはベトナム戦争における調停役を拒否したということである。 ダ| 
詳細は參特記事項参照。 . v / J
▼今年度の籾買付計画を発表 — 第 1 号交易公社は今年度収穫時における政府 
機関による籾の予約買付計画を発表した。詳 細 は ♦特 記 事 項 参 照 。 -.1
9 日 ▼ ビ ル マ 国 軍 司 令 官 会 議 — 1966年度国軍司令官，高級将校会議がミンガラド
ンで開かれ，各司令官，革命政府閣僚，高級将校が出席，ネ •ウ ィ ン 国 軍 最 高 司  ソ
令官は，①国内事情，②反乱軍情勢，③国軍組織問題，④国軍作戦について演説 r  .: 
をした。 その後陸軍司令官 Sa Y u 准将が演説し，討議を行なった。
1 0 日 T 国軍司令官会議2 日目— 司 令 官 •高 級 将 校 会 議 2 0 目 は 国 軍 を “人民軍” . ’
へ改編するための現行国軍法の改正について討議した。
▼タノム •タ イ 首 相 来 訪 — タノム •タイ首相夫妻とその一行はネ •ウィン議
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長の招待により 3 日間のビルマ訪問のためラングーンに到着した，空 港 に は ネ • 
ウィン議長夫妻を始め， 中央軍管区司令官 Tin U 大佐， ウ ー •ティ•ハン外相， 
ココ官房長官，Hla P h o n e大佐らが出迎えた。
▼国有化銀行の補償は来月から — 国有化された五つの民族銀行に対する政府 
の補償支払いは，12月1 2日より各株主に対して行なわれるとの声明が，銀行国有 
化委員会により発表された。
1 1 日 ▼ タ イ 首 相 ペ グ ー へ ^~来 訪 中 の タ ノ ム •タ イ 首 相 夫 妻 は ペ グ ー の 寺 院 に 詣 で  
た。 ビ ル マ 側 は ウ •テ ィ .ハ ン 外 相 ， Tin U 大佐， U  Po K u n 駐タイ大使らが 
同行した。
▼松野農相ビルマへ — 松野頼三農相ら一行は 3 H 間のビルマ訪問のためにラ 
ンダーンに到着，一行は， タウン •チ大佐と会見，今訪問の目的などを語った。
▼司令官会議 — 国 軍 司 令 官 •高 級 将 校 会 議 3 日目が開かれ，国防予算の削減 
のための業務をするべく主計総監局の設置問題を討議した。
1 2 日 ▼ タ イ 首 相 帰 国 — タノム •タイ首相夫妻は予定の H 程を終え，午 後 2 時特別 
機で帰国した。 なお空港にはネ •ウィン議長はじめ， Tin U 大佐， ウー. テ ィ • 
ハン外相， ココ大佐， Hla P h o n e大佐らが見送った。
▼司令官会議終了 — 1966年度国軍司令 官 *高 級 将 校 会 議 が 4 丨丨間の会期を終 
え終了した。席上陸軍 罚 令官サン •ユー准将は， 4 日間に射議された諸点につき 
返答した。後ネ•ウイン議長の主催による晚さん会が開かれた。
1 3 日 ▼ 砂 糖 生 産 ほ ぼ 自 給 段 階 へ — 今年の砂糖生産高は約70万袋で， これはほぼ国 
内自給の達成が出来る。
▼コロンボ計画諮問委員会へ — 第 17回コロンボ計画諮問委員会会議に出席す 
るビルマ代表団がカラチに到着した。 なお代表団は国家 iH•画省次官補U  B a T i n， 
内閣官 房 次 長 U  W i n  P e らである。
▼松野農相帰国 — 松野農相一行は 3 H 間の訪問を終え， マニラに向け出発し 
た。 なお12日 に は ウ .テ ィ •ハ ン 外 相 と 会 談 し た 。
1 4 日 ▼ 1966年度計画党セミナー開く — 1966年度社会主義計画党セミナー(第 2 回） 
がミンガラドンの中央政治科学校で開かれた。 セミナーには各閣僚，党 セミナー 
準備委員会，党本部員，S A C 関 係者ら約 1300人が出席した。 まず，ネ •ウ ィ ン  
党議長の開会宣言にはじまり， 開会演説をし，中央組織委員会書記畏サン .ュー 
准将が党政治報告を朗読， さらに， 中央組織委員会統合書記 苌 タン•セイン大佐 
がセミナーにおける討議議題を提出した。なお当セミナー関係の詳細は後掲資料
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参照。
▼ S A C 議長を専任に — 各郡，都 市 部 に お け る 各 地 域 の S A C  (治安行政委員 
会）議長は，国防省より任命された軍人が担当しているが， S A C 業務と軍行動 
義務とのなめに極めて忙殺されているため， こ の た び S A C  •議長を専任とし，.ま 
ず， ラングーン市の6 S A C 議長を専任に指命した。 これらの議長はそのために 
特に訓練された軍人である。
▼タイ首相， ビルマ訪問に関し記者会見一一 3 日間ビルマを訪問して帰国した 
タノム首相は記者会見で次のように述べた。
( 1 ) ネ •ウ ィ ン 議 長 は ， ビルマがタイに侵略する如何なる国のルートとして 
使用されないことを誓った。 ビルマが厳正中立を続けていることが理解され  
た。 それは中国と千マイルの国境を接しているからである。
⑵ ネ •ウ ィ ン 議 長 は 開 発 問 題 ，特に農業開発に重点を置いている。 ビルマ 
は資源が豊富であるが，現在，米の生産低下に直面している。
⑶ ネ • ウ ィ ン 政 府 は ， タイ•ビルマ国境， タイにおけるビルマ人政治亡命 
者 な どについての問題は生起していない。（ビルマの社会主義政策に反対して， 
ビルマを出て，タイに住みついているビルマ人， シャン族， カレン族は数百人 
といわれている。）
1 5 日 ▼ 計 画 党 セ ミ ナ ------第 2 回計画党セミナー 2 日目は，第 113に 行 な わ れ た 党
政治報告について討議がなされた。 その他，統制解除，党組織などの諸問題が討 * 
議された。
1 6 日 ▼ Th〇zi郡は米不足 — 当郡内15万の住民は先月来配給米が不足し，配給は不規 
則になり， あるところでは全く配給されず，悪質な闍業者に頼らなければならな 
い状態である。そのため，闇 米 は 1 パスケット当り2 8チ ャ ッ ト （公定価格は普通 




1 7 日 ▼ 計 画 党 セ ミ ナ ー 終 る — 4 日間にわたってミンガラドンで開かれた第2 回社 
会主義計画党セミナーが終了した。終了日にも，各地区から報告や討議が続けら 
れた。最後にネ •ウィン議長の閉会演説が行なわれ，今大会のスローガンである 
“我等の社会主義計画党”“思想の統一” “党組織の拡大” などを叫んで終った。 
▼協同組合の五つの型を検討 — マンダレー地区で最近，県，郡協同組合担当
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官と党代表らが集まり，農村，都市に於けるそれぞれ異なった型の協同組合を設 
置すること， また民間業者と競合するために，協同組合員を訓練するなどの計画 
が討議された。 当討論会は省協同組合担当官 U B a  T h a nの主催したもので，要 
旨次のように述べた。
⑴ 商 品 の 統 制 解 除 の 目 的 は 消 費 者 ，小商人の利益のためであり，協同組合 
は，価格の統制から適正価格にするまで，悪質分子の活動を停止するため民間 
業者と競合しなければならない。
⑵ 協 同 組 合 の 五 つ の 型 と は ，販売協同組合，生産者協同組合，村落ごとに 
置く総合協同組合，都市域に置く，消費者協同組合，および信用貯蓄組合であ 
る。
1 8 日 ▼ 来 年 の 連 邦 記 念 日 は ラ ン グ ー ン で — 来年:12月 10 U か ら 3 H 間開催予定の第 
20回連邦記念日式典会場にラングーンが選ばれた。 こ の 決 定 は サ ン .ユー准将を 
議長とする記念日中央準備委員会が行なったものである。 なお，準備委員は， 夕 
ウン•ダン准将， タン . セイン大佐， フラー.ハン大佐， マウン•ルウイン大佐 
などである。
▼商店検閲開始 — 商取引の不備を見出し，改善し， 消費者に対する商品配分 
を充分かつ円滑にするため，中央交易公社による検閲，監査がラングーンの2900 
力所で行なわれた。 この監査を受けるものは，郡交易事務所，基本的食糧品店， 
一般商品販売店，繊維販売店などである。 なお監査は， 管理状況，会計，予算， 
統計，計画などにおよぶ。
1 9 日 ▼ バ セ イ ン で 4丨の農協が破壊さる— バセイン東郡で，反乱軍による農協の破 
壊活動が行なわれて， 当郡8 0の農協のうち41の農協が破壊もしくは略奪された。
2 0 日 ▼ 反 乱 軍 ， 協同組合を襲擊 — 最近， N D U F 反乱軍がモービン南部地区に侵 
入し， テロ，略奪行動を続けている。特に村落農業協同組合を襲擊し， 3 日間で 
1 0力村の農協が襲われ，略奪，放火された。
▼反乱軍批難集会一 - M o g o k で， 反乱軍批難集会が開かれ， 最近の反乱軍に 
よる民家焼打ち，農協破壊活動などを批難した。
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る。 このため市場価格は常に不安定であるということから， 中央交易評謎会はこ 
のほど，全郡交易寧務所に対し，最近の商品価格の動向を調奔し，報告するよう 
指不した。 •
2 2 日 ▼ ネ •ウ ィ ン 議 長 の ネ パ ー ル 訪 問 決 定 — ネ •ウィン議長夫妻は11月3 0日から 
12月 3 日まで， ネパール国王の招待により， 同国を訪問する旨外務省から発表さ 
れた。
2 3 日 ▼ 労 相 「不言実行」 を強調 — 中央政治科学校で開かれた第13回労働問題訓練 
.講 習 会 閉 会 式 の 席 上 ，労相，党 労 働 問 題 対 策 局 長 マ ウ ン •シ ュ ウ I 大 佐 は 「革命 
政府は，国家と国民のためには如何なる投資も措しまない。農民と労働者の積極 
的協力なくしては成功はありえない」 と述べ次のように演説した。






⑶ か つ て 工 業 用 原 料 の 70〜8 0 % は輸入に頼っている。 旧経済制度は自足自 
給制度ではなかった。 われわれは， このような欠陥を修正していかねばならな 
い。 自国の原料で全商品を生産することは新経済制度の基本的な目的である。 
私は，労働者諸君に対して， 「不言実行」 を強く訴える。
2 4 日 ▼ 港 湾 整 備 — アラカン海岸のサンドウェイ近郊の M a y o 湾 の 港 湾 機 能 が ， 
1965年 2 月以降人民事業公社によって現在拡大整備されているが，来 年 1 月に完 
成する運びとなった。 なお当整備工事の費用は総額1 4 0万チャットになる予定で 
ある。
2 5 日 ▼ 両 評 議 会 結 成 を 截 迎 — 今，全国で労働者評議会，農民評議会設立に関する 
大衆討論会が開かれているが各地で歓迎の意が表明されている。
▼セイロン農相，テ ィ ン .ぺ准将と会見 — 来訪中のセイロン食糧 .農業相は  
外 務 省 で テ ィ ン •ぺ 准 将 お よ び ウ •テ ィ •ハ ン 外 相 と 会 見 し た 。 なお当席には第 
1号交易公社総裁 San W i n 中佐らも出席した。
▼ 2 肥料プラントまもなく建設----ラングーン市のKyunchaungと Pakokku
にそれぞれ肥料工場が建設されることになった。当工場は二つとも日産2 0 0 トン 
の能力をもち，費 用 は 1 億 1 千万チャットで1969〜70年度に完成する予定である。
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▼ 反 乱 軍 人 の 巡 礼 を 殺 害 ----約 20〜30名の反；1;t取 が Thaton地 民 Kyaiktiyo
寺院に巡礼に向かう途中の信者に発砲し，11人が射殺された。







いる業者数は全国で合計4725で，その内訳は，農産物取引7 9 5 ,海産物取引1842, 
その他2124となっている。







2 9 日 ▼ バ セ イ ン で 5 列作戦開始— 南 西 軍 管 区 域 に お け る 治 安 •行 政 •組 織 ♦経  
済•社会状況を改善するための5 列作戦が開始されたと， 当 軍 管 区 司 令 官 San 
K y i大佐が言明した。また大佐は「闘争しっっ組織し，組織しつつ闘争する」 こ 
とを強調， 「作戦は常に国家と人民の利益になるよう運ばねばならない」 と述べ 
た。
▼各地で反乱軍批難大集会— モールメンでは，最 近 Kyaiktiyo寺院は向かう 
途中の巡礼11人を反乱軍が殺害したことに抗議して，約 1 万人の市民が集会を開 






3 0 日 ▼ 米 価 改 訂 — 政府は貿易省指令第12号を出し，1965年 3月 5日付の貿易省指
— ( 3 3 6 ) — — 2 0 4  —
ビ ル マ （11月）




▼ r統制解除は民衆の利益のための措置」— マンダレー省各部局調整会議の席 
上マンダレー省 S A C 議 長 S e i n M y a大 佐 は 「34品目，および最近の胡麻.，落花 
生の統制解除は民衆の福祉のために行なうものである。 またこれをやらなければ 
政府は困難な状況に対処することが出来なかった。 しかし， この措置は民間業を 
奨励することを目的としたものではない」などと主に統制解除およびその後の価 
格問題についての演説を行なった。
▼ネ.ウィン議長ネパールへ— マヘンドラ•ネパール国王の招待を受けてネ• ， 
ウィン議長夫妻は同国を3 日間公式訪問するため出発し，同時ネパールの首都力 
トマンズに到着，午後国王主催の歓迎レセプションに出席した。なお議長同行者 
はココ大佐， U  Tun  Shein外務次官らである。




反 乱 軍 関 係 日 誌
n 月
1 日 T Bassein: 約40名の共産党反乱軍がバセイン東郡 Thayagcm村の精米所，三 
つの倉庫，民 家 1 戸に放火して逃走。被害総額は15万チャット相当。 この反乱軍 
は Bo N a g a派である。
2 日 ▼ M o u lm e in g y u n : 約80名の反乱軍の襲繫に よ り H to n h le c h a u n gの12の精米 
所が略奪され，政府保有米300袋が失なわれた。 またこのため一つの倉庫が焼却 
された。
▼ Pyapon: 約20名の反乱軍が当地区Dedaye郡 Naukpyandoe村の精米所と倉 
庫を攻撃し，当所に放火，米1529袋，麻袋9000個など総額36万3400チャットが焼 
失した。 また他の1 隊 は Aukkwingyi村 お よ び Ohnbin村の精米所に放火した 
が，住民の消火による大事に到る前に鎮火した。
▼ M o u lm e in g y u n : 約1〇〇人の農民を率いた反乱軍が当地区T o n h le c h a u n gと
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Kwanhlechaung村 に 侵 人 2 精米所に押し入9 ， 結:米機械を破壊した。一隊は 
: 同所を去る前に「精米所は，精米所自身の利益と命令に基づいて繰業している」
と叫んだ。
3 日 ▼ Pa-an: K y a w  N y u n こと A d u  K N D O 指導者が N a w n g o n村で政府軍巡戒 
'. 部隊に逮捕された。K y a w  N y u n は今年 4 月 Pa-anで蟹察から脱走して反乱軍に
加わった3 人の管官の1 人である。
▼ Myaungmya: 多数の反乱軍が势 地にある1〇〇トン級ドイッ製精米所に侵入
； し，使用していたが，政府軍の攻撃により逃走した。 しかし逃走の際，発電機や
' ベルトを破壊した。
5 日 ▼ Sandoway••赤旗共産党员 のM a  Pyu (婦人）が当地駐屯の政府軍第55連隊 
に投降した。
6 日 T Moulmeingyun: 国営木材局職員が，Thitto運河河口付近で約50人の反乱軍 
の攻撃を受け射殺された。
7 日 ▼ Pegu: 反乱軍はW a w 郡内の人民真珠養殖産業所属の四っの水産施設を攻繫 
した。被害総額は5800チャットである。
▼ Myaungmya: Laboota 郡 Bidut 村にいる M a h n  Ba Zan の息子 B o  Robert 
Z a n の卒いる K N D O 反乱軍と政府軍第11連隊が交戦， さらに当地区のジャング 
ル地帯に潜む M y a u n g m y a県共産党議長 Boh U の卒いる共産党反乱軍とも交戦
' いずれも反乱側が大打擊を受けた。 この交戦の結果，Labootaジャングル内に建
設されていた K N D O 第 5 旅団本部や共産党県司令部が破壊された。
8 日 ▼ P y u : 約30名の共産党反乱軍が O k t w i n郡 Thaung T a n 村協同組合に侵入， 
1300チャット相当を略奪した。
▼ Thanhyzayat: Kyaw O h n に卒いられる約3 0 名の反乱軍が势 地区の鉄道修 
復工事をするため設けた鉄道キャンプを襲撃し，多数の労働者が負傷した。なお
' • .  反乱軍が襲撃した理由として「当キャンプの労働者が反乱軍が要求した税金支払
‘ いを拒否したからである」 とされている。
T Minbya: 共産党員 Kya Tun A i m gが社会主義計両党支部に投降した。
• - 9 日 ▼ Lashio:約25名のシャン反乱軍が， Lashio-Tanyang道路を通行中の警察パ
スを襲攀したさい指導者が警察官によって射殺された。
1 2 日 ▼ Tanyang: シャン反乱軍が，農民夫婦を殺害し子供に重傷を負わせた。
，ペ - . 1 3日 ▼ Nat-Pe村の農民が反乱軍に武器を供給することを断わったためN D U F 反乱 
{y 軍に殺された。
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▼ Pant.anaw: 政府軍に重大な損害を与えられた反乱軍が報酬を試みA R D C ジ 
ユート倉庫に放火し約70万チャット相舀のジユートを農機具などを焼却した。
1 4 日 ▼ W a w : 2 人の郡指導者を含む 8 人の共産党反乱軍が Pagan村近郊で政府軍 
の攻撃により殺された。
▼ Thaton: Theinseik 警察管内 Mogaung 村付近の Martaban=Rangoon 道路 
を通行中の乗合バスが反乱軍の襲撃を受け来客1 名が死亡し， 4 名が負傷した。
▼ Kyonmange ••反乱軍が当郡内1 0 力村の農協に侵入し，約 5 千チャット相当 
の物資および現金を略奪した。
1 5 日 ▼ Pegu:政府軍第 30連隊の攻撃部隊はW a w および Daik-U郡の共産党司令部 
を攻撃，反乱軍 8 名が死亡，32戸のパラック，15の掩蔽壞を破壊した。
▼ Yandoon: 警 察 隊 は Hlaing村農協を襲撃した N D U F 反乱軍と交戦，反乱 
軍 1 名が死亡。
T Bassein: 反乱軍がバセイン東郡の21力村の農協を14，1 5 日の2 日間にわた 
り略奪し，総 額 4 万チャットの物資を奪って逃走した。
▼ Pa-an: K N D O 反乱軍が当地駐屯の第2 チン部隊哨戒所を攻撃，5 分間にわ 
たって交戦した。 なお政府軍兵士1 名が死亡。
▼ W a k e m a : 当郡内の 8 農協が混合反乱軍に2 万チャット相当略奪された。
▼ Pa-an: 陸軍飛行場が反乱軍の夜襲を受け，第 2 カチン銃隊兵士が射殺され 
た。
1 7 日 ▼ W a w : 当郡交易卸売倉庫付近の陸軍哨戒所が反乱軍の夜襲を受けたが2 0分 
間の抗戦後撤退した。
▼ Myaungmya : 警察部隊と40名のK N D O 反乱軍が Kangyi村付近で衝突，交 
戦し，瞀 官 1 名が死亡，反乱側多数が負傷した。
1 8 日 ▼ Maubin: N D U F反乱軍は1 6 , 1 7 , 1 8 日の 3 日間にわたって，当 郡 内 K anu， 
Kanymwa, Letkhokepin, Ngapha-amg, Paukkon, Alangyi, Aungbon, Kye- 
echaung，Thaikkon ， P eich au n gの各村落農協を襲い，略奪活動をした。 このた 
め陸軍および人民警察軍の混成部隊が出動するとともに，当郡内の農協を一時閉 
鎖した。
2 0 日 ▼ Myinkakon: N D U F 反乱軍は当郡内6 農協に侵入し， 略奪するとともに， 
農協職員に対し，農協活動を止めるよう勧告，解組することを命じた。
2 1 日 ▼ Pa-an: 当 郡 Motadi村の農地委員長村長など1〇名の村民が39名の K N D O 反 
乱軍に連行されたまますでに5 日間行方不明となっている。
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▼ K y a u n g f? o n :バセイン郡の反乱軍が， 约 郡内の農協に対しテロ活動を開始  
し， これまで判明したところではバセイン東郡内合計 80農協のうちすでに41農協 
が略薄されるかあるいは焼失させられた。 このうち18農協だけでも被害総額は7 
万 7310チャットにものぽつている。
2 2 日 ▼ Thonze: 7 名 の N D U F 反乱軍がタラワデイ近郊の Zeinza村に侵入し， 農 
協理事長 な ど 2 名を射殺した。
2 3 日 ▼ K a w h m u: 到郡 T h a k h u tp in利•に反乱軍が侵入し，民家を襲擊，老婦人が射 
殺された。
2 4 日 ▼ Thaton: Kyaiktiyo寺院に巡礼に向う途中の 30人のグループが，約 20〜 30名 
の反乱軍に襲われ， うち11人が射殺された。
2 7 日 ▼ B a sse in : Saw  T a y に率 V、られた 14人 の K D U F 反 乱 軍 と Saw  P o H t a ik に 
率いられた30人 の K N D O 反乱軍が， それぞれ同日，別々に， N gap u taw 郡内の 
15村落農協を攻撃し，合 計 2 万 3 千チャット相当を略奪した。 なお反乱軍は，農 
協を襲った後， F我々は商店を接収し，商店委員会との問に接収調印を終えた」 
と宣言したという。
T B a sse in : B assein-H enzad a線を通行中の武装訓練車輛が，反乱軍埋設の地雷 
により爆破されたが， 損害は少なかった。 このため， 政 府 軍 第 9 4連隊が出動し 
て，地雷除却を完了した。
2 8 日 ▼ Z ig o n: カレン反乱軍 2 0 ~ 3 0 名 は Z igo n 東郡の農民に対し，政府に米を売ら 
ぬよう勸告した。
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演 説 全 文
われわれは党セミナー， 中央組織委員会会議，農 民セミナー，労働者セミナーなど 
多くの年中行事に忙殺されている。 これらの会議と討論会とに非常に多くの時間を費 
している。 これらの会議や討論会はある程度必要には相違ない， だがそのため実務の 
一部を放任することは許さるべきでなく， しかもわれわれの日常携っている実務の一 
部は寸時も中断せず絶えず努力し始めて遂行される性質のものである。 従ってわれわ 
れは年中行事と化したこれらの会議や討論会の一部を2 年 に 1 回だけ開催することの 
可否を目下検討している， しかしこのことは今後慎重に検討した後に始めて決定され 
るであろう。本日の演説ではわたくしは数種の問題点を論ずることとする。




定施行するに至った。 第 5 号 と 第 6 号とに定める目的がどの程度達成されたかを判定 
するは時機尚早である。 この制定を下すためには今しばらく事の成行を注視せねばな 
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..以 上 の こ と に 関 連 し て わ た く し は ビ ル マ に と っ て 頭 痛 の 種 と な る 事 件 が 起 っ た こ と  
を聞き知った。 タトン地域の某所で中国人が人民店舗にやって来た， そして何か特定 














この事件で憤慨に堪えないことは外国人がビルマ国人を罵倒して — 向差支ないもの 
.と 相 変 ら ず 思 い 込 ん で い る こ と で あ る 。 彼等は多年間このように傍若無人な振舞を続 
けてきた， だが今日のビルマは昔日のビルマではない。 現在までに多くの外国人がビ
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にもかかわらずビルマに再び潜入した外国人もある， だ が ビルマで後暗い生活を営ま 
ない限り彼等が居留することは一向差支ない。
ポンド地域からビルマが脱退した理由を説明すればこうである。 つまり， われわれ 
は自力で国運を開拓せねばならない故にわれわれの金銭を意のままに保管し使用する 
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要な新知識を修得できた。 以上述べたことは第 1 陳 列 所 と 第 2 陳列所との場合である 
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な考え方や態度を国内から一掃せねばならない。
次に党 袓 織について述べることとする。 党は経済㈨と行政 闽 との運営に必要な主要 






とし党員の質の向上を第2 目標と定めてきた。 従って破壊工作を企てる不良分子の入 
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n 1966年ビルマ社会主義計画党政治報告書
11月 14日に開始された1966年ビルマ社会主義1+画党セミナーに党書記長サンユー准 
将は 1966年政治報告書を提出した。 この報告書では1966〜67年度党組織化の目標とし 





党 志 望 者 •党 同 調 者 .党 同 調 苕 細 胞 の 資 格 審 査 ，労働者と農民との入党を通じて 
の党組織の拡大，党員の教育と党幹部の養成ならびに党幹部に対する任務割当の 
予行，党員の思想水準と政治意識との向上ならびに組織能力の育成強化， 党 本  
部 •県 支 部 •町 村 支 部 の 組 織 拡 大 ，党員と勤労大衆との政治指導に当る者と組織 










1 .  入 党 許 可
官僚主義にとらわれず党規約に基いて従来通り入党志望者を審査して入党を許 
可すること。
2 .  党同調者と党同調者組織
党同調者を集団化しこの組織を党の方針と害業綱領ならびに党規約に基いて教 
育し， さらにまた党同調者を党組織拡大強化に協力させること。
3 .  党 員 増 加
党員増加方針では農民と労働者との入党に重点を置くこと。
4 .  党員の教育訓練と党員に対する任務割当
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5 .  党員の思想水準向上，政治意識の強化，組織能力の増進
党員に,祖 ^に関する定期報告書を研究させ思想討論会と政治討論会とに出席さ 
せること。




7 .  政治面と組織面との指導
あらゆる段階の党組織は官僚主義に陥ることを避けながら党員と勤労大衆とを 
政治面と、組織面とでできうる限り有効に指導すること。




9 .  階級組織と大衆組織との結成
党は農民評_ 会，労働者評議会，諸他大衆組織の指導に当ること。
1 0 .  諸民族の組織化と統合
諸民族の政治，経済，社会，文化の各分野における活動を存続させ，諸民族を- 
党に編入し統合すること9
〇 4 力年経済計画実施面で党の担う責務 — 報告書では党の経済面で遂行すべき 
任務は革命評議会が定めた1966〜67年度から1969〜70年 度までの 4 力年経済計画の 
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党の諸機関 •党 員 •党 同 調 者 は 中 央 治 安 行 政 委 員 会 が ，勁労大衆に対する物資配 





各段階の党組織は国の農産物 M 上げに協力し，農事精通者逵の団体を組織してこ 
の買上げに参加させた。




が予定通り着実に建設されないこと， 生産の減退したこと， 国内交易業が諸種困難 
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治安行政委員会，農地委員会，農業協同組合， その他の組織にも詐欺師，地主 ■ 
の手先，利己主義者，破壊工作者が多少共潜入している。 . 召
社会福祉と国益とに役立つことを望む一部農民も境遇が不安定なため農民 袓 織 -：J 
に敢然参加しようとする気力を持たない。 、 .夕
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〇党の指導力， 袓 織力，大衆による支持の現況を1965年党セミナーに提出の.党書 
記長報告書で説明された状況とを比較すると格段に進歩向上した微候は認められな 
い。次に1965年報告書で説明された状況を参考までに以下要約して見よう。
⑴ 党 の 1965年 現 在 指 導 力 ，組織力，大衆による支持
国民がビルマ社会主義制度建設要綱を彼等自身の教条ならびに規範として信奉 
することとかかる信念の強化とを妨げる二つの要因が存在する。
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制の確立者，社会主義の偽装提唱者，優越民族至上政策の信奉者と非難した。 だ .. 
が彼等は一方ではこのようにいわれなき彭f謗 に 躍 起 と な っ て い る も の の そ の 反 面 /' 





ビルマを共産国化しようとする共産主義者一 味 の 温床にほかならな い との悪宣伝 








⑵ 入 党 志 望 者 ，党同調者，党同調者集団の資栽審査，農民と労働者とを対象とす 
る党組織の確立
報告書はこれらの事項につき下記の通り述べている。 ，
イ .入 党 志望者の審査
党 は 1962年 7月 4日 に 結 成 さ れ て 以 来 1965年 9月 3日 ま で に 68万 1906件の入 
党申請を受理し， 1966年 に は 9 月3 0日現在で13万0705件を受理した。現 在 ま で - 
に党の受理した入党志望件数は累計 100 万件近くに達したが党と しては， 入 党 .  
志望者を優良党員に仕立てるためには彼等の教育と組織化とに努めねばならな 
い。 しかし社会主義制度建設の目標を志向 し て 確 乎 た る 信 念 と 確 信 と を 抱 い て • 
党務に従事するため入党を志望する者のほかに不純な動機に駈られて入党を志 、 
望する者も決して少なくなかった。入 党 志 望 者 で 党 員 と 成 っ た 者 に は 諸 種 の 型 .
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がある。 しかし党はこれらの諸稱不純分子を排除せずに今 n に至った。 このよ 

















〇 — 部党幹部は審査を疏略に扱いこれを下僚また下部機構に一任してい  
る。





⑶ 党 同 調 者 と 党 同 調 者 集 団
党は1963年 6月 30日前までの入党志望者と中央組織委員会が党同調者として確 
認した者とを一括して党同調者集団を組織する方針であった。 しかしこの方針の 
ために党同調者として確認されなかった多くの入党志望者が党と関係ない立場に 
置かれることとなった。 そのため 1966年 9月 23日の第 36回中央組織委員会会議で 
は入党志望者を拽れなく党同調者と認めるとの方針が決定された。 かくして入党 
志望者は入党を許可されなかった場合にも党と緊密な接触を保つことができるこ
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⑷ 農 民 党 員 と 労 働 者 党 員
1966年 9月 30日 現 在 で 18万0947名であった同年の入党志望者を職業分類に基づ 
き区分すると1 万 5 3 8 3名は農民， 9 万 1 9 9 9名は政府使用人を含む労働者， 5 万 
4028名 は 軍 人 2895名は警察官， 2 万 1662名は諸他職業の従事者であった。




















⑸ 党 支 部 と 諸 他 党 組 織 と の 強 化
1965年現在で党支部総数は 1 9 5であった。 このように支部数は決して少なくな
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いものの執行黍興会が手不足なため支部、1'丨りオルガナイザー(組織化担势 者）1 名 
と書記 1 名 乃 至 幹 部 1 名だけであった。 し か し 年 に は 支 部 の 数 は 33 4となり， 
このうち77支 部 には支部長 1 名，書 記 1 ，名 候 補 生 2 名 が そ れ ぞ れ 配 ®さ れ ， 
1 5 8支部には支部長 1 名，書 記 1 名，候 補 生 1 名がそれぞれ配置され，3 2 支部に 
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〇 3 種目農業事情教育課程を履修した幹部候補者は602名 。
〇 4 種目労働事情教育課程を履修した幹部候補者は1442名。
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〇 1 柿:目大衆#情教育課程を履修した幹部候補者は50名。





由は党の 基 本 組 織 （末端組織） が国民各階層において大規模な活動を行なって 
いないためである。
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Gttarふ'a n 紙11月 1 6日付社説
1966年社会主義計画党セミナーの初日に当る11月1 4日にセミナーに提出され， セミ 





うし， これについて何等かの意見を持ち発表する者も有益な助言者として ^:の歓迎す 
るところとなるであろう。 もちろん一般人が党組織について有益な提案をなすことは 
できないであろう， しかし経済建設について党の考慮に価する提案をなすことができ
— 225 ~~ ( 357)_
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るはずである。
経済建設が現政権と党とに課された fx：大責務であることは明らかでもあり予期され 
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丨2月の概況
ネ •ウ ィ ン 議 長 は 11月 末 よ り ネ パ ー ル を 訪 問 ， マ ヘ ン ド ラ 国 王 な ど と 非 同  
盟 外 交 の 役 割 を 確 認 し て ， 12月 3 日， 帰 国 し た 0
国 内 に あ っ て は ， 社 会 主 義 計 画 党 の 一 支 柱 と な る 労 働 者 評 議 会 の 結 成 が 急  
が れ ， 各 地 で 代 議 員 の 選 挙 が 開 始 さ れ た 。 また ， 12月 7 日 に は 著 述 家 ， 記 者  
連 盟 の 結 成 草 案 が 提 示 さ れ ， 著 述 家 お よ び 記 者 な ど の い わ ゆ る 文 化 団 体 の 統  
合 が 計 ら れ て い る 。
さ ら に 政 府 に よ る 米 の 集 荷 が い よ い よ 本 格 的 に 始 め ら れ ， 各 地 で 集 米 作 業  
が 続 け ら れ て い る 。 特 に 今 年 は 輸 出 米 の 確 保 を 大 前 提 に ， 政 府 は 各 機 関 を つ  
う じ て 努 力 を 要 請 ， ま た 籾 買 上 げ 特 別 視 察 団 を 各 地 に 派 遣 し て ， 集 米 作 業 の  
円 滑 化 を 期 し て い る 。 同 時 に ， 反 乱 軍 ， 殊 に デ ル タ で の 妨 害 活 動 に 対 し ， 政  
府 軍 は 活 発 に 動 き ， 反 乱 軍 と の 交 戦 は ， 随 所 で 日 増 し に 激 し く な っ て い る 。
な お ， 政 府 の 経 済 統 制 緩 和 へ の 政 策 措 置 と し て ， 新 た に ， 12月 3 1 日 ラ ン グ  
ー ン 市 内 の レ ス ト ラ ン お よ び 酒 舗 を 再 開 し た 。 •
9 月 か ら の 統 制 緩 和 は ， 今 の と こ ろ ビ ル マ 社 会 主 義 の 変 容 と し て と ら え る  
こ と は 危 険 で あ る が ， 序 々 に 変 化 の 兆 し を 見 せ て い る こ と は 事 実 で あ る 。 12 
月 3 1 日， 各 軍 管 区 で 一 斉 に 開 か れ た 訓 練 講 習 会 で ，Sein M y a 北 西 軍 管 区 司  
令 官 は 「経 済 政 策 に は 変 化 は な い 」 と 述 べ た 事 が 注 目 さ れ る 。
命1952〜66年間にコロンボ計画に基づきビルマの受け入れた援助
1952幹 :から1966年 6月 10日までにビルマがコロンボ計画に基づき受け入れた援助の 
内容は，資本援助累計額が3882万0564チャット，技術援助費646万5374チャット，在外  
研修生派遣人員1300名，その所要費用1909万6905チャット，資材受入額993万4907チャ 
ットであった。 コロンボ計画の2 国間方式に基づき受け入れた研修生の必要費用とし 
て，ビルマが支出した金額は1966年 6月 30日までに累計14万668チャットであった。 
〔資本援助〕 <
0 ビルマがオーストラリアから受け入れた資本援助の内容を示すと， 工業開発公社に
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対する土砂運搬施設と付属施設との提供，農業農村開発公社に対する揚水ポンプ 600台 
練瓦タィルエ場向け所要施設，大豆増産用トラクター， 諸他農業機械の提供， ラング 
ーン市運輸周に対するバス100台分予備品の提供， 農業農村開発公社に対するジュー 
卜增産用揚水ポンプ 3 0 0台の提供と諸他用途に供するための揚水ポンプ 5 0 0台の提供 
であった。
O カナダは諸種開発計画の実施費ならびにタケタ橘架設 费 として， カナダ小麦売却を 
通じて獲得した外貨を供与•した。
O ニュージーランドは（最近落成した）パズンダウン橋の架設， マンダレー大学哲隹水 
工事， ラングーン実業学校設置， タウンジィ実業学校設置に要する費用を分担した。 
〔指導技術員の受入れ〕
ビルマが諸国から受け入れた指導技術員の数を国別に示すと，オーストラリア11名 ， 
カナダ36名， インド 2 名， ニュージーランド 8 名 ， 丨ヨ本23名，英国 50名である。 
〔研修生派遣〕
ビルマが諸国に派遣した技術研修生の数を受入れ国別に示すとオーストラリア418 
名，カナダ152名，セイロン21名，インド9 名，インドネシア11名，H 本61名，マレー 
シア16名，ニュージーランド74名，パキスタン35名，フィリピン2 名， シンガポール 
41名，英国 39名である。
〔資材施設の受入れ〕
諸 国 が ビノレマに供与した資材施設の価額を供与国別に示すとオーストラリア2 6 4万 
6872チャット，ニュージーランド1 万 3810チャット，カナダ219万 7277チャット，日 
本 23万6917チャット，英国 484万0031チャットである。
〔研修生受入れ〕
ビルマがコロンボ針 画 2 国間方式に基づいて諸国から受け入れた研修生の累計を派 
遣国別に示すとマレーシア12名 ，フィリピン3 名 ，パキスタン1 名， サラワク 1 名 ， 
ケニヤ1 名， ネパール 3 名 ，ベト ナ ム 1 名，朝 鮮 1 名である。
命 1966年間ビルマ公共事業施行事情
ビルマ人民亊業公社は 1 % 6年間に 6000種を超える建設事業計画の実施と公共施設維 
持とのため， 2 億7907万チャットを支出した。 •
1966年間に完了した工事の内容を示すと工場建物 548棟，発電所建物 138棟 ，商業用 
建物 85棟 ，労働者住宅 17棟 ，一 般 住 宅 173棟 ，公務員住宅 2948棟 ，諸官庁建物 166棟 ， 
車庫と機械置場 130棟 ，養畜用建物 145棟 ，商品倉庫 674種 ，病院と薬局 248棟 ，校舎 84
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装の完了した個所は 3 7 0マイル，砂利敷工事の完了した個所は 4 0マイル，路盤定匱エ 
事の完了した個所は 5 0マイル，土盛り工場の完了した個所は 10マイルである。既設道 





Monywa_ Pale_ Gangaw を結ぶ道路
Meiktila—Tha^i—Kalaw—Taunggyi—Kengtung を結ぶ道路
Moulmein—Thanbyuzayat—Y e—Tavoy一Mergui を結ぶ道路
今 後 3 年以内に施行が完了の予定であるこれら道路工事計画に基づいて公社は下記 
の工事を昨年中に施行した。
Y e -u，K a le w a, K a le m y o , F o rt W h ite , を結ぶ道路のうち 3 6 マイルの路盤定置工事 
と40マイルの土盛り工事。
M o n yw a，P a le ， G a n g a w を結ぶ道路のうち15マイルのアスファルト舗装工事と 20マ 
イルの砂利敷き工事。
M e ik tila T a c h ile k を結ぶ道路のうち 17マイルのアスファルト舗装工事，34マイルの 
砂利敷き工事， 10マイルの路盤定置工事，40マイルの土盛り工事。
M o u lm e in — M e r g u iを結ぶ道路のうち 30マイルのアスファルト舗装工事，20マイル 
の路盤定置工事，23マイルの土盛り工事。 s
人民事業公社は自己資金を用いて諸州で道路新設復旧維持工事を施行した。 （全国 
の自動車道路総延 苌 は 1 万4186マイルで，その所管別内訳は人民事業住宅省所管 7137 
マ，イル，カチン州所管 1134マイル，シヤン州所管 2170マイル，カヤ州所管 142マイル， 
コートレイ州所管 364マイル，地方道路協議会所管 3239マイルである。）
人民事業公社は渡船の便しかなかった特定の河川に架橋する要請を受けた。 この架 '
橋 工 事 計 画 の う ち P yaw b w e — Y a n a u n g 道 路 の T h a p a n c h a u n g橋は 1965〜6 6 年度に 
完成し， 水路に架 設 の W a w 橋は 1967〜68年度に完成の予定で，同じく水路に架設の 
T h a n a t p in 橋は 1967〜68年度に完成の予定，K u n g lo n g 橋は 1965〜66年度にすでに完
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成 ，M e ik tila — K e n g t u n g 道路のサルウィーン河に來設の T a k a w 橘は 1968〜 6 9年度 




人民事業公社に'割り当てられた工事費は累計3 僚 1880万チャットである， しかし一 
部エ准計画が朱実施のため現在までの支出額は2 億7907万 K )00チャットである。
♦ビルマ連邦著述家記者連盟の目標
ビルマ連邦著述家記者連盟と呼ばれる著述家と記者との準一 M 体の 設 置 案 が 本 U ラ 
ンダーン市公会堂とマンダレー市公会堂とで著述家と記者とに説明される。 この設置 
案はすでに各日刊新聞に掲載されたため， これを研究して有益な批評を試みることが 
できるわけである。 連 盟 の {3標は一見瞭然であって説明を付け加える必要はほとんど 
ない。 0 標 の 第 1 はビルマ連邦社会主義国家の建設に著述家と記者とを諸他勤労大衆 
と提携して活発に参加させること， 第 2 の 0 標は著述家，記者，一般勤労大衆の社会 
主義精神に基づく強力な協力態勢を確立すること， 第 3 の目標は著述家と記者との職 
業保障制度を設けることである。 設置案ではこれらの目標を定める条文に引き続いて 
12条にわたってこれらの U 標を達成するため，逋盟が発揮することとなる諸種機能が 
定めてある。
以上述べた諸 0 標のうちで最後に述べた目標， つまり職業保障制度の確立はあらゆ 
る著述家と記者とによって歓迎されるはずである。 彼等はひとりの洩れなく職業保障 
を受けて何等の危惧不安なしに著述業と記者業とに従事することを望むに相違ない。 
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♦ 1 9 6 3年 9 月〜1966年 10月間のビルマ国営交易業制度発達過程
1962年 5月 27日 に ，供給協同組合省がビルマ連邦物資買入委員会， 民需委員会，貿 
易振興公社（半官半民 )，協同組合から業務を引き継ぎ中央調達配給評議会を設置した 
場合に交易機構が確立し，この機構は1966年 10月 31日現在で農産物買入所1293力所， • 
水産物買入所1〇4 力所，卸 売 店 舗 （本店と支店）4 8 8力所，小売店舗％49 力所を包含し， 
従業員総数は13万0799名に達した。
次に1963年 9月 24日に供給協同組合省は，人 民 販 売 公 社 16社を設 S しこれら公社を 
通じて全所要物資の輸入業務と国営工場の一部製品の販売業務とを運常することとな 
り，そのほかに中央調達配給評議会の業務を引き継ぎ運営することとなった。
ビルマ経済開発公社（B E D C ) は 1963年 9月 28日 に 国 有 化 さ れ ，交易に関する全業 
務は人民販売公社によって引き継がれた。
1963年 10月 1日 に ， 貿易省は民間輸入業を全而停止した。 1963年12月24日には一部 
商品の輸出業務を処理するビルマ輸出庁が設置された。
1964年 3月 19日 と 同 年 4 月 9 日とには， ラングーン市と全国諸地域とに存在する卸 
売店舗，小売店舖， 仲介業のすべてが国有化され，その業務は人民販売公社によって
— J87 ~  ( 363)
引き継がれた。
1964年 4 月 11口には，民間貿易業者に対する輸出許可証の発行が停止された。
ビルマ輸出入公社（M E I C ) が 1964年 4月 1日 に 設 置 さ れ ，これはビルマ輸出庁の業 
務を引き継いだ。
貿易省は 1964年 9月 17日に 34品目の農産物を統制品として指定し，1964年 1月 28日  
にさ ら に 4 品目を追加し，1965年 2月 24日には同じく 4 品目を追加した。
革命評議会は1965年 6月 18日に供給協同組合宵と貿 妫 振興宵とを統合して賀易省と 
新設し，別に協同組合省を新設した。
1965年 8 月2 0口には統制品目は42種から54種に増加した。
革命評議会は政府が社会主義経済制度を建設することを認可する法律を，1965年 10 . 
月 1 8日に制定し， それと同時に交易評議会の設置とその業務内界ならびに責任事項と 
を告示した。








すでに実際に従事中の者と研修終了者とを含めて511名の交易業管理者が，308の 郡  
のうちで交易業の活発に行なわれている2 4 1郡に 1966年 3月 10日に派遣されて交易業  
務を予習することとなった。
交忍評議会と交易公社との執行委員会組織と各委貝の職 责 とは，第 112回 閣 議 の 決  
定に基づいて1966年 3月 15日に規定された。
消費者委員会は1966年 3月 18日に主食販売店舗， 織物販売店舗，一般物資販売店舗 
の監督業務に必要な準備を整えた。
1966年 4月 30日 に は 3 0 8の郡に郡交易事務所が設置された。 交易評議会は革命政府 
の承認を得て郡交易事務所の組織と職員の権限および職務とを1966年 5月 3日に定め
た。
1 % 6 年 5 月 15日には1321力所に農産物賈上所が開設され，103力所に水産物貢上所が 
開設された。同日現在で308の郡における交易機構の内容は，卸売店舗 7 4 7 , 小売店舗
ビ ル マ （1 2月）
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7 6 4 3 ,交易業務従業員:13万 1828名であった。




第 11回交易評議会会議の決議に基づき， 交易に関する諸問題を研究する小委員会が 
1966年 6 月 14H に設置された。
交易公社は 1966年 8月 29日に改組された。
交易関係諸問題を研究する小委貝会が研究結果に基づいて行なった答申は，1966年  
9 月 6 日に開催の第17回交易評議会会議で検討された。 .
貿芴省は34品目の統制を解除する省令第10号と省令第11号ならびに統制解除品目の 
交易に従事する卸売業者の登録に関する省令第12号を 1你 6年 9 月2 7 R に公布した。
♦カレン民族防衛組織の政治運動と宗教
Pa-anで12月 6 日挙行の民衆大会でキヤイクチョの巡礼11名がカレン民族防衛組織 
の一味によって， 仏塔丘陵で先般虐殺された事件が糾弾され， この事件を通じて表現 




の実体を新たな角度から観察せねばなら .なくなった。 今冋の亊件を通じて曝露された ::
この組織の実体とは何か， それはこの組織が宗教と政治運動とを混淆しているとのこ 
とである。 このことのためこの組織はコートレイ族の本拠で同一民族のためにすら非 









— 卿 ， バ 3 卸 ），
ビ ル マ （1 2月）
るものがあった。 しかし闘争の目標から遠ざかり邪道に踏み迷ったがため， この組織 
は遂にあらゆる支持者に見放されて孤立無援となり， 今や崩壊寸前の窮地に追い込ま 
れた。 かく窮地に追い込まれたため彼等は特に叛逆の後期過程において， 掠奪を事と 
する匪賊の境遇に顚落した。 彼等は無防備の村落を襲って掠奪をほしいままにし，列 
車顚覆， 船舶乗っ取り，交通遮断などの暴 举 を犯し， さらに今日では宗教感情を煽り 
立てて，国を混乱に陥れようとの凶悪な手段を採るに至った。 しかし昨日挙行された 
Pa-a n 民衆大会が彼等のかかる暴 举 を断呼非難し糾弾したことは， 彼等にかかる極悪 
非道な行動が何等効を奏する見込がないことを思い知らせるに相違ない。 彼等を非難 
するのは彼等の同胞たるカレン族だけに限らず他民族の同志達も彼等の巡礼虐殺を無 

















受けることは絶対有り得ないはずである。 このことは Pa-a n 民衆大会でカレン民族自 
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するであろう」 とビルマ革命評議会は文書を通じて発表した。 この発表からして明か 
に窺われるごとく， 革命評議会の主体を成す軍部指導者達はビルマの特殊事情を真斂 ,
に考慮してきた。 ム
革命評議会はブルジョア政党を一掃した。唯一の政党たるビルマ社会主義計画党は， . ，::： 
一定数の党員と多数の党員候補者ならびに多数の .党同調者を傘下に収めており， これ 
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れている。 ビルマで反乱軍が活躍している現状に着眼すると， このような統治方式が 
開発の現行段階では不可欠なことは明かである。
行政評議会は， 地方行政区画の地域代表者が選挙を通じて任命されるまでの暫定措 




第 1 に指摘せねばならないことは農民と労働者との搾取が全廃されたことで， これ 
は今日まで革命政府と社会主義計画党とが収めた諸穐業績の主なるものである。
第 2 に農業協同組合の設置を指摘せねばならない。 現在の段階ではこの協同組合は 
農業増産に役立たず， 高度の生産能力を発揮していない， しかし農業増産の基盤は協 
同組合の設置を通じて定置された;> 次に全農地が 闽 W 化された今日では， 自作農は地 
主に地代を納付せずに済むこととなった。











全土に漲っており， 言論界では新制度に関する善意の忌 渖 なき批評は自由活発に行な 




る生気を吹き込み， か く し て こ の 亊 業 を 躍 進 さ せ て き た こ と は 明 か で あ る 。（烈
12月 14日）
ビ ル マ （12月）
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日 誌 （12月）
日▼新米価で予約買付開始 — 11月 3 0日改訂された新米価に基づき各地で予約買 
付が開始された。





この委員会は M 人 の メンバーから構成され，議 長 に U  Nun•咨 記 長 に U  Ohn 
M a u n gが任命された。 また単一連盟は，作家組合とジャーナリスト組合を統合 
して組■織されることになる。
なお準備委員会結成後，委 員 会 は 「連盟は社会主義目標に人民と一致協力して 
前進し計画党 の下で社会主義建設の一勢力となるよう行動する」 との声明を発表 
した。
日 ▼ チ ャ ウ ク で P W C 選挙— チャウクでは労働者評議会の代_ 員の選挙が開始 
された。 当地区では合計 44名の代議員が選ばれる。
▼ラングーン = バセイン間道路建設着工一ーラングーン= バセイン間道路の第 
1 期工事分インセイン = ヤンドーン間のインセイン= メザリ間の24マイルについ 
て建設が着工された。 な お 第 1 期工事は今年度末に完成される予定である。
日 T ネ•ウィン議長帰国 — ネパールを 3 日間公式訪問したネ•ウィン議長夫妻 
一行は午後 5 時帰国した。空 港 に は テ ィ ン •ぺ ， サン .ュー両准将他各閣僚が出  
迎えた。 なお，ネ •ウィン議長帰国に際し， ビルマ•ネパール共同声明が発表さ 
れた。
日▼労働者ネ .ウィン演説を支持 — P ak ok k u市および近郊の労働者約 1 万人
が集会を開き，計画党セミナーにおけるネ•ウィン議長の演説と書記長の政治報 
告を満場一致で支持した。
▼反乱軍批難集会— 11月下旬，K y aik tiy o寺院に向う途中の 11人の巡礼が， 
反乱軍により射殺された事件に抗議し，反乱軍を批難する集会が各地で開かれて 
いるが，Minhla (タラワディ県） で は 3 千人が，K y a ik h toで は 5 千人が集会を 
開いた。
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/ 5 日 ▼ 郡 協 同 組 合 担 当 官 会 議 ー ラ ン グ ー ン で 郡 協 问 組 合 担 当 宫 会 議 が 開 か れ ，党
中央組織委員会統合書記提タン .セイン大佐，中央軍管区 诏 令 官 T i n  U 大佐ら 
の政府関係者および280名の郡協同組合担当官が出席した。席上，Min K y i 中佐 
は 「過去の協同組合は，積極的かつ組織的に業務を遂行していなかったし，組織 
自体適切ではなかった。担当者はただ利益を追求するだけであった」 と述べた。 
また内会讅では，協同 袓 合の歴史， 協同組合解散の問題， 19(S5〜(36年 度 お よ び  
〜67平度における協同組合組織状態などの諸問題が討識される。
▼ Kyaiktiyo寺院への巡礼を中止— K yaiktiyo  # 院当只は，12月13日からKyai-  
k t i y o 寺院への巡礼および参拝を 一{1夺 -中止することに決定した。 これは，先 月 11 
人の巡礼が反乱軍に射殺され，なおその危険があるとの理由からである。 この反 
乱 軍 は Bo Tun  M y i t お よ び Bo Ronalclに 率 い ら れ る K N D O  (カレン民族防 
衛組織） の一隊である。
▼大学生，反乱軍に襲わる— モールメン大学の学生200人が修学旅行で Setse 
か ら Amherstへパス 4 台で向う途中，反乱軍の襲撃を受け， 現 金 1 万チャット 
相当が略 辉 された。 な お 2 名が負傷した。
6 日▼旧学生指導者釈放 — 1963年 12月の学生暴動を指導し，参加した元学生6 人 
がモ ー ル メン刑務所で釈放された。
▼沖積地を農民に配分 ------M a l a i k と M o n y w a 県 境 の 沖 積 地 （M y e n u ) 101工
一力一が，K a n i郡 Ohnta村 と Mingin郡 Khetlon村の 18人の土地無き農民に 
配分された。
▼鋼板圧延工場の生産状況— Y w a m a にある銅板圧延工場での棒鋼，鋼 板 ， 
ワイヤー，釘，有刺鉄線の生産は1964〜65年 度 を 5 6 0 トン上回る2 万0 6 2 5トンの 
目標を超えた。 そしてこのたび， 1966〜67年度の生産目標を2 万9000トンと定め 
た。昨年度の棒鋼生産は目標 8500トンに対し，9 2 7 4トンの実績を示した。 また卜 
タン板を含む鋼板の生産は目標7 1 2 5 トンに対し，7 1 8 1 トンの実績を示した。有刺 
鉄線は，1000トンに対し，1007トンを示した。 しかし，釘は，原料であるワイヤ 
一製品の輸入が送れたため，4000トンの目標に達することが出来ず，3 7 2 3トンに 
どまった。 しかし，全般的には当工場の生産は目標を5 6 0 トン上回った。 なお当 
工場は1957年 7 月に設立され，1 2 トンの電解炉を有し，年産能力は 2 万トンであ 
る。 また圧延能力は4 万トンである。亜鈴メッキ能力は 8 万トンである。
7 日▼著述家記者連盟設立菜案発表 — 著述家，記者連盟の設立草案が発表された。 
この連盟の基本的性格として，草案は現行社会主義建設に一勢力となることを唱
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つている。 なお草案内容は資料参照。
8 日▼ジュート販売状況ー ジュート生産者は今期，農業農村開発公社 (A R D C )に 
合計680万 Viss (1010万チャット） を販売した。 また今期のジュート作付面積は
全 国 で 7 万6500エーカーであった。
A R D C は 9 月 以 来 2 4 0 の買付センターでジユートの買付を行ない，10月 7 日 
までに 3 5 0万チャット相当のジユートを H い上げていたが， このほど，買付計画 
を完了し，合計1011万 6253チャットを買い付けた。
なお地区別の買付額（チャット）は次のとおりである。
Myaungmya 1,96 万5,373 Maubin 1,65万0,6()0
Henzada 45775,097 Bassein 31万 1，448
Pyapon





















Mandalay 7 ，104 A kyab 2,224
M a g w e  933
9 日▼ビルマ記者協会，連盟設立草案を歓迎一 ー ビルマ記者協会（B .R .A . )はラン 
ダーンで総会を招集， 7 日に提出されたビルマ著述家 •記者連盟（W . J. F .) 設立 
草案を検討，これを満場一致で承認した。
▼繊維工場建設順調— 今， メイクティラに建設中の国営繊維工場は，中国人 
技師の援助を基に，建造物の 8 5 % と，機械設備の6 5 % が出来上がった。 なお当エ 
場は ，1967年 10月に操業が開始される予定である。
1 0 日 ▼ ジ ャ ー ナ リ ス ト •作 家 大 衆 集 会 開 く ー ラングーンとマンダレーで各々，作 
家，ジャーナリスト，その他文筆関係者が会議を開き， 7 H 発 表 さ れ た ，W .J. 
F . 連盟説立草案の説明，検討が行なわれた。ラングーンでは市民会館で開かれ， 
W .J.F .連盟結成準備委員会議畏 U  W u n が 設 立 草 案 と W .J.F . 設立の意義な 
どに関し演説をした。
▼反乱軍批難集会----ヘ ン ザ ダ 県 Lemyethnar郡3 3力村からの農民 2300人が
P a n d a w g y e村で反乱軍のテロ活動に対する抗議 .批難集会を開いた。
1 1 日 ▼ 青 年 作家評議会解散— 青年作家評議会の運営委員会は，W .J.F •結成を歓
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迎するとともに，評議会の解散を決记 ，メンバーに対し，W . J . F . に参加するよ 
う呼びかけた。 ’
▼労働者，ネ•ウィン演説を支持— M i n g y a nで当地|えの労働者，政府職員ら 
3500人が集会を開き，党セミナーにおけるネ .ウィン議民の演説と害記長の政治 
報告を支持した。
▼パオ族反封建運動記念日— 第17回パオ族反封建レジスタンス記念 P 式典が 
Loilem郡 liwehaung村で行なわれ， 1 万のパオ族が出席した。
▼茶の価格を値下げ— ラングーンでは茶の小売価格が，ポンド当り6 〜25チ 
ャットから3 〜10チャットに，またクズ茶はポンド当り， 6 チャットから3 チャ 
ットに値下がった。 これは，11月2 5日付で，第 1 号交笏公社が発令した指令に基 
づくものである。
1 2 日▼郡協同組合担当官会議 — 郡協同組合担当官会議は1‘2月 6 H から開かれたが 
最終日に当り，ティン•ぺ准将が出席した。 なお当会議では基礎的な協同組合体 
の組織，基礎的協同組合体の業務種類などを検討した。
▼鉱業関係者訓練講習会— 鉱業省関係担当官に対する第2 四監督訓練講習会 
が開かれ，席上，鉱業省次官 K h i n M a u n g M y i n t大佐は，当講習会の目的を述 




1 3日▼作家協会解散 — ビルマ統一作家協会が会合を開き，W J  F に参加するため 
その組織を解散した。
▼鈇_ 産業調査研究局設立— 国家計画省は，国内鉱山資源を基礎とする鉄鋼 
産業確立の可能性を調査するための機関を設立した。当委員会議長には鉱業開発 
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今回閉鎖されたものを含めて合計59の寺院学校がある。
1 5 日▼製紙用の竹生産 — トングーの国営木材 « は Sitang製紙工場に対する竹の 
供給が必要なため，当地の竹林業者を集め，伐採を喫励するとともに，国営木材 
况に収めるよう呼びかけた。
1 6 日 ▼ S A Cの政府機関への協力を要請— 中央治安行政委員会(S A C )は各下部S A C  
に対し，一般行政，経 済 ’社会福祉事業の成功を期するため> 政府各機関，計画 
党各組織に協力するよう要請した。
▼「地域開発には平和と治安が不可欠」— カチン州プタオで開かれた当地区担 
当官会議の席上，北西軍管区 W 令 官 S e i n M y a大佐は地域開発の必要性と，地域 
開発には平和と治安確保が絶対的条件であると強調した。
1 7 日▼国連による気象，水質調査完了— 国 連 開 発 計 画 （特別基金）事業の世界水 
質学機構によるビノレマにおける水質，気象学発展に関する調査計画が，近く完了 





1 8 日 T M u沔調査開始----M u 調査計画がこのほど Kyunhla郡 （Shwebo県）で開始
された。M u 河調査計画の一環として， ま ず 農 業 局 ，A R D C が Italco氓 ult (イ
タリー）会社と協力し，当地域の予備調査を開始した。
1 9 日 ▼ 鉛 ，亜鉛は将来性がある一一国連開発計画局による， ビルマの鉱物資源調査 
の報告がこのほど発表され， ビルマにおける鉛，亜船の鉱物資源はビルマにおい 
て有力な財政源となり得るし， また将来性もあると報告された。 当調査は，総額 
82万3 4 0 0ドルをかけて，国連開発計画局とビルマ政府が共同出資して行なわれた 
もので，主に北シャン州のボードウィン鉱山が対象となった。
2 0 日 ▼ 学 生 祭開幕— 恒例の全国学生祭が，今年の中央会場マンダレーで開幕した。 
学 生 に よ る 分 列 行 進 を 閲 見 し た フ ラ ー .ハ ン 教 育 .保 健 相 は 「学生諸君はいまや 
社会主義革命における強力な勢力となっている」 との訓示を行なった。 なお中央 
会 場 に は タ ウン .ダン准将，Sein M y a 大佐 ，Van K u lh大佐らが出席した。学 
生 祭 は 2 週間にわたって全国各地で，運動競技会，展幫会などが催される。
▼労働者評議会選挙— シュリアムで，3707名の労働者が，労働者評議会結成 
のための五つの基礎組織の代議員 14 0名の選挙投票を行なった0
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なお基礎組織は，人民石油産業，農業関係政府機関，行政関係政府機関，教育 
および保健機関である。
▼チン族，計画党に忠誠を誓う — H a k a東郡のチン民族が最近，チン評議会 
議 提 U  S a n  K h o  L i a n に対し，社会主義計画党を支持し，社会主義革命の成功 
のためにいかなる任務にもつくことを誓った。
2 1 日 ▼ 労 働 者 評 議 会 選 挙 — ラングーンでは，労働者評議会の郡，および基礎組織 
の代議員選挙がまもなく開始される。 なお選 举 はラングーン市 5 0力所の針両党支 
部で行なわれる。
▼対ハンガリー貿易協定一  — ビルマ，ハ ン ガ リ ー 貿 场 胳 定かs ラングーンでビ 
ルマ担当周とハ ン ガリア商業会議の間で調印が行なわれた。




議 会 の 8 機関である。 また文化省は当計画を進めるに当り4 項 の 指 導 原 則 を 掲  
げ，特 に 「ビルマ文化は労働者の文化でなければならない」ことを強調している。
2 2 日 ▼ プ タ オ で も 五 列 作 戦 — 農村地域における治安，行政，組織，経済，社会状 
態の改善のために，各地でいわゆる五列作戦が計画されているが， カチン州プタ 
才郡で今この作戦が展開されている。 当作戦は S A C ，人 R 警察隊，計画党，そ 
の他政府機関の共同によるものである。
▼ T h a y e t調整会議 — Thayetで開かれた調整会議の席上当郡 S A C議 長 は 「地 
下反乱軍は分離，脱落し， 日一日弱体化している。彼らは彼らの存在を公衆に忘 
れさせないために破壊活動を行なっているのである。」 などと述べた。
2 3 日 ▼ U Ba Nyein東独訪問終る — 数週間にわたって東独を訪問していた大蔵省顧 
問 U  Ba N y e i nを代表とする東欧視察団は，訪問日程を終えた。訪問中，視察  
団は，東独の新経済原則に基づく国民経済計画と運営の諸問題について検討した。
2 4 日 ▼ 原 料 要 求 を 訴 え ，工場が生産停止----ラングーン T h in g an保 u n 地 区 の T h a -
l ) a w a ナイロンエ場が原料の供給を政府交芴評議会に対し要求して， 1 2月 16日以 
来 ，生産を停止している。 当工場は，労 働 者 137名，織機 55台を有している。
▼自動車部品業者を手入れ — 人民警察隊は人民販売店から自動車部品を闇業 
者へ横流ししていた店員， 自動者所有者40人，部品ブロー カーを逮捕した。
2 5 日 ▼ 各 地 で 反 乱 軍 批 難 集 会 — K N D O 反乱軍の破壊， テロ活動に抗議して，テ
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ナセリム各地で批難集会が開かれた。 Papunでは1500名が， ま た Shwegunでは 
同じく1500名が出席して同様の批難集会が開かれた。
2 6 日 ▼ 籾 の 買 上 げ 努 力 — 今，イラワジ省では，米の収穫期に当り政府の予約買付 
が行なわれているが，バセインで当省担当高官会議が開かれ， イラワジ省経済委 
員 会 議 長 San K y i大佐は，現行の社会主義革命における経済革命の重要性を強 
調するとともに，政府買上げ S の増加と輸出用米の精米確保を促した。
2 7 日 ▼ 反 乱 軍 に 加 わ っ た 少 年 — Hlaingbweの警察官の息子（14才）が，反乱軍に加 
わって 3 力月後に帰宅した。 この少年は反乱軍生活について次のように語った。
「事故に見せかけて，K N D O 反乱軍に参加した。 そ し て K N D O 第 3 連隊の 





2 8 日 ▼ 第 1 回労働者評議会監督訓練講習会 — ミンガラドンの中央政治科学学校で 
開かれていた第 1 回労働者評議会監督訓練講習会が終了した。 当講習会には労働 
相マウン •シュウュ大佐も出席，労働者評議会の意義などにっいて述べた。
▼労働者評議会の歓迎集会 — ラングーンでは，今各地で労働者評議会の代議 
員選挙が行なわれ，また労働者評議会を歓迎する集会が開かれている。 タイチ地 
区ではシャン寺院に5 千人の労働者が集まり，同様の集会を開いた。
2P 日▼ボード'ウィンに新精錬所 — N a m u t uのボードウィン産業で，今新しい精錬 
所を建設中である。 この建設総額は， 100万チャットと予定されている。 なお新 
精錬所は 1967年 10月 1日操業予定である。 N a m u t uボードウィン産業での今年の 
精鍊能力は20万トンに達する見込みである。昨年は 16万トンであった。 なお昨年 
の当産業における生産実績は次のとおりである。
(単 位 ト ン ）
E1 標 実 績 《 1 9 6 7〜6 8年度目標
精 鍊 鉛 13,200 1 4 , 5 3 4 16,5 0 0
ア ン チ モ ニ ー 鉛 3 8 0 5 0 8 4 7 0
濃 縮 亜 鉛 10,900 11,487 13,5 0 0
銅 板 180 2 1 5 2 2 0
二 ッ ケ ル 100 160 125
銀 (オンス ) 8 9 0 , 0 0 0 1 ，190, 0 0 0 1 ，05 0 , 0 0 0
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▼郡農業銀行開設 — 來刀末迄に44地区 157郡で，郡 農 業 銀 行 （Township A g ­




3 0 日▼籾買付の特別団を設置 — 中央夂鉍評;儀会は，今年-の扨:^ ftと精米の円揹化 
を期するため各地方公共団体を彳爱 助すべく， 17の特別チームを淡蹬し，すでに各 
地方へ派遣した。
なおチームの役割は，①登録された料造の調査，② 第 1 号交姑公社および農 协  
の買付センターの祝察，③ S A C ，農地委員会，農協関係者との 贾 付に関する協 
'議，④籾の輸送状況視察などである。
3 1 日 ▼ 「経済政策には変化ないJ— 各軍管区司令部で一斉に現職訓練講習会が開か 
れた。各軍管区とも，主に経済問題が討議されたが，北西軍管区では司令官 Sein 
M y a 大 佐 は 「貿鉍省指令第1 0 , 1 1号による，指 令 第 5,6号 の 廃 止 は ，社会主義 
経済制度からの変化を意味しない，むしろ人民の利益のために社会主義計画の原 
則に基づいて行なわれたものである〇」 と述べた。
▼ U Ba Nyein, ソ連へ— 大 蔵 省 顧 問 U  Ba Nyeinは，今東欧各国を歴訪中で 
あるが，3 1日モスクワに到着した。
Tass通信との記者 会 見 で 同 氏 は 「経済計画における社会主義諸国の経験はビ 
ルマの経済繁栄に貢献している」 と述べた。




2 9 日 ▼ Toungoo: 政 财 軍第 5 連隊は夜半から未明にかけ17人 の 反 乱 璀 部 隊 （カレン 
共産党連合） と 3 時間にわたって交戦し反乱軍4 名が死亡した。
1 2月
1 日 ▼ A u n g la n :夜 9 時，約 100人の反乱軍が当地近郊24マ イ ル の T h a n b u la村に 
3 方向から侵入襲撃し，数時間の後警察署を占拠，人民商店，民家などに放火， 
協同組合で略 #して逃走。
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2 日 ▼ Thaton: 約 300人 の 反 乱 軍 が 当 地 区 ’l'liayettawと Daybayein村を襲擊し， 
6 人のM 人を含む村民 9 人を人質として連行， さらに民家50軒を略-奪， 1 万チャ 
ット相苗を耗った。
4 日 ▼ Bassein:約90名 の 共 産 党 反 乱 軍 が Ngapiuaw郡 の 9 村落農協を襲撃， 10万 
チャット相当を略薄した。 な お 反 乱 軍 は M y a  Lay, Bo Htwe，Dat T a i n gに 率  
いられたもので，第 2 チン統隊が追跡した。
5 日 T Bassein:カレン反乱軍軍医 Saya Y o h a n と襄および子供-が S n a n y w a警翁 
に投降した。 なお妻はサンドウヱイの共産党幹部 A u n g  W i n の娘である。
▼ Bassein:政府軍第 3 6連 隊 は Bo T u n  K y i の N D U F 反乱軍が隠し持ってい 
た 地 雷 3 個 を D a k a 村 の Seiktna寺院で押収した。
▼ Mergui: 15人 の 共 産 党 反 乱 軍 が S u w e d u国営ゴム園の 6 倉庫， 事務所など 
に放火し， 2 万チャットの生ゴムを失なった。被 害 総 額 8 万チャット。
6 日 ▼ M a u b i n :大 規 模 の N D U F 反 乱 軍 が P a n t a n a w郡 Myintazu村警察を占拠 
しようとしたが，警察官の必死の防戦により， 2 名の死体を残して逃走した。
7 日 T Yegyi: 70人の反乱軍が，未 明 ，当 郡 の U B A M B 精米所を襲繫したが 2 時 
間後に撤退した。
▼ Pyapon:最 近 略 輕 さ れ て い る 当 郡 Khapyatwa村へ視察に行くため 2 隻のモ 
ーター •ボートで航行中の警察官が反乱軍の射擊を受け 2 名が死亡した。
▼ M u d o n : Bo Tni H a に率いられた12人の反乱軍が，巡戒中の政府軍第32連 
隊と交戦，政 府 軍 1 名が死亡， 3 時間後に反乱軍は撤退した。
8 日 ▼ Kyounggon: 当 郡 Ganain村で政府軍巡戒部隊と Bo Than Suein，Bo Gar 
M i n に率いられる 100人の K N U P 反 乱 軍 と が 1 時間にわたって交戦し，反乱 侧  
2 名が死亡し，政府軍兵士 4 名が輕傷を負った。
▼ Thanbyuzayat: Bo Y i に率いられる 20名の反乱軍が当地近接農村に侵入， 
略奪を企てたが間もなく撃退された。
▼ Y e g y i :約 150名 の N D U F 反 乱 軍 が 当 地 区 P a d a u k c h a u n gを襲撃した時， 
治安部隊によっ了壊滅的な打撃を受けて逃走した。
1 0 日 ▼ Ky a n g i n :反 乱 軍 “中隊長” San M y i n tが当地区に居る妻を訪問した時，政 
府軍第51連隊により逮捕された。彼は 1957年以来，反乱軍に加わっていた。
1 1 日 ▼ Pa-an : K N D O 反 乱 軍 の “前線指揮官’ と “綜合問題担当指導官” が，当地 
で，政府軍第 4 連隊により逮捕された。
▼ Kalemyo: K y a w  Hsaing派赤旗共産党員 5 人が，Tintha警察に逮捕された。
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1 2 日 T Yandoon: N D U F 反乱軍は当郡 Bawaing村近郊の運河を航行中の第1 号交 
易公社米積船を捕獲し，米1600袋を河に投げ込んだ。
1 3 日 ▼ M y a u g m y a : E i n m e郡 Pyinmachaungpyaに共産党グループが隠れている 
との情報を聞きつけた人民警察隊は，その本部を急襲し，反乱軍指導者 1 名を射 
殺した。
U 日 ▼ Yandoon: 30人 の N D U F 反 乱 軍 が 当 郡 Sunhtani村の灌漑ん)出張所を攻撃 
し，動 力 機 械 （ブルトーザーなど） を破壊した。
▼ Henzada県 Lemyetha郡 で の 政 府軍との交戦で，北 産 党 中 央 委 貝 Bohmu 
. Chit K a u n gが殺された。Bohmu  Chit K a u n gは，戦前から学生運動に参加，
ビルマ独立軍， ビルマ国防軍のメンバーであった。 そして1957年から1959年まで 
マンダレーで牢獄生活を送り，1964年-のビルマ典座党と政府との和平会談決裂後 
ビルマ共産党に入党し，地下に入っていたものである。
1 5 日 ▼ Bassein:カ レ ン 反 乱 軍 が Thabaungの 対 设 の Thabawchaung村 と Sison 
の農民から10名の揚水ポンプを押収した。 このポンプは，最 近 A R D C が，農民 
に貸付けたものである。
1 6 日 ▼ Mergui ••当地で 反 乱 軍 に よ り ，人民真珠養殖産業所有の2 隻のボートが捕 
獲された。
▼ Tougoo: 約 30人の K N D O  反乱軍 (Saw Harveeg 派）が Tapyay-Dothaung 
村間を通行中のトラックを攻撃，放火した。
1 7 日 ▼ Kyauktaga: 当 地 区 の 村 民 が ICyaukkyiの K N D O 反乱軍によって殺され  
た。
▼ Nyaungiebin: 5 人 の 共 産 党 反 乱 軍 が Peinzalokの米の集荷処に火をつけ， 
籾 2 0 0袋を燃やした。
2 0 日 ▼ Myanaung: 当郡内を掃討作戦中の政府軍部隊は，多大な成果を収め，最近 
では当地の反乱軍は壊滅的打擊を受けていると思われる。
2 1 日 ▼ Bassein: Bassein東 郡 K a n y w a村の极貿イ、〗•センターに設けられた警察署お 
よ び 咐 戒 所 が 約 100人 の N D U F 反乱-軍の襲撃を受け，精米所および初2000パス 
ケットを焼失した。被害総額は35万チャット。
▼ Kyaunggon:当地で反乱軍の攻撃を受け警官 2 名が死亡した。
▼ Mergui: 40人の共産党反乱軍が当地 Katan K i n g島ゴム会社を襲撃，建 物  
4 棟を焼失させた。
2 2 日 ▼ Bassein: 約60人 の N D U F 反 乱 軍 は Kanywa村に侵入略 辉 行為を続けてい
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るが， このため，政府買上げ米に大きな損害を出している。
なおこれまでに槐6〇67パスケットの消失が確認された。
2 3 日 ▼ A u n g la n :約 8 0 人 の N D U F 反乱軍は，T h au n g  B in  S e i k 村 に 侵 人 略 奪  
をし，国立高等学校にも侵入して，計 2 千チャット相当を奪った。
2 6 日 T D a n u b y u :琪 地 区 の 反 乱 軍 が D anubyu— Z a l u n 間の電話線を切断した。
T Mergui: 1 人の共産党反乱軍と2 人のシャン反乱軍が，ジャングル•生活に幻 
滅を感じたとして 组 地の政府軍に投降した。
2 7 日 T P e g u :反 乱 軍 が W a w 郡 K a w w in 村に侵入，国有トラクターを略奪 .した。
▼ M a r ta b a n :反 乱 軍 が 当 地 区 S i n 村 の S A C 議畏とその子供を殺害した。
2 8 日 ▼ T a v o y :カ レ ン 反 乱 軍 が Y e — T a v o y 間を通行中のジープを攻撃， 運転手が 
殺された。
▼ G y o b in k a u k :約 6 0人 の N D U F 反 乱 軍 が 约 地 O h b o g o n警察を急襲したが， 
必死の応戦により撃退した。
3 0 日 ▼ M o h n y i n : 势 地区近郊の村民 170名が，反乱軍に追われて当市内に避難して 
きた。
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資 料
ビルマ連邦著述家記者連盟規約案
W orking People’s D aily, \2. S.
本紙主筆兼ビルマ連邦著述家記者連盟•設立準備委員の U  Khin Maung Lattは，マ 
ンダレー市公会党で10日午後 1 時30分に挙行される著述家記者連盟で， 連盟規約案を 
説明するため昨 H マンダレーに向った。 彼の同行者は M じく速盟設立準備委員である 
Min Kyaw  (U Kyaw  Swe) であった。
連盟規約案は12J1 7 日に発表された。 この規約案は下記の通りである。
序 文
1 .  著述家と記者とはビルマの独立獲得闘争過程にあって大同随結して重要な役割 
を達成した。 彼等は全国民に蹶起して国の独立のため帝国主義反対行動を採るよう呼 
びかけて国事に尽した。
2 .  しかし独立獲得後には挙国一致態勢は弛緩し， 引き続き言論界でも同様に挙国 
一致態勢はとみに紊れた。






4 .  この連盟 の 名 称 は 「ビルマ連邦著述家記者連盟」 とする。 以下この規約案では 
「著述家記者連盟」 と略称する。
標 章
5 .  連盟の標章は緑色円形を背景とし左右にそれぞれ1 本の稲糖を配した歯列 12本 
の青色歯車の上部に直立するペンとする。 この標章では左右に配した2 本の稲穂の先 
端の中間に 当 る 頂 部 に 「著述家記者連盟」 と銘を刻むものとする。
所 在 地
6 .  著述家記者連盟の所在地はラングーン市区域内とする。
目 的
7 .  著述家記者連盟の目的は下記とする。
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⑷著述家と記者とを諸他勤労大衆と提携協力してビノレマ連邦社会主義国建設に参 
加させること。
(b) 著述家，記者， 諸他勤労大衆の社会主義精神に基づく活発な相互協力を促進す 
ること。
⑷著述家と記者との職業保障制度を設けることに協力すること。
事 業 綱 領















1 9 . 著述家または記者を一方の劣事者とし印刷業者， 出版業者，または配給業者を 
相手方とする紛争の解決と曲底決定とに助力すること。
組 織
2 0 •著 述 家 記 者 連 盟 は 「著述家同盟」 と 「記者同盟」 との連合体とする。
⑷ 著 述 家 同 盟 に は 下 記の者が加入するものとする。
小説家，物語作家，記事執筆者，文芸評論家，詩人，飜訳者，評論家， 劇作家，舞 
踊振付者，編輯者，文芸雑誌編輯者，校正者。
(説明） 評論家の分類には政治評論家，経済評論家，社会評論家， 伝記作者，旅行 
記執筆者を一括して含めるものとする。
⑸ 記者同盟には下記の者が加入するものとする。
日 刊 新 聞 •週 報 •月 報 •そ の 他 新 聞 社 定 期 刊 行 物 の 編 輯 者 ，通信社編輯者， 報道記
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者 ，探報記者，報道記事翻訳者，専門記事執筆者，漫画家，校正者。
(説明） 編輯者の分類には放送原稿編輯者を含めるものとし， 報道記者の分類には 





委 員 長 1 名 組 織 係 1 名
副 委 員 長 （著述家代表） 1 名 渉 外 係 1 名
副 委 員 長 （記 者 代 表 ） 1 名 会 計 係 1 名
書  記 1 名 執行委員
(f t 家■ )
6 名
書 記 補 佐 （著述家代表） 1 名 計 15名
書 記 補 佐 （記 者 代 表 ） 1 名
2 2 . 著述家記者連盟執行委員会の下部組織は下記とする。
⑷ 著 述 家 同 盟 執 行 委 員 会  
(b) 記者同盟執行委員会
これら 2 種執行委艮会は下記の者がこれを構成するものとする。
委 員 長 1 名 渉 外 係 1 名
副委員長 2 名 会 計 係 1 名
書 記 1 名 執行委 员 6 名
書記補佐 1 名 Tfl* 15名
組 織 係 1 名
(説明） 著述家同盟執行委員長は著述家記者連盟副委員長(著述家代表 )に就任し， 
記者同盟執行委員長は著述家記者連盟副委員長（記者代表） に就任するものとする。 
著述家同盟執行委員会書記は連盟執行委員会書記補佐（著述家代表） に， 記者同盟執 
行委員会書記は連盟執行委員会書記補佐(記者代表）にそれぞれ就任するものとする。
2 3 . 記者と著述家とを兼ねることを主張できる有給記者は記者の分類に編入され記 
者同盟に加入するものとする。
2 4 •記者と著述家とを兼ねるも無給の者はその選択した特定の同盟に加入し当該同 
盟に専厲するものとする。
2 5 . 著述家同盟執行委員会構成員は著述家がこれを選出し， 記者同盟執行委員会構 
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成員は記者がこれを選出するものとする。 両者の投票権は交換してはならないものと 
する。
2 6 .  郡著述家記者連盟は著述家記者連盟加入者3 名以上がこれを結成できるものと 
する。
連盟会員資格
2 7 .  ビルマ国人に限り著述家記者連盟に加入できるものとする。
2 8 .  著述家同盟会員の適格者は日刊新聞，週報，雑誌 ， 単行本に最少限度下記篇数 
の著作を発表したことを確認された者に限るものとする。
⑴ 小 説 3篇
⑵ 短 篇 小 説 10〃
⑶ 物 語 10〃
⑷ 記 事 （報道記事を除く） 10〃
⑸ 文 芸 評 論 10"
⑹ 詩 20〃
⑺ 1 飜 訳 （記 事） 1 0ガ
⑻ 翻 訳 （小 説） 3'，
⑼ m 訳 （短篇小説） 10"
⑽ 飜 説 （一 般 書 ） 3 ガ
政治，経済，社会に関する単行本，伝 記 ，旅行記 3 ガ
戯 曲 3 "
一幕物戯曲 5 "
2 9 .  記者同盟会員の適格者は下記の者とする。
⑷ 有 給 の 編 輯 者 ，探報記者，報道記者，漫画家，校正者
(b)  勤 続 年 数 が 1 年以上で日刊新聞，週報，報道雑誌に報道記事 60篇以上または報 
道写真30葉以上を発表した通信員
(c)  報道記事10篇以上を発表した者
(d)  漫画 10篇以上を発表した者
3 0 .  著述家記者連盟に加入を申請する者は必要に応じて発表済の著作を提出できね 
ばならない。
3 1 .  会員は出席資格ある集会において動議を提出し投票を行なう権利を保有するも 
のとし，なおまた連盟の定める諸他権利を享有するものとする。
32. 2 年以上会員たる者はその所属する同盟の執行委員または連盟の執行委員に選
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出されるため立候補できる資格を有する者とする。
33 •執 行 委 員 と し て 2 年間勤続した会員はその所属する同盟の執行委員長に選出さ 
れるため立候補できる 资 格を有する者とする。
3 4 .  何 人 も 2 期以上引続き執行委 员 長として留任することはできないものとする。 
総会と諸他会-
3 5 .  著述家同盟と記者同盟とは (則として 1 力月の予告を行なって年次総会を個別 
に開催するものとする。 年次総会においては予算と組織とに関する執行委員会報告を 
検討し，諸種決議を提出， "J決するものとする。




3 7 •緊 急 総 会 は 執 行 委 員 会 が 2 週間の予告を行なって任意にこれを召集するものと 
する。
3 8 . 臨時 総 会 は 全 会 員 の 3 分 の 2 以上の請求ある場合当該請求のあった日から起算 
して 1 力月以内に2 週間の予告を行なってこれを召集するものとする。
39 •緊急総会と臨時総会とにあっては原則として専ら特定議題を審讅するものとす 
る，ただし議題以外にも総会出席者の3 分 の 2 以上が審議を請求した場合には決議を 
提出可決できるものとする。
4 0 .  連盟と同盟との総会は全会 员 の3 分 の 1 以上が出席する場合に成立するものと 
し， この定足数が出席しない場合には当該総会は1 週 間 以 上 2 週間以内の期間にわた 
って延期するものとする。 再度召集された総会は定足数が出席しない場合であっても 
成立するものとする。
4 1 .  執行委 R 長と副執行委員長とが欠席の場合には執行委員が総会議長に選出され 
るものとする。




4 5 .  出席者多数が請求する場合には総会は無記名投票を行なうものとする。
4 6 .  投票有資格者は総会出席者に限るものとする。 代理投票は許されないものとす 
る。
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4 7 .  年間負担金の未納者は投票を許されないものとする。
4 8 .  総会議長は投栗結果が可否同数の場合はすでに行なった投票とは別に投票を行 
なう特権を有するものとする（換言すれば可否同数の場合， 可否は議長がこれを裁決 
するものとする）〇
4 9 .  原則として著述家同盟執行委員会と記者同盟執行委員会と記者同盟執行委員会 
とは毎月1 冋会議を開催し， 著述家記者連盟は 2 力月に 1 回会議を開催するものとす
る。
5 0 .  著述家記者連盟，著述家同盟， 記者同盟の執行委員会特別会議は当該委員会の 
委員長が召集するものとし， または 7 名以上の執行委員が請求した場合に召集される 
ものとする。 後者の場合には会議は当該請求のあった日から起算して2 週間以内にこ 
れを召集せねばならないものとする。
5 1 .  執行委員会会議は9 名以上の委員が出席した場合成立するものとし， 出席委員 
が定足数に達しないため延期された会議は再度召集の場合には委員7 名が出席すれば 
成立するものとする。
5 3 .  著述家記者連盟，著述家同盟， 記者同盟の執行委員会合同会議は毎年召集され 




5 4 .  執行委員の資格は下記の場合に自然消滅するものとする。
⑷ 賜 暇 を 得 ず に 委 員 会 月 例 会 議 に 引 き 続 き 3 回欠席した場合 
(b) 賜暇を得たるも月例会議に引き続き5 回欠席した場合
⑷ 辞 表が執行委員会によって受理された場合
5 5 .  執行委員会は次回特別総会または次回特別会議までの暫定期間を通じて委員3 
名以内の欠員を補充するため互選を行なうことができるものとする， ただし互選され 
た委員の任命は次回特別総会または次回特別会議の承認を得なければならない。 委員 
3 名以上の欠員ある場合には2 力月以内に特別総会を召集して当該欠員を補充するた 
めの選挙を執行するものとする。
執行委員会の所管事項と権限
5 6 .  執行委員会は著述家記者連盟の目的達成と事業計画完遂とにっき直接責任を負 
うものとする。
5 7 •執行委員長は連盟の事業施行を有効適切に指導監督せねばならない。
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5 8 .  執行委員 iiは必要に応じて会議を召集できるものとする。
5 9 .  執行委 员 K -は会議，総会，執行委員会会議を出宰せねばならない。
6 0 .  執行委 员 長は特別事由のため職務に従事できない場合は副委員長に権限を代行 
させるものとする。
6 1 .  執行委員長は会議において固有役茂とは別に可否裁決のため再度投票する権利 
を有するものとする。
6 2 .  執行委 员 铋 は100チャットを超えない臨時費の支丨1!を承認できるものとする。
6 3 .  副委 M 長は委員長に委任された場合に委員長を代行するものとする。
6 4 .  副委頁 .長は委員長を補佐するものとする。
6 5 .  著述家記者連盟の副委員長1 名は著述家同盟の事業にっき貴任を負い， 他の副 
委員長は記者同盟の事業につき責任を 负 うものとする。
66 .  各 M盟の娄U 長は冏盟の各副委員 设 に妥当な職務を割り当てるものとする 0
6 7 .  書記は委員畏の許可を得て会議を召集し会議において書記の職務に従事し記録 
保存につき 责 任を負うものとする。
6 8 .  粦記はその所属する執行委員会の事務を処理するものとする。
的 .書記は半期事業報告書を執行委員会の各会議に提出するものとする。
7 0 .  書記は事前に執行委員会の承認を得て執行委貝会に代って報道， 公告，告示を 
行なうものとする。
7 1 .  書記は特定事由のため職務に従事できない場合には執行委員会の承認を得て職 
務を書記補佐に委任するものとする。
7 2 .  書記は委員長の許可を得て100チャットを超えない額の臨時費を支出できるも 
のとする。忠記は25チャットを超える金額の支出については毎回委員長の承認を得ね 
ばならない。
7 3 .  書記補佐は書記を補作するものとする。
7 4 .  組織係は連盟加入資格ある著述家と記者とに接触し， 加入申請書を審査して執 
行委員会に提出し，その他組織業務につき責任を負うものとする。
7 5 •渉外係は執行委員会の指令に基づいて外国著述家団体と連絡を保ちその事業を 
研究するものとする。
7 6 .  会計係は連盟規約に基づき職務に従事するものとする。
7 7 .  執行委員ば執行委員会または委員長または書記が割り当てた職務に従事するも 
のとする。
7 8 .  各同盟の執行委員会は著述家記者連盟の指令を受けて加入申請書と委員資格喪




7 9 .  連盟加入申請は所定手続を履んでこれを為すものとする。
8 0 .  入会金は 15チャットとする。
年間負担金
. 8 1 . 年間負担金は10チャットとし， 企額一時払または 5 チャットに分割し半期毎に 
納入するものとする。
会員に適用の罰則




る。 当該会員は会員資格停止の日から起算して2 力月以内に滞納金を全納した場合に 




8 4 .  会員資格は下記の場合に消滅するものとする。
⑷ 会 員 が 自 已の意志に基づき脱会した場合
⑹会員が著述家または記者であることを止めた場合  
会員の再審査請求権




8 6 .  著述家記者連盟の規約，規定， 規則の改正案は連盟会議召集日の:2 力月前に書 
面で書記に提出されるものとする。
規定の制定
8 8 •連盟規約は会談に出席した会員の分のがこれを改正するものとする著述家記者 
連盟は郡著述家記者連盟の設置と投票手続ならびに予算手続とに関する規定を定める 
ものとする。
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アジアの動向国別シリーズ
ア ジ ア 諸 国 の 政 治 •経 済 •社 会 の 動 き を 的 確 に 把 握  
す る 基 礎 資 料 と し て 刊 行 し て い る 月 刊 「ア ジ ア の 動 向 」 
の 196 6年 1 月 か ら 1 2月 ま で を ， 各 国 毎 1 冊 に ま と め ， 
巻 頭 に 〗9 6 6年 の 回 顧 ， 総 目 次 ， 年 表 を 追 録 し た 〈国 別  
シ リ ー ズ 〉 の ご 利 用 を お す す め し ま す 。
196 4年 196 5年 1966  年
韓 国 32 1頁 2 5 6頁 2 6 8頁
中 国 — 品 切 51 9
イ ン F 2 4 4 241 2 5 7
イ ン ド シ ナ 324 26 3 2 6 7
フ イ リ ピ ン 167 173 2 7 4
夕 イ 24 7 24 0 3 3 2
マ レ ^ ー シ
シ ン ガ ポ ー ■ノァレ}
374 2 4 2 196
イ ン ド ネ シ ア 303 296 251
ビ ノレ マ 2 6 9 3 2 5 3 8 7
パ キ ス タ ン 406 品 切 354
シ ベ リ ア 開 発 2 8 3 3 8 6 3 8 7
〈国 別 シ リ ー ズ〉 定 価 8 0 0 円 は 部 数 僅 少 の た め ァ
ジ ア 経 済 出 版 会 （東京都新宿区市ケ谷本村町42 T E L (代表 ) 
3 5 3 - 4 2 3 1 )に 直 接 お 申 し 込 み 下 さ い 。
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昭和42年4 月25日発行 定 価 800PJ
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笔話東京353局 4 2 3 1 (代表）
印 刷 所 株 式 会 社 第 二 印 刷 所
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